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序

本書は、共同住宅建築に先立ち、平成 14・15年度に発掘調査を行いまし

た大宰府条坊跡第 222次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書です。

大宰府条坊跡は、大宰府政庁跡の南側に広がる広大な都市遺跡です。今

回の調査はその西側、鷺田川西岸において、 7.650ばという、これまでの

大宰府条坊の調査では前例の無い広大な調査区が設けられました。ここで

は平安時代後期を中心とした遺跡がみつかり、調査区の周囲三方を当時の

道路で区画していることが判明しました。この中には建物が立ち並んでお

り、多量の生活関連遺物が見つかりました。遺跡が失われることは大変残

念なことですが、ここで得られた成果は、大宰府条坊および平安時代後期

の状況分析に大きく寄与するものと期待されます。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、

広く活用され、文化財愛護の精神が高揚することを心より願います。

最後になりましたが、文化財に対してご理解いただきました、関係各位

ならびに諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

平成 17年3月

太宰府市教育委員会

教育長閑敏治



例言

l.本書は、太宰府市都府楼南2丁目 497、500-1、500-4、500-8、500-13、および筑紫野市大字杉塚393-

21にて行った大宰府条坊跡第222・222-2次調査の埋蔵文化財発掘報告書である。

2.第222次調査は共同住宅建築に先立ち実施したもので、第222-2次調査は対象地西側を通る道路のセッ

トパック部分について実施したものである。いずれも同時期に調査したため、調査および整理報告は一括

して作業を行った。調査対象面積は9，944.52m2
、発掘調査面積は 7，650ばである。

3.調査整理報告は、太宰府市教育委員会が(槻パスコに委託した。監理・指導は井上信正が行った。

4.調査期間は平成 14年9月3日~平成 15年 10月20日である。整理作業は、平成 15'" 16年度にかけて

実施し、遠竹陽一郎・柳田信が担当した。

5.遺構実測の基準点は国土調査法第E座標系を基準としている。したがって、遺構実測図および遺構配置

図中に記載される方位は特に注記のないかぎり、座標北 (G.N.)を指しているoなお基準点測量は、(鮒パ

スコが実施した。

6.遺構の実測は、遠竹・柳田・米国信仁が中心となって作業を行った。

7.遺構図の整理浄曹は、逮竹・柳田を中心に作業を進めた。

8.遺構写真撮影は、逮竹・柳田・米国が行った。また全体写真については、ふじた航空写真(代表 藤田

勝一)が行った。

9.遺物の実測、土器計測は、逮竹を中心として作業を進めた。

10.遺物の写真搬影は、逮竹が行った。

11.遺物のデジタルトレースは、(械パスコが行った。

12.本帯に掲載される遺構番号は、以下の要領で理解される。なお、基本的に本容中では遺跡名・欄査次数

を省略しているo

条
/
/
鵬遺

¥ 
遺構概別 番

o
¥
¥鵬

13.本襲撃に使用した分類は、基本的に以下のものによっているo また遺物の分類は迷竹が行い、井上信正・

森田レイ子に助習を得た。

須恵器『宮ノ本遺跡II-黛跡編-J太帯府市教育委民会 1992 

土器 『大宰府条坊跡 IIJ太宰府市教育委員会 1983 

陶磁器『大宰府条坊跡XVJ太宰府市教育委員会 2000 

14.鯛驚時には、小田富士雄(福岡大学教授)、坂上康俊(九州大学教授)、佐藤健(東京大学教授)、山中章

(三重大学教授)、木本雅康(長崎外国語大学)、横悶賢次郎(九州歴史資料館)、長家伸(福岡市教育委員

会)、小鹿野亮(筑紫野市教育委員会)の各氏にご来場いただき、ご教示いただいた。

15.自然科学分析は、パリノ・サーヴェイ株式会社が行った。

16.出土遺物および閑面、写真、デジタルデータ等の記録は、太宰府市教育委員会が保管している。

17.本替の執筆は、自然科学分析をパリノ・サーヴェイ株式会社が、その他の執筆・編集は、遠竹・柳田が

行った。



目次

1 .調査地の位置と歴史・

1I.調査組織・・・・・・・・・・・・4

田.調査に至る経緯・・・・・・・・・ 5

N.調査・整理・報 告 方 法 に つ い て ・ ・ 6

V.調査の概要・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・8

1 .層位・・・・・・・・・・・8

2.遺構・・・ ・・・・・・・・9

3.遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 61

VI.自然科学分析・・・・・・・・・207

Vll.ま と め ・ ・ ・210 

写真図版

付図

遺構配置図 (1/100、8面)

遺構全体図 (1/200)

CD-ROM 
柵列・掘立柱建物・溝・道路の座標・方位一覧

遺構番号台帳

土器計測表

出土遺物一覧表

SF700・1000道路関連図

遺構写真 1(北調査区北側近景----SE685完掘状況)

遺構写真2(SF700路面状況1---SX2914遺物出土状況)

遺物写真



1 .調査地の位置と歴史
太宰府市は福岡市の南東約17kmに位置し、北から東にかけ三郡山系、西から背振山系に囲まれた狭い平野

部に展開している。宝満山に源を発する御笠川は、市内を縦貫し、途中で鷺田川、大佐野J11と合流し、博多

湾に流れている。また交通の面では南北に JR鹿児島本線、西鉄天神大牟田線、九州自動車道、国道3号が

走り、福岡空港に近接するなど恵まれている O昭和30年に太宰府町と水城村が合併して太宰府町となり、昭

和40年代になると福岡都市圏の膨張、大規模開発による住宅化の進行、大学の立地、交通網の整備などによっ

て人口は急増し、昭和57年に現在の太宰府市になった。

ところで、太宰府市域の歴史は古くは旧石器時代にまで遡ることができるが、古墳時代が終わるま

で目立った活動跡はみられない。目立つようになったのは 7世紀になってからである。

663 (天智二)年、唐・新羅連合軍と戦った朝廷軍は白村江の戦いで大敗を喫した。朝鮮半島からの

撤退を余儀なくされた日本軍は唐・新経連合軍の来攻に備えて、早急に防御体制を強化する必要が

あった。なかでも北部九州は、古くから大陸に対する玄関口となってきたほど朝鮮半島の近くに位慌

し、この地域の整備は最優先事項であった。それは敗戦から数年の聞に対馬、壱11成、筑紫闘に防人と

燐とを配置し、さらに大野城、基鄭城、水城を築いたことからも窺える O 大事府はこのような緊脱!惑

が高まった 7世紀'""-'8世紀に設置されたと考えられる o 大宰府の主な機能としては、間榔道(筑1Jif. 

筑後・肥前・肥後・豊前。豊後・日向・大隅・薩摩の 9カ国と対馬・壱岐の 2島)の統括、帰化人の

措置や外悶使節および渡来者の接待、海辺の防衛などがあった。この役割は律令体制が崩壊するまで、

およそ 500年間もの長期間続いていくことになる O

さて、その大宰府の条坊制について最初に言及したのは鏡山猛氏である O 氏は「観世音寺文書Jなどの文

献資料と現存している道路や田畑の畦道、水路などの地割りを検討した。その結果、大宰府に条坊があった

と結論づけ、その規模は東西各12坊、南北22条であったと推測している O

本欄畳12(の場所は鷺田川の西岸約 150mに位置し、調査区の北側は、西から流れて鷺田川に注ぐ小河

川に接するo 鋭山条坊推定案による右郭 10・11条9坊に位置し、条坊跡の西のはずれにあたる。周辺

では火曜府条主Ij跡第 122・164・176次調資等が行われており、平安後期の遺構が!よく展開している状

況が指摘されている。特に南東隣接地で行われた大事府条坊跡節 122次澗慌では、 1:地を15(jilijすると

みられる道路や滑などの遺構が検IHされており、その延民が本i測1f.刈-象地にイrllびていることは卜分予

想された。このため、本棚慌以でも泊附・滑の統きをf<<fII恕すること、およびIlllhj絞首|・の解明、|メ:llhj内

部の状況托!掃を I1的としてi捌売をすすめることになったo

く参考文献〉

f太事府市史考古資料綱j 太事府市 1992 

鏡山j孟 『大宰府都城の研究J風間帯磁 1968 
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図1 報告鯛査地と周辺鯛査 (1/5.000)
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!大野城跡

2岩屋峨跡
3陣ノ属週跡
4筑前園分寺跡

5辻温跡
6由分松本遺跡

7筑前回分尼寺跡

8圏分子足町週跡
9御宣団印出土刷

10 *城跡 19開口遺跡
日大事府政斤跡 20織姫遺跡

12観世音寺 21前回遇跡
13週貰図印出土地 22宮ノ本温齢
14大宰府長幼跡(破織内)23鮫川遺跡
15君熔遺跡 24フケ遺跡
16般若寺跡 25尼崎遺跡

17市ノ上遺跡 26脇遭遇跡
18神ノ前痛跡 27殿械戸i貴跡

図2 太宰府市とその周辺の遺跡 (1/30.000)

ー3

28剣塚通跡

29崎人I車適齢
30事遺跡
31 I桶図山遺跡
32京事附天満宮(安楽寺跡)

33 甫械跡

34原遺跡



11.調査組織
調査を実施した平成14・15年度、および整理報告を行った平成15・16年度の調査組織は、以下のとおりで

ある。

(平成 14/2002年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

文化財保護係長

文化財調査係長

事務主査

主任主事

調査 主任主査

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

(平成 15/2003年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

文化財保護係長

保護活用係長

文化財調査係長

調査係長

事務主査

主任主事

調査 主任主査

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

(平成 16/2004年度)

総括 教育長

庶務 教育部長

文化財課長

開敏治

白石純一

木村和美

和田敏信

神原稔

藤井泰人

大石敬介

城戸康利

山村信楽

中島恒次郎

井上信正(調査・整理担当)

高橋学

宮崎亮一(事前審査・試掘担当)

下川可容子

森田レイ子

柳智子

渡遁仁

開敏治

白石純一

木村和美

和田敏信(--6月30日)

久保山元信 (7月1日-)

久保山元信(10 月 1 日~)

神原稔('" 9月30日)

永尾彰朗(10月l日---)

藤井泰人

大石敬介

城戸康利

山村信築

中島恒次郎

井上信正(調査・整理担当)

高橋学

宮崎亮一

下川可容子

森田レイ子

柳智子

i度漣仁

閥敏治

白石純一

木村和美

-4-



調査

保護活用係長

調査係長

事務主査

主任主事

主任主査

技術主査

主任技師

技師(嘱託)

久保山元信

永尾彰朗

藤井泰人

大石敬介

城戸康利

山村信柴

中島恒次郎

井上信正(調査・整理担当)

高橋学

宮崎亮一

下川可容子

森田レイ子

柳智子

渡遁仁

長出:侶

松?fn 智 (7月11] ...... ) 

(掬パスコ東日本事業部技術部文化財・技術課調査組織

課長 植凹真

7
0

ロγェクトマネーγャー 岡本範之

捌査員 逮竹陽一郎(調査・整理担当)

澗f庶民 柳岡信(調査・整理担当)

澗査員 米間信仁(調査担当)

m.調査に至る経緯

開校対象地は、太常府I打者ISJU機l桁2'J i I ~97 、 500-1 、 500-~ 、 500-8 、 500即日、および筑紫野市大字杉塚

393-21にj貯イEするo

ここは、大和I!未明目製造株式会社がl肝不1I~01ドより l味明1:1揚を illi没していたところである。ここに JtIlfJ11:'むを

越投するため事前に遺跡の有無についてのIIIJい合わせが以前より文化財測にあったが、、11.1此12(2000)年10

n 13 日に地権若((械大和)からの問い合わせがあり、現地'ill物解体後、雌!liflU~1f.を兜施することになった。

対象地は大常府条坊跡の範囲に含まれている 1'. 、このli'd辺で'M施した大'併附条t}j跡第 122 ・ 16~ ・ 176次訓育

で平安l時代後期jを中心とした時期の遺構が民閲していることが判IYJしており、、|勺必13(200 1)イI~7 ) J 2 11に

硲i惚湖査を実施した結果、地下約0.4--1m付近に、 Nij:il1川梯遺構が凶1m していることを {í(fiil.~，した“

その後、、11.成14(2002) 年 l 月 21 日に(掬理研ハウスより JtIHJH:'むmil交の|人n半で文化lI~'ll県に 111ハー介わせが

あったo総指iI結果を説明し協議した結果、対象地全体を発Jhr!調作し記録保イがすることになり、以附f.'i'!~'nで

行うこととなった。なお対象地の北西隅の一部が筑紫野市であるため、筑紫野dj救打を員会と協議を行った

が、筑鍛野市の範附が概めて狭小であるため、今回の調査に合むことになった(実際湖慌できたのはi間1f.1((

商端の約4ぱ)。

この発振!調査整狸報告:事業を行うにあたっては、当初これを文化財課l紅'ì;~.で実施することを予定していた

が、当時の緊急発捌綱貴首，-闘・実施状況を鑑み、関係各部署と協ii課した紡巣、最終的に民間のíV~資産IL織に委

託することになり、指名入札の結果、株)パスコ福岡支脂(支山長保坂判明)と綱ff.幣~IH報作委託契約を行っ

たo

調査に際しては、現場運営および開発者の工事計画から、対象地を北と南に分け、北側から澗資を実施し、

北側調査終了後、南側を発掘調査し、同時に北側は工事に着手することになった。 捌査は'1え成14年9月3日

より開始し、 2ヵ年度を予定した。なお調査途中の平成15年7月、調査対象地の西側を通る現在の南北道路

をセットパックして拡張するため、調査区西~南西部分が道路となる話が太宰府-市建設課都市開発係と株)理
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研ハウスとの聞に上がったため、これに伴う発掘調査の追加契約を(槻パスコ福岡支屈と行い、引き続き第

222-2次調査として実施した。調査は平成15(2003)年10月20日に全て終了した。開発対象面積は9，944.52

m
2
で、発掘調査面積は7，650ばである O

なお調査成果を公表するため、平成15年9月11日に現地で、記者発表を行ったo その翌々日には一般向け

に現地説明会を予定していたが、台風 14号接近のため中止した。

調査地は、その後工事が進められ、現在 RC構造 7階建のマンシヨンが2棟建築されている。

IV.調査・整理・報告方法について

調査・整理・報告は、『太$J{f市埋蔵文化財調査指針j(太宰府市教育委員会 2000年4月)、『佐野地区遺

跡群 1j (太準府市の文化財第14集 1989)の内容を参考に進めた。

調査では、遺構確認而まで重機により掘り下げた。株)パスコにより、調査区の周囲に基準点を設定した後、

調査区内に凶土地ミ棟第nJikf態系に沿うように3mグリッドを設けた。グリット毎に遺構検出を行い、検出した

遺構をデジタルカメラで搬影した。搬影した写真から、デジタル処理により、正射投影画像を作成し、CAD上

でトレースし、遺構配慨閃を作成した。遺構配蹴聞には埋土の堆積状況、遺構間の切合関係などを記入した。

原則として、遺物の11:¥:1二した遺構に fs-癖号」を付し台帳を作成した(添付CD収録「遺構番号台帳J)o掘立

柱建物や柵列を構成する可能性のある小穴には校番を付した。枝番をつける関係上、遺物が出土していない

ものにも、fs-:番サ」を付している。同一遺構内で似かよった土色の土閣を混入物により分けている場合があ

るO その場合、土色+“(混入物)"という表記を行っている。例:暗褐土(黄褐粘ブロック)。遺構の実測は

基本的にトータルステーションを用い行い、場合によっては手実測で補完している。トータルステーション

で観測したデ}タを、パソコンに取り込み、 CADを用いて編集したo 遺構配置凶は 1/100、遺構全体図は 1/

50、個別遺榔I~J .土層閣は原則1/20、範囲が広い場合は1/30または1/40の縮尺で、プロッターで印刷した。

出土遺物の整理作業は、洗浄後、分類を行い、台帳を作成した(添付CD収録「出土遺物一覧表J)。貿易陶

磁器については『大宰府条坊跡xv-陶磁器分類編-jにより分類し、破片単位で点数を数えた。在地蔵と

みられる土師器、黒色土器、瓦器の供膳具については、口縁部が1/3以上残存する資料を対象(場合によっ

ては 1/3未満の資料も対象とした)に、口径、器高、底径(高台径)を計測したO 計測した資料には fM-番

号」を付し、台帳を作成した(添付CD収録「土器計測表J)o煮炊具、外来系遺物、石製品、金属製品、木製

品などは、柏山実測を行い資料化に努めた。貿易陶磁器については、『大宰府条坊跡xv一陶磁器分類編一一jで

分類されていないものは実測を行った。『大宰府条坊跡xv一陶磁器分類編-jで分類されているものでも、

分類似に状況の好いものを選別し、実測を行っている O 実測した遺物は、デジタルトレースを行い、本書に

掲載している。小川開で1%1化には宝らないが、特殊な遺物(穿孔を有する滑石製品片や付着物のある土器片な

ど)はデジタルカメラで、写真搬影を行ったo写真は添付CDに収録している O 実測、写真撮影を行った資料に

は rR-番号」を付した。

本報告書では例替でも述べたように大宰府条坊跡第222・222-2次調査を一括して報告している。便宜上、

本番では第222次調査の調査区反転前を北調査区、反転後を南調査区、第222-2次調査を南西調査区と表現

している。また今回は遺構写真の一部を除き、表類、 SF700・1000道路関連図、遺構・遺物写真を添付CD内

に収録しているoこれはデジタルデータの活用により写真、図面について、カラーで掲載することができる

ため採用している。

-6-



↑出現 l増加 !減少

国産陶器型式(型式のよ限)

灰刺 : 緑糊

2000.2補訂

準標搬磁器棟搬磁器磁器区分大宰府土器型式AD 紀年銘

A 

700 

11 
725 

111 

4 4 1f?21178im? 織内

1_=K-l.1畏門・洛北・ u各
: (A古): 1'"'回 H ・西)・(鳳笹川的

篠岡S-4 : i各西
鳳後十90 :..笹K-90

'T~"'Tlr" 

成j奥山':品庁
(折戸0..53) ・一一

:J 1 h i : 雌山 ! 白磁XI矧
|東山什72
I (丸石2)

! 日行l-IlUIIa17Ul'."'."
1 ~J~:'" 1 XII，XIII悶 |憾州術系情磁
|百代寺 _ 1 1 1 1 1  ¥. .，. 
1=:，~.7 .n~ I sD.II.IV，V，VI，VII娘 |初期国民楓術総1.11.111餓C 1東山作105 IlIl1l1， 'V，V，VI，VI11iII 
1........." 情13峨
|篠問S-1 ・

自路，*111娘、例XIV鱒

|綱策商事系情磁椀H-4.6 1 I~I織機VIII.V 4.DnIII鮪t・1X1
1 sD.I傾 i

~...I............. ..... ......... ... 1. .~~~~~~酬I.-.I.~'.~:~JIn蹴倒VII.sD.VIIIIJI

..三彩・ニ彩
紋胎

情磁褐影・褐糊

初期イスラム目的綿

白磁l類
越州窯系青磁1，11傾
長j少窯系青磁・賞純

縄彩・縄刷

B 

VII 

IV 

VI 

750 

825 

850 

(A新)

VIII 

IX 

n
U
F
n
v
n
u
 

nHV

内

y』

Fnu

n
v
o
v
n習

i
 

)
 

1
 

fL
、

1000 

頗峨

.同
一

軍

用

組

晴

樹
鳳
川
川

一

般

総

h
-

・1
3

・・"J
r
l

附flU量a弘明磁11()嫡

fl繊X矧
..輸陶糊

一
明
品
開

札
鍛

磁
剛

山

由

且

A
-
i
l
l
i
t
-
-
・1
・

V
か

L
E
4

・・・・・
EE--

喝
・

n
u
 

i
-
-
B
E
E
-

XIII 

XIV 

XV 

XI 1050 

<2Hll00 

1150 

XVI 

12仰

(4). ~ 1230 

XVII 

XVIII 

XIX 

XX 

1250 

{4)-i 1300 

(9) . 

ヴド~1450 

(自)・-115∞

C:!)A. D. 927 砥畏5!f2.大窓附74次SD205Ai縄
②A. D. 1091寛治5年.1]1宮:(l1!:左J!(4象1~均 SI:OM'
@A.O. 1224 A応31F， 大事附33次SD6051縄
④A. 0，1304 11元2年，大*附109111次S032001.
⑤A. 0.1330元徳2年.火事附45次SX12∞i也
⑥'A. 0， 784 延暦3年，lJ;関東102次S0102011鱒
⑦'A. O. 1459・1465畏微3・賞iE5勾欄岡市持綿附CIト SGI6)!!!
⑧A. D， 1501文亀元年.火事府70次S01805i.
⑨A. D. 1265文永2年， 1噂多62次713土繊

紀年銘資料

①九州歴史資料館 「大事附史跡昭和何年瓜鈍倒絢資織鰍j1982 
②回辺間三・古川_* r平安京跡宛繊細膏報働左京四級一幼.11915市I安l1!:刷膏禽
③九州歴史資料館『大宰附史跡昭和49年度姥郷綱膏概棚j1975 
④九州歴史資料館「大事附史跡昭和63年度宛慨間膏概棚J1989 
⑤九州歴史資料館「大事附史跡昭和52年度発繍綱査織鰍j1978 
⑥長岡京市埋蔵文化財センター「畳間京市哩蛾文化財綱査報告・~I'匝 j 1988 
⑦福岡市教育委員会「井格図C遺跡11j r梅岡市i盟蔵文化財閥査報告・179j1988 
⑧九州歴史資料館「大宰府史跡附和56年度発畑側資繊鰍J1982 
⑨福岡市教育張員会「博多481 r憎間帯!I磁文化財閥膏報告書39711995

文献

大宰府土器型式と国産陶器・貿易陶儲器繍年

-7-

図3



開

¥γぃ一一一一ーん一一一一一一…L 一一"一一-.IL--一一一『一一一一

「一一ーー-一一-ー-ー-

v.調査の概要

1 .層位(Fig.l.......， 3) 
現地表面からおよそ0.4--0. 6mの厚さで真砂が堆積し、

表土を形成している。この層は味噌工場設置時の盛土層で

あるoその下は0.2'"O. 3mの厚さにわたり旧水田耕作土及

び床土が堆積している。床土は場所により、土色から 2層

に分層できる。さらにその下が遺物包含層になっており、出

土した遺物は時灰砂として取り上げている。遺物包含層に

は、 1~IJ平されて確認できない地点がある O またSFIOOO路面

部の上で検出した茶褐土については、広く浅い堆積であっ

たため、個別の遺構に帰属させず包含層として扱っている。

遺構確認削はl簡である O また調査区を南北に横断する旧

河川を確認している。|日河川は切り合い関係上最も古いも

のとわかるが、組土中から遺物の出土はない。また、 AUラ

イン以北では工場そして主に耕作により広範囲に削平され

ているo

ADライ〉
X55.966 

ー-ー一一四百?

ロ ゴ
AF'イン
X5&，971 品目指

与4 与L :.t.. ￥ 

く包曾膚〉

私、遺構面く撹乱〉

J 、〈遺構〉

く遺構〉

く|日河川 (S-2236・4619・4624)> 

Fig.l 鯛査区土膚模式図
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Fig.2 AC41......AK42地区調査区西壁土層図 (1/60)
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Fig.3 AC35 --AC41地区制査区南盤土膚悶(1/60)

2.遺構

遺構縦の本文に共通することとして、 j蛍榊れの械に~\~弧がついていない場合は、搬作帯 .i添付CDのどちら

にも、|刈版またはり真が制載されていないことを窓l味していゐ。その場介は遺構令体凶(f.j'似1)を参J!({して

いただきた pりまたmtl'，持r~積状況の 1'，層は、遺物 !I){ I ・~ II~'; の楢竹.C'I記載しているけ

柵列

以ドに紹介する以外にも多くの柵列あったと考えられるが、ここではi捌1f.~II. "'1針が備実刊の自jいと判断し

た柵列を準げる。

SA1398 
i制作氏 111.~たの AQ37 ・ 38 地区で検出したo 検出長約 5.10m を測り、ほぼ~阿に走行しているり

SA1399 
i閥1'f.1又中央のAP34-. AP38で検出した。検出長約 10.00mを測り、ほほ東i'4にilょ行しているり

SA1638 
調f配|ま中央のAP34---AP36で検出したo 検出長約 8.00mを測り、ほほwrv可にAよ行している n

なお、出土遺物から平安後期に地没したと推測される。

SA2707 
淵査区南東のAE19-... AF23で検出した。検出長約 13.00mを測り、ほほ東側にえよ行している o SB2802 

の近くに位置し、目隠し堺だった可能性がある。

捌立柱建物

建物は 20棟報告しているが、その中でも確実性の高い建物について実測凶を掲載している O
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S8001 (F i g. 4、P1.3) 

調査区北の BF22---BH24地区で検出した。 3X3間側柱の身舎と、東西両面に庇または縁が付く東西

棟である。西側は、柱穴が5つになっており、後から付け足した可能性がある O 付け足しが可能な点

からも、庇または縁のような簡単なものと推定している O 身舎は東西4.75m、南北4.80m、庇まで含め

ると、東西 7.45m、南北4.80mを測る O ただし、庇または縁と考えている柱穴の深さが、身舎と推定

している柱穴よりも総じて深いことから、 3x 5聞の側柱東西棟であったと考えることもできる O

58095 

調査区東の AQ11---AR13地区で検出した。 2X3聞の側柱東西棟である O 東西 5.75m、南北3.75mを

測る o

5821 0 (F i g. 5、P1. 3) 

調査区中央のAR17---AT20地区で検出した。柱聞が不均等ながら、 4X4間総柱の身舎と、西側に庇また

は繰が付く南北側である o'I!R 1111J K列が他の柱穴に比べ、若干小規模で、 J列-K列間も狭く、庇または縁と

批定している O 身舎は尚北 7.6旬、東西6.07---6. 18m、庇または縁まで含めると、南北 7.62'"" 7. 73m、

東附 7.01----7. 15mを測る O また、柱穴L、R、Iの掘り方は下方が狭く、柱痕とほとんど変わらなくな

る O 卜~'i'fl)には裏込があり、杭のように打ち込んだのではなく掘り込んだ穴に柱を埋めたものと考えて

いる o 泉込はイ'{1tしていたと考えられるが、僅少なため調査時には識別できなかった。

5821 5 (F i g. 6、P1. 3) 

調査I;{rjl ~よとの AQ17 ""' AT20地区で検出した。柱聞が不均等ながら、 4X4間総柱の身舎と、問側に庇また

は鰍が付く市北械である O 本遺構と同じ位置に、同じ柱配置(柱聞は異なる)でSB210があり、|司じ規艇の

他物の伝併があったと考えている O 時間的な前後関係については不明であるの身?I-は南北 7.67m、東

I'~' 6. 13 --6. 17m、庇または縁まで含めると、南北 7.67"'7.7旬、取l'可7.20---7. 24mを測る O
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S8220 
調査区北東のAW9----AY12地区で検出した。北半部を撹乱により消失してしまっているが、 2X3間程の側

柱の身舎と、身舎の廻り 3面に庇または縁が付く南北棟であったと想定している O 柱間距離は身舎で、

南北2.26----2. 82m、東西2.17----2.24m、庇または縁だと南北1.14 ---2. 67m、東西1.29 ---2. 31mを測

るO 残存長で身舎は南北7.58m、東西4.46m、庇または縁まで含めると、南北8.35m、東西6.94mを測

る。

S8225 
調査区北東の AW8---AY10地区で検出した。 2X4間総柱の身舎と、西側に庇または縁が付く南北棟

である O掘り方の平面プランは円形または楕円形を呈し、円形では直径(以下、径とする)O. 20 ----O. 43m、楕

円形では長径0.41---O. 53m、短径0.25---O. 30mを測る。柱間距離は身舎で、南北1.30 ---2. 61m、東西1.31 

---1. 75m、庇または縁だと南北1.21 ---2. 61m、東西0.78--0.83mを測るo 身舎は南北8.12m、東西3.32m、
庇または縁まで含めると、東西4.12mを測るo

S8315 (Fig.7、P1.3) 
調査区西のAU36"-AV37地区で検出した。 2X2問の総柱である O 捌り方は深く、今聞の調査院では他の

掘立柱建物と異なっている o 捌り 1Jに対して柱問が狭いことから、 ftJJl{であったと考えているの *阿
3.09m、南北2.91mを測るo

S8653 
調査区中央の AP23---AQ26 !也氏で検出した。 2x 5 Hりの総柱京 IJ川県である。 J~II り )j の、|λI(ri プランは/fJ

形を 1~" し、筏 0.22 "-O. 46m、深さ O.30m私!を測る。束i'47. 90m、l布北3.14mを測る。

S8897 
調査院附のAU32-AX35地区で検H¥したo3 x 4/11J総本1:の身*と、点IJ41rhjrfriに此または触がイ.j"く l札|ヒ械で

ある o J~J\り )iの平 iW プランは川形または柿 111:形を日し、|リ形では符 O. 20 ~ O. 30m 、梢川 }F~では H:何

0.43m、'Ji(J.傑O.28mを測る O 身*はJ:N北6.79m、*1川6.4 3 '..... 6. 56 m、此または鰍まで合めると、 l札|ヒ

6.79m、京IJ可8.80mを測る O

S8934 

制作!山川の AW29--AY31地区で検出したの 2x 1111Jの総村市北械である。 ikrlりJiの千1Mプランは川形

または楠川形を悦し、円形では径0.20---O. 30m、桁川形では民保O.32-0.39m、短径0.23，'-O. 25mを

測る O 南北7.18m、東西3.58mを測る。

なお、IU:J".遺物は XII期の様相を示している O

S81252 
調布以内のAR36-AT38地区で検出した。 2X3間総柱の身舎と、北側に庇または縁が付く JUIJ可憾である“

掘り方の干if.Iiプランは円形を呈し、径0.24---O. 35mを測る O 身舎は東西6.48m、南北3.71m、Jitまた

は縁まで合めると、東西6.48m、南北4.53mを測る。

S81264 

調:m:民間のAR37--AS38地区で検出した。 2X3聞の側柱南北棟である口市北4.80111，*I'4a.60mを

測る。

S81662 

調査院中央の AR28--AT29地区で検出したo2 x 3聞の側柏:東阿棟である o '11-[ I可4.92m、it.J~I ヒ 3.48m

を測る o

S82536 

調査区南のAIl9---AK21地区で検出したo2 x 3間総柱の身1ifと、 1*J北WdHljに此または献が付く *IJt.j縦で
ある o 制り方の平附プランは p~形または楕円形を呈し、ド'JJI~では任 0.24 '" O. 45m、相川 )I~では以内 0.51

---0.56m、銀径0.38-0.44mを測る O 身舎の小穴は庇または縁の小穴に比べて平Wjプランが大きいが、

掘方の深さは 0.30m程で差がない。身舎は東西6.54m、南北3.76-3.84m、此または締まで合めると、

南北5.98mを測る。

S82662 

調査区南のAG21---AI 22地区で検出した。 2X2間側柱の身舎と、東側に庇または縁が付く東附棟で

ある O 身舎は東西4.29m、南北4.00m、庇または縁まで含めると、東西5.28mを測る o
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S8315実測図 (1/80)

なお、出土遺物はXII期の様相を示している O

S82802 (F i g. 8) 
調査区南のAF22----A]24地区で検出した。柱の配置がSB210、SB215に類似していることから、 4X

4間総柱の身舎と、西側に庇または縁が付く南北棟と考えている O 身舎は東西7.40----7. 48m、南北7.45

'"'-' 7. 60m、庇または縁まで含めると、東西8.48----8. 61mを測る O

S83061 
調査区西のAM36~ A038地区で検出した。 2X3聞の総柱東西棟である O 掘り方の平面プランは円形

-14-

Fig.7 



墨
田
国
N
L
l

E
F
R
L
|』

lw

E
門
田
守
」

1

ae凶
問
問
山
」

sh自

N
H
J
同

防

b 

D 

~ 

喜
由
民

L
I

E
F
お
け
」

1
『

d

zs岡
田

N
H
J
L
l
l
r

呂田
.
a
u
d
l

E
h白

骨

N
U
J
一明

P 

叫 II I I 

b 

b 

b 

b 

仁B

ヒコ

A 

A 

A 

ム

d. 

且

A 

A 

山口こよ1

2zb 

11む1t< 1出11'-1対11-

d 

司

4 

d 

ロ

d 

-
昆
匂

え
い

・
司
て

星

eb--u

晶

い

・

聞

い
、
て
抽
四
射

て
し
叫
制
で

し
嶋
わ
品
聞
聞

耳
瞳
島
の
Mm

刷
暑
に
"
ン

で
州
ン
脚
色
F

加
の
イ
圃
M

m"唖組
曲
帽

。
は
晶
の
側

は
岡
信
』
m
の

尺
国
間
岨
咽
ン
聞

・
・
脳
陣
ト
"

‘，崎
4

・4

情

川

河

袖

川

v

v

 

?. . . . 12f 
U o 寸V 

v u 

S82802実測図 (1/100)

を!32し、任0.20---0.16m、j架さ 0.06九 O.50mをi!t1Jる。!↓fl'44. 92m、)札lヒ3.48mをiJtIJる。

583267 

調子f.lll判のAF29'"刷30J也lベで検11¥した。 2x 31/1Jの総村:の身*と、北1'4''1Ibjl ((jに此または械が付く東側棟

である。強ilり}-jの千耐プランは円形または梢川形を 1iiし、 I'J形では作0.22---O.46m、楠IIJJ院では-長径

0.70m、知i任0.28mを測る O 槻方の深さは 0.16...... O. 45mを測る O 身合はrt.j~I ヒ 5.48m、東"'4 3. 44m、庇ま

たは緑まで合めると、南北6.60m、東西4.61mを捌Ijる υ

583512 
捌1tf.以1'4のAI34---AK37地区で検出した。 3X3聞の総柱の身舎と、東南'jiIijIMに此または縁が付く京商棟

である o 4Mり)jの、Iliuiプランは円形または楕円形を皇し、円形では径0.22---O. 40m、楠I[J形では長径

0.74m、知符O.31mを測る。掘方の深さは 0.23--O. 36mを測る o 身舎は東"r'J.j6. 64m、耐北 5.22m、庇ま

たは縁まで合めると、 }Jtまたは縁まで含めると、東西7.80m、南北6.02---6. 28mを測る O

なお、 l-Hj~_遺物は XII 却jの様相を示している。

583537 
調査区南の AG33---AH35地区で検出した。 2x 3聞の総柱東西棟である O 掛り方の平1inプランは円形

または楠円形を壁し、円形では径0.22-----0.40m、楕円形では長径0.77m、短筏0.33mを測る o 掘方の

深さは 0.11---0.34mを測り、東西 5.90m、南北4.18mを測るo
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溝

S0002 

調査区北の BC26----BG26地区で検出した。ほほ南北方向に走行している O 検出長約 8.13m、幅 0.30

---O. 97m、深さ 0.06---O. 09mを測る。調査時は S-2・6・15・24と分けて考えていたが、南北方向に並

ぶためー述の滑として捉えている。流水していた痕跡はない。埋士は、 S-2が黒褐土、ふ6・15・24は

暗褐j'.と興なっているが、 S-2の土色が暗褐土よりやや黒味が強く見えたためで、 SD002は暗褐土の単

騎であったと考えている O

なお、IIL".遺物は XII lUJの様相を示している O

50003 (添付CO P 1.013・014)
i制作|正午|ヒの BC25~ BE17地|天で、検出した。ほほ東西方向に走行し、 21ライン以東で北に曲がってい

く o 検H~ 民約 25. 20m 、 fll/i~ 0.76 --3. 84m、深さ 0.10----O. 53m (平均 0.30m程度)を測る o ?l~~控にえぐれ

ている筒J9f があり、~J1EJj(f1ドmによるものと考えられる。溝底のレベルから商から東に流水していたと

推定している o ;l-!JLI:は、上から|情樹土・ねずみ色土ブロック・黄褐シルト・ねずみ色j二に分かれる O

なお、11'， 1".遺物は XII WJの線キ11をぶしている。

50055 (p 1. 4) 

i制作|メ:点のA05、BB7地!メ:で検出したO ほほ|事j北)jliiJにた行している。検出長約 35m、脳3.20---8. 50m、

深さ0.58，，--O. 78mを測る。|出j端とも綱盗l正内では完結せず、 WdJ1!tIK外に延びているo尚については大宰府条

J方跡第 122次WI~:慌で検出された滑につながり、途中で闘に Itl1がり、本遺跡の SD505 に統いていく o 構成に自

!州沙がよH~摘していることと、溝屑・溝底が蛇行している状況から流水していたことがわかる。構成のレベル

から l判から北へ流水していたことがわかる。また径O.14 ---O. 80mの離が多数出土している o礁は散乱し、引:

1"'汗いている O議岸等の施設に用いられていた可能性はあるが、性格は不明である。埋土は、.1:から黒!バ1:・

!天性~ 1:・l'11ポ砂に分かれる。

なお、m.I'.潰物は XNJVJを下|浪とする O

50060 (p 1.4) 

IUI~ 1t Ix:JUのAOt1---AU5地区で検出した。ほぽ南北方向に走行している。検出長約 17.40m、胴上 94"-

2.56m、深さ 0.13、O.48mを測る o 両端とも調査区内では完結せず、調査区外に延びている o 南につ

いては大市附条t)j跡節 122次i捌1t.で検出された滑につながり、その調査所見ではさらに雨に統いてい

るとしている。*;盟十時は SFIIOOのW:fUIJ榊である O 構成のレベルは商から北へ緩やかに傾斜している O

流水していた:瓜跡はなく、 mに道路と宅地帯I~分を|足切るための械であったようである。埋土は、上か

らIIff制 1:・能j色 1:・灰色砂に分かれる o

なお、II¥'J二遺物は XII JUJの機材]を以している。

50070 (PI.4) 

iU{~ 1t þ(W:の A07 --BA8地区で検出した O ほほ南北方向に走行している。検出長約34m、幅l.25 ----l. 69m、

深さ 0.10---O. 43mを測るo 阿端とも調査区内では完結せず、調査区外に延びている O 南については大

事府条坊跡第 122次調査で検出された溝につながり、途中で商に曲がり、本遺跡の SD520に続いてい

くo 本遺構は SF1100の西側溝である o 溝底のレベルは南から北へ傾斜している。流水していた痕跡は

なく、単に道路と宅地部分を区切るための溝であったようである。埋土は、上から黒灰土・暗褐土・

灰褐土・灰色砂・暗灰シルト (AQ8地区より北)に分かれる O

なお、出土遺物は XII期の様相を示している。

50075 (p 1.4) 

調査区東のA06~ BA7地区で検出した。ほぼ南北方向に走行している O 検出長約34m、幅0.50----1. 87m、

深さ O.13 ----O. 72m (平均 0.21m程度)を測る。両端とも調査区内では完結せず、調査区外に延びてい

るo 南については大宰府条坊跡第 122次調査で検出された溝につながる O 溝底に白灰砂が堆積してい

ることと、溝肩・溝底が蛇行している状況から流水していたと考えられる O 溝底のレベルから南から

北へ流水していたと想定している O 埋土は、上から黒灰土・黒色土・白灰砂に分かれる O

なお、出土遺物はXIV期を下限とする O

50100 

調査区北壁際で検出した。現在も調査区の北に鷺田川に向かつで流れている水路がある。検出された溝は、
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旧水路跡と考えられる O 埋土は、上から真砂・暗灰土に分かれる O

50115 (添付coP 1. 023) 

調査区東の AP20~ AS9地区で検出した。大きく蛇行しながら東西方向に走行している。検出長約

35. 30m、幅 O.31 ~ O. 91m、深さ 0.04---O. 18mを測る O 流水していた痕跡はなく、溝底のレベルは西か

ら東へ緩やかに傾斜している。埋土は、黒灰土の単層である O

なお、出土遺物はXII期の様相を示している O

50120 (Fig.9、P1.4) 

調査区中央よりやや東の AD14~AS14 地区で検出した。ほぼ南北方向に走行している O 検出長約 45m、

幅0.70---1. 36m、深さ 0.04---O. 23mを測る o 北端は調査区内で完結しているが、さらに北に延びてい

た可能性もある。南端については SD520によって切られており、さらに南には続いていない。調査区

東壁土層観察 (Fi g. 28)でも、この南の続きは確認できなかった。流水していた痕跡はなく、溝底の

レベルは南から北へ傾斜している。埋土は、 H音灰土の単層である o

50125 (Fig.9、P1.4) 

調査区東の AH16-AT17地区で検出した O 途中途切れつつもほぼ南北方向に走行している o 検出長

約28.75m、細 0.50--1. 10m、深さ 0.01---0.26mをrJtlJるO 北端は批乱で切られているが、)判端につい

ては調査区内で完結している o ;1ヒから博jまでつながっていたと推定している o 流水していた痕跡はな

く、溝成のレベルは陶から北へ傾斜している O 長IL1-.は、 H削氏二1:のJI't.J併である O

なお、出土遺物はXII期の様相を示している。

50160 (添付CO P 1.026) 

調査|正月〈の AR5--AS2地区で検出した。ほぽ東西方向に走行している O 検出民約 8.24m、'1'MO. 56 ---

1. 46m (平均1.35m程度)、深さ 0.03......0.17mを測る。流水していた痕跡はなく、 i昨成のレベルは附か

ら東へ緩やかに傾斜している。埠土は、黒灰土の単層である。

なお、lH:J'.遺物は XIVJ切の様相を示している O

50185 (添付CO P 1.027) 

調査以来の A08--AQ 19地|足で検11¥した。級やかなj-IJ弧を東側}flilJに揃くように走行している O 検出

長約 31.30m 、 ~IM 0.33 --O. 82m ("1えがJO. 55m松皮)、深さ 0.11---O. 27mをiltlJるの流水していた痕跡はな

く、構成のレベルは附から.点へ級やかに傾斜している o J'IL 1:は、}ポ色".の tli.J噌であるの

なお、IHJ二遺物は X11 Jmの級相|をぶしている。

50245 (添付CO PI.028) 

調資lポ1¥1央のAQ20"-AT21地|ベで検出したのほほl+J北)jluJにk行している O 検11¥民約 8.70m、'11MO. 49 

----1. 12m、深さ 0.02-. O. 14mを測る。流水していた痕跡はなく、減収のレベルは市から北へ級やかに

傾斜している o 5B210 ・ 215 の近くに位慨し、宅地m~分を lポ切るための榊だったと二号えられる o ~Hljニは、

褐色;上の Ili，J封である O

なお、11¥:1.遺物はX11 JVlの様相を示している o

50250 (添付CO PI.029) 

調査院中央:のA5.AT20地区で検出した。ほほ}キJ:lt)il{IJに走行している。検出民約5.10m、IIIMO.59 ---O. 87m、

深さ 0.01'"" O. 09mを測るo流水していた痕跡はなく、 i梓成のレベルはおおよそ水:、ドで、ある o5B210・215の
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近くに位置し、この宅地部分を区切るための溝だったと考えられる。埋土は、暗褐土の単層である。

なお、出土遺物はxrr期の様相を示している O

S0255 (添付CO P 1. 030) 

調査区中央のA024---AT24地区で検出した。ほぼ南北方向に走行している O 検出長約 11.60m、幅0.71

---O. 99m、深さ 0.01---0.08mを測る o 削平などにより溝底しか残らなかったとみられ、途中が切れて

いるが、北から南までつながっていたと推定している。南端については、調査区を反転させたときに

削平してしまい統きを確認することができなかった。流水していた痕跡はなく、溝底のレベルは砕Jか

ら北へ緩やかに傾斜している O 煙土は、暗灰土の単層である O

なお、tl¥=:!::遺物はXII JVJの様相1を示している O

80260 (Fig.9) 

調査院中央のA024--BB23 地 rx~で検出した。ほぼ南北方向に走行している。検出長約 22.81m、幅 0.84

--1. 80m、深さ 0.02-0.08mを測る O 削平などにより溝底しか残らなかったとみられ、途中が切れて

いるが、北から耐までつながっていたと推定している O 南端については、調査区を反転させたときに

1~ 1j .、ドしてしまい統きを雌認することができなかった O 流水していた痕跡はなく、溝底のレベルは砕jか

ら北へ緩やかに傾斜している o 埋土は、暗褐土の単層である。

なお、tl出lt土芭

S0343 

判官Ix]~の AS . AT3 地fiで検出したO 北北東・南南西方向に走行しているの検HH:毛約 4.10m 、 Ilrl~ 0.38 

--0.45m、深さ 0.Ol-0.05mを測る O 埋土は、暗灰土の単!掃である。

80350 

i捌1f.t(r1可のAV35-BA31地区で検出した。ほほtRrJI;j1J1(IJにた行し、 AV31地以内で北にItllがっていく o検m
民約 18.50m、幅 0.22-0.62m、深さ 0.05-0.21mを測る o 流水していた痕跡はない。 構成のレベル

は東西方向はおおよそ水平で、南北方lI.ljでは北へliljかつて級やかに傾斜している O 宅地帯IS分を区切る

ための溝だったと考えられる o ~m こ1:は、 J1<. 制.:1:の JltJ併である。

なお、l上¥.J二遺物は Xn JVjの様相lをぶしている。

80380 (添付CO PI.031) 

i側資T(I'4'のAQ37・38地lベで検出した。ほほ胤l
'
y)ililjにAと行している O 検11¥民約 5.10m、111国0.29---

O.58m、深さ 0.21、O.31mを測る O 流水していた痕跡はなく、構成のレベルはほぼ水平で、ある o .盟土

は、以色 1--の爪!舗である O

なお、IH.:J:遺物はxn JVJの様相を示しているo

S0385 (Fig.9、P1.4) 

調査|ま閥の AQ40----AT40地|まで検出した。ほぽ南北方向に走行している O 検出長約 10.6m、幅1.06 

-1. 42m、深さ 0.11-0.24mを測る o jilij端とも調査区内では完結せず、調査区外に延びている。南に

ついては SD2446につながるとみられる o i持底に灰色砂が堆積していることと、溝肩・溝底が蛇行して

いる状況から流水していたと考えられる。南から北に流水していたと想定している。壊土は、上から

灰色土・灰色砂に分かれる o

なお、出土遺物はXN期の遺物をわずかに含むが、大半はxn期の様相を示している O

S0450 (添付CO P 1.033) 

調査区西の AR27-AR30地区で検出したO ほぼ東西方向に走行している O 検出長約 9.20m、幅 0.72

--1. 16m、深さ O.05-0.09mを測る。溝が途中分岐しているが、土層観察から同一遺構と考えている O

埋土は、暗褐土の単層である O

なお、出土遺物はxrr期の様相を示している。

80505 (F i g. 26 ""-128、添付CO PI.034) 

調査区南の AC14--AC26地区で検出した O ほぼ東西方向に走行している O 検出長約 35.5m、幅 0.54

-2. 63m、深さ 0.04-O. 66m (平均0.27m程度)を測る。西端についてはAC26地区で完結する O 調査区南

壁の土層観察(Fig.26)から、もともとAC27地区まで続いていたことがわかる。東は調査区外に延びており、

大宰府条坊跡第122次調査で検出された溝につながり、途中で北に曲がり、本調査区のSD055に続いていく o

溝底に灰色砂が堆積していることと、溝肩・溝底が蛇行している状況から流水していたことがわかる O溝底
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のレベルから西から東へ流水していたことがわかる O 埋土は、上から黒褐土・灰褐粘・暗灰土・灰色砂に分

かれる O

なお、出土遺物はXN期の様相を示している O

S0520 (Fig.28、P1.5) 

調査区南のAD14--AE39地区で検出した。ほほ東西方向に走行している O 検出長約 74m、幅1.21--

1. 90m (平均1.50m程度)、深さ O.1 7 --O. 49m (平均 0.27m程度)を測る O 東は調査区外に延ぴており、

大宰府条坊跡第 122次調査で検出された溝につながり、途中で北に曲がり、本調査区の SD070に続い

ていく O 本遺構は SF700の北側溝である。西端は SX4631とSD2448によって切られているが、北に曲

がっていた可能性がある O 溝底の一部に白灰砂が堆積していることから、一時的な流水作用はあった

と考えられるが、主に空間を区切るための溝であったと想定している。埋土は、上から黒褐土・黒色

土・灰色砂(遺物出土なし)・灰褐粘・白灰砂に分かれる。

なお、出土遺物は XN期の遺物をわずかに含むが、本遺構の切り合い関係を考慮すると xn期に埋没して

いた可能性が商い。

S0556 

調査院北東の AW. AX10 地，，~:で検出した。南北方 Ir:-~に走行している o 検出長約 1.65m、制 0.36 --O. 42m、

深さ 0.01---O. 07mを測る o #11.:1:は、黒色 1:のq'r，府である。
S0595 (Fig.9、P1.5) 

調資氏I.*jのA]17"'.39地|ベで検11¥した。ほほatIJt.j)jrtr]にk行している o 111M 1. 17 ...... 1. 78m (平均1.40m 

程度)、深さ 0.17--O. 27mを測る O 調:1tt1時は S-595・2581と分けてー考えていたが、京1
'
47ir{fJに花ぶた

めー述の滑として拠えている O 流水していた痕跡はない。組土は、 S-595が上から、 H許制.1'，. 11ft::."ザ灰

土・ 11¥・;尚:.1'， . lli:以来UI牧砂に分かれ、日音褐土のみ遺物が出土している o S-2581は11庁以上のJIi.J叫である o

埋土の迎いは!骨!詳の1mいによるものではなく、両遺構の位置が離れていることによると考えているυ

なお、 XIVjUJの遺物がJ!ltJ:.J二付:からIJ¥，~I二しているが、これは流れ込みまたは沈み込みによるためと 45・えら

れる。本遺構の切り合い関係を考慮すると xn JVJに}'It没していた可能性が高い。

S0680 (F i g. 9) 

調布|ベINI't.jの AJ11・42J也|ベで検1'"したりほほ!↓tl1t.j)jlirJに走行している。検11¥以来(.;3. OOm、111M1. 30m 

程度、深さ 0.21---O. 28mを測る。 l'則前はi制作以外に延びている。!↓〈端は SD2443Tliifで完結している o

本遺榊の*"t.jライン 1'.にSD595も，If;，ぷ。 J!H'，'，は、 1'，から、!ポキ11，砂(遺物11-¥-1'，なし)・ 1'1以砂・版制シルト(遺

物出土なし)に分かれる。

なお、 11L "，遺物から71":紀後'1"，にJlIt~交したと推測され、本i制作|ベではSI545 とともに般も l'iい遺榊である。

S02134 

調査1)(III.~たの AP31 --AR31 JlliT(で検/1¥したり t:1t:tl判北方ドiJに走行しているの倹IB民約 6.00m、IIIMO.45-

0.58m、深さ 0.06----O. 20mを測るoiU月1f.1時は S-2131・4519と分けて考えていたが、 t党再Lを挟んで枚ぶため

ー述の榔として捉えられる O 流水していた瓜跡はなく、 j昨Jt~のレベルはおよそ水、|λである o t!ILt.は、"仰天土

の単!国であるり

S02443 (Fig.31、P1. 5) 

調布1>(市阿のAC41---AK40地区で検出した。ほほ南北方ItrJに定行し、 AFライン以l判でやや[14'に111，がってい

く。検山氏約 22.70m、111話0.47--0.77m(平均 0.50m程度)、深さ 0.05---O. 15m (平均 0.27m税度)を

測る。jIIljYIMともi制11:以外に延びている O 本遺構は SF1000の凶側械であるの i昨成のレベルは南から北へ

傾斜している。 流水していた痕跡はなく、単に道路と宅地部分を|天切るための榊であったようである O

埋土は、 Uif以:1二のJIi.J刊である O

なお、I.H，-I'，遺物はxnWJの線相を示している o

S02446 (Fig.31、P1. 5) 

調査区南商のAC40-AK40地医付近で検出した。ほぼ南北方向に走行し、 AFライン以南でやや西に曲がっ

ていく o 検出長約 23.00m、幅0.90-2.20m(平均1.80 --2. OOm)、深さ 0.12--O. 31m (平均 0.25m程

度)を測る o両端とも調査区外に延びている O 北についてはSD385につながるとみられる O 溝底に灰色砂が

堆積していることと、溝周・溝底が蛇行している状況から流水していたことがわかる。溝底のレベルから南

から北へ流水していたことがわかる。埋土は、上から
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は調査区の rl.層位」の項で述べたように、包含層の掘り残しである。

なお、出土遺物はXN期の様相を示している。

502447 (Fig.31、P1. 5) 
調査院南西のAC39---AK39地区で検出したo ほほ南北方向に走行しているo 検出長約23.00m、幅0.34-.. 

1. 29m (平均1.10 ---1. 20m)、深さ 0.13-.. O. 23mを測るo 調査区外に延びている o 溝底に白灰砂が堆積して

いることと、禅問・構成が蛇行している状況から流水していたと考えられる。溝底のレベルから南から北へ

流水していたと想定できる O 組土は、上から、茶褐土・暗褐土・白灰砂に分かれる。 S02446同様、茶褐土に

ついては包合!輔の捌り残しであるo

502448 (F i g. 31、P1. 5) 
調査l辺市jJyのAD33'-' A039地区と AE39---AK39地区で検出した。 AE39-.. AK39地区でほぼ南北方向に、

AD39地以内で京に1111がり、 A033地区までほぼ東西に走行している。検出長約34.50m、1陥0.33---1. 05m 
(南北平均O.50m、東川平均0.80m)、深さ 0.05---O. 30m (平均0.10m程度)を測る o 調査時はS-2448・4294
と分けていたが、.，...辿のi昨状遺構である O 北端は調査区外に延びている o本遺構はSF1000の東側溝とSF700
の北側消の機能を旅ねている。構成のレベルはAE39-.. AK39地区では南から北へ、 AD33--AD39地区では凶

から*へ傾斜している。 流水していた痕跡はない。遺物は、ら2448が階灰士、 S-4294が暗褐土で取り上げて

いるO

なお、 I'U滋倒咽知がl点泌入しているものの、本遺構の回り合い関係を考慮すると XII則に埋没していた

可能性が向い。

502681 
捌在阪闘の AC16..... A034地区で検出した。途Itl途切れつつもほぼ東1'1i1iluJにむ行している o 検出長

約38.50m、幅0.26-.. O. 97m、深さ 0.03---O. 13mを測る o .1聞から東までつながっていたと推定してい

る。西端については、南調査区・南西調査区の境界にあたり、南西調査区内で続きを確認することが

できなかった。溝底のレベルは西から東へ傾斜している o 流水していた痕跡はない。 SF700路面上に

位概しているが、特に硬化しているわけでもなく、帯状遺構などの道路関連遺構ではないと想定され

る。 JQt.J-_は、黒灰土の単層である O

なお、1I¥-1--.遺物はxm期の様相を示している O

5D2682 
IO~ 1t þ( 沖j の AC1 7 -.. AE34地区で検出した。途中途切れつつもほぼ東西方向に走行している。検出長

約 48.90m 、 I~~ O. 32 "-O. 84 m (平均0.56m程度)、深さ 0.03----0.18mを測る O 本遺構は S02681と並走

している。!川端については、}相調査院・南商調査区の境界にあたり、南西調査区内で続きを確認する

ことができなかった。構成のレベルは聞から東へ傾斜している O 流水していた痕跡はない。 502681同

梯SF700路耐上に依慨しているが、特に硬化しているわけでもなく、帯状遺構などの道路関連遺構で

はないと i限定される o 胤:ト.は、 H音褐土の!j!1輔である o

なお、出土遺物はxn却jの様相を示しているo

503129 
綱査区西のAL34-.. AM37地区で検出した。ほほ東西方向に走行している。検出長約6.40m、幅0.70

'" l. 07m、深さ 0.09-.. O. 21mを測る o 流水していた痕跡はなく、溝底のレベルは西から東へ傾斜して

いる。埋土は、黒灰土の単層である。

なお、出土遺物はxm期の様相を示している o

503483 
調査区南西のAH35----AH38地区で検出した。ほぽ東西方向に走行している O 検出長約6.70m、幅0.34

'"'-O. 43m、深さ 0.03----0.12mを測る。流水していた痕跡はなく、溝底のレベルは東から西へ傾斜して

いる。埋土は、暗灰土の単層である O

503998 
調査区南西のAH31----AI35地区で検出した。ほぼ東西方向に走行している O 検出長約6.20m、幅0.74

---O. 90m、深さ 0.11-0.16mを測る。流水していた痕跡はなく、溝底のレベルはおおよそ水平である O 埋土

は、黒灰土の単層である O

504012 
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調査区南のAG25----組29地区で検出した。ほぼ東西方向に走行している。検出長約10.00m、幅O.58----0. 77m、

深さ0.08----0.19mを測る O 流水していた痕跡はなく、溝底のレベルはおおよそ水平である O 埋土は、暗灰土

の単層である。

S04017 

調査区南のAI27----AH28地区で検出した。ほぼ東西方向に走行している。検出長約 2.48m、幅0.25

--O. 34m、深さ 0.10---O. 26mを測る O 流水していた痕跡はなく、溝底のレベルは南から北へ緩やかに

傾斜している O 埋土は、暗灰土の単層である。

S04394 
調査区中央やや西寄りの AM. AN31地区で検出した。ほほ北北東・南南西方向に走行している o 検出

長約 3.10m、幅0.19'" O. 24m、深さ 0.05---0.11mを測る o 削平などにより溝底しか残らなかったとみ

られ、途中が切れているが、北から南までつながっていたと推定している。流水していた痕跡はない。

埋土は、灰褐土の単層である o

S04629 
調査区南西の A034---38地区で検出した O ほほ東西方向に走行している。検出長約 10.50m、111踊0.40

---O. 57m、深さ 0.09--O. 19mを測る o 東端は溝の続きを確認することができなかった。流水していた

痕跡はない。 SF700路間.J:に位慨しているが、特に硬化しているわけでもなく、 11i状遺構などの道路

関連遺構ではないと想定される O 肌土は、 nt~版.:1--の単!併である O

S04672 (Fig.28) 

調査医南聞のAC34---A036 地区で検出した。ほほ東阿方lílj に走行しているの検/I\!{約 5.50m 、 ~Ifi\ 0.10 

~0.8旬、深さ 0.05-0.23m を測る o 閥端は締~1f. 1垣内でうどキiりしているが、東端は AC33 地 1>< JJl~ リ[~Iベで倹

出された滑につながると推定している o 流水していた痕跡はない。 SF700路1M.1'.に{夜間しているが、特

に硬化しているわけでもなく、帯状遺構などの道路関迎遺構ではないと赴tJi::される。.I-'I!..J:は、 11庁側.1:

の単!捕である o

S04714 (Fig.28) 
調盗1>..(南東のAB14・15地区で検出した。ほぼ東西方向に走行している O 検1.1:¥!.J:~{.) 2. OOm 、 ~IMO.:31-

0.52m、深さ 0.08-0.11mを測る O 両端とも調査区外に延びている O 東の延長明卜.は、大市!付条坊跡;妨

122次調子正で検11¥された東西道路の南側溝に続く可能性が高い。このことから本遺構は SF700の南側

溝であると考えられるo組土は、灰色土の単層である O遺物は土師器小片のみである。

S04763 (F i g. 28) 
調jtf.阪神j阿のAB34-AC35地院で検出した。ほぼ東西方向に走行している。検出長約 1.40m、幅0.26

'"'-O. 41m、深さ O.18mを測るo roij端とも調在阪外に延びている O 上述のように S04714はSF700の南側

溝と想定されるが、 S04714検出地点での SF700路而怖は 50520・4714滑.芯々間距離で 6.87mを測り、本

遺構も S0520との滑芯々 1mW.I ~離は 6.57m を測る o iU司11: 1足|付で検出した巡路側溝はし寸サL も I~(鰍「ドJ であ

ることから、.，*遺構も S04714とつながると航定され、 SF700の沖J1U1J i:~l~で、あると与-えられる n ~IL ，-_は、!氏側 f'，

の単肘である。ここからは平安後期の遺物が1B:l:している。

井戸

本欄資区内で灰色粗粒砂と青灰色細粒砂(場所により色捌の小興がある)の 2つの湖水層を仰i恕し

た。この 2つの鴻水)輔は現在における湧水層だが、井戸枠を伴う IYJらかな，)1:)-iがこれらの湖水!舗を持iI

り抜いている o 浅い所では、遺構確認面から 1m程度で以色事1"1粒砂崩に述し、 rltl物を投開している例も

みられる O よって、これらの湧水層は、井戸構築当時も湖水同であった可能性がi向いと考・えられる。

井戸は地下水を汲み上げる施設であるので、湧水層まで捌り込まれていたことが必焼条件と考える円以 1'-

に報告するなかで、井戸枠などを伴わないでも、上記の湧水府まで抑!り込まれていることを条件に、規燃や

形態を考慮し、井戸と捉えたものである O また湧水が確認されなかったものでも、規模や形態から:)1二円とし

て捉えているものもある。

SE020 (Fig.10) 

調査区北のBC26---B027地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径2.12'"'-2. 20m、深さ2.95m
を測る。埋土全体に地山に見られる士がブロック状の土塊になって多く含まれていることから、人為的に埋
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Fig圃 10 SE020・025実測図 (1/60)

め泌されたと考えられる。湧水により、遺構中位・下位部分で掘り方壁が崩落している O崩落が、掘削時、使

HJ時、どの時点のものかは不明である。埋土は、上から暗褐土・黄白粘・ねずみ色土に分かれる。披ド位に

t.mめ民し以前の!1t備があった可能性があるが、湧水により、確認することができていない。

なお、11¥'1'.遺物はxn Jijjの級相を示している O

SE025 (Fig.l0) 

l捌1f.1ベ北の BD20"'-' BE21地区で検出した。掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径1.65m、短

径1.4旬、深さ 0.76mを測る O 期日二は、上から暗褐土・暗灰砂・暗灰土・灰色粘・灰色砂(遺物出土

なし)に分かれる o 11首褐土については本遺構検出時に全面に見えたため一つの遺構として認識してい

たが、日IJ遺構の浅いこ|ニ坑だ、った可能性が高いと考えている。

なお、出土遺物はxn却jの様相を示している O

SE050 (Fig.ll、P1.6) 

調査区北の BB30 ・ 31 地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径 2.00~2.15m、深さ

1. 51mを測る。遺構検出面から約 0.56m程掘り下げた後、平面プランが0.70--O. 75mの方形の井戸枠

を検出した。井戸枠は厚さ (1........ 2cm程度)や幅(10---30cm程度)の異なる縦板を重ねて用い、内側

から隅柱に横桟木を差し込んで支持する O 隅柱は北東のみ 6cm角×高さ 90cm程度の角材を使用し、他

の隅柱は径 10cmX高さ 90cm程度の円柱形を呈する。横桟木は、腐朽し脱落していたが、両端から約

7cmの範囲の 2面を斜めに削ることによってホゾとして使用している O 埋土は、井戸枠内(暗灰粘)、

井戸枠裏込(黄白・青灰粘ブロック)に分かれる O

なお、出土遺物はXII期の様相を示している O

SE080 (添付CD P 1.050) 

調査区東の AP9地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径2.54m、短径1.21m、深

さ1.12mを測る O 埋士は、上から暗灰土・黄褐シルトブロックに分かれる O

SE150 (Fig.l1、P1. 6) 

調査区東の AP9........ AQ10地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径3.60m、短径

3. 20m、深さ 2.80mを測る O 遺構検出面から約O.80m程掘り下げた後、平面プランがO.82mの方形の井戸枠
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を検出した。井戸枠の下底には水i留めの曲物を伴う O縦板を内側から横桟木で支え、横桟木は支柱により支

持される。縦板は残りが良く、残存長で 180cm程度もあり、幅30cm、厚さ 2cm程度の板材を用い、縦板の合

せ目に外側から幅10cm、厚さ 0.8cm程度の薄い板をあてている。外側の薄い板は2枚重ねて使用される箇所

が多い。横桟木は3段分が原位置を保った状態で検出され、もう l段分が崩落して出土したo横桟木は本来

4段で組まれていたと推測される。井戸枠部の中位に堆積した濃青灰粘から人頭大の石が出土しており、井戸

k部あるいは地表耐の施設に使われていた可能性もある。埋土は、遺構確認閣から井戸枠プラン検出まで(上

から、灰色土・ 11fT褐jJ、JI:戸枠内(上から、黒灰土・濃青灰粘・暗灰粘)、井戸枠裏込(..1二から、黄褐土ブ

ロック・裏込背!氏名'j(遺物11¥:1:なし)・背灰粘(遺物出土なし))に分かれる o

11¥:1:遺物は、:JI:)j枠裏込 C!Ji褐土ブロック)はXllI期、遺構確認面から井戸枠プラン検出(崎禍':1--)と井

} j枠内(J日以上'lI-irJ氏名Jj)はXlV則の様相を示しているo

SE153 (Fig.11) 

i捌1f.1;{~Iじの BB . BC25 j也lベで検出したo 掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径 2.09m、知:筏

1. 92m、深さ 1.60m を測る。 ~m.:t. に井戸枠の痕跡は認められない。捜土は、上から晴樹:士. n許制上(前

!氏名liブロック)・!五色村iに分かれる O

なお、11¥，"，遺物はXI1 JUJの級車IJを示している o

SE175 (Fig.12) 

i捌1t1;{"J.t.(の AS8、AT9J也t(で検lI¥した。持11り)iの、1!.lfIiプランは11JJ杉を II~ し、任1. 20 --1. 10m、深さ

O.88mを測る。 }.IIL1: は、 IIfr 払~: 1'，の tli.J~ であるれ

なお、lBJ:遺物はXn JUJ の線本11 を'/J~ している。

SE190 (添付CD P 1.055) 

調査区東の AV. AW9地区で検出した。扱11り方の千"rfriプランは不整柑円形を吊し、長径 2.69m、知任

1.59m、深さ 0.90-O. 96mを測る。埋土は、上から黒灰土・暗褐土・黄灰土に分かれる O

なお、出土遺物はXII期の様相を示している O

SE195 (Fig.12) 

調査区中央よりやや東の AR15・16地区で検出したO 掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長筏2.04m、

短径1.75m、深さ1.OOmを測る O 埋土に井戸枠の痕跡は認められない。埋土は、上から暗褐土・褐色

土・濃ねずみ色土・ねずみ色土に分かれる。

なお、IHJ-:遺物はXII}切の様相を示している。

SE205 (F i g. 12) 

lØ~ 1f. 11 収の AP2 ・ 3 地 þ(で険m した。捌り I.iの平面プランは楕円形を呈し、長径 2.81m、短径 2.47m 、

深さ 1.30mを測る O 地111，1'.は、 1:から附)ポ色組粒砂・黄色粘土・茶色粘土・黄白色粘土となっており、

初水!舗は不IYH礁である。しかし断凶ii，W.;.1・状を!11し、集水の意識がはたらいていたと考えられる。風土

は、上からH背!ポ:.1.:. r'1色砂 .11行制 1:・!ポ色柄lj • 11削ポ料(:遺物山::1:なし)に分かれる O 暗灰土について

は:.IJ掛制娯から別遺構の浅いこl.'坑だ、った川.能性がi高いと考えている o

なお、出土遺物はXII即jの様相iを示している O

SE235 (F i g. 12、P1. 7) 

制査l豆北東の AXIO----AYll地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を畏し、長径1.82m、短

径1.66m、深さ1.57mを測る。遺構検出面から約 O.60m程掘り下げた後、径O.38-0.43mの楕円形の

結桶を使った井戸枠を検出した。竹で 2巻き(編んでいない)して締めており、隙間に木切れ(長さ

8cm X幅 lcmx高さ 1cm程度)を差し込んでいる o 板は土圧により内側に張り出し、形が崩れていた。

また、 2筒所だけ 2重に板が当てられている。これらの板は井戸底まで達しておらず、タガでとめら

れているわけでもなく、どういっ意味を持つものなのか不明である。埋土の堆積状況から井戸枠は 2

段あったものと思われる O 埋土は、推定井戸枠内(上から、黒灰土・黄色粘(遺物出土なし)・暗灰粘

(粗粒砂)(遺物出土なし))、井戸枠内(暗灰粘)、井戸枠裏込(上から、暗褐土・青灰粘)に分かれる O

出土遺物は、推定井戸枠内(黒灰土)はXllI期、井戸枠内(暗灰粘)はXII期、井戸枠裏込(暗褐土)は

XII期の様相を示している O

SE240 (Fig.13) 

調査区中央よりやや東のAp.AQ17地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径1.40m、
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短径1.25m、深さ O.95mを測る O 埋土は、上から暗褐土・暗灰粘・灰粗砂(遺物出土なし)に分かれる O

なお、/Jj土遺物は XII期の様相を示している。

SE270 (F i g. 13、P1. 7) 

前j査I~:I+I央の AQ21 -... AR22地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径2.87-... 2. 97m、深

さ1.08mを測る。遺榔検IH而iから約 O.30m程掘り下げた後、内外2つの井戸枠を検出した。内側の井

) i仲は、筏0.60m税度の結桶で長さ約 80cmの板材を使用して円く組み、外側上下2ヶ所でタガを取り

付けている口タガは11'M1cm、保さ 0.3cm程度の竹をねじり編みにしたものを上 l束、下2束を用いてい

る。外側の:)j:Ji枠は、残存状況が忠くほとんど残っていない。 2つの井戸枠の関係については同時期

にイパピしていたかどうかは不明である。埋土は、井戸枠内(上から、黒褐土・暗灰粘)、井戸枠裏込

( 1:から、 H庁側 1:・ 11行削氏名Ij (遺物IH土なし))に分かれる。

なお、11¥.:1.遺物は XIl JVJのlJRfl'lをぶしている O

SE280 (Fig.13) 

』捌11: 1ι|ヒの BA2~ ・ 25 J也lベで検出した。掘り方の平面プランは円形~隅丸方形を呈し、径1.80 ---1. 92m、

深さ 1.66ßl~:J- I'. を測る() j捌11:を進めていく中で地山壁崩落の危険があり、安全上掘削を途中で11'.めて

いる υ )l".Ji仲を縦 d，~，できなかった。埋土は、上から暗褐土・暗褐土(青灰粘質シルトブロック)に分

かれる。.H11..1'，の J11~繍状況から埋め戻していると考えられる O

なお、 11¥1:遺物はXII J明の様相を示している。

SE300 (F i g. 13) 

fU"J1t1ん1ヒのAY28-BA29地区で検出したO 撹乱により削平されているため正確な形状は不IVJであるが、 fhJ¥

りJiの、ドI{IIプランは不整楕円形を呈していたとみられ、残存長で長筏2.85m、知符2.26m、深さ 2.29mを測

る[)JIILJ:は、 1--から黒灰土.灰色粘に分かれる。遺物は、黒灰士カかEらの町1'-ι吋t札}

!腐指挺指網|上:坑として使われたものと推測される O

なお、出土遺物はxm期の様相を示している。

SE320 (Fig.14、P1.8) 
;UdJ1tI){ "'4のAV37--AW38地|ベで検U¥したH 持1Iり}jの、II.HIIプランは川形を!11し、筏2.00--2， 08m、深さ 2.40m

を測る“遺構検IHlfliから約O.90m料品tIり|、・げた後、)1".)i枠を検lBした。井)i枠は入Il.，ftiプランがO.73 --O. 77m 

の)jJI~ 木村、で、縦似を隅十l:と繊伐本により、|付↑1\IJからよくえている。附机(任8cm) には枠穴を穿・ち、1I1(桜欄伐

木を Xi し込んでおり、榊m的に ~nlv、巡りになっている O 繊ぬ本 (1之さ 70cmx ITI祁.5cmx向さ 4cm)は、 Wlj端

の31Mを斜めにIIJI1ることによってホゾとしている o11Mだけをゆるく九め、 l析 1Mかまぼこ状を JJ~する O 丸めた

I(IIを内↑UIJにIIIJくように仙JIJしている。点側の繊伐木だけは繊-民に仙川されており、丸めたIUIiJ ~J:にきている。

1111物(何48cm、何さ 2cm.，)il後、 i向き 20cm)をi没附した後、喪込でWJii::し、 i山lt山tl物のj裏衷込の|上:に1升井1十:)げI枠が{刊作4午:られ
ているり01山IJ山JI物の!脇協カか、ら巴イイiがH出i村iわ..1'，しており、，11川I1物の|州Jh吋il)，定t4心i江:にn川uいしい、られた訂吋可H能j抱包制，悦|
し、υ)"11.1:'はlはまム、 j遺宣付榊~併伸雌'Iia必包 r(刷(1削IÎから jハ|ド:)μf枠プラン検出まで(上から、)ポ色:1:・ t;Ii\尚J: ・ llt1制:J: (褐色粘ブロック))、

JI:fi枠内(附!氏名Ij)、:Jj:)i枠裏込 (.1'，から、喪込日常尚J:・背以砂)に分かれる。 13日色土は、井戸埋士がi1:み込

んだ部分に新たにtH~般したもの、 11官補 .:1'， (尚色粘ブロック)は、袈込晴樹二!こが崩落して堆積したものと考・え

られる、また、黒褐土にもブロック状の:1:.:塊がみられ、堆積の過程で裏込階褐土の崩落土を含んだものと推

測される。人為的に埋め挺されたかどうかの判断はつかない。

なお、出土遺物については、裏込暗褐土はXII期を示す。暗灰粘は出土遺物から時期を特定することがで

きない。暗褐土(褐色粘ブロック)はXII期、黒褐土はX皿期のを示す。灰色土は、白磁皿医-2類(磁器区

分F期)の資料を 1点含む。それを除けばXII期の様相を示すが、出土量も少ないため、精度は低い。築造

はXII期、 XII期中に廃棄され、 xm期には完全に埋没したものと推測される O

SE362 (Fig.14) 

調査区東
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出土遺物は、暗褐土から土師器al(糸切り)と白磁椀V-4類(磁器区分D期)が出土しており、それ以外は

XII期の様相を示している。

SE400 (Fig.14) 

調査区西のAR32---AS31 . 32地区で検出した。掘り方の平面プランは不整円形を呈し、径2.41---2. 76m、

深さ 1.25mを測る O 井戸枠の痕跡は認められないが横板と杭が出土している O 埋土は、上から黒褐土・灰褐

土・黒灰土・灰色土・褐色土(遺物出土なし)・暗灰粘に分かれる O 褐色土は西側の掘り方壁が崩落したもの

とみられ、横板と杭は、惰弱ではあるが、崩落土をせき止める意図で設置したのではないかと推測される。黒

褐土から灰色土まで非常に多くの遺物を含み、廃棄土坑としての利用が考えられる。埋土状況は、埋め戻し

のような人為的なものではなく、自然堆積の様相を呈する O一括廃棄ではなく、比較的長期間の利用が想定

される。

出土遺物は、黒褐土に少最の糸切りを伴う土師器と白磁椀四類(磁器区分D期)を含む以外は、 XII期の

様相を示しているo

SE405 (Fig.14) 

調査民間の AQ. AR32地|弐で検出した O 捌り方の平間プランは不惑を円形を呈し、径2.72---3.03m(平

均 2.80m)、深さ1.29 mを測る O 井戸枠の痕制;は認められないが、付近の SE400・415と同じ鴻水層ま

で掘り“卜.げていることなどから :)1:rJと考えられる o 調1..:1'.は、 1-，から頴褐.:1'，・附灰:1'，. 11育灰和liに分かれ

るo

出土遺物は、 IH制 J: に自M~Î!.惚系 :r'f{~i椀 I 類(般協同.分DJVJ)をl点合む以外は、 XII JVJの線ホHを示してい

る。

SE41 0 (F i g. 15、P1.8) 

調畳|足1'4のAP33---AQ34 地 I~~で検出した。捌り方の平岡プランは不定形を日し、作1.99 ---2. 40m、深さ

1.26mを測る。 遺榔桃山r(riから約 1，14m税掘り下げた後、曲物、支柱、横板を検1'"したo.Jlyi枠は舶li訟でき

なかった。 1111物(任50cm、以さ O.5cm前後、 i高さ 12cm)は、わずかに遺構成HIIにめり込み(Jtflfliは砂地)原

位置を保っているりk:tt(符5cm、iむjさ16cm)もわずかにめり μ込む引!皮で、打ち込まれてはいない。文相:は

直11.し、以似慨を似つと考えられるのに付し、梢似は移動しているようであるのJI:)i枠の裏込は峨泌されず、

井戸粋はもともと背のfJ~\t、ものか、あるいは、行I~材が快かれている 11]'能t'l:がflV心される。 JIlt :L は、卜.から J県

灰土・!氏側 1:・11行以私liに分かれるの

山 1:遺物は、以尚 1'.・IIfr似品'n.iX Il JVJ、!日以 1'，は XmJVJのfs~fll をポしているの

SE415 (F i g. 15、P1. 9) 

調1tr>(i'qのAR33J也|ベで検11¥した。持I!りJiの、ドl白jプランは不幣川JI予を!I~，し、作 2.14--2.27m 、深さ

1. 31mを測る。 i賞榊検Il¥lfIiから約 O.95m料品11りドげた後、、|λ1MプランがO.83mの)j形のJj:)i枠を検出

したの繊州本は i松ホ、ノ'11:でキILまれ、文相iは柑i伐木の 1'，にのせられているだけであるの板材は織って

いない。 )1:)i枠内には作60cmの車内桶が抑えられている。州はII'M8cm、J.llさO.6cm私u交の板材 20枚を使

用して川く制lみ、外側卜，N:でタガを取り付けている。板材の民さは腐食しており ti学制11は不IYJである O

この柿!には庇似があり、 4 ケ)肝 V 字)I~の切り込みがある。ゆ・ノkの効果を ðll， ったものだろうかの JlI!.'J:は、
遺構{確認miから )I:)i枠内まで(上から、黒灰:J: ・灰色十.・灰色 ~l: (政樹高liブ口ック). 11削民和'j)、桶外

(暗!氏名Ij)、桶裏込()ポ褐粗砂(遺物出土なし)に分かれる O

なお、 11¥'1:遺物はXn JijJの様相を示している。

SE440 (Fig.15) 

調子官民間の AP35地区で検出したO 掘り方の平面プランは円形を皇し、径0.91---O. 99m、深さ O.83m

を測る o 開./:は、 1'，から!則氏側I~ ・暗褐土に分かれる。

SE445 (Fig.15) 

割B!f.1のl'央よりやや附のAV28地区で検出した。掘り方の平面プランは不整椅円形を史し、長径2.23m (推

定2.40m程度)、短径2.26m、深さ 1.05mを測る O 埋土は、上からH音灰粘・附褐:士に分かれる。

なお、LU土遺物は X田期の様相を示している O

SE455 (Fig.16) 

調査区間の AS31---AT32地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径 2.36m、短径

2.00m、深さ1.02mを測る。埋土は、上から黒褐土・灰褐土・黒灰土・暗灰粘に分かれる O
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出土遺物は、黒褐土に土師器小皿a1(糸切り)と白磁椀V-4類(磁器区分D期)を含む以外は、 XII期の様

相を示している O

SE465 (F i g. 16) 

調査区西の AP33-----AQ34地区で検出した。 SE410に切られているが、掘り方の平面プランは、径2.80

-----2. 92m程度の不整円形を呈すとみられ、深さ 0.94mを測る O 埋土は、上から黄褐士・暗灰土に分か

tLる O

なお、出土遺物はXII期の様相を示している。

SE480 (F i g. 16) 

調査区北東の BA15・16地慌で検出した。 SX619に切られているが形は残っており、掘り方の平面プ

ランは不幣円Jr~を思し、律上 79 "-' 1. 93m程度、深さ1.52mを測る O 思土は、上から階褐土・黒褐土・

灰色粘.ylJ'灰砂(遺物II¥J:なし)に分かれるO

出土t'，遺物は、!J¥褐 1'，・!ポ色キ，Iiは遺物mI:.hl:が少なく|時lijjの特定ができない。1I{1制 1'，は'I-，nm7:'1誌がドa(糸切り)、

白磁椀咽矧 O~H~N: I足分 DJijj)を合むものの XII 則1'10f1.財nを示しているの

SE485 (Fig.16) 

制作|ベ l ，t4'~の AH1 7-" A 1 18 1也以で検 11\ した。 t~JI り }J の、I~IM プランは川形 ---1明九五 }I~ を 111 し、任 2.02

-----2. 22m、深さ 1.3601を測る。，HIL+，は、 1'.から11日制 1'.. 11(1性j卜.(Il:|Plflliブロック)・ IWり反中:lli(/I¥-t遺物な

し)・)氏側私liに分かれる o 11日制 1: については 1)仲間然から、日Ij j監榊の l'r(I~'I"1:が向い。

/J¥'I'，遺物は、lI1'y制 1'，はxmJりj 、lI{ý 制卜~(前1'1布liブロック)はXII Jリ!の線付lをIJミしている。!氏側ねliは11¥

士川が少なく II\~:WJ の特定はしにくいが、糸切りを伴う -1: 自í1i時)十を合むことから、総体としてX III JUJと

捉えられるり

SE490 (Fig.17) 

iU，'J 1f.lx: ly.j!Uの川 15---AK16地|ベで検/j!1した。捌り )iの-'jf.Hliプランは不幣桁11J JI予告"~し、 μ任 2.al O1、

知.作 2.11m 、 j架さ 2.70m を測る。').世Wi 'l'{わ'~IS分で、刊でがJùl 消しているのは鴻水によるものであると与え

られるい JII!'1'，は、 卜.かん!日fu1'. . lIi'fJ民高li-!日!氏名liに分かれる H

11¥ 1'，遺物は、!.I.\色\'.に l'lf~~~V1b矧(級協|メ:分D)Oj) 1以を frむ以外は、 X111 JUJの線十11をぶしているり

SE495 (Fig.17) 

，U司11:1ベl判!↓iのAL. AM 1 7 J也|ベで検lI'.したけ ~~I! り }j の、l" l(li ゾラン lよ桁 l'J J作を '1~，し、 1~1官 2.20m 、初任

1. 90m、j架さ 2.12mをiJll]ゐf)JIJt 1'，;IAi兄にJI:)..枠の瓜跡がないことと、 J&III卜.の 1:カ刊の本に|耐えられるだ

けの1'.質であることから、ぷ;-thllりのJI:)iと似定している(1JIII. I'，U:、 1'，から11庁制 l:-!日制¥'.・|附!氏名li(/1'. 

土遺物なし)に分かれる"11日制 1'，・!日制1".については1'.同制然から別遺構どった 111'能't'l:が向いと考え
ている H

i書物についてはlIi'f制九!日制1".から遺物が多くII¥Lし、JI:)iJ1~ 挺後の作みに!花楽されたものと考え

られるりあるいは、)I'，} i JlI!.没後、新たに ~).III'íIJ t:れた廃棄卜J光の 111'能性もある o U音灰粘からは遺物が出

土していないが、lIi'f制 1:・!日制I:IH¥'.遺物はX11 JUJをIj'し、 :)1:) 'ii体もXII期にはほぼ埋没していた

と先日;むしている。

SE500 (F i g. 17) 

i淵11:1バ:tUの AN15・16---A016地区で検出したO 掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径2.87m、

創作 2，58m、深さ 2.24mを測る O 埋土は、上から暗褐土・暗灰土・黒褐土・灰色粘・白灰砂(出土遺

物なし)に分かれるり

なお、 11¥1:遺物はXIl JtJJの様相を示している O

SE510 (Fig.17) 

i制 1f:j;{ 昨j~の AF18 包 AG19 地|弐で検出した。掘り方の平面プランは不整楕円形を I11 し、民{で:~.00111、制作

2.64m、深さ 1.80111を測る o .l1n，'， 1'，は、上から黒褐土・灰褐土・灰色粘・黄灰士・;'.I，!Jポ名liに分かれるり

なお、11¥1-，造物は X1lI JtJjの様相一|を示している O

SE515 (Fig.18) 

調講:Iメ.i拘束の AK18-AL19 地区で検出したO 掘り方の平面プランは桁川形を "r~ し、長任 2.41m、知

径 1.88m、深さ 2.20mを測る o 残存状況は悪いが平面プランがO.65 ~ O. 69mに推定される方形の)I:y-i

枠を検出した。縦板 (111M16cm >く原さ 2cmx高さ 148cm) は
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込んでいるが、基部は原位置に近いと考えている O 横桟木(長さ 65cmX幅2----3cm X高さ 5----7cm)も、原

位置に近いと考えているが、縦板と若干隔たりがある。横桟木は径7cm程度の樹皮を残したままの丸太を半

分に割り、両端だけを凹字形に加工した簡素なもので、三枚ホゾ差で組まれていたと想定している O下底か

ら曲物(径48cm、厚さ O.6cm前後、高さ llcm)が出土したが、井戸底から少し浮いている O 井戸枠の部材自

体の残りは良好なのに対し、残っている数が少ない。裏込も井戸枠がないと崩落しそうなぐらい緩い。部材

を抜いて埋め戻したものか。埋土は、遺構確認面から井戸枠検出まで(上から、暗灰土・暗褐土)、井戸枠内

(暗灰粘)、井戸枠裏込(暗灰土(黄白粘ブロック))に分かれる O

出土遺物は、暗灰土から糸切りの可能性のある資料が出土しているが、全体に XII期の様相を示している O

SE525 (F i g. 18) 

調査区南の AE24地区で検出した。捌り方の平面プランは隅丸方形を呈し、長軸 2，40m、短軸 2.00m、

深さ1.43 ---1. 56mを測る。埋土は、 j二から時灰土(黄白粘ブロック)-n音灰土・黒色粘に分かれる O

なお、H'，:上遺物はXII期の干葉杵lを示している。

SE535 (Fig.18、PI.9・10)
調査l伏メ天:.1市拘材aのAF2お5-2泌6---AωG2鉛6地i以Xで検l出HしたO抗抑捌id!り方方.の主司平|ドf.fI耐自師lプランは梢円形を毘し、長径2.35伽m、短径1.98伽m、

深さ l ， 52m を礼制測UJ る O 遺柑梢榔~"検4食 11\"1陥fIÎ，)治か、ら k~約1.均{り~O. 8部5m叫4私"叶l
48cm臥、!仰l収メさ 0，7冗cα:汀mli前jiJ後、出j;さllcmを測り、内↑UlJのrlh物は符38cm、仰さ 0.7cm前後、 i向さ 20cmを測るo 2つ

の曲物は任が典なるため、(111物のii則的!とともに喪込を順次行ったものと推測される oIIII!JW ~i :JI"-)i }t~ よりもだ

いぶ I:}jからIH，I:したが、)I".)I¥AJのmLJ:(以色村i)及び喪込(削氏名'i)は1111物よりド{なにも統いており、井

戸枠を ii究開していた I'Jfl~'~I:が向い。 1111物より".1婦には井Tj枠の痕跡がみられず、大きく|別 11 していたものと

考えられる()ガIt1: は、遺柵硝i盟、 ïflÎから井戸枠検出まで(上から、 H音樹.~r. . J氏側 ~t二)、井戸枠内(Jポ色申li) 、井戸

枠裏込(青!氏名Ij(11¥'¥'.遺物なし))に分かれる O

なお、lB1:遺物はXII ~~Jの綿杭|を示している o

SE540 (Fig.18) 

調1f.rJ1判の AF26 、 AG27 地!ベで検 11\ したり捌り方の平mf プランは円形を r，~.し、作 2. 05 ~ 2. 23m、深

さ1.39mを測る内 J!II.1:は、 1 ~からlI~r褐 1: ・!天制上・ jポ色ホIj (;宣物11¥¥'.なし)に分かれるり

なお、lH¥-_遺物は X1I JUJの線小11をぶしている日

SE550 (Fig.19) 

WM:1tI)( "， w;やベ)~の AOIR 地|メ:で検11¥したり抑1IりJiの、1;:1Mプランは川形を日し、作1.37叫 1.52111、深

さ2.19mを測る υ 遺構の伐に刈-して抑1Iり}jがかなり深し'0JIIt卜.は、 1'，から !民色村制色村iに分かれ

るo

SE555 (F i g. 19) 

制1t{{"I~とよりやや INのAK24~.AL25J也|ベで般11¥したり拘11りん-の、11.1(liプランは川形を}I~，し、任 1 ， 85-.... 2.05111、

深さ O.87mを測るけ "11.1'，は、卜.カ、ら|府側 1'，' IIff}米中:，Ij'Jポ色私'j(遺物11¥ "，なし)に分かれるり 11行制¥'， .11川氏粘

からはj賞物が多く 111::¥:し、JI:)iJ従来後、!鬼無 1:I)tとして不IJJI Jされたものと 47・えられる。
なお、 m，'，遺物はxmJUJの株判|を示しているけ

SE570 (Fig.19) 

前~1f. 1ベ l~fI叫の AH33 ・ 34 地院で検出したO 掘り }j の:'\l. líIÎ プランは川)\予を" ~し、作1. 32 ---1. 38m、深さ

1.36mを測る()"II.J:は、 1'，からH音褐土・黄褐土に分かれる O

なお、11'， 1:遺物はxmWJの様相を示している O

SE575 (Fig.19、PL.10)

淵11:¥ベ耐IJljの AI33・341也氏で検出した。掘り方の平面プランは椅|斗 JI~ を !ii し、民符 2.05m 、短径

1.79m、j架さ 2.04111をHIIJる。遺榊検出面から約1.70m程掘り下げた後、待55cm、!引さ O.8cm liir後、山jさ34cm

の曲物を検/1'，したり1111物投開方法-については裏込土を使うのではなく、刷物の大きさの分だけ1hl¥り込んで設

置したと考えている O 理lLJ，は、与tからH音褐土・暗
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検出したo:J 1: ).i枠の痕跡は問、められず、集水施設としての曲物のみを伴う。人為的に;臨め反された印象をう

ける oJm:t.は、遺榔確認而から 118物検出まで(黄灰粘)、曲物内(灰色粘(遺物出土なし))、曲物喪込(濃ね

ずみ色村I(遺物lH土なし))に分かれる。

SE585 (Fig.20) 

調萩区南聞の AI34地区で検出した。 SE575に切られているが、掘り方の平岡プランは梢円形を呈し、

長径 1.90m、知:径1.57m、深さ1.28mを測る O 埋土は、上から黒灰土・背灰土.n音灰粘に分かれる。

出土遺物は、黒灰土に白磁椀V-4類(磁器区分D期) 1点、を含む以外は、 xm期の様相を示している O

SE590 (Fig.20) 

調査区中央よりやや南のAK・AL22地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径2.31m、
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短径1.86m、深さ 1.31mを測る O 埋土は、上から暗褐土・暗灰粘・灰色粘・白灰砂・濃ねずみ色粘(遺物11¥

土なし)に分かれる O

なお、出土遺物はXII期の様相を示している O

SE600 (F i g. 20) 

調査区南のAI26・27地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径 1.48m、短径 1.16m、

深さ 1.27mを測る o 埋土は、上から暗灰土・腐葉土(遺物出土なし)・灰色粘に分かれる O

なお、出土遺物はXII期の様相を示している。

SE605 (F i g. 21) 

調査区中央よりやや南西のAL32・33---AM33地区で検出したo 掘り方の平面プランは円形を呈し、径

1. 30 ""' 1. 4 7m、深さ1.33 ---1. 43mを測る o 埋土は、上から黄褐土・暗褐土・暗灰土・褐色粘・暗灰粘

に分かれる。

なお、H1+.遺物はXII期の様相を示している O

SE610 (Fig.21、PI.11)

調査lK'1:19とよりやや南阿のAM31・32--AN32地区で検出したo 掛り方の平耐プランは円形を呈し、径

1.81-1.91m、深さ 1.82mを測る。遺構検11¥ifriから約1.50m科捌りドげた後、:-P:iIl1プランが0.90m程

度に復泊できる方形の件Ti枠を検出した。縦杭は内側に倒れこみ、原{夜間を保っていない。横桟木(長

さ92cmX 111M 6--7cm X向さ 4--6cm)は24>:分だけ検11¥し、阿側の l本は文相:の.1'，に乗っているため

原位慨を保っと与・えている。また、端部を L''(:形に加工して相欠きに組み、方形の穴をIJfJけ、木栓で

連結している。文相:(律 6""--10cm) は:11:}-ifkJlり }j成 ffti に打ち込まれており、服{的慨を保つ。~~:j"':i枠内

部と裏込とに綱11分されるはずだが、井戸枠肉体の残りも忠く、くずれており、分けることができなかっ

た。井川枠は部材が少なく、 J友かれている可能性がある o JfrLI'，は、 1'，から!日以上.lIi'r'民1'，. 11青青灰粘

に分かれるの

H¥ 1:遺物は、!日以 1:はxm JUJ、H削ポ1:、 H庁I引民高iiはX11 J~Jの線小11 を示している。

SE615 (F i g. 21、P1.11)

制作lベ1¥1~丸・よりやや i判 I'li の AN . A032地|足で倹wしたH 抗11りん・の干ifliプランは不幣楠Ilj形を'，tし、長

f圭2.17m、制何 2.00m、j栄さ}• 45m をiJtlJるり j賞榊4食/1 11M からが~ 1. 11m f'，~ JhI!り卜.げた後、、Il.lfIiプランが
0.78、 0.8201f'tU主に復Jeできる }j・形のJI:}i -M~を検 11\ した。JI:) i枠は、縦f1iを文fl:とt)YH見本で支える o

横松本と文fl:は最 1;段のものだけが{t~ill~，されたれ柵伐木の 1; に文れにひっかけるように横似(民さ

70 c m X I~ r.\ 1 c m X 高さ lO-20cm) がJlJし、られているり梢伐木は端部を Inl}f~ 、 P 'I J杉に ))IIJ: し、三枚ホゾ

差で刺lまれている(1J'H 1'，は、 j賞榊~fí(ft .t~， I(IÎ からJI:) i枠内まで(附制 1-.)、JI:}i枠奥込 (lW制1:(遺物11¥"1: 

なし))に分かれるけ

なお、 11¥1'.遺物からXU1JUJにJlI!.~生したと推測される。

SE620 (F i g. 21) 

iU時作|メ~q J ~よとよりやや lトjの AL . AM28地!ベで検11¥したり持11り}jの、11.1(lIプランは不整円形を出し、作2.21

---2. 54m、深さ O.84mを測る。掛け:は、上からn{f尚:1:・ ll~'尚j二・灰色粘に分かれる o

lI¥ "，遺物は、 H託制"，・ 11l・褐，1--はxm則、灰色粘はXII WJの様相を示している。

SE625 (Fig.22、PI.11)

訓IJ1f.t>(1判I'liのAH321也lベで検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径1.40m、深さ1.35mを測

るo J宣t，ti険lJ¥lfIiから約 O.70m根掘り下げた後、径0.60m程度の丸太制賞材を円形に高11み什わせたjj:Ji

枠を検1-1¥したり )1:)I枠は、 a木を3分割したものを結合していたものとみられるが、 lつは消失している。結

合部付近には火があいており、純などで綴じていたと推定している。2つのパーツの残りがいいことから、消

失したlつは抜かれている 111'能性が尚いと考えられる O 埋土は、遺構確認聞から井)i枠内まで(附尚 1:)、:J1: 

戸枠裏込 (1'.から、前倒:1:・灰色料i)に分かれる。

出土遺物は、各!併いずれもxIIJVJの様相を示している o

SE626 (F i g. 22) 

調査区北東のBB15-BCI6地区で検出した O 掘り方の平商プランは不整円形を援し、径2.21....... 2. 54m、

深さ 0.77--1. 04mを測る o 埋土は、暗褐土の単層である o

なお、出土遺物はXII期の様相を示している o
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SE630 (Fig.22) 

調査区南のAI28---幻29地区で検出した。掘り方の平副プランは不整楕円形を呈し、長径3.37m、短径2.93m、

深さ 1.20mを測る。湧水層まで掘り込んでいることと、底的iの-部を深く掘り下げており、集水の意図があっ

た可能性があることから、井戸と想定している o埋土は、上から暗褐土・灰色粘・灰色砂(遺物出土なし)に

分かれる。

/+'，土遺物は、 H音褐士に白磁椀V-4類(磁器区分DW])1点を含む以外は、 X皿期の様相を示している o

SE632 (Fig.23、P1. 12) 

i捌~Iベ北京の AY15 ・ 16 :1:也|廷で検出した O 掘り方の平面プランは円形~隅丸方形を長し、径 1.28 ---

1.49m、深さ 2.18mを測る o 遺構検出面から約 0.40m程掘り下げた後、 0.60---O. 70mの方形の井戸枠を

検出した。 :)1:r:J;M~は、縦似を-支柱と横桟木で支える。横桟木は、端部に枠などの加工がなく、角形に

して、文相iに乗せているだけの、惰弱な構造をしている O そのためほとんどの横桟木と支柱が脱決し

ている。最卜.段の梢ぬ本も残ってはいたが原位置を保っていない。縦板は残りが良く残存長で 1.80m

科皮もある o Jill'I"，は、遺榔織認面から井戸枠検出まで(暗褐土)、井戸枠内(灰色粘)、井戸枠喪込(庁

!民シルト)に分かれる。

SE640 (F i g. 23) 

訓告!ベi村の A]27"-AK28地区で検出した。掘り方の平面プランは円形~隅丸方形を呈し、筏 3.37 ~ 

3.74m 、深さ 1.58mを測る o 埋土は、上から暗褐土・黄褐土・黒褐土・暗青灰粘に分かれる。

なお、lH'I"，組物はX田JijJの様相を示している O

SE645 (F i g. 23) 

洲1tT(l+fのAH29~ AI30地区で検出した。掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径 3.06m、制

任2.56m、深さ1.20mを測る。埋土に井戸枠の痕跡は認められないが、底付近で曲物片を確認してい

る。 j伐に扮iえであった可能性がある O 埋土は、上から暗褐土・暗青灰粘・青灰砂に分かれる。

なお、11¥1:遺物はxn期の様相を示している O

SE650 (Fig.24) 

i側トftlベ)キjのAI29地区で検出したO 掘り方の平面プランは不幣梢川形を 111し、!4:i.経 2.09m、制作1.71m、

深さ 0.98mを測る O 埋土は、上から暗褐土・暗背j川和lj • Jポ色料遺物11¥.1'，なし)に分かれる。

出土遺物は、暗褐土はXIlI期、暗青灰粘はxn J~]の様相l を心しているの

SE655 (Fig.24) 

調査区中央よりややl判の A028地|ポで検出した。拍!り方の平削プランは|円形を出し、径1.06-.. 1. 12m、

深さ1.02mを測る()*mJ:.は、 1'，から l附褐.'1:・黄 I~ 土・灰色粘に分かれる o

なお、 11¥上遺物はX11 J別の様相を示している o

SE665 (F i g. 24、PI • 12) 
iUtd 1f. 1~( 1判l珂のAF36地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径1.27 ---1. 36m、深さ 1.44mを

測るoJ!klIiiで円形に針jが付着したような褐色に変色した部分があり、曲物が据えられていた可能性がある。埋

j二の堆積状況から井戸枠があったと想定している。組土は、遺構雄総聞から底部まで(上から、黒色土・背

灰砂)、推定井戸枠裏込(上から、褐色粘・灰色砂(遺物出土なし))に分かれる o青灰砂は底の地山が湧水で

浮き上がったもの、黒色土は、全体的に均質で、自然堆積にみられる層理がみられず、埋め戻しによる堆積

と判断される。

なお、出土遺物はxn期の様相を示している O

SE675 (Fig.24) 

調査区南西のA]41---AK42地区で検出した。調査区の角に位置したため、遺構の西側と北側を完掘してい

ないが、掘り方の平面プランは概して不整円形を呈していたとみられる O 残存長で径1.06 ---1. 30m、深さ

0.80mを測る。井戸枠の痕跡は確認されないが、底面を円形に一段掘り下げており、曲物の設置あるいは集水

の意図があった可能性があることから、井戸と想定している。埋土は、灰褐土の単層である O

SE685 (Fig.24) 

調査区南西の AI.AJ41地区で検出した。掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径 1.43m、短

径1.12m、深さ 1.18mを測る O 埋土は、暗灰土の単層である O
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SE2244 (Fig.25) 
調査区南東のAF14--AG15地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径1.93m、短径1.60m、

深さ 1.14mを測る o 井戸枠材などは出土してないが、埋土の堆積状況から径45cm、高さ 50cm程度の円筒形

の井戸枠の存在が想定される。埋土は、遺構確認面から推定井戸枠内まで(上から、灰色土・黒褐土・緑灰

粘プロック・灰色粘)、推定井戸枠裏込(緑灰粘)に分かれる。灰色土、黒褐土、緑灰粘ブロック、灰色粘は

I{:I然堆積とみられる。

なお、1+¥:1二遺物はXIV期の様相を示している o 緑灰粘は出土量が少なく時期を特定できないが、糸

切りを伴う .-t.附器が主体的である。

SE2863 (Fig.25) 
iU司1f.阪市のAH. AI21地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径1.50 '" 1. 58m、深さ 1.82m

を測る。周L1:は、上からH音褐土・暗灰土・腐葉土(遺物出土なし)・茶褐土に分かれる o

11背灰，:1:には周辺の地山士にみられる暗灰色土、黄白色粘土のブロック状の土塊を含み、組め戻しによる堆積

とみられるollff禍"1.0もH荷灰土と同時に埋め戻された可能性は高いと考えられる。腐葉土は自然堆積か人為的

なものかの判断は鰍しい。

IH 1:遺物は、附尚 1 0• は X 皿 j問、茶褐:1.:は XII 期の様相を示している o

道路

SF700 (F i g. 26 --旬、 PI • 13) 
i澗1t1'><: I+OiNで検11¥したo :JHVHに走行している o 凶側は SF1000と交差する。 SFIOOOより両側に延び

ている l可能性はあるが、今H:ilの綱査1)(1人jでは統きを搬認することができなかったo 東は綱査区外に911

び、大台:~，好条坊跡第 122 次調査で検出された道路につながり、途中で北に曲がり、本欄査はの SFII00

につながっていく O 道路北側溝は S0520・2448になる。道路南側溝は検出長は飽γものの、 S04714・

1763を組定している。路面部にはSFI000との交差付近で、道路に沿って帯状遺構(SX7000......R、SX4776、SX4777、
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SX4779)、波板状遺構 (SX700A-----F、SX4771A-----G .1、SX4773A-----B)、刺突痕遺構 (SX700S)などを確認し

たO またSF700検出中央部では調査区南壁に沿った位置で帯状遺構 (SX4753)、調査区南東隅トレンチ3内で

も帯状遺構 (SX4713)をそれぞれ検出している O いずれも道路通行痕跡として知られているものである O 北

側溝の南肩および南側溝の北肩の聞を路面幅とすると 5.38~6. 01m、両側溝の溝芯々間距離6.51 ----7. OOm、

道路占有幅である両側溝端は7.89m程度を測る。帯状遺構は路面など道路に関わる部分で確認されることと、

いずれもごく浅く砂を多く含む傾向があることから道路通行痕跡と捉えている。砂を多く含んでいたSX7000'

4779を除いて、ほとんどが硬化はしていなかった。SX700Rについては道路使用時の路面よりかなり下に位置

するので、通行痕跡と理解するよりはSF700構築時の路床と考えられる。 SX7000・pがSF700より後に掘削

されるS0505の上に展開しているのを、調査区南壁土層観察や付近のトレンチ拡張区から確認している O こ

のことから、 SF700はS0505の廃絶後、再び道路として使用されたことが窺える O 波板状遺構は、道路上に

1~2m程度の間隔で連続して検出された土坑群である。大きさは長さ 0.5-----1m前後、深さ O.lm以下を i~1j り、

刺突痕の大半は波板状遺構の埋土を除去した段階で確認している。刺突痕遺構については、検出した波板状

遺構や帯状痕跡の成立前後に展開していることを確認しており、検出したものについては、そのいずれの時

期のものか、ということは不明である。刺突痕遺構は、径10cm以下の円形を弔しており、棒状のようなもの

で突いた痕跡と推測されるoただ、断1師側娯では、深いものは18cmに及ぶものもあるo災|際に先の尖った鉄

棒(重さ5kgl1iJ後か?)でその近辺を突いて'克験したが、 100阿突いてもその深さには及ばなかったのここで

は、とりあえず刺突岐遺榔としたが、別製lJ:1による形成についても、今後検討する必製がある o

最後にH寺周j についてであるが、 l[fl lJ道路の上IR~については X II WJ以前に肌没する遺構が雌iI?c!，できないので

不明である o X lumに巡1m北1UIJ消が側没することから、それ以前に使用されていたと考えられるのその後

S0505がF ・皮SF700の機能を停止させるが、これも XN期までに埋没する o このことから、川びSF700が道

路として使JIJされたのは XN則以降になる。最終時期については不明だが、制資民全体をみて千安時代より

後の遺柳、遺物は近111:・近現代以降であるため、本遺構も平安時代内におさまることが想定されるの

AC26-A034地区胴査区間壁土層観察

Y117市

v3・0s9Jイ8ン3 

岡島

Y 13438う.1イ骨ン2 

ql 

‘、、

28'イ〉
，( ~3.777 

Y l2e1aヲ.1イ8〉6 

Y"3445ラ，7イ9シ5 

}¥，  )¥ 

d/ーっ寸ー「‘

Fig.26 SF700関連土膚図 1(1/60) 

-45-

.11) 

ィ11

20う4ν
V4~;180 

Y品34289748ン0 

、

t@ {C214)i } 砲土

30ライシ
'(.5.103 

l-持層伽

<1， 

y・243aう7イ8〉2 

レ抑制隔

二二重二二二ニニ:判ι 証一一三ヨ

qsr 7 h l  

轟鞠剛よ

繊開鹿IJI胤砂関a側土酷1車止問制作土}

1-306拘 置， ..IIl!¥:I: (僚主)

(6' 筒嶋禍崎'供~:I:皐 (〈自触駐車書帽)) 

{(空島} 崎腕e:t:(1量輸相 L.i 剛院砂

刷削'帥師ea限MRat，・同.ー剛me世-酬n醐網am，.開・舗輔砂似糟z舗や珊判伽m掴刷や・にしdok珂・"ま剛明1:帽酬-a‘ej-av u 一

唖 :::11..1; SI1000UIII)刷附

44-1}飢 島歯りむ 偏物取し

dt 尚 1: 白眼縄繍砂

4倫F相m風 晶〈もSabXIい仰Sと1開71防崎止問，...鋭i満a納絢刷砂砲砲しし

44E 骨既色申値砂由民帽拍砂豊富む 眠中砂

50506 
GT崎原色止咽随働中置に富む一一一一一一一一一一一時民主



18ライン
Y-45.747 

17ライン
Y-45.744 

16ライ〉
Y幅 45.741AC15......AC26地区間査区南艶土層観察

恒2且S白羽

/ープ\:く三三戸マーJ与~::こごと、
* -，，---，-y一二 一一ょこ二二一一@二 高 I一三二:二七二二二

{即 ーー一一四町一一 ._-r唱』一一--四幅
⑦ 

，〕一一一一一一一ーでこ~一一一一一= ~一一 r - 唱

~ \ーでぜ恒三三=三三~竺二プーミユ/\ーイ~二L二三三二=ご?---ープ二ニ二三二ヲ乙/ ち同九割-------一一一一九 ~E己ミー一一一一一一一)一一ヨ=一=でごコ=---宇Z"""'"一一 ; プ士?で:-./こJて /'一、--::-ー
'----一一一-;:::---==:=一一一一一 一一 \一一ーベエ二間~\ω/ 一

h @ @ 
l 

dWoA潟 viUA品18うイ〉
Y"4S.W 

レ30・h
.~同

_.u，----

24ライ〉
Y--4d.1dd 

23うイ〉
Y-"5.7G2 yi17A品21ライン

Y46，756 

ト19110・

.____>L-一一+一一一一_.ω._--"'---一一一一~何由v 
J 

--九_~___ ..._....-'L.，_ 

一一- ，/¥  

町一一ー L=30，8伽
圃

一泌e-一一 一一」一-一-恥--:>
凶一町m噌匂岬--‘叫岨島叫怜Mι-個-伊-'

j "t •• 
t J ⑥ 

一 一ゐ 崎灰色綱嶋砂

26ライン
Y-45.77t 

2G'1ン
Y同 46.108

24う4ン
Y-45.70d 

m
 

内

4
i「圃L ーーーーーーー『ー-ーーーー、、ーー戸-...J 

日一四一~一一一 ν 

4E 

q. ..... 
q~':定一一一 ~ 

φ 「帽i既色刷砂ω q~
Qt 

..1>l.ム

遺物取上

土民暗

肌
¥
川
l
l
/

¥
l
!ノ
ゆ

む

e

，

む

宮

に
-
-
-
-
w
u
'内

同

釦

柚

刷

る

量

岳

山

叩

る

む

し

す

昏

砂

日

す

官

砂

応

‘

，

砂

色

¥

|

/

ト

応

に

肱

対

同

市

色

岨

冊

、

ノ

ル

対

量

細

に

泡

禍

灰

ト

シ

に

'

色

層

匹

灰

白

ル

賞

隅

砂

灰

畑

山

l

白

砂

シ

土

士

Z
W
馳

白

阜

、

J

土

軸

砂

慣

粘

結

質

土

土

土

主

土

土

色

中

色

土

色

色

土

土

土

砂

色

色

土

土

質

色

色

色

褐

色

禍

粘

灰

褐

色

色

色

色

褐

土

灰

色

色

砂

砂

禍

禍

禍

灰

褐

灰

色

膏

灰

灰

民

民

灰

灰

色

慣

灰

灰

色

色

鳳

暗

暗

暗

灰

自

民

晴

晴

鳳

晴

晴

晴

晴

灰

説

鳳

晴

灰

灰

随5
 m

の
@
@
a
m
w
仰
一
勧
崎
明
崎
明
崎
明
併
悌
仰
叫
骨
骨
抑
拘
ぬ
⑩

遺物取よ

(J) 111:1:. 
⑨柵IL
(3) .砂
@限色土(水回船作土)
働組情僧色主{庫土)
唖)慣禍色:1:.(庫土}
め崎禍色土{包歯周}一一崎原砂

@崎鴇色主 1遺物なし
(D)晴灰色土 J

SX4J53(帯状遺柵)

⑩ 自灰色中軸砂 ¥ 
⑪灰色中組砂 細胞砂申最に歯む ¥ 
⑫白灰色細組砂 組組砂.量に宮む l 
⑮白灰色細紬砂 組粒砂申量に官む l 
⑩灰色中粒砂 lil物なし
⑮ 自民色細租砂 l 
⑩自民褐色細粒砂 粗粒砂.量に含む ! 
⑪ 自灰褐色中軸砂 l 
⑮鳳民褐色土 波厳状遺構ヲ j 

⑪晴褐色土 自民禍色細粧砂プロッ?幸吉む波板状遺構? / 
llIT 自灰褐色細粒砂波板状遺構/

SF700関連土層図2(1/60) 

-46-

Fig.27 



AB14-AE14地区調査区東壁土層観察

x~ll.U， 

ートJOI(蜘

剛

予一一一一一一一一一」

@玄?τ示王ヲ
s而6s @ @ ⑪⑪一 - SD4714(道路南側溝)

ACライン
X55.962 

S04768 
0 晴褐色土一一一一一遺物なL

S04714(道路南側溝)
2f， 灰縄色士一一一一一一灰色土

土民白
、，‘、‘，
a''

綱

砂

過
砂
馳
砂

状
粒
鯛
舶
柑
土

置
骨
粗
色
申
色

(
色
灰
色
禍

悶
灰
白
灰
嶋

7
 

4
 m⑩

⑪
⑩
品
W

⑧
 

開
叩

50120 
4骨晴灰色士一一一一一時限土

⑩鴫禍色主伽町一叩一時禍土'
l
u
 

な
結

納
禍

温
灰

土
一
一

側
二

船

嶋

一

一

側
、
J
一
主

北
止
土
"
粘

飾
色
色
砂
色

道
成
褐
色
綱

制
帽
民
民
民

E
 i
 

s
j
 一一一

一遺物取止

砂限暗

主

}
作
)
腸

岨
欄
止
歯

図
画
陣
包

水
{

t

t
土
主

阜
色
色

主
砂
色
縄
民

a
a民
曲
岡
崎

φ
@
g⑧
 

ACライシ
X55.962 ~~，1~~ AEうイ〉

X55，OOS 

遺物取上

.L.31似h

m 榊主
(岳 o土
⑨)1砂
唖)灰色土(水田純作土)
(動機質褐色土(床土)
噂}前嶋色土(床土)
t7)鴫尚也土(包歯周)一一一暗灰砂

SW63 (帯状温情}
⑮ 際色細胞砂 、
⑨ 1;1肌色帽制砂 l遺物なし
ゅ由民同色細胞砂 J

締4柿
目崎附土榊禍色

輸 削I やや灰色 )時灰土
嶋眠倫止 やや砂混じり

:IOIiOf. 
q~ 嶋自民色止

剛
句LAB.AC26地区トレンチ2東壁土層観察

一一一一晴灰土

x~~.~~~ 

AS.AC29地区トレンチ5東壁土晴観繋

ADライン
X55.O65 

鳴物取上

輔IJI.砂

，¥" ..砂
川l'釧111..1:1/1(剛輔仲，¥，)
⑮ 掴前嶋"'1イ除 11
(~I' 崎嶋側1.(制宮崎}

sω帥

"1' 噸陶帆 t 、
'."崎腕悦~-~ . ~.....~.... ¥..腕士，. ..腕血中栂惜 し'‘1酌や白 L， 
1，圃雌軌鋤曹 I 1.量り蜘ψ白l. I 

M制的{暢峨.隔，

1.' 向腕帆綱相即 】府関陣
" 向畝蝿拘嶋崎勝 J
11 腕側嶋崎帥

卜初目。嗣

ν司

'1ト

関醐砂

'1， 凪即

位i 網島腕"'，1'.1車問欄w:t)

1)1崎骨蹴f'I砂閉止 1AC:34繍量眠圃・.t.働3帰止剛.i
叶}晴樹4型車{拘瞬ftシルト'p・111

m刷仰(栴lI:圏構}

d⑥5' 拘偵申鞄~lか，吋Fルレト a.cι川』

/唖⑮6酌， .暢'蘭t'I.t

曲4633
巾}暢捕恒止

唱}繍1;11帳t'¥土4凪供止 )11ッヲ
11Il me，;t (AC34胸膏隅圃・ UI聞.1TT:同情}

504634$1:1主防柑11
唖) やや明~い暗闇fII ;t
4島繍腕t'¥砂簡1

幅

削

'

l

AC33地区拡強区制査区西壁土膚観癖

x~~l1~ x1n~~ 

.t， 

③ '3' 
<3': 

ゆ:ニ「づ出宅二ζ?吃士二千三」乙~
S抑制 い忠イf 値目斜面ミ十時 /IRIII嶋砂骨量 制4ft33

1ft摘色シルト 司 ¥ ノ ム
。繊灰色砂 膜色砂冒止 IIf'I納士、F 蜘

減灰色砂冒i st)柑3・.，~， I~S制m

岨)脱揖f'I側砂

SKIO冊{傭棋目白備}
4ーの帆砂

~l) 端腺帆砂賞土(砂鵬i孟細かい}

SK1001' (暢紙遺構}

qt 崎組組側砂

5Xl0棚{湖嶋怖政}
qt 棋院縄~忠(白銀色輔砂歯む)

中興砂

1:¥' 繍構馴申堅企 1/1(剛細作1:1
唖}繍離脱色砂前車

総4634
(4) 鋼需色止

AC34地民間査区東壁土層観察

m叫!--V一一-一一ぷ

JL11Jヰュ5X41持ヨ京子ず斗

1，----，--，--，-1 3m 

SF700関連土眉図3(1/60) 

由 47-

Fig.28 



SF700関連連続土坑

SX4777・700A

主τ党 f

SX700F 
L=29.8白胃

@中間

8-41 

@ω&縄色帽砂、

(f) 胤自粛色止 ⑥ 繍自蕪色土
@白色細砂+繍自民色土(島祷白色土+自色細砂
①白色嶋砂 ヴ〉繍禍色主+白色細砂
イ'Il噌白~色網砂 (Ol繍祷白色主

SX4171 雄掃の也土

(1) 舗前t虫色土
<2> 鳳色主{嵐民色;t1"伯仲少量肯む}

⑪ 剛院e:t

む官砂鯛
土

自
色

M
都
主

陥
w
出
雌

'R

t
+
砂

色
砂
色
士
山

灰
側
帯
色

帯
色
白
茶

漉
灰
油
消

ω
@③
⑥
 

SXl卯A

叫》嶋純土(土"ー，o.<歯む}

SX4771A・4779
HO制同

陶 F 」己-zL-牛J
古川~開制71 --.J 

S 4171A 蝋筒駅1'¥(.<ルト

'1' 嶋隙格制筒t(妙o.<曲4;1

砂色
一
縄

伽
一
月
跡
、

四

一

三

山

土

L

-

J
地

色

一〉
d

土

民

一q
『
色

-m

B
-
K
捺

円

一

「

貧

①

4

L

 
一句傘立高脚 旬結:r

~X4))O 
.21 帽嶋酷静岡:1，IMttll.llt私してい6...蜘.a1J3陶器圃の小崎書〈官む)
、31 飢嶋1'\砂胃由{幌(1;してい晶.眼(I\ !"I~ ト且 M輔干の小幡宮む}

① 出貧灰色土
② 鳳庇色砂松土

土
主

色
純

情
喝

憎
嶋

明
崎

山

w'僻
砂
t
A
m

色
也
鳳

禍
陶
離

帯
構
崎

山

W
@
@

SX4711E 

下ゲ…
SX4711F 

ト~O ・0剛

仏斗剛
情出禍i'I士

SX4771 I・4779
l=29， 9~ 

'1- 桶鰍帆 /:'3" ・腕1'1.1:
'1ド咽揖駒:1'，'-'1' 輔11掴悟帥

<11 腕悦 t
'2'帽拘1'1士 制調帯色砂慣主 t1'

l'l~ 1110 

SX4'/l1I 
'1'帽鋭的制問主{砂.<官(;'

mm 
'1> 掴帽色砂貫主"と岡...，tt.lI.蝿tヒLでい晶〉
¥3' 噂侠勉暢筒且{やや自画tt..410骨酬の冊歯4;'
(4. 蝋嶋色".:1:11と聞層.蝿ttl..てい晶、蝋恒シルト畠IJ輔宇田小雌富む}

'1)・k附闘の冊(幌ttしてい6'

網~./:'.Il ， 刷圃備的瑚傭同もあ(..
咽2帽のよtQlol1や申圃1:刷れたk ι'>1ニ， 1111:刷拘欄脱eWl筒;止が帽輔Lてい晶.

SX4773A 
.(， l-19.11;1! 

q 中 術商
UL，、、--

3' 捌傭帥t'll

SX47738 

北~ぷ布市川両
-
-
a
A
 

肺

a
R
a
n

-n圃
帽

岨

棋
崎
酬

A
1
4
3
 

<ll 1111'1砂
(島崎掴掴'‘'
'3，制帽欄1'10

SF7∞関連帯状遺構

SX7側・ 7∞P.7∞R・4783A SX7∞0・7∞p・7∞R• 47838・4783C SX4783D 
1-30眠』 l・30似抽 ゆ

J

aw

，
 

z

，
 

h

d

F

 

1

別

回
h

・
4
-

J
 

4
ム
平

4lJo 12> 

~ーー一 、--、¥
./'" BXI明W¥¥"'--11'_ 

. /岳、、一

直/" ~XI棚

nl明畑

中肉桝腕幡(幌ttしている.砂の曹的細かい}

11418lA 
骨 肉自民同a砂{礎化してい晶.11の下聞は峨化)

2111由m拘111耐の削船ttも晶品開
禽い/:ι ぅ I~.IーはおもL

'1い植民1'1柑砂+駅構色士

滑 川 SXI倒的島一...

伸 BXWJl-7yμ三ーム日'1M'
③SX1ωP③ 

銅-mcsmm" 

:lt 

S10<拘
① 自灰色砂(硬化している.砂の曹め細かい)
② 自民褐色砂(極化してい晶、周の下回1立隊化)

21~1の肱み込みの可鵬性も島(，
買いたような慣跡はない

l3J帯灰色刷砂+卸価色土

小山飢同世砂1111むしτぃd..の下聞は働化}
飼いhょう(1..はない

'2l 幅蹴例制惨・6脱帽fII:t

SX7∞p・7∞R・4783E SX4776 
ト仰 00・

ffy  
~ー耐
飢I'¥IIU!t 明幅脱帆阜 、---、

"!Il fll!.-I~ 1 
SX411J1 
1>刷楠 tU~\止

5XI脚
'2l鴫民側砂

m剖踊

，31 品飢縄fII:l:1由民i'I細砂t肯む萌)

'1. 蝋脱帽i!I土{繍軌跡冒止111' 唖;) 1'16買白色相砂t肉色舗砂.嶋色紗圃土少量蝿)
唱) 1岨縄旗色止1"1 唖I O!縄1'¥:1:11・色:1漕)。h自働組砂+禍色主ブロッヲ ヴ7匠ld綱砂+自灰色砂
叫》 白色縄砂+民需由主(褐色砂貫主潤}

SX4782 

"纏縄也止

lo29.800 
ド剛，~ (j) ¥41 

東

主

土

土

色

色

色

植

民

民

鳳
H

H

・
隔
操

ω
@ゆ
④
⑥

土
土
土

土
色
色
色

土
色
民
灰
灰

色
需
槍
帯
帯

原
駅
幽
明
晴
雄

⑨
明
働
⑪
仰

SF700関連刺突遺構

SX700B • 700S・4777南北土層断薗観察
SX70<国 SX4777

① ① ① ① 主笠」勉ー

同

、二:メ¥V ⑨

一一一⑦ j

① 曹めの細かい摘貴灰色土(刺突捜) ⑦ 白色組砂
② 消 灰 色 土 ⑥鳳灰色シルト
③暗賛成色シJレト(組砂λ.SX4777)⑨鳳色粘土層
④賞灰色組砂 ⑩賛灰色土
⑤灰白色組砂 ⑪灰縄色組砂

⑤ 鳳色シJレト

。 0，， 5 1m 

Fig.29 SF700関連土層図4(1/40) 

-48-



N
-

申
虫
色
母
国
〈
+

N
S
-
B
O〈
+

富
島
自
己
〈
+

霊
-
回
国
凶
〈
+

E
-
B
h
-
4
4
+
 

5
・E
匂

〈

+

5
・2

玉
+

豊

田

一

〈

+

g 
B 
""? 
< 
+ 

富
-
回
目
出
〈
+

~ 

同
国
由
ぽ
寵
〈
+

由
自
由
ぽ

Z
〈

+

+ + + + + + + + 

+ + + + + + + + 

+ ~-45， 738 + 

+ <.0 -46，741 ，..... + + + 十

→ ~-46， 744 

。竺 -46，747

+ + 

十 ~-4刊。

'，~-，46 ， 16J 

，C:::;-46.1ω 

o・

，~柑 1~9

。ロ軸 102

'~4U脈

(
0
0
守
¥
戸
〉
図
剛
眠
O
O
O
F
-
o
o
h
h

サ53仙1B8

-詑崎川

.~輔刷

aお柑 111

。お品川

o
m
・
回
一
比

-寓輔 1制

.(;;仙刷

，zs軸 1脚

，~柑 m

.~柿 IOb

記

露。

I ! ， 

融
'.~46 刷

1寓岨制I

tg純.810

十:;-46，818 

+寄 4品川

ト ~45 別世

I'~ ・45叩

-49-



SF1000 (Fig.30・31)
調査区南西で検出したo南北に走行している O両端とも調査区外に延びているo道路西側溝はSD2443、東

側溝はSD2448になるo路面部には道路に沿って帯状遺構 (SX4784、SX4786)、波板状遺構 (SX705A-F)、刺

突痕などを確認した。東側溝の西肩および西側溝の東潤の聞を路面幅とすると3.99~4.15m、両側溝の溝芯々

間距離4.41-4. 78m、道路占有帽である両側溝端は4.79 '" 5. 45mを測る o帯状遺構は、硬化はしていない。

波紋状遺構は、1.5 ---3. 3mの間隅で細長い土坑が連続している oSX705Dでは小穴群のみ検出しているo刺突

艇は遺構と認i織するほどは、まとまって検出されていない。

道路H初UJについては xn期に側溝が埋まることから、それ以前に使用されていたと考えている。その後、 X

lV JUJ までに~n没した S02446 と SD2447 が掘削されて SF1000 の機能が終了する。 SF700 問機、道路再使用の

I~I能性もあるが、雌i訟はできなかった。

SFll00 (Fig.32) 

A05 "-' BA 7地区で検出した。南北に走行している。両端とも調査区外に延ぴている O 大準!好条坊助:

筋122次.VM1f.で倹11¥された道路につながり、途中で西に曲がり、本調査区の SF700につながってし EくO

泊路 ~~'1U1Ji静は SD070、w:側溝は SD060になる。東側溝の西肩および西側溝の東府の聞をi節前II陥とする

と3.99--4. 15m、1M1UIJ樽の満芯々間距離4.41'" 4. 78m、道路占有幅である間側溝端は 4.79--5. 45mを

測る。*油備は、 SF700・1000のような帯状遺構・刺突痕遺構・波板状遺構を確認することができなかったり

泊附時期jについては X11 J切に側溝が埋まることから、それ以前に使用されていたと考えている。その後、

50055 ・ 075 がIm l削 I~. に ~hIIJ~IJ されて SFI100 の機能が終了する O
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聾穴住居

81545 (Fig.33、PI.13)

調査区西の A036---AP38地区で検出した。掘り方の平面プランは隅丸方形を皇し、長軸 4.53m、短

軸 3.58m、深さは床面までがO.10m程度、掘り方 O.26m程度を測る O 柱穴軸が北に寄ったこ柱式の竪

穴建物と考えられる o 柱穴は柱痕を確認することができなかった。貼床の深さは底面から O.16m程あ

り、地山土とよく似た黄灰色土を使っている O 遺構検出時には竃(東側の袖のみ)と竃に伴う焼土・

炭化物の広がりを確認していたoだが本遺構は調査区の境に位置していたため、調査区を反転させてから一

括で調査しようと残すことにした。その後再調査を行う前に調査が終わった地区に入ってきた工事の重機に

より、一部遺構が破壊されてしまった。その場所がちょうど竃の場所に該当し、もともと埋土がごくわずか

にしか残っていなかったこともあり、再調査時には消失し確認することができなかった。再調査時に検出時

とは異なる場所で焼土純闘を確認したが、これも竃に伴うものと考えられる。焼土・炭化物の密度はうすい。

埋土は、上から黄褐土・賞灰土に分かれる O

なお、出土遺物から7世紀後半に埋没したと推測され、本調査区ではSD680とともに最も古い遺構である o

土坑

8K040 (添付CD P 1. 181) 

調査区北の BH28-----B129地区で検出した。調査区の壁際に位置するため詳細は不明であるが、掘り

方の平面プランは概して楕円形を呈していたとみられる O 残存長で長径1.71m、短径1.50m、深さ 0.34

----O. 43mを測る o 理土は、上から暗褐土・暗黄褐土に分かれる。

8K230 (Fig.34) 

調査区中央やや東のAQ15地区で検出した。掘り方の平面プランは楠円形を思し、長径O.94m、短径O.74m、

深さ O.63mを測る。埋土は、上から暗褐土・黄灰土・灰褐粘(遺物出土なし)に分かれる。
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なお、出土遺物はXll----Xrn期の様相を示している O

SK265 (添付CDPI.184) 

調査区中央のAS23----AR24地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径2.21m、短径1.38m、

深さ O.17mを測る O 埋土は、黒灰土の単層である。

なお、出土遺物は Xll----X四期の様相を示している O

SK275 (添付CDP 1. 185) 

調査区中央のAQ23"-' AR24地区で検出した。掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径1.52m、短径

1.23m、深さ O.54mを測る O 埋土は、上から暗褐土・白灰粘に分かれる。

なお、出土遺物はXll期の様相を示している。

SK340 (添付CDP 1. 186) 

調査区北西のAW. AX33地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径1.12m、短径O.97m、

深さ O.09mを測るo埋土は、黒灰土の単層であるo

SK355 (添付CDP 1. 187) 

調査区北西のAV31・32地区で検出した。掘り方の平岡プランは楠円形を呈し、長径 1.27m、鋭従O.55m、

深さ O.17mを測るo 埋土は、黒灰土の単層である。

なお、出土遺物は Xll期の様相を示しているo
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SK365 (添付CDP 1. 188) 
調査区西のAS'AT37地区で検出したo掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径2.40m、短径O.93m、深

さO.26mを測る o.臨土は、上から灰色土・黒褐土に分かれる O

なお、 101:¥土遺物は XII期の様相を示している。

SK430 (添付CDP 1. 189) 
jUI~ 1f. Þ(北 l川の AW28 --AX29地区で検出した O 掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径2.23m、短

任1.38m、深さ O.20mを測る o 主nご1:，t立、黒褐土の単層である O

なお、II¥.J'，遺物は XII JVJの機材|を示している O

SK460 (添付CDPI.190) 
』制作Il"l~よの AR23 -AS24地|去で検出した O 掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径2.31m、

創作 1.88m、深さ O.22mを測る O 埋土は、上から暗灰土・黄灰土・暗灰土(黄色粘ブロック)・黒灰;上

に分かれる。

なお、IILI:遺物は XIl JVJの様相を示している O

SK415 (添付CDP 1. 191) 
訓告lベl'可の AS・ AT32地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を思し、残存民何O.78m以 1'，、

制作1.15m、深さ O.21mを測る O 埋土は、上から暗灰褐土・黒灰土・以色土に分かれる。

なお、 11¥1'，遺物はXII期の様相を示している O

SK560 (F i g. 34) 
w司1't1メ:"''R;やや南のAL. AM25地区で検出した。捌り )jの3ドWiプランはPJ形を日し、筏1.82'.... 2.01m、

深さ O.86mをilUJる。調査時は井戸と認識していたが、 ry]搬な湖水!弱までは抗I¥り込んでいないことと、成

1Mも'11，純で水をj留める(集める)施設も見られないことから 1:坑として:判tiltした O ガ1l..1:は、 "，からH育

制~l:・灰褐粘・白灰砂に分かれる o

なお、出土遺物はXII期の様相をポしている n

SK635 (F i g. 34) 
?tfflJ 1f: Ix: rl1央やや南の AM. AN26地!ベで検11¥した。捌り )iの半前iプランは精円形を惜し、長任1.58m、

州統1.28m、深さ O.78mを測る()#1t:1:は、 1".から H苦悩:1-'，・ iJr~紫 ~I: (遺物111:1:なし)に分かれる。

なお、 11¥'1:遺物は XIl WJの級制lをぶしている。

SK1481 
， Øl~ 1t þ(~ヒ 1'4 の AW:31 .321也|ベで検出した。 1Mり}jの平Wiプランは楠11]形を最し、長筏2.40m、知筏

1. 21m、j策さ O.25mを測る o>>nJ:は、!日'1(.j'，の'11.1併である。

なお、11¥'1".遺物は Xn JUJのf法相|をぶしている。

SK2248 
i制作 Þ<: 時ijJ~rの AH14 ・ 15 地|足で検 IH した。捌り方の平面プランは楕円形を呈し、長径 2.51m、短径

1.24m、深さ O.12mを測る o 組士は、，;Ir¥褐土の単層である。

なお、1.L¥j:遺物は XII JVjの様相を示している。

SK4099 
調査区南西のA]32 --.. AK33地区で検出した。掘り方の平面プランは撹乱により壊されているが、不

絵楕円形を呈していたとみられ、残存長で長径3.78m、短径2.06m、深さ 0.13--O. 16mを測る O 埋土

は、黒灰土の単層である。

なお、出土遺物はXII期の様相を示している O

SK4101 
調査区南西のA]. AK31地区で検出した。掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径2.63m、短

径1.31、深さ 0.12---O. 27mを測る。埋土は、暗褐土の単層である。

SK4146 
調査区南よりやや西のAI. A]30地区で検出した。掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長径1.01m、

短径O.57m、深さ O.23mを測る O 埋土は、暗灰土の単層である O

SK4552 (Fig.34) 
調査区中央よりやや南西の釧29・30地区で検出した O 掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径4.40m、
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短径2.23m、深さ 0.25mを測る O 埋土は、黒褐土の単層で、層理は認められず、埋め戻されたものとみられ

る。土器が大量に出土しており、廃棄土坑と捉えられる O 出土した遺物は一括性が高い。

なお、出土遺物はXII期の様相を示している O

その他の遺構

不明遺構

SX010 (Fig.35、PI.14)

調査区北のBB24-----BE25地区で検出した O 撹乱により削平されているため正確な形状は不明であるが、掘

り方の平面プランは不整楕円形を呈していたとみられ、残存長で長径8.60m、短径4.76mを、深さ 1.00mを

測る。埋土は、上から黒褐土・黒褐土ブロック・濃ねずみ色土・灰色粘・黄灰砂に分かれる oi，農ねずみ色土

は黒褐土より粘性があり、還元され青みを持つ。埋士は黒褐士・黒褐土フゃロック .i農ねずみ色土の一群(以

下、 A層群とする)と、阪色粘・黄版砂の一群(以1':、 BJ輔群とする)に大別される oAJ輔群は黒褐土を主体

に地山にみられる土のフ守ロックを多く合み、人為的に槻め)延されたものとみられる。B榊群は水のある状態で、

静かに堆積していったという印象を受ける。雨水の流入やj閉まった水の撹枠などにより地IIJ:l.が溶け出し、沈

殿の過程で砂杭などの比較的大きく京い粒子は遺構Ji~J f.誌に tff~梢し、粘土などの車111かく!降い粒子が遺構中央部

に堆積したものと考・えている。以色料i、賞以砂の附将のt1F.梢は a述のもので、 1rlllだけの堆積ではなく、幾度

とない堆積のjill統により形成されたものと考えられる。遺構の性栴は、はっきりとしない。水が湘まってい

た状況が惣定されるので、池のようなものか、あるいは 1:取りのために州内Ijした後、放問し、1'1然に雨水が

たまったものかと惣定しているの

なお、11¥1'.遺物は XIV JVj の様相|を jl'~ している o また金属生産に関わる遺物が多く /1\:1'，しており、!品開:1--.縦、

石帯もIH..I'.しているの

SX530 (Fig.36、P1.14)

認可1f.1ベl村の AE:30..... AG32 地Ilで検出したO 抑!り ;j'の平i白i プランは不燃附 JL)j形を~本にしているが、

西側部には l{:r~ 2. 111m、初任 1.77m、深さ 0.48mの.--1:坑がとりついたような形をしている H キ;遺構の大

きさは l~~.景 10.11m、知任 2 ， 44 ---7. 52m、深さ O ， 67m を測る。)宣櫛の悦怖はイ~IVJながら多量の遺物とi喋

がtlL1'.しており、遺榊の廃絶H与に 1'.協などを腐東:したものと与えられる“、1'1初突I!¥jlilSについては別遺

構の IIJ能性も)5']1.したが、 1'，幅削然から・つの遺構であることを織。ほしたりまた突/1¥msは遺構|人jへ|締

りる施政の 111'能 1"1:も 47 えたが、 l~tT~交状や紛いス 11 ープを" ~するわけでもないり Jllt 1'.は、 1'，からH日制 1:・

灰樹高'j• l' I灰砂 ・Ih~1氏側ね砂(j宣物 IILLなし)に分かれるり

なお、 11¥1".遺物はlI~r制1".から舵 }iL:根系 rf餓 II -b如が1，1川1¥1'，しているが悦人とみられ、令体的にはXNWJ
に科目交したことがf成える。

たまり状遺構

SX204 

湖1tf)(: ~Iヒ!↓〈の AW6 ・ 7 J也 1)(: で検出した u 持11 りん'の、!"IM プランは不幣川形を 'I~ し、任 2. 11 "-2.:) 7 m、深

さO.10mをiWJる()jlll， .1'，は、 H白制十.の I~， J凶であるけ

SX1534 

帥~1t 1ベ l川の AS33- AT34 i也|メ:で検出したo tki\り }j の、 II.Wl i プランは I[J 形、|判 )L)jJF~ を" ~，し、任 2. 1{() --

2.56m、深さ 0.03""'.. O. 09mを測るo 埋土は、lIi引パ卜.のIji，隔である。

なお、Iltl:遺物は XII JVJの練中日を示している。

SX2278 

調1f.1ベ|村山;の川111--AI15地区で検出したo 抗flり力aの.'r!.1TIiプランは桁I[J ." I~同 )L)i 形を'，!，し、長径

3.61m、知筏2.48m、深さ 0.09mを測る O 埋土は、黒灰.J'，のtl'r.f¥'liであるの

なお、什¥JJ室物はXn J切の線朴|を示している。

SX2454 

調査IR南東の AH. A 118地区で検出した。掘り方の平'師プランは梢円形を思し、長径1.26m、短径

0.77m、深さ 0.07mを測る o 組土は、黒色土の単層である。
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灰色給
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Fig.35 SX010実測図 (1/80)

SX2578 
調査区中央よりやや南東のAK18'"'" AL19地区で検出した。掘り方の平面プランは不整隅丸方形を呈し、長

径2.56皿、短径2.14m、深さ O.03 ~ O.lOmを測る O 埋土は、暗灰土の単層である O

なお、出土遺物はXII期の様相を示している。

SX2579 (添付CDP 1. 202) 
調査区南のAJ19地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径2.08m、短径 1.20m、深

さO.03 ~ O. 09mを測る O 埋土は、黒色土の単層である O
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なお、出土遺物はX四期の様相を示している O

SX2624 

捌査区中央よりやや南東のAL19----AM21地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円~隅丸方形を呈し、長

筏4.28m、短径 1.93m、深さ 0.05-O.llmを測る O 埋土は、黒灰土の単層であるo

なお、11¥+.遺物は XII-----X四期の様相を示している。

SX2914 (添付CD P 1. 203) 

訓告:I.:{'+1央よりやや尚の AH23地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長筏 0.83m、

短筏 O.58m、i宋さ O.10mを測る。埋土は、暗灰土の単層である。

SX2979 

調ftl')(1¥ 11}.とよりやや市東のAG.AH22地区で検出した。掘り方の平面プランは不整隅丸方形を笠し、長符

2. 29m、制符 1.68m、深さ 0.13"-0.19mを測る O 埋土は、暗褐土の単層である O

SX4264 

調1f.1)('11央よりやや1.*jJM:のAK26・27地区で検出した。掘り方の平面プランは不整楕円形を呈し、長筏2.30m、

短径O.86m、i架き O.lOmを測る o 埋土は、暗灰土の単層である O

SX4517 

調査|ベ中央よりややl如何のAN28地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長従1.63m、似符

0.9側、 i架さ 0.0加をmuるO 埋土は、暗灰士の単層である O

SX4764 

調査|ベ l判例の AD:36 ・ 37 地区で検出した。掘り方の平面プランは梢円形をほし、民俗 O.86m 、 ~\i.符

0.48m、j架さ O.Ol-O.04mを測る。埋土は、暗灰士のj単!留である。

小穴

SX163 

IUI'J1f.ll ~Iじの BE27 地区で検出したり fhll り Jiの平 IÍJÎ プランは/l j形を '11 し、径 O.30m、深さ O.06m を測る o

担ILI:は、 H音灰土の単勝である O

SX268E 

制作lベ取のA01J也I;{で検H¥したり持11り)jの、|勺ftiプランはIlj形を日し、任O.29m、深さ O.15mを測る O

~1l. .1'. は、 1'. から机~J~II日以上、制)j灰色砂に分かれる。

SX686G 

Wi司1f.1.>(q 1*のAS22J也iベで検11¥した。掛ilりJiの平IIlIプランは椅Pl形を虫し、長径O.40m、娘符O.24m、

深さ O.19mを測る。拍!立fJ:他物の一帯[)だった可能性がある o .埋土は、暗褐ご|二の単!様である o

SX931 

i制作以北側の AX31地|ポで検出した O 捌り方の平岡jプランは円形を呈し、筏0.20m、深さ 0.14mを測

る。地::1:は、期尚士の!1'r.JI溺である o

SX1047 

澗査区北西の AW35地区で検出したo掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径0.43m、短径0.33m、

深さ 0.24mを測る o 埋土は、暗灰土の単層である o

SX1084 

調査区北西の AW33・34地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径0.25m、深さ 0.15m

を測る o 埋土は、黒灰土の単層である O

SX1189 

調査区西の AT37地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径0.58m、短径0.34m、深

さ0.25mを測る O 埋土は、暗灰土の単層である。

SX1583 

調査区中央よりやや北西の AW27地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径0.24m、深

さ0.10mを測る O 埋土は、暗灰土の単層である O

SX1823 

調査区西の AW32・33地区で検出した。掘り方の平面プランは楕円形を呈し、長径0.46m、短径0.25m、
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深さ O.36mを測る O 埋土は、暗灰土の単層である O

SX2321D 

調査区南東のAG16地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径O.25m、深さ O.38mを測る。埋

土は、暗褐土の単層である O

SX2328 

調査区南東のAG. AH15地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径O.42m、深さ O.13m

を測る O 埋土は、暗灰土の単層である。

SX2434 

調査区南東の組・AI14地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径O.29m、深さO.36mを測るo

埋土は、暗灰土の単層である O

SX2551 

調査区南東の AI19地区で検出したo 掘り方の平耐プランは円形を鼠し、径O.20m、深さ O.32mを測

るO 埋土は、崎氏::1:.:の単!掃である。

SX2709G 

調査区南の AF21 地院で検出したの抗d り方の平iIli プランは川 JI:~ を日し、任 O.20m、深さ O. 16mを測る o

掘立柱建物の・脅15だった'IIT能性がある o #11:1:は、 IJtf;尚 1:のtl1.層である o

SX2744A 

調査反耐のAF20地区で検11¥した。 1"，1り)jの、|勺(IIプランはPJJ隠を"~，し、作 O.2~m、深さ O.~3m を測る。

掘立柱建物のゐ抗日だった可能性がある o fflt:I'，は、/lffI天 1'，の 111•層である。

SX2802L 

調査じ悩区苦正~"1耐拘のA川川AI'“銅.ロl地医でで、検出した。捌り 7カ方liの5平fHl耐耐uプランは円形をr，!.し、 任0.26-， O. 35m、深さ O.35m

を測る。 jJ日1'，は、 H汚)氏土の単層である o

SX2803 

調査院中央よりやや南東の A]19地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を民し、任O.27m、深

さO.14mを測る O 組土は、暗灰土の単層である O

SX2854 

調査|メ:沖jの訓L1f.I>Z1何の AG21地医で検出した。掘り方の平面プランは円形を呈し、径O.22m、深さ

O.25mを測るけ.HIL1'，は、 IIf1以上のWJ併である。

SX2879 

調査民 111，~よとよりやや l何点の A]21 J也|ベで検11¥したの抑!り Jiの、I'-IMプランはjIJ Jf~ を 'I~ し、作 O. 18m、深

さO.10mを測る円 J'It'1'.は、 11仰天 1'.のtji，J留である。

SX3251 

調査院市川の AM35 地|ベで被 11\ したり JM り )j の、 I~ 1Mプランはjl1形を '1~，し、任 O. :30m、深さ O.26mを測

る O 埋 J~. は、!日以上の lji.J留であるり

SX3366 

調査!式市川の AK36j也|ベで検出した O 技'1りガの平1Mプランは川JI予を '1~.し、作 O.23m、深さ O.27m を測

るO 埋も卜.は、 11許制 1:の tji.1.;9である O

SX3458 

調査li市川の AL36 地|ポで検 11\した。掘り方の平耐i プランは川形を'，~し、作 O.23m 、 j策さ O. l~m を測

るO 埋J:は、 n背灰:1:の単!留である O

SX3468 

調査院南西の AH. AI37地i疋で検出した O 掘り方の平1mプランは柿P1J!予を日し、民保 O.53m、初任

O.24m、深さ O.11mを測る o ~mj: は、日音灰土の単層である O

SX4208 

調査区巾央よりやや南西の AL32地区で検出した。掘り力・の平削プランは円形を日し、続O.49m、深

さO.33mを測る O 現土は、 H音灰土の単層である O

SX4409 

調査区中央よりやや南西のAM31・32地区で検出した。掘り方の平面プランは円形を皇し、径O.22m、深さ
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O.29mを測る o 現ニヒは、!天褐土の単層である。

撹乱

SX004 
i制作1)く北側のBA34"-BC35地院で検出した。調査区の壁際に位置するため詳細は不明であるが、掘り方の

、 I~'IMプランは不定形を出していたとみられる O 残存長で長径4.79m、短径1.59---5.45m、深さ 0.16--.. 
0.3101を測る。遺物は平安|時代の遺物しか出土していないが、埋土や遺構の状況から考えて撹乱扱い

にしているの ~ILI: は、!民色ょ1:の単層である O

SX045 
IUI~_ftlメ:北の BE31 --BG30 i由民で検出した。調査区の壁際に位置するため詳細は不明であるが、掘り方の平

1Mプランは概して不幣拘円形を呈していたとみられる。残存長で長径5.28m、短径1.45m、深さ O.45mを測

るu遺物は、ド安|時代の遺物しか出土していないが、埋土や遺構の状況から考えて撹乱扱いにしている。蝿土

は、 1: から!日比~ 1: . lI;f制土・濃ねずみ色土に分かれる。

SX642 
0制作lベql央よりやや北のAU18'"" AX20地|又で検出した。拙!り方の平面jプランは不整楠円形を:'ilし、民

任7，1 :~m 、制作 1.80m を HIIJ る。遺物は平安H在代のものだが、型n土や遺構の状況から考えて撹乱扱いに

している o }llt 1'，は、 H許制 1-，の'li.J睡であるの
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3.遺物

実測図は全て、本書に掲載している。写真及び土器計測表は、添付 CDに収

録している。また、実測図中で、付着物の範囲を右のように示している O

煤

金属

崎灰砂層出土遺物 (Fi g. 37) 

須恵賀土器

杯(1) 底部の破片である。残存高 1.05cm、推定底径5.1cmを測る。内外面とも回転ナデが施され

る。底部は糸切りされる。胎土は密で、----2mm程度の砂粒を少量、黒色粒をわずかに含む。焼成、還

兎ともに良好で、灰色を呈する O 東播系。

緑柚陶器

蓋 (2) 口縁部~体部の破片である。推定口径 15.0cm、残存高 2.25cmを測る O 内外商とも幅が狭

く密なミガキ Cが施される o 天井部にわずかに回転ナデが観察され、 ]1輪状つまみmliり付けに伴うナデ

の可能性がある。胎土は密で、 -lmm 程度の砂粒を含む。焼成は良好で、 I~-:I 灰色を呈する o ~IHが施さ

れていたとみられるが、内閣にわずかに残るのみである。残存する紬は薄紙色を .!T~する。

自儲

椀 (3、添付 CD P 1. 204) 底部の破片である o 残存高 3.8cm、推定尚子?何6.6cmを測る。 l'jlJり11¥し

により高台が作られる o 胎土は精良で、、白色~灰色を思する。焼成は良好。尚子?を|徐き、やや光沢の

ある薄緑色を盟する紬が薄くかかる o 底部外国に盤曹を有す。 V却し

椀 (4、添付 CD P 1. 205) 底部の破片である o 残存高 1.6cm、高什作 5.0cmをilIlJz> () l'jlJり11¥しによ

り高台が作られる。胎土は精良で、白灰色を呈する O 焼成は良好。 l白ihをl徐き、光沢のある淡)米紙色

を呈する年Ibが滞くかかる O 底部外面に「祥綱Jとみられる応需:を;イf-，仁lV地rio

\~圃闘"'1 』に王子i
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Fig.37 暗灰砂層出土遺物実測図 (10・11は1/2、その他は1/3)
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小慌 (5、添付'CDP l. 206) 体部下半~底部の破片である。残存高3.8cm、推定底径5.0cmを測るo

底部はInlll伝ヘラケズリにより窪められ、不定方向のナデが施される。体部に縦位の沈線を有し、 5本

入ると推測されるの JJfi.~I: は精良で、灰白色を呈する。焼成は良好。内外国に光沢のある薄緑白色を呈

する'111が薄くかかる白

鉢 (6) I I縁部の般)十である O 残存高3.7cmを測る。胎土は精良で、薄褐色を呈する O 焼成は良好。

内外1Mにi如氏紙色、 j農!民総色を果する粕がやや厚くかかる。内面に鉄絵を有す。1lI類。

ノ~il (7) 体行1>の般n'である O 残存高 7.5cmを測る O 肩部に沈線を有し、 rt級以下に縦位のヘラ描

きが施される“ JJfi 1: は精良で、 L~I 色を呈する O 焼成は良好。外面にガラス質で光沢があり滞総色を呈

する'Ihがやベ)I引くかかる“ 11'が lヶ所残存する o n類。
中国間締

舵 (R、添付CDPl.2(7) 版部の破片とみられる O 残存長3.8cm、残存幅4.6cm、厚さ l，Ocmを測る O

JJfi '-，はベ』や術 H 焼成は j~~f-で、 i専褐色を呈する O 内面に印丈を有し、凹部に濃緑茶色を止する ~Illが残

イがするけ m虹L

鳳軸陶縛

税制 (9、添付CDPI.2(8) 強制)~体部の破片である。残存高 5.25cm を測る。胎ニ\-は精良で、薄茶

1
1

1色合 I1~ -4' るり焼成は 1:.t~J-。外面および内面上位に、暗茶黒色~茶色~薄茶色を呈する ~III が j導くかか

ふ，官11'iたはJ巴f(/)数は 3ヶ所以下と推測される O

石製品

似イ (}O、添付CD1'1. 209) 残存民3.75cm、残存l胤1.lcm、残存厚0.95cmを測る o I判 I~JltÏ.色を車

十る私liffi'i:'艇である"1析I(IIが沿い U'{:状を 'I!.する構状のli，氏ぎ艇が観察される o

イi鍬 (11) 先端を欠く μ 伐{r:1毛 3.0cm 、 I~/ill. 7 cm、!早さ O.t1cmをj1llJる。 明灰白色を虫する安11J'{'J製

であるい

l作製イiif:(12) 伐イ川毛 10.f)cm 、 1~1i1t1. 6cm、19さ1.Hcmを測る(> 11荷'*!.I.\色を II~するJ'(別製であるの仰燃に

より胤 JIラ 5 れる H 民制:に ~/J'己 j泊のかイしをイ1・ 1\

欄立栓埠物出土温物

59210出土遺物

S-2109晴灰土出土遺物

瓦締

椀(' 1:昨日1・測点参H(L

ト 210N郷方贈賞灰土出土遺物 (Fi g. 38) 

土師様

腕c(1) 批定11作 16.6cm、出向6.3cm、批定高台筏7.0cmを測る O 内耐はミガキ Cが施される。外

出iは胤化のためl湖幣不19Jである。 11*量出1)内1Mに沈線が入る O 焼成後に[]縁の一部を削り、注口として

いる o U:LIは刈-角にみられず、 lヶ所と考えられる o JJti: 1:は慌で、'"'-lmmの砂粒を含む。焼成は良好

で、内閣灰白色~制)ポ色、外断1M'民(1色を叫する。内1itiに漆が付着する O 漆の容器として利用したも

のと推測される O 畿内系。

59315出土遺物

S-315C灰色粘出土遺物

土師器

丸杯(添付CDP 1. 210) 体部~底部の破片とみられる O 残存長4.5cm、残存幅4.9cm、厚さ 0.4cm
を測る O 調整は風化により不明である。胎土は密で、---1 mm程度の砂粒を少量含む。焼成はやや良好

で、褐白色を呈する O

丸杯(添付CDPl. 211) 底部の破片とみられる。残存長2.5cm、残存幅3.7cm、厚さ 0.55cmを測る O

調整は風化により不明である O 胎土は密で、~ lmm程度の砂粒をわずかに含む。焼成はやや不良で、

褐白色を呈する O
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SB210 
S-210N掘方暗黄灰土

SB2536 
S-2536A暗灰土

SB2802 
S-2802H黒褐土

-ø~~司 \\C:~ =4 -: •• --;;J 
1機 漆

¥ ドグJS-2802J暗灰土

と.~ S-2802T暗灰土

ミ三三皇子イ
丈一 l z〆5

S-2932C暗灰土 S-2932D暗灰土

6 

ノー 71 01 O om  

Fig.38 楓立柱建物出土遺物実測悶(1/3)

S82536出土遺物

S-2536A晴灰土出土遺物 (Fi g. 38) 
石製品

砥桁 (2、添付CDP 1. 212) 残存長 2.9cm、残存帆2.3cm、)引き O.8cmを測る。 IVJ11<1'1色をいする粘

板岩製である。'jI.Jll な似ぎ 1Mの他、断HIÎが浅い u~t状を 'r~.する榊状の似ぎ:瓜が制策される H

S82802出土遺物

S-2802G晴灰土出土遺物

土師器

丸;ドドa 1:協ii'hJ!lJt:.容H日け

S-2802H黒禍土出土遺物 (Fi g. 38) 
土師器

杯 (3) 1 I械部』体行1)の般}I( である。批定11何 12.2cm、残存向 2.9cm を illJJ るの I)~外 1M ともいIllli: ナヂ

が施される。!良時1)はヘラ切りされる o JJfi --1ては糊iし焼成は良好で、D.¥色を I，!.する O

均~a (4) JiO'fI)の俄}"である O 残存尚 1.7cm、推定J氏作 13.0cm をiJllJ る。休部は内外1M とも 111111~~ ナデが施さ

れる o J良部内1Mはナヂが施され、底部外III.Iは板状1:1:艇が残る。山市1)の切り離し技法は不明である。 JJf7

土は lmm杭肢の砂牧を微量合む。焼成はやや軟質で、 i炎灰制色を!止する O

小肌al(5) 推定n符8.5cm、器商1.lcm、推定成符6.8cmを測る。体部は内外聞ともIfil転ナデが施され

るO 成持1)1付'rMはナデが施され、}良部外国は糸切りされ、板状1:E肢が残る olJEi"十:は精良。焼成は良好で、制色

を呈する。

S-2802J晴灰土出土遺物 (Fi g. 38) 
石製品

砥石 (6、添付CDP 1. 213) 長さ 5.6cm、幅4.2cm、厚さ 2.lcmを測る。灰白色を毘する砂精製であ

る。平坦な砥ぎ而の他、断面が浅いU字状を呈するj棒状の紙ぎ痕が観察される o
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S-2802M鳳禍土出土遺物

土師器

丸i不a 三I~"~.何十 ißIJ表参照。

S-2802T晴灰土出土遺物 (Fi g. 38) 

土師器

郎a(7) 推定n符 15.8cm、残存商 2.8cm、推定底径 11.Ocmを測る。体部は内外面とも回転ナデが

施される o }応部 1}~H[i はナデが施され、底部外面はヘラ切り後、ナデが施される o 胎土は精良。焼成は

良好で、淡)ポ制色----J.l.t.制色をhlする。

s同 2802V嫡禍土出土遺物

土師器

)tJ:ィ'a 1:出HI"訓IJ.}J:.参J!日り
小IIILa 1 1"， .~~i n. iUlJ .J(参!!{1u

S-2802Y晴灰土出土遺物

土師器

小11ILa 1 1'.協hl'iWJ表参照。

ふ 2932C晴灰土出土遺物 (Fi g. 38) 

土師器

九郎 (8) I I縁部~イ本音ISの破)1'である。伐存向 3.6cmをiWJるo i制整は}瓜化により不明である。底部

はヘラ切りされる o JJtiJ:.は 1"-2mm科!廷の砂料:を少鼠-合む。焼成はやや良好で、 j炎灰褐色を鼠する。

ふ 29320晴灰土出土遺物 (Fi g. 38) 

須恵器

'1M d X f (9) I I車並行ISの俄)1，"である。娩イ{向上 9cm;を測る。内外luiとも [111転ナデが施される o JJ台土

は梢f!.o焼成、選J乙ともに良好で、内外1MI附尚色、断UiI亦褐色を!止するo荒地産とみられるo

溝出土漬物

S0002出土遺物

S-15晴縄土出土遺物 (Fi g. 39) 
須恵器

必(1) 体自1)"-'版活1)の破片・である o 残存i向24，3cm、推定底径 15.2cmを測る。内面は不定方向のナ

デ、外lilIは、体制S.J二半は格子叩きの後カキメ、下半はタテナデが施される。胎土は密で、--7mm程度

の砂粒を合む。焼成は良好で、外断固灰色~暗茶灰色、内面灰面~暗黒灰色を呈する。内面に煤状の

付着物がみられる o

青白磁

1m? (2) 皿の底部とみられる資料である。残存高 1.35cm、高台径3.9cmを測る。胎土は白色を呈

し、精良。焼成は良好。光沢のある薄青白色を呈する紬が薄くかかる o 内面に箆描文を有す。

‘ S0003暗褐土出土遺物 (Fi g. 39) 

須恵器

提鉢 (3) 底部の破片である O 残存高4.6cmを測る O 内外面とも不定方向のナデ、底部は粗い工具による

ナデが施される O 内面は使用により磨耗している。胎土は密で、 '"'-'4mm程度の砂粒を含む。焼成は良好、還

元はやや良好で、内外面暗灰色、断面暗灰色~暗灰赤色を呈する。

土師器

椀 (4) 口縁部の破片である O 推定口径 14.9cm、残存高4.4cmを測る O 内外面の調整は風化により
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80002 (8-15暗褐土)
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不明で、ある O 口縁部は薄い玉縁状を呈する O 胎土はやや粗く、---...3mm程度の砂粒を含む。焼成はやや

良好で、薄茶褐色を呈する O

自信

椀 (5) 1/4程度残る。推定口径 16.8cm、器高 6.55cm、高台径7.3cmを測る o 胎土はきめ細かく、

白色を皇し、黒色粒を少量含む。焼成は良好で、薄青灰色を呈する粕が厚くかかる o N -2a類。

瓦類

:、Ii.tt:(6、添付CDP 1. 214) 残存長 10.3cm、残存幅 6.8cm、厚さ1.5cmを測る o l~n爾には布 I1 ~Ji.が

残り、 "'1'!fIiに珠文が観察されるが風化により不明瞭である O 一方の側縁にヘラ切りによる切断艇が残

る。 JJfi:tはややキuく、.......5mm程度の砂粒を含む。焼成はやや良好で、凹面薄灰色、市的IItll J:.A色~滞灰
色---11H五位、断1MI仰天色を呈する。

石製品

イi鍋(添付CDP 1. 215) 体部~底部の破片である。残存長7.2cm、残存幅 4.1cm、残存り 3.3cmを

測る。1'1J民色を Jå-~- る滑石製である O 径 9.0mm の穿孔を有す。割れ口を削っている。

似イ (7、添付CDPl. 216) 残存長 5.2cm、幅 4.0cm、残存厚 2.1cm を測る。1I{1以前色をJ.r~.オーる料収

む(刈'.I.IJ産)製である O 平坦な砥ぎ面の他、断面が浅いU字状を盟する滞状の紙ぎ瓜が制然される O

l'nィi製品 (8、添付CDP1.217) 残存長4.2cm、残存I隔2.4cm、高さ 2.0cmを測る。 IVJ以I'j色を'，!.す

るrl't-{ i 製である O ケズリにより成形される O 上聞に、平ïfïî桁川 )I:~ (2. 5 X 1. 7 c m )、断'1(li 辺~iìJI三(深さ

1.1-1. 3cm) の彫り込みを有す。 2つ以上の彫り込みが、民'lql!)jli'Jに、怯んでいたものとみられる。

たたき ~U (9、添付CDP 1. 218) 残存長 9.1cm、残存I~lt\ 7. 8cm、附さ 4.:kmを測る。 H白亦尚色を 111す

る火成れ製である。大きな円礁を川い、#.奥1M'1'央市1$に鍛.H娘、}J:.luiに条泌が観客きされる。

土製品

取瓶(10) 推定口筏11.3cm、時尚5.1cmを測るり|付1Mの訓幣は金柄小.J，，vr物により不IVJ、外lf1iはナデが施

される oJJti土はややキ11く、--.3nun :f'，!.J交の砂料を合むり焼成は良好で、内外1M以色、|析1(1j}ポ色 -11削ポ色を"~.す

るり|付 rfd に H削民也、淡鰍也、 H削ぽ亦色を I，~するfI7.胤が付 J持するの

50003ねずみ色土ブロック出土遺物 (Fi g. 39) 
白磁

腕 (11) 1/2ω残存する。推'心11任16.1cm、総出'j8. 15cm、批定1ロJfi任6.8cmを測る()JJfi: 1:は)反I'j{与を!乏

し、梢 l込で、???防i~{がわずかに人る。焼成は ü~f-o ~.如氏紙色を :'I~する *111 がやや!ばくかかる O 外 1M に縦箆

花弁丈を施す。 V-lb制。

50055鳳灰土出土遺物 (Fi g. 40・41)
須恵様

輩 a1 (l) U縁部~天井部の破片-である o 口径 12.4cm、器高 2.25cm、天井部径 5.6cmを測る o 内

外面とも回転ナデが施される。天井部はヘラ切りされ、不定方向のナデが施される。貼り付けにより

かえりが作られる。胎土は 1mm程度の砂粒を多く含む。焼成は軟質で、灰白色を呈する O

要(添付CDP 1. 219) 体部の破片である。残存長 5.9cm、残存幅 7.9cm、厚さ1.lcmを測る O 内外

面ともヨコナデが施される O 外面にヘラ描き波状文を有す。径1.Ocmのボタン状の突起が貼り付けら

れている O 胎土はやや密で、----lmm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内面暗灰色、外面灰色、

断面灰色~灰赤色を呈する O

費 (2) 口縁部の破片である。残存高5.9cmを測る O 内面は風化により不明瞭ながら回転ナデが観察され

るO 外面は回転ナデが施される。胎土は密で、 ---4肌程度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、内外面

灰白色、断面灰色を呈する。

費a(3) 口縁部の破片である O 推定口径32.2cm、残存高6.5cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。

胎土は精良。焼成は良好、還元はやや不良で瓦質に仕上がり、内外面黒灰色、断面灰白色を呈する O

斐 (4) 口縁部の破片である O 推定口径25.8cm、残存高2.4cmを測る。内外面とも回転ナデが施される O

胎土は2mm程度の砂粒を少量含むO 焼成は良好、還元は表面のみで、瓦質に仕上がり、内外面黒灰色、断面

灰色を呈する O
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官 e(5、添付CDPl. 220) 胴部の破片である O 残存高 5.7cmを測る O 内面は条痕の伴う工具によ

心不定方向のナデ、外面は回転ナデが施される O 体部やや上位に断面三角形の突帯を貼り付ける O 胎

".は密で、~ 2mm程度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、内断面赤灰色、外面褐灰色を呈する O

IJI~後系 O

査 (6) 底部の破片である O 残存高 5.9cm、推定底径 17.4cmを測る O 内面は不定方向のナデ、外面

は斜位の平行叩きが施される O 外面最下位はケズリが施される O 底部は未調整とみられる O 胎土は l

、.2mm程度の砂粒をわずかに含む。焼成は良好、還元はやや良好で、内面灰色、外面褐灰色、断面白

川色を呈する。十瓶山産とみられる O

土師器

椀 (7、添付CDP1.221) 口縁部~体部の破片である O 推定日筏 14.8cm、残存高 4.lcmを測る。白

紙部は内側に玉縁状に丸める O 内閣は風化により調整不明、外.耐はltilllîi~ ナデが施される O 胎土は 1 ----

2mm程度の砂粒を少量合む。焼成は良好で、淡阪褐色を呈する。搬入J111とみられる O

小皿a1 土器計測表参照。

小皿 C 土器官!日Ij表参照。

片口鉢 (8) yJ:1: 1 の~官I~ を合む [1縁部の破)十である Q 銭;f{ í~':j 2. 7 cmを測る。 1)、j外I(IIとも風化により l制幣不

明。胎土は3---5mm税!交の砂粒を多く合む。焼成はやや軟質で、内外1(1i}ぽ色.--}バ!日色、|析'lfII}バ!日色を←"~，するれ

鉢X壷 (9) }l~týl) の破J'r'である。伐子炉内 2.7cm を iWJ る υ!収作 20cmヂi\]1(に従 j乙される υI)'J I自jはやや11IIμ川川、

ミガキが施される。外1Mの調幣は風化により不明であるのJJfi1"，は柿liで、...，O. 5mmfl，U支の砂約:を少鼠:作むH 焼

成はやや軟質で、|付IIIIi如氏制色--1I{f制色、外1MlI{f制色、|析1M淡jポ尚色、精色を"~"するり

鉢 (10) LJ械部の破)Iiである。残存向 4.75cmを測るけ|人j外I(IIとも}瓜化により凋幣不IVLJJfi 1"，は、

lmm程度の砂紋を合む。焼成はやや軟質で、|付Iflill{f制色、外1M亦尚色、|析I(II11行制色¥!日色を'，!， ~4" る()外

面に煤の付"IlVf、制色化がtfJl娯される O

脚付鉢(11) 1 1縁日1)--...版部にかけての破片である。体部外lirIの底部付-近に)仰がポIJ離したとみんれゐ

痕跡があり、刷l小J~，本と迩!定される O 残存高 6.3cm を測る O 内外聞ともナデが施される(J外 I(IÎ の I Ily:t部

付近に指Vti瓜が残る。 }jti:L'，はやや細かく、----3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、|付1M!日色、

外面黒褐色寸氏茶褐色 ~íffi色、断而黒色~灰黄褐色をまする O 内閣余体に煤が付治する。

鉢(12) I 1紋 ì~l)の{岐川-である。伐存tlj5.0cm を測る。 内外耐とも風化により i澗幣が不明瞭ながら、 11品川1)

及び外国の・古川こ IIIPIÍJ~ナデが制然されるけ JJfì 1'，はきめキ111 かく、、-2mmf'，U交の{沙午、，/: を合む (I'J:}~成はやや '1吹質で、

内外面にぶい政府色、附j'lfIiに λ川、 ~I'i符色、問色を" ~，する o

鍋(13) 1 I緑町1)の倣J'r'であるけ伐作向3.0cmを測るり内1Mはナヂ、外1Mu:タテハケの後ナ 'i~ 、 11付託I~U :1 

コナデが施されるの)Jfi'1'， は 2mm.f'，~)1(の{沙料:を合むり焼!北はペJ や '1吹質で、|人J l(tI J民側{弘、lIil払j仇、外I(II111'1制{日、断

面灰褐色を"!.-4-るυ

鍋(14) I I縁部の倣J*t'である o9jGイ{，r.j 2. 3cmを測る円 11械部および外1(liは:-1:Jナヂが施されるけ|人J1(liの調

整は風化により不191である O 胎:1:は2----5mmポ，U交の砂机を多く合むu 焼成はやや軟質で、|人11(1illi'f尚色、外1M

にぶい栂色 ~.I.VJ)ポ褐色、|析'1MI1音褐色---IY-J J民褐色を'，!，する日 I)~ 1Mに制色化、外1Mに亦色化がみられる/l

鍋X鉢(15) 1 I~執行1)の破片である o 残存?~:j 2. 5cmをiJ!llゐ"11林市1)および外1Mはナ，'yが腕される/l1付

面の調整は!事減により不明。胎土は--3mm程度の砂粉を合む付焼成はやや軟質で、 jjt制色を"~‘する H

鍋(16) I I隊部の破n.である。残存高 2.7cmを測るけ|人j外1Mともと!こ1ナデが胞される川 IJfi"，は、

3mm税)交の砂粒:を多く合む。焼成はやや軟質で、内外1M淡茶尚也、 i析1M淡AS性j色ヘ|りJJ民陶色を'，!."4-るけ

口縁部に1.1;¥色化が観察される O

盤×鉢(キIl製胸l付)(17) 11縁部~底部付近の体部の破l't.であるけ伐イ;:向 9.7cmを測るけ ¥)'J1Mはヨ :J

ナデ、外tfliはナデが施される O
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5D055揃灰土
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SD055黒灰土

手ーヤ今.tJ

明14之9 ( 

ーr-一一----
4¥ 

45 

も
I¥) 
こコ

46 

(¥'(OUL-J 

5¥ 

."-
36 

It 

43 

44 

!

ー
ヲ

j
f
I
3
1
υ
r
l
u
v

、

F
 

'

k

 

、k
 

・1

、九
A
f叫
1
1
1
1け
i
M
UF

、ィ
〈

47 
~ーーー--ーー 垣内

48 

口 50 

Or¥ γソ
幻

F，g 4¥ S∞55出土遺物実測図 (¥/3) 
一 52 0 1oom 

-69-



須恵質土器

担鉢 (20) 日縁部~体部上半の破片である O 残存高 7.9cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される

が、内闘はl副転ナデの後、斜め方向のナデが施される。内面下半は使用により磨耗している o 胎土は

衝で、---2mm税度の砂粉:を合む。焼成、還元ともに良好で、灰色を呈する O 東播系o

11il鉢 (21) rl縁部~体~1I5.J:.~1土の破片である。残存高 7.4cm を測る O 内外商とも回転ナデが施される

が、|付((11は1m，阪ナデの後、奈1.め方lI:iJのナデが施される o 内面下半は使用により磨耗している O 胎土は

慌で、---3mm if!iU庄の砂料:を合む。焼成、還元ともに良好で、灰!とl色を思する o 束t幡爵系o

t引!h日1A!鉢 (ω22幻) 1け!同車紙求古剖部|日5-- イ体本汚剖部|目S.I~.ι1シゾ.\午、

は 11川11叶lリlド)恥I~;けすナ吻デの{後走、余::j-め力・ lílJ のナデが施される。胎士はきめ細かく、 n\色校、...... 2mm 程度の r~l 色砂杭を

合むの焼成、避ブ己ともに良好で、 rI縁部外而が暗青灰色、その他が青灰色を弔する o Jl!:H時系。
j-11!鉢 (23) 11械部~体行IS.I:-T:の破片・である O 残存高 7.2cmを測る O 内外而とも間転ナデが施される

が、|付 I(li は Inlìl~; ナデの後、斜めん・ 1句のナデが施される o 内出i下半は使川により府粍している O 胎:1ニは
術で、'-'"3 m m if:'I~ J史の砂粒を合む。焼成、避元ともに良好で、灰色を引する o 東播系o

t'l¥鉢 (21) 体行1) ， 1: 、|えの破片-である o 伐存i向 6.0cm を測る。 I)~外 1M とも 111111伝ナデが施されるが、|付附j

はIlIlitLr;ナデの後、ず1.め}jlilJのナデが施される。 I付I(JI'1"¥1へは使!日により桝粍している。 JJ白土は密で、~

7mm 程度の砂粒を合む。焼成、避j己ともに良好で、!ポ色を 'I~する o *1f骨系。
白磁

椀 (25) I1縁者15のMl.J'J'である o 残存i向3.5cmを測る o JJfi:I'，は|可制色を JI ~し、精良で、弔問!がわずか

に入るo焼成は良好。糊はにぶい光沢のある淡!氏側色~淡緑色を出し、滞くかかるo11 -5 fio 
l1IL (26) 推定口径 10.2cm、器高 3.35cm、高台径4.8cmを測る o JJti .~I:: は)民 n~を域し、精良。焼成

は良好。紬は光沢のある淡灰オリーブ色を呈し、やや厚くかかる。 n-1 a頒o

lIll (27) 1/2程度残る O 推定口径 10.6cm、器高 2.65cm、高台径4.5cmを測る o JJfi ::1::は白色を惜し、

精良。焼成は良好。紬は光沢のある明白緑色を呈し、やや厚くかかる。 m-1類。

1111 (28) 推定口径9.4cm、器高 2.3cm、底径3.2cmを測る O 胎土は白色を呈し、精良。焼成は良好。

物h はにぶい光沢の淡貨オリーブ色を~し、薄くかかる。 VI -1 a類。

IIIL (29) n紙百1$の破n.である o 1fli定r']f来10.7cm、残存高 2.65cmを測る O 胎土は白灰色を止し、精

l~。焼成は良好。治hはややにぶい光沢の 1I日オリーブ色を吊し、やや厚くかかる o N -2a矧?。

小市 (30) I I鰍出1$.~旧作1$ の破l'J'である O 推定lî任 2.7cm、伐存高 1.1cm を測る o }Jtì士は白色を tf~ し、

精iし焼成は良好。内外1Mに、光沢のある淡オリーブ色を:'Jtする手111が部くかかる o [J 級官15の ~Ih はふき

JI~ られている。

間安窯系膏俗

椀 (31) Ji~ fiI$の破n.である O 残手1江口)4-. 1 cm、推定向fi伐 5.6cmを測る o JJfi .--t.は灰色を思し、精良。

焼成は良併o ~11Iはにぶい光沢の H背 ~it・紋色を出し、滞くかかる O 内面i見込みを輪状に扱き取る O 皿由 2b

矧。

高腿青磁

椀 (32) 体部下半~底部の破片である O 残存高 5.7cm、高台径 6.95cmを測る o 胎土はj農様色を呈

し、精良。焼成は良好。紬は乳白色を呈し、気泡が入る O 内外面及び高台内面に薄くかかる o 内面見

込みの紬をふき取る O 高台に目跡が残る O

青白磁

合子葦 (33) 1/3程度残る。推定口径 3.4cm、器高1.4cmを測る O 胎土は白色を呈し、精良。焼成

は良好。紬は光沢のある薄緑青色を呈し、外面及び天井部内面に薄くかかる O

瓶 (34) 頚部の破片である O 残存高 1.3cmを測る O 胎土は灰白色~白色を呈し、精良。焼成は良好。

紬は光沢のある薄緑色を呈し、外面にやや厚くかかる。内面には絞り痕が観察される O

中国陶器

耳壷 (35) 口縁部の破片である O 推定口径9.3cm、残存高 4.9cmを測る。胎土は灰色を呈し精良で、

-----1mm程度の砂粒をわずかに含む。焼成は良好。紬は光沢のあまりない濃緑色を呈し、外面に極薄く

かかる O 口縁部に日跡が残る o V-2類。

耳壷 (36) 口縁部の破片である O 推定口径 11.Ocm、残存高 3.9cmを測る O 胎土は灰色~灰褐色を
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呈し、精良。焼成は良好。紬は暗緑茶色を呈し、極薄くかかる o V-2類。

耳壷 (37) 口縁部の破片である O 推定口径9.6cm、残存高4.25cmを測る O 胎土は灰色を呈し精良

で、黒色粒をわずかに含む。焼成は良好。粕は茶色~黒茶色を呈し、極薄くかかる o V-2類?0 

小壷 (38) 体部下半~底部の破片である O 残存高8.6cm、底径4.7cmを測る O 内外面とも回転ナデ、

底部外面は回転ヘラケズリが施される O 胎土は灰色を呈し、精良。焼成は良好。紬は暗茶色を呈し、

極薄くかかる O

朝鮮系無軸陶器

査 (39) 口縁部~頚部の破片である O 推定口径5.8cm、残存高 2.35cmを測る。内外面とも回転ナ

デが施され、頚部内面には絞り痕が観察される O 胎土は精良。焼成は良好で、内外面暗灰赤色、断面

淡灰赤色を呈する。

不明陶器

壷 (40) 口縁部の破片で、端部を欠く O 残存高 3.2cmを測る O 内外聞とも閲'1伝ナデが施される O 胎

土は淡黄灰色を毘し、精良。焼成は良好。糊はやや光沢のある H辞茶色を ~:I~ し、外 if.íj に薄くかかる o I付

面は灰色を呈する。

瓦類

文字瓦 (41、添付CDP1.222) 残存長 6.8cm、残存111国8.95cm、原さ1.7cmを訓IJるo I'IIHIIに布11娘、

凸面に格子upき娘が残る o ， ~IIÏJii の IIIJ き痕は一部ナデ消されている o JJfi .1'.は術で、九 5mm:，f'，U文の砂軌を

少量含む。焼成はやや良好で、 IYJI'J茶色~滞続色を:!I~. する。，'I'lfIÎの IIIJ きにより r1tJを|場刻する。

文字瓦 (42、添付CDP1.223) 残作長 14.4cm、残作~IM 6. 9cm、J.llさ2.2cmをiJtlJふ)IIJIIMに拘ill娘、

凸面に精子IIIJき肢が残る。 JJtij'.は術で、九 4mm;f.'U立の砂粒を多く ftiむの焼成はやや良好で、 IYJ以1'1色
を呈する o "YlfIiの叩きにより rt~/立jを|助主IJする。

石製品

石鍋 (43) LJ級官IS~底部の破片である O 推定μ筏 23.0cm、残存向 7. 55cm、収作22.9cmをiltlJゐ“青J:k色

を呈するt'l'r布製である。ケズリにより成形される。耳が 1ヶ所残存する。外.IM1iで体に煤が付持すふ，

石鍋 (44) 11縁部の破片である。残存高 5.5cmを測る o 薄茶銀色を呈する十Hr:{i製である。ケズリに

より成形されるの横方向に細かく削り、仕上げを行っている O 耳が 1ヶ所残存する o 外Ifliド:'1'-.に煤が

付着する。

石鍋 (45) 1 1市教育1)---体部にかけての破片である。残存高5.6cmを測る。口径は26cm穏に復元される。内

外面ともケズリにより成形される。内商及び外面鍔以上は、使用による磨耗でケズリの単位が不明瞭となっ

ている o 行!ポ色を Jl~する十I'r ィ i製である。鍔以卜.に煤が付え!?する o

石鍋 (46) 11械部~休部上、|への破n掬である。残存向4.9cmを測るり 11符17.5cm机Htに御iGされるn 宵灰

色を出する十llr行製である uケズリにより成形される。仰以 1"にru:が十j"柏:する。
石鍋 (47) 体部の破片'である。列げが向3.9cmを測る。内:以色を 'I!.する滑イi製であるけケズリにより!制作さ

れる。鈎以|ぐに煤が{.j'持する O

SD055民情土

く以

ホ5...:5... J 6 

100m 
Fig.42 SD055出土遺物実測図 (1/3) ド十十→「ー←一一一一一 一|
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石鍋 (48) 体部の破片である。残存長6.75cm、残存幅6.2cm、厚さ 2.1cmを測る o 明灰白色を呈す

る滑石製である。割れ口部分から穿孔が施される O 穿孔は内部で緩く曲がっている。

石鍋(添付 CDPl. 224) 口縁部の破片である O 残存長4.7cm、残存l隔10.5cm、厚さ 1.5cmを測る O

暗灰色を呈する滑石製である o ケズリにより成形される O 径 4.0mmの穿孔を有す。

石鍋(添付CDP1.225) 体部の破片である。残存長3.3cm、残存l陥5.8cm、原さ 1.1cmを測る O 白

灰色を呈する滑石製である o 筏 6.0mmの穿孔を有す。

行鍋(添付 CDP1.226) 体部の破片とみられる。残存長 5.6cm、残存|陥 3.7cm、原さ 2.1cmを測る o

灰銀色を虫する十骨折製である o 筏 8mm程度の穿孔を有す。

行鍋(添付CDP1.227) 体部の破片である。残存長 5.8cm、残存幅 3.4cm、原さ1.9cmを測る o 灰

色を思する消行製である o 内而に断面が浅いU字状を呈する細長い窪みがあり、砥石として使用され

た痕跡と推測される o llfIJれ[]が削られている o

rl'tfI製品(添付 CDP1.228) 残弥長 5.0cm、残存幅 7.9cm、厚さ 1.7cmを測る o 灰色を思する滑石

製である。ケズリにより成形される o 径 6.0mmの穿孔を有す。権の可能性がある o

ii氏イ (49、添付CDP 1. 229) 悦さ 6.8cm、輔 4.8cm、臣認さ 2.4cmを測る o 亦制色をfdする砂料製で

ある。 1Wiを|徐きはほ令iiliが使川される o

fJJffi (50、添付'CDP1.230) 残存民 4.2cm、11'M4. 5cm、!ばさ 5.2cmを測る o I如氏 I~I 色を足する、き

めのキILい砂山製である。;、(I.J:Hな低ぎ削のほか、断'tfI.iが浅いU学状を泊する榊状の紙ぎ痕が報M製される o

fiJ~ ィ Î (51、添付 CDP1.23I) 残存長 3.8cm、11'M4. 6cm、断さ 1.5cmを測るo 黄白色を出する、きめ

の細かい泌れまたは粘桜別製である o 断面が浅いU字状を思するi棒状の砥ぎ痕が観察される。

紙1-"i (52、i制J'CD P 1. 232) 残存長4.4cm、残存幅 2.3cm、厚さ 4.lcmを測る o 前向色を出する砂

利製である。

土製品

取瓶(53) 口縁部の破片である。残存高4.1cmを測る。内外面とも器商調整が施されているが詳細|は不明。

JJfi: t:はやや細かく、 ---2mm程度の砂粒を含むo焼成は良好で、内面灰白色、外商灰自色~貨r!J色、断:'Ifti灰色

~灰白色~黄白色をAする。二次的な被熱により気泡が入る。外面の一部および内而に赤紫色~浅椴色~黒

紫色~符色~にぷい茶色を出する金属が付着する。

50055灰禍土出土遺物 (Fi g. 42) 

土師鵠

)Lt1~a 1:協al'iJIILU参J!日。
須恵質土器

J-ld鉢 (1) IJ縁部~体罰IS卜.半の破片である o 残存高 6.2cmを測る O 内外商とも回転ナデが施される

が、|付ULI"f!I~. は斜め}j' 1古lのナデが施され、使用により勝粍している o 胎土は挫で、--- 1 mm程度の砂粒

を合む。焼成、選泊ともに良好で、[]縁部外面が灰色、その他は灰白色を盟する o 東播系。

担鉢 (2) 体部上半の破片であるo残存高4.7cmを測る o内外面とも回転ナデが施されるが、内閣は回転

ナデの後、斜め方向のナデが施される。内閣下半は使用により磨耗している。胎土は密で、 -1阻程度の砂

粒を含む。焼成は良好、避元はやや良好で、灰白色を呈する O 東播系。

白磁

皿 (3) 推定口径10.2cm、器高2.7cm、底径4.4cmを測る。胎土は白色を呈し、精良。焼成は良好。紬は

光沢のある淡オリ}ブ色を呈し、やや厚くかかる。 V-2a類 ?o
越州窯系青磁

水注 (4) 底部の破片である O 残存高3.95cm、推定高台径7.2cmを測る O 胎土は明灰色を呈し、精良。焼

成は良好。紬はにぶい光沢の淡オリーブ色を呈し、薄くかかる O底部外面高台内に目跡が残る。皿類?。

中国陶器

耳査 (5) 口縁部~体部上半の破片である。推定口径9.3cm、残存高7.8cmを測る。胎土は灰色~淡赤紫

色を呈し精良で、白色粒、黒色粒をわずかに含み、空隙が入る O焼成は良好。紬は外面濃緑色、内面暗オリー

ブ色を呈し、薄くかかる O 耳が1ヶ所残存する o V-2類。
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不明陶器

世? (6) 体部下半~底部の破片である。残存高 7.5cm、底径 11.6cmを測る O 内面はヨコナデ、外

Ihiはタテハケ、底部外面はナデが施される。体部外面の底部との境部分は回転ヘラケズリが施される O

'fi土はやや密で、---3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、外面薄灰赤色~暗黒茶色、内面暗灰赤色

、，淡灰赤色を呈する O

土創品

取瓶 (7) 口縁部の破片である O 内外面ともナデが施される。胎土はやや細かく、---3mm程度の砂粒を含

む。焼成は良好で、外断面灰色~浅黄澄色を呈する。口縁部~内面に濃紺色~濃緑色~赤紫色を呈す

る金属が付着する C

S0055白灰砂出土遺物 (Fi g. 43) 

鋼恵器

把手(1) 把手とみられる破片である o 残存長4.6cm、幅2.0cm、厚さ 1.6cmを測る。指ナデにより

成形される O 胎土は精良。焼成は良好、還元は良好で、灰色を呈する。本体の胴部内面に径 2.5mm、深

さ7.5mm、把手中位に径 2.5mm、12.0mmの2つの穿孔を有す。穿孔は現状では貫通していないが、同

軸線上にあり、本来は 2つの穿孔がつながっていたものと推測される o 製作過税で孔の途中がつぶれ

たものか、内部に土等がつまっているだけなのか、孔が小さいため確認できない。

把手 (2) 把手とみられる破片である O 長さ 4.2cm、111m1. 9cm、原さ 1.6cmを測る。指ナデにより成形さ

れる O 胎土は精良。焼成は良好、選']Gは良好で、灰色を足する O 把手中utに筏 2.0mm、深さ 3.0mmの、

貫通しない穿孔を有す。 lのような本体の胸部内閣の穿孔は雌.認されない。

土師器

鉢 (3) 日縁部の破片である。残存高 5.4cmを測る。内外面とも幅広のミガキ cが施される o JJfi.l: 
は細かく、--3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、浅黄槍色を呈す。部分的に褐色化している O

鉢 (4) J，底部の破片である O 残存高 3.6cmを測る O 底径40cm程に復元される。内面は体部にI1幅広の

横方向のミガキ、底部に強めのヨコナデが施され、外面は強めのヨコナデが施される。胎土は細かく、

----4mm程度の砂杭を含む。焼成は良好で、浅黄櫨色を呈する O

須恵賀土器

握鉢 (5) 口縁部~体部上半の破片である o 推定口径28.9cm、残存高 8.5cmを測る。内外面とも回

転ナデが施される。内I岡下半は問転ナデの後、斜め方向のナデが施される。また、使用により磨耗し

ている。胎.::1-.:は 3mm程度の砂粒を多く含む。焼成、還元ともに良好で、灰色を呈する。注口の一部が

lヶ所残存する。京橋系。

握鉢 (6) 仁l級官1)の破片である O 残存高2.9cmを測る。内外聞とも凶転ナデが施されるoJJfiJ:は術で、~

1mm程度の砂粒を合む。焼成、避元ともに良好で、内耐褐灰色、外断而灰色を !11するの 11械部付近の

内外面に自然利lがかかる o -東捕系。

担鉢 (7) LJ縁部の破片a である o残存i自Ij2.4cmを測る。内外出iとも 1111'1位:ナデが施される oJJfi. 1:は細かく、~

1mm程度の砂粒を合む。焼成は良好、還元はやや良併で、 !J縁部外出は灰色、その他は灰白色をLIJ.す
るO 東播系。

提鉢 (8) []縁者~の破片である。残存高 1.9cm を測る。内外岡とも同転ナデが施される o 目白土は常で、~

lmm程度の砂粒:を合む。焼成、還元ともに良好で、日縁者1)外泊iは版色、その他は!氏自色を話する o 東

播系。

担鉢 (9) 口線音I~の破片である O 残存高 3.3cm を測る o 内外面とも凶転、ナデが施される、内耐ド半は l!ilI1伝

ナデの後、斜めのナデが施される O 胎土は密で、焼成、避元ともに良併で、灰白色を坐する o 東播系。

担鉢(10) 1こ!縁部の破片である。残存高4.8cmを測る。内外而とも阿i綜ナデが施され、内耐i下半は阿l転ナ

デの後、斜め方向のナデが施される。胎土は密で、焼成、還元ともに良好で、口縁部は崎灰色、その

他は灰色を皇する o 東播系。

担鉢(11) 口縁部の破片である。残存高3.8cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。胎土は密で、焼

成、還元ともに良好で、灰色を呈する O 東播系。

握鉢 (12) 体部下半から底部の破片である。残存高5.5cmを測る。内面は使用により磨耗している O外国
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はヨコナデの後、不定方向のナデが施される O 底部外面は磨耗により調整不明で、ある。胎土は細かく、

...... 2mm程度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、灰色を呈する。東播系。

灰柚陶器

椀 c(13、添付CDPl.233) 底部の破片である O 残存高 2.55cm、推定高台径 5.0cmを測る o 外面、

!良部外Tf1iは1m転ナデが施される o 貼り付けにより高台が作られる O 胎土は精良で、'"2mm程度の砂粒

を合む。焼成は良好で、明灰白色を呈する O 内面に、灰白色を呈する紬がかかる O 内閣は擦られて平

滑になっており、赤色顔料がうっすらと付着する O 割れ口の一部にも赤色顔料が付着する o

白磁

腕 (14) 11繰市|ト体育I~J:.11乞の破片である O 推定口径 20.0cm、残存高 3.7cm を測る o 胎土は I~I 色を

!J1し納品で、!判明!が入る o 焼成は良好。理由は光沢のある淡灰白色を呈し、やや厚くかかる O 内而iに櫛

抑i文が施される。 V-4b頼。

純(I5) fl鰍出ISを欠く破片である O 残存高 4.0cm、高台径5.5cmを測る O 胎土は白色をnlし精良で、

明仰が人る。焼成は良好。粕は光沢のある淡緑白色を呈し、やや厚くかかる。内面見込みに櫛揃文が

施されるの羽田1b ~Jo 

間安窯系膏磁

椀(16) Ji1: t'iISの破片である O 残存高 1.95cm、高台径 4.2cm を測る O 胎土は灰白色を h~， し、精 l~。焼

成は l~UI'() ~Ih はやや光沢のある灰緑色を呈し、やや厚くかかる o 1類。

青白磁

IIIl (I 7) 成部の破片である O 残存高1.5cm、高台符 5.7cmをmuるo JJfì :l:は l~J 色を LI~ し、粉!{。焼成

は l~~ro 糊は光沢のある薄緑白色を呈し、薄くかかる O 内 IfIi見込みにヘラ拙i きの花文が施される O

中国陶器

大饗(18) 口縁部の破片である。残存向2.2cmを測るυJJfi"'.はややキIlく、--lmmf!，1皮の砂粒をやや多く含

む。焼成は良好で、薄灰赤色~滞刊以色を 'I!.する。やや〉位以のある茶紙色を Mする ~Ihが斑に残る。耳

が lヶ所残存する。

査(19) 口縁部の破rrである O 残存i向2.7cmを測る o JJtì士は以色を出し、やや密で、空I~j~t が入る。

焼成は良好。内外1Mに、 H汚点茶色~淡!ポ緑色を呈する利lがi導くかかる O

撒 (20) 1 J械部の俄)1'である。残存向 2.05cmを測る o JJti:士はやや年11く、'"'"'-lmm松!庄の1'1色粒を多

く合む。焼成は良好で、 IYJ1':11ぽ色~淡点茶色、断附明(.1灰色をltiする O 利|はほとんどはげているが、

巾・部に紙此色を JI~，する ~lbが伐存する o 1刻。

盤 (21) 11車並行15の被JI'である。伐存向 3.3cmを測る O 胎 L:はJ1'(色を!社し、慌で、......lmm程度の黒色

料を少鼠:合む。焼成は良好。外rfljにやや光沢のある淡緑色を封する紬が滞くかかる O 内耐に、縦状に

こげ茶色を .!J~する部分があり、鉄絵の痕跡とみられる o 1類?

君主 (22) LJ級官15の破)十である。残存商 2.9cmを測る o 胎土は密で、-lmm程度の白色粒、黒色粒を

少雄合む。焼成は良好で、海:級灰色を脱する o 内耐にこげ茶色を呈する紬が薄くかかる o n類。

不明陶器

蛍 (23) 底部の破片である。残存高 3.7cm、推定高台径 5.2cmを測る。高台は貼り付けによるもの

とみられる O 胎土は密で、'""'-lmm程度の砂粒を少量含む。焼成は良好で、外国明灰白色~淡樺色~明

栂色、内面暗灰白色~暗茶灰色、断面明灰白色~暗灰色を呈する。乳白色を呈する紬がかかるが、泡

j犬イヒし、ほとんど剥げている O

瓦類

軒丸瓦 (24) 残存長4.25cm、残存幅6.5cm、残存厚2.0cmを測る。胎土は密で、 -lmm程度の砂粒を含

む。焼成はやや良好で、外面暗黒灰色、断面暗黒灰色~明白灰色を呈する O珠文と花文の一部が残存する O

石製品

石鍋 (25) 口縁部・縦耳の破片である o 残存高 8.3cmを測る O 口径は 38cm程に復元される。内外

面ともケズリにより成形される O 淡青灰色を呈する滑石製である O 外面下半に煤が付着する。

滑石加工品 (26、添付CDP1.234) 長さ 4.8cm、幅 2.6cm、厚さ 2.0cmを測る O 茶色を帯びた灰褐

色を呈する滑石製である。ケスリにより成形される O

砥石 (27、添付CDP1.235) 長さ 5.8cm、幅4.6cm、厚さ 2.9cmを測る O 黄灰色を呈する砂岩製で

-74-



s∞55白灰砂

ニコ 2 

7十 d
一

4

とp e

L三

ニフ ・

5 

7
7
4
 

7
 
， 

-/ ノ
I ~ 7. 

12 L~ヲ
df<色"料

) b;( U{J16 

~しよ..... 1'>.， 

18 !? 

r 
o 10‘a 

L-..f --! 17 

P rii/I 
21 

22 
p . 

一 イ23

弘、 { _J、 j I.~ 、 J

25 

と)

印 26 
r、

/つ
32 2 28 

シド 。33

」一ーーー一ーム---ー
F Ig 43 S∞55出土遺物実測図 (29-311孟12. 1 3) 

-i5-



ある ・1<111.な由ti'i IfIiのはか、断 1111 が浅い U1・ iÄ を Vする滑状の filtH~ が制'f，tされる

自¥{， (28、添付cn1'1.236) 伐((J-A: 6. 6cm、伐u恥.¥5. Ocm、伐イμ'/.~.6cm を iWI l.J ，A‘怯j色を・，!.jる

砂Yi製である l' jll t.:由t~ 耐l に 、 う っ すらと筋状のj[i跡がtJ1r.tされる

1， ~:;~製品 ( 29 ) l~ さ 1.8cm 、申1，\ 1 .5c m 、 I'/- さ 0.6c m や iU11 る 11持 !Ji 色を'，'寸る!日 11M イ i~であゐ j 

I"~I! 没 II.~JUIを，)'-1，rt物ではないがJ~ 献した

州J¥ (30) J主~ 2. 7rm、申:.lt.6cm、I'/.さO.7cmをiUiIる H目。11色を I，l~ J る ，1 .1 ，\8(，1 {I別である 必情~1';1

11¥ WIを')'- 1 必物ではないかJ~ oIJc.した

H:川剥'" ( ~I ) J-A: ~ 2. 8cm、申1，¥1. 5cm、何さ I.OcmをisiIる H河川色を"・ 1心1¥111，:行事唱であゐ 2ill 

1 -l世川jf(がtJ1烈さ Il心 jU憎j'II;111年 IUI をポすj監物ではないがJ~ 紋した

土似品

外相、製品 ( 3~. 任 1・J cn "1.2371 伐作氏 6.Icm、伐(f申1，¥3. 9cmcm. 1'/さ3.5cmを，WIゐ。;訓'1:':1よ風化

1・より小川 町iI:IJ. '. 5mmれリ且の砂粒を多く合む 焼成はやや.~~tで、外 IIlI ik 怯i 色 lIifぬ色.IIJr 1111淡

W(止め'，l Jる

tl 33. ef，l・1l"1l l'卜 23X) l~ さ 4.2cm 、中it\ 3. 4cm、!μさ2.2cmをi則る {I' "jhかう }I 1) ，l.:内 1)、Jも

の申0."1とみん ILゐ ケズリにより成形される 胎 I~ は O . 5mm n伎の砂牧を少lsiffむ焼成1.1.J'~f(( て .性j

Ik色 IIff11， (I~ '~ '，" Jる

50060時褐土出土漬物 (Fi g. 44) 

土師書官

JLL卜a U早川1則火参照

JLJ..j‘c 1 ?，，;I!i則氏参1111

{砲C 1:?，'，I!is1J火参)l(l

小IIlLa1 I?品川品11夫容!!(l

s∞ω時褐土

グ

行コ には
l
i
l
-
-
¥
¥」

τつ
。口 -マーζコ

εョ 5 。6

s∞60褐色土

S0070黒灰土

o 1倣淵
4 . 

Fig.44 溝出土遺物実測図 (1/3)
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小皿(1) 口縁部の破片である O 内外面の調整は風化により不明である O 口縁部を折り返し、沈線

状になっている O 胎土はきめ細かく、e-lmm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内外面浅黄櫨色~灰

白色、断面浅黄櫨色を呈する。京都系とみられる。

煮炊具 (2) 口縁部の破片である O 残存高 2.9cmである O 内面の調整は風化により不明。外面はヨ

コナデと思われる調整が施される O 胎土はきめ細かく、.......， 3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、

内断面灰白色、外面にぶい黄褐色を呈する O

青白磁

小壷 (3、添付CDP1.239) ほぼ完存する。口径3.0cm、器高3.1cm、底径2.2cmを測る O 胎土は白

色を呈し、精良。焼成は良好。やや光沢のある薄青緑色を呈する紬が、高台を除く内外面にかかる O

石製品

石鍋 (4) 体部~底部の破片である O 残存高9.2cm、推定底径27.4cmを測る O 暗灰色を呈する滑石

製である o ケズリにより成形される。外面全体に煤が付着する o

滑石製品 (5、添付CDPl. 240) 長さ 3.9cm、幅3.5cm、厚さ 1.7cmを測る o 明灰白色を呈する滑石

製である。ケズリにより成形される O 石鍋の破片を転用したものとみられる o

土製品

鋳型 (6、添付CDP1.241) 附心円状の製品を作成する鋳烈の破片と惣定される o 内聞(却の部分)

はヨコナデ、外国は指ナヂなどによる器問調書室が施される。胎土は、きめは細かいが、全体的に空|加

が多い。型の部分は密で、須比~質化しているようにみえる。焼成は良好で、外断l削は滞貨灰色、?~~ 1~15 

分の表面及び断耐(衣而から!引き約 lmm)は灰色を !i1，する o 底部外1Mに滞紫色_1-11色を出する金属が

付着する。外1Mに自然糊がかかる o pj形の製JIll が作られると仮定すると、 ÏI~I{者 30cm 以 1'. になるり

80060褐色土出土遺物 (Fi g. 44) 

土師 器

丸杯 a j: {.I制，-mlj表参照。

丸坪 :七時utislJ表参照。

小皿 a1 "1
0

0協m-isIJ表参照。

土師賀土器

鉢 X火鉢 (7) rJ~求書f5の破片である O 残存高 4.0cm を測る o 小片であるため口径を復元することは

できないが、大~~~rWI と抑制される。口縁部は指押えの後、ヨコナデが施される O 内面はタテハケ、外

面は工具によるヨコナデが施される。胎土は細かく、--3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、

内外面にぶい制色、 i析"1M純H灰色-11削ポ色を !I1.する。[l縁持ISの、官自に煤が付着する o

80070鳳灰土出土遺物 (Fi g. 44) 

土師器

丸杯a '1'.時n-hJtlJ表参照。

丸杯c :1".時it十iRlJ表参照。

椀c 土保a十測衣参照。

小皿al :1:器官，'mlJ表参H日。

脚付鉢 (8) 体部-}，良部の2/3程度が残る破片である o残存両5.3cm、推定成符16.5cmを測る O 体行15は内

外面ともにヨコナデが施されるJ底部内面は中心部には指抑え及びナデが、周辺部はヘラによる粗いナデが

施され、底部外而はナデが施される O 脚は、貼り付けの後、ナデが施される O 胎:j~o はやや机く、-... 5mm税!史:

の砂粒を多く合む。焼成は良好で、内耐にぶい黄樺色~褐灰色、外1m~，車線色、断 I(fil~]樹 II~I 色~淡!日制色を :!l

する。脚は 2ヶ所残存し、残存位樫から 3ヶ所あったものと想定される O

黒色土器A類

椀C 土器計測表参照。

80070晴禍土出土遺物

土師器

丸杯a 土器計測表参照。

ヴ

t
門

i



小皿al 土器計測表参照。

石製品

石鍋(添付 CDP1.242) 体部の破片である。残存長 2.6cm、残存幅 6.2cm、厚さ1.Ocmを測る o 灰

白色を畏する滑石製である o ケズリにより成形される O 径 4.0mmの穿孔を有す。

S0070灰禍土出土遺物

土師器

丸杯a :1: ~~ill' 11 

S0075鳳灰土出土遺物 (Fi g. 45・46)
須恵器

葦 1(1) 11縁部の破J1，'である O 残存高1.65cmを測る O 内外商とも閲転ナデが施される o Utjり付け

によりかえりが作られる。 JJfi土は密。焼成はやや軟質、還元はやや良女子で、明灰白色を111する O

杯 ccn 山市1)の破n'である o 残存高 6.3cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。 UIJjり付けに

より南~fìが作られる u )J白:1ニは密で、--3mm程度の白色砂粒を少量含む。焼成、避泊ともに良好で、明

白灰色を JI~ -~-る。

杯 c(3) J応部の破!i-で、ある。残存高1.95cm、推定向fi'傑 9.0cmを測る。内外"1Mとも 1111)Iîi~ナデが施

される。 !l，'jり{.Jけにより高台が作られる o JJfi"+'，は術で、 -..2mm程度のL:J色砂粒をやや多く含む。焼成

は良好で、 i農!ポ色を呈する O

高杯 (4) 郎官rsの破片である o 推定11H~: 21 . 6 c m、残存自ij1. 2cm を測る。|人j外 1M とも ri1 llliì~ナヂが施さ

れる。 JJfi.1'，は街。焼成はやや良好、 j壁)t;は不良で、外HIÎ 薄 lJ.U五色 ---...1肝亦他色、 I)~ 断 1m11背広樹色を虫す

るO

土師繕

j不じ :1:部首|‘j則夫参J!日u

杯 c(5) 応部の破J"である。残存高1.75cm、推定高台径9.4cmを測る o 底部|付削はナデ、外面は

板状)1:瓜の後、ナデが施されるの1I，ljり付けにより高台が作られる。胎土はやや慌で、--1mm松皮の赤

色砂杭を合む。焼成はやや良好で、滞 I:~I 字国色を盟する O

九郎a ..1'，時al日IJ夫参J!日。

制! : 1'，協dtilllJ夫参J!任。

小IIILa 1 十~(.~ii" I'1Jl1J ;衣参!!任。

;i:':{ (6) 胤詩1)の破n'である O 残存i向2.3cm、推定成傑 12.3cmを測る O 内外国ともナデが施される O

川撒状の!氏古15に体古15を按合して作成している状況が観察される O 胎土は密で、--lmm程度の砂粒をわ

ずかに合む。焼成は良好で、 l.y~賞栂色を ~iAする o

鉢 (7) 仁l縁部--)良部にかけての破片である o 器高 8.6cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される O

JJti .~.I:，はやや粗く、...... 3mm程度の砂粒を含み、雲母、角閃石をわずかに含む。焼成は良好で、内面にぶ

い黄桜色、外断面にぶい樺色~灰黄色を呈する。口縁部~外面の一部に煤が付着する。内面下半に褐

色化がみられる O

鉢 (8) 口縁部~底部にかけての破片である。推定口径19.4cm、器高7.35cm、推定底径13.8cmを測る O

内外面とも不定方向のナデが施される O 胎土はやや粗く、 -5mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成は良好で

薄灰褐色を呈する O 内面の一部に煤の付着が、外面の一部に煤の付着と褐色化がみられる O

鉢×大椀 (9) 口縁部の破片である。残存高2.8cmを測る O 口径20cmほどに復元される。風化により不明

瞭だが、内面の調整はミガキ、外面はナデの可能性がある O 胎土は精良で、焼成は良好、灰白色を呈する O

鍋(10) 口縁部の破片である。残存高 2.2cmを測る O 内面は回転ナデが施され、外面は風化により

調整不明である O 胎土は粗く、-3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内外面浅黄櫨色~黄櫨色、

断面浅黄澄色を呈する O 口縁部に褐色化がみられる O

鍋(11) 口縁部の破片である o 残存高 2.6cmを測る O 調整は風化により不明。口縁部を貼り付けに

より玉縁状に仕上げる O 胎土は粗く、----3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、浅黄桂色を呈す

るO
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瓦緑

腕C 土器計測表参照。

小皿 al 土器計測表参照。

小皿 C 土器計測表参照。

鋼恵質土器

控鉢(12) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高 6.5cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される O

内面下半は回転ナデの後、斜め方向のナデが施され、使用により磨耗している O 胎土は密で、~ 2mm 

収度の砂粒、 9mm程度の小石を含む。焼成、還元ともに良好で、青灰色を呈する O 東播系。

程鉢(13) 口縁部~体部上半の破片である Q 残存高 5.7cmを測る。内外面とも回転ナデが施される O

内面下半は回転ナデの後、斜め方向のナデが施され、使用により磨耗している。胎土は密で¥......， 2. 5mm 

制度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、口縁部外聞は背灰色、その他は灰白色を呈する。東播

系。

担鉢(14) 口縁部~体部上半の破片である。残存高 6.3cmを測る o 内外国とも回転ナデが施される O

内面下半は回転ナデの後、斜め方向のナデが施され、使用により謄耗している o 胎土は衝で、，......2mm 

経度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、口縁部外而iは背灰色、その他は版 1
/
'1色を果するの束捕

系。

担鉢(15) 体制Iド半~底部の破)γである O 残存高4.8cm、推定成任7.8cmを測る。 1"1外1Mとも 1111'1な;

ナデが施され、内而は使用により燃粍している O 成部は糸切りされる o JJfi /'.は怖で、--1 mm f'，l肢の砂

粒を少量合む。焼成、選Jê ともに良好で、滞灰色を h-~する。

白磁

椀(16) 推定1"1筏 14.9cm、保高 4.3cm、成作~5.8cm を測る。 JJfì:l:Li *内n.で、滞オリーブ以色をj止す

るO 焼成は良好。やや光沢のある淡オリーブ色を.'，~.す"る ~Ih がやや!引くかかるり VI -2 a恕L.
皿×杯(17) LI縁部の破片である O 残ヂ{，向 2.25cm を ìJIIJ るけ 11紙 i~IS は 1M取りが施されるり JJfì /'.は柑

良で、薄 r~] 茶色を毘する o 焼成は良好。やや光沢のある滞 lit-緑色を '1~.する稿h が滞:くかかる付 11< !.u系H

岡安窯系青磁

椀(18) 推定，-，筏 16.6cm、器高7.1cm、底径6.0cmを測る O 胎ご|ごは精良で、淡制色、府色を'，¥.する()焼

成は良好。やや光沢のあるH音オリーブ色を呈する粕が薄くかかる。皿 -2c類。

瓦類

平瓦(19) 残存民 16.3cm 、残存中日 13.5cm、厚さ 2.2cm を測る。凹面は布目を軽くナデ消し、 1~/1'1'

痕が観察される o 1"1 ïffi は怖1- 1111 き、1ftIJ総計ISはヘラ切りされる O 胎土は密で、~ 2mm程度の砂粒を合む。

焼成はやや良好で、 11l1，II，WII特色、|析lfIi~W. 1W柿色を jr~. する O

石 製 品

石鍋 (20) J:f I''il)を合む体行1)の破n.である。残存自!j5. 1cmを測る竹下f灰色を日するrl't"1i製であるけケ

ズリにより成 JI~ される。|付 miのケズリは!拘粍により不 IYJ I味。外1Mに煤が十J持するけ

石鍋 (21) 鈎自15を合む体制iの般)'(である。娩イf:出)1.1cmを測る υ11行fI'J:k色を"~.する i'I.~ イ i 製である ι〉

ケズリにより成形される。鍔以 1" に rJt!;が付 ~Yi: するり

石鍋 (22) し!縁部~鍔部にかけての破)十である。般定1.1~者 19.6cm、残作向 3. 1 CIl1をiJIIJるの 11庁以色

を呈する滑行製である o 摩滅により不明瞭だが、ケズリにより成形される。鈎以|ぐに煤が1.J治するけ

石鍋補修材 (23、添付 CDP1.243) 石鍋に当てられた状態を想定した場介の向さは 4.8cmを測るり

青灰色を単する滑石製である。内面中央部は剥離し、|付山iJ~iJ 紙器rs及び、外 Ifli はケズリにより成)I~ されるの

周縁に円形の穿孔の痕跡、が 2 ヶ所、中ほどに円形と方Jr~の伊孔が各 l ケ J9r イr:イ1: する。 )j)l~の~~孔には、

鉄釘とみられる金属片が存在する o

剥片 (24) 長さ 3.2cm、 '11雨 1.3cm、厚さ 4.0cm を測る。暗黒灰色を h~する以IIW!fi製である。

50075黒色土出土漬物 (Fi g. 46) 
須恵器

蓋 1(25) 口縁部の破片である O 残存高 1.55cmを測る O 内外商とも回転ナデが施される O 貼り付

けによりかえりが作られる。胎土は脅。焼成、還元ともに良好で、薄褐灰色を虫する O
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Fig.45 S075出土遺物実測図(1/3)
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蓋 1(26) 天井部の破片である。残存高0.85cmを測る。内面は不定方向のナデ、外面は回転ヘラケズリ

が施される。貼り付けにより扇平なつまみが作られる O 胎土は密。焼成、還元ともに良好で、薄青灰色を呈

する O

杯 c(27) 底部の破片である。残存高 1.7cm、推定高台径 9.9cmを測る o 体部は内外国とも回転ナ

デ、底部は内外国とも不定方向のナデが施される O 貼り付けにより背の低い高台が作られる。胎土は

やや密で、-2mm程度の白色砂粒を含む。焼成はやや軟質、還元はやや不良で、内断面薄褐色、外面

薄灰白色~薄褐色を虫する o

高杯 (28) 杯底部~胸l柱部の破片である O 残存高 6.8cmを測る O 杯部内面は不定方向のナデ、外面

は回転ナデが施される o 脚柱部は内外面とも回転ナデが施される O 脚柱部の内部上位には粘土塊が充

填されている o 杯底部外面に粘土塊で凸部を作り、脚部に差し込んで接合したものとみられる O 胎土

は密で、--2mm税)支の白色砂粒をやや多く含む。焼成は良好、還元はやや良好で、内面簿褐灰色、外

面薄褐灰色~薄茶灰色、断而薄茶灰色~薄黒灰色を呈する O

土師器

杯a 土器計測表参照。

丸邦a 土器HliJllJ表参照。
小丸杯a 士総計訪問決参J!<<。

椀 a(29) 推定日経 20.6cm、残存高 7.15cmを測る o 調整は風化により不明。胎土は街。焼成はや

や良好で、 i事禍色-~.時.樺色を呈する。

椀 c(30) 底部の破片である O 残存高 2.75cm、推定高台径 13.2cmを測る O 杯出i内而はナデが施さ

れ、貼り付けにより高台が作られる O 胎土は密。焼成は良好で、高台内外}而滞栂色--...~.~Jj日;尚也、杯部

内面黒茶褐色、断面薄灰褐色を呈する O 杯部内聞に煤が付着する o

椀 c(31) 底部の破片である。残存高1.35cm、推定高台径 8.0cmを測る o 調整は風化により不明。

貼り付けにより高台が作られる。胎土はやや街。焼成は良併で、 i時:制!米色~滞 I~] i慨色をi止する o

小IDla 1 土器計測表参照。

総合 (32) 杯部と脚部の接合部の破片である o 残存情52.65cmを測る O 杯音1)は内外面iともヨコナデ

が、脚部は貼り付けに伴うナデが施される。 JJ台土は密で、-..3mm秘!交の砂粒を含む。焼成は良好で、

内外((11滞貨制色、断lffi?車'pi褐色~附灰色を盟する o

瓦器

椀c :J:緋atiJ羽衣参n担。
須恵質土器

提鉢 (33) L1縁者1)'""体部上半の破片である。残存高 5.0cmを測る O 内外面とも回転ナデが施され、

内閣下半は回転ナデの後、不定方向のナデが施される O 胎土はきめ細かく、 ----3.5mm程度の砂粒を含

む。焼成、還元ともに良好で、背灰色を呈する o 東播系。

担鉢 (34) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高 5.4cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される O

胎土はきめ細かく、-..3mm程度の砂粒、1.3cm程度の石を含む。焼成、還元ともに良好で、青灰色を

呈する。口縁部に自然紬がかかる。東播系。

握鉢 (35) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高 5.0cmを測る。内外面とも回転ナデが施され、

内面下半は回転ナデの後、斜め方向のナデが施され、使用により磨耗している。胎土はきめ細かく、

----3mm程度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、口縁部が灰色、その他は灰白色を呈する。東播

系。

白磁

鉢 (36) 底部の破片である O 残存高3.9cm、推定高台径7.4cmを測る。胎土は白褐色を呈し、密で、 ----2mm

程度の茶色粒をやや多く含む。焼成は良好。にぶい光沢の淡白褐色を呈する紬がやや厚くかかる。内面見込

みの紬を輪状に掻き取る。 E類。

高麗青磁

椀 (37) 底部の破片である O 残存高2.5cm、推定高台径6.9cmを測る O 胎土は灰色を呈し、やや粗く、~

3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好。やや光沢のある暗緑色を呈する粕がやや厚くかかる。内面見込

み及び高台に目跡が残る O 血-2類。
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中国陶器

聾 (38) 底部の破片である O 残存高 7.25cm、推定底径 13.8cmを測る O 内面は回転ナデ、外面はナ

デと思われる器面調整が施され、底部は摩滅のため調整不明である O 胎士はやや粗く、----3mm程度の

砂粒を多く含む。焼成は良好、還元はやや良好で、硬質に仕上がる O 内外面暗灰色~暗灰褐色、断面

簿褐灰色を呈する。

S0075白灰砂出土遺物 (Fi g. 47) 

鋼恵器

小壷 (1) 口縁部~体部の破片であるo推定口径4.0cm、残存高2.8cmを測る。内外面とも回転ナデが施

される O 胎士はやや密で、 ----2mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成は良好、還元はやや良好で、内断面薄灰

色、外面灰色を呈する。

土師器

杯a 土器計測表参照。

丸均二a 土器計測表参照。

椀土器計測表参照。

椀 c(2) 底部の破片である o 残存両 1.75cm、推定高台筏 7.4cm を測る o 調整は風化により不 I~Jo Wi 
り付けにより高台が作られる o JJf仁1:は術で、---3mm 税皮の r'l 色砂牧を少;最~む。焼成は良好で、内外

面暗灰褐色~薄茶褐色、断前u噂)ポ褐色を1，}.する O

小皿a1 :1.:協計測表参照。

小皿a2 (3) [:1縁者I~'" J，良部の破)十であるの推定 LI筏 9.6cm、残存向 O.9crn を測るの 11械部が卜~)j に

屈曲し、 LI縁部内|耐に沈線が施される。 i淵幣は風化により不IY]0 JJfi 1:は術で、.....2 rn rn l'，U交の砂粒を合

む。焼成は良好で、黄灰白色を援する o

鉢 (4) 1.-1 ~教法ISの破片である。残存高 3.9cm を測る O 内 Uri はI!こ!J íl以ナヂ、外1Mはナデが施される O 目白

土は密、焼成は良好で、にぶい黄櫨色を呈する O 内外面とも二次的な焼成で褐色化している o 外出iの

一部に煤が1'\J~'(f する。

鉢 (5) n縁部~体部の破片である O 推定口径20.7cm、残存高6.5cmを測るo 内外面の上半はヨコナデ、

内面下半は不定}JlirJのナデ、外面はヨコナデが施される O 胎土はやや粗く、----4mm程度の砂粒をやや

多く含む。焼成は良好で、内閣暗黒褐色、外面灰黄褐色~黒褐色、断面暗褐色を呈する。外閣の一部

に煤が付;持する。

器台 (6) J阿部の倣)i-である。残作向 14.0crnを測る o 郎部内町iは平滑な探耐調繋が施されるo 脚部

は指ナデが施される。 胎 1'，は術で、---lrnm手!i!皮のi並行、 :$:'JtnJ:を合む。焼成はやや良好で、薄!民尚色

を呈する。杯出IS内1Mはn¥色化している。

瓦 器

椀 c :1:時tn'iJtlJ表参J!日。

椀 c(7、添付CDPl，244) 底部の破片である O 成作I向1.9cm、折(~定的~fj' ff.: 6. 5crnを測るり内1mはミ

ガキ C、外"1mはナデが施され、貼り付けにより 1ロ~tj' が作られる。 JJfì:J: は慌で、-.. 1 mrn f.'n交の砂ねを少

量含む。焼成、選元ともにやや良好で、内耐うすい附灰色、外Hri以色、 l析i古H事iiiJ.ポ色を}，!，する。!反古15

外面には焼成前に f+J字形が線刻される。

小皿 al 土器n-I'1.別表参11日。
小JIIlc 土器計測l表参照。

須恵賀土器

提鉢 (8) 日縁部の破片・である。残存高4.lcmを測る o内外rfTlとも 1"/llfiiナデが施される。JJfi.-I'.は劇11かく、~

3mm程度の砂粒を合む。焼成、還元ともに良好で、青灰色を呈する oWJ冊系。
握鉢 (9) 日縁者1)の破片である O 残存高4.6cm を測る。内聞は不定方向のナデ、外niî は [~I.J i松ナデが施され

るQ 胎士は細かく、"-3 mm程度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、灰白色をlH.する o 東播系。

担鉢(10) 口縁部の破片である。残存高4.7cmを測る o 内外聞とも凶転ナデが施され、内閣は回転

ナデの後、不定方向のナデが施される。胎土は細かく、--3mm程度の砂粒を含む。焼成、避元ともに

良好で、背灰色を呈する。東播系。

担鉢(11) 口縁部の破片である。残存高 4.0cmを測る o 内外面とも回転ナデが施される。胎土は細
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かく、 --2側程度の砂粒を含む。焼成は良好、還元はやや良好で、灰白色を呈する O 東播系。

担鉢(12) 口縁部の破片である。残存高7.0cmを測る O 内外面は回転ナデが施される o内面下半は不定方

向のナヂが施され、使用により磨耗している O 胎土は細かく、 '""3mm程度の砂粒を含むo焼成、還元ともに

良好で、背灰色を盟する o東播系。

探鉢(13) LJ縁部の破片である o 残存高5.9cmを測る。内外面とも回転ナデが施され、内閣下半は

回転ナデの後、不定方向のナデが施され、使用により磨耗している O 胎土は細かく、~ 5mm程度の砂

粒を多く合む。焼成、還元ともに良好で、背灰色を呈する。東播系。

fi!鉢(14) 11械部の破片・である O 残存i向4.3cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される O 胎土は細

かく、--2. 5mm -l'IU主の砂杭を多く合む。焼成、還元ともに良好で、灰色を呈する O 口縁部に自然来d1が

かかる。*~前系。

白磁

小7111(15、添付CDPl. 245) 成時1)の破片である O 残存高1.8cm、推定底径3.0cmを測る o}j台土は白

色を JI~ し、梢 i見。燐j北は l~~・f-。光沢のある薄緑色を呈する紬がやや厚くかかる O 外面下位は館JJ向。内

面iの利!はやや泡状化する。

小ポ(16、添付.CD P 1. 246) I1縁部の破片である O 残存高 1.2cmを測る。胎土は白色を単し、梢良。

焼成は良好。内外1Mに、やや光沢のある薄緑灰色を呈する粕がやや薄くかかる。

瓦煩

.'Jl.1L (17) 減作以 7.3cm、成存I1届5.3cm、厚さ 1.5cmを測る O 凹面は布目痕、凸聞は格T.1I11き痕が

残る O 椛 rl)~ 古1) に|し J 形の文様を伴う。胎土は密で、----- 3mm程度の白色砂粒を多く合む。焼成は硬

質で、 P'I，lIllf1iJ五位、|析IflIオリーブ灰色~灰褐色を呈する。

石制品

イi釧(18) lf~~IS を含む口縁部の破片である O 残存高 5.7cm を測る。灰白色を盟する rl~t1-i製である。

ケズリにより成形される O 口縁部内面から外面にかけて煤が付着する。

行鋼(19) 鍔以下の体部の破片である o 残存高 6.6cm を測る O 褐灰色を~!J.~する rl~日T製である。ケズ

リにより成形される O 鍔以下に煤が付着する。

石鍋 (20) 口縁部~鍔部の破片である O 残存向 5.9cmを測る。 J氏色を止するrl1rィi製である O ケズリ

により成形される Q ~~j以下に煤が付;持する。

itLlN'小制作総 (21、添付 CD P1.247) i.tllを合む休部の倣g.である o ;ffiflJ:! rJ径 7.0cm、残存高

2.65cm 、折((定Jl~任 6.4cm を測る。 11行以色を .II~する消イ i製である O ケスリにより成形される O 外削は成

形の後、摘JiIIIJに料く初fl怖されている。外凶iが!J.¥色化している。 出r-，は lヶ所残存する o

rlit:イi製tilt(22、添付'CDP1.248) 残存長 1.8cm、残存I~M 3. 7cm、原さ 2.lcmを測る o I情灰熊色を呈

するrnィi製である。品本的な形はケズリにより成形される Q 断i耐V字形のj昨状娘、|斗錐形の穿孔がみ

られるが、成 JI~ 11的の加工ではなく、 li，氏行のようなな使!日により、このような痕跡が残されたものと

批測される o

イi針~~1~j修 Iljjll (23、添付CDP1.249) 残存長4.8cm、残存|陥 10.5cm、厚さ 2.4cmを測る。灰色を呈す

る滑石製である o ケズリにより成形される o 突出部分の上面は、他の部分のケズリの状況と比較し、

石鍋外面の成形痕が残っているものと推察される O この部分に煤が付着しているが、この煤も石鍋の

段階で付いたものと考えられる。

土製品

取瓶 (24) 口縁部の破片である。残存高4.0cmを測る o 内面は指押えにより成形され、外面は器面

調整が施されるが詳細は不明。胎土は粗く、~ 3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、灰色を呈

する。外面の一部に黄緑色~暗黄緑色を呈する金属が付着する。

80100暗灰土出土遺物 (Fi g. 48) 
国産磁器

紅皿(1、添付CDP1.250) 推定口径5.0cm、器高 1.5cm、推定高台径1.4cmを測る。胎土は白色を

呈し、精良。焼成は良好。光沢のある白色を呈する粕が薄くかかる O
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白磁

小杯 (2、添付CDPl. 251) 口縁部~底部の破片である O 推定口径3.9cm、器高1.6cm、推定底径2.5cmを

測る。胎土は灰白色を毘し、精良。焼成は良好。光沢のある薄緑灰色を呈する紬が薄くかかる O平安後期の貿

易陶磁とすると未分類資料であるo

S0115鳳灰土出土遺物 (Fi g. 48) 
須恵質土器

tld鉢 (3) 1.良部の破)十である。残存高3.8cm、推定高台径7.8cmを測る。体部内外面は回転ナデ、内面見込

みは不定方lilJのナデが施される。貼り付けにより高台が作られ、底部外面には糸切り痕が残る。内面は使用に

より府粍している。 JJfi:1'，は櫛で、 .--.-lmm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、薄褐灰色~淡茶褐色を思する。

80125暗灰土出土遺物 (Fig.48)
須恵器

続1(1) 反JI:日1)を欠掛し、つまみの有無は不明である。。推定口径11.65cm、残存高2.45cmを測る O 内外

1M とも 111111~;ナデが施され、天井部はヘラ切りの後、ナデ調整、貼り付けによりかえりが作られる oJJtìJ:はやや

術で、 .....2酬f.'M~の砂粒を少量含む。焼成、還元ともにやや良好で、内閣灰色~黄灰色、外HIi以色、断面黄

jポ色を 't!，-~司る u遺構埋没時期を示す遺物ではないが掲載した。

S0185灰色土出土遺物 (Fi g. 48) 

石製品

イ{包 J.(5) 長さ 4.3cm、残存幅9.3cm、厚さ O.7cmを測る。 H背小伝色を111する州総説灰山(立行政)製で

ある。研磨により成形され、穿孔が2ヶ所確認される。遺榔#It没l時期を示す遺物ではないが掲載した。弥生時

代中期とみられる。。

80245褐色土出土遺物 (Fi g. 48) 

土師器

九Jイ泊 1:出jiliUU点参J!日。

椀c ，/"背任iiliWJ衣裳Jm。
小IIILal 上部IfhUlJ表参l!任。

小IIILa"1で保u'h!llJw'参!問。
小IlILc ，1'，時計測点参!問。

石製品

イーi包 J'(6) 以さ 3.9cm、残存111M8. 8cm、何さ O.7cmを測る oi農灰白色を呈する片岩製である。研磨により

!加隠される。穿孔が2ヶ所、および、事孔途1'1:1のものが lヶ所確認される。遺構埋没時期を示す遺物ではない

が掲載した。弥生J時代l判明とみられる。

S0250暗褐土出土遺物 (Fi g. 48) 
土師器

杯a 土器計測表参照。

丸杯a 土器計測表参照。

小皿al 土器計測表参照。

手づくね土器 (7) 口縁部~体部の破片である O器高3.0cmを測る O径7cm程度に復元される O 指押さえに

より成形される O 胎土は、 "'-'2mm程度の砂粒を含むO 焼成はやや軟質で、灰褐色を呈する O

中国陶器

盤 (8) 口縁部~体部上半の破片である O推定口径31.2cm、残存高6.3cmを測る O胎土は薄褐灰色を呈し、

やや密で、 "-'3mm程度の砂粒を含むO 焼成は良好。理由は外面暗黄緑色、内面薄黄茶色を呈し、薄赤色~白灰色

を呈する化粧土の上に薄くかかる。内面に鉄絵が施される o 1 -lb類。
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50260崎禍土出土遺物 (Fig.48)
土師器

丸体a 土器計測表参照。

小1II1a1 j二部計測表参照。

鉢 (9) t~1 縁者IS-休部上半の破)十である O 残存高 6.6cm を測る。口縁部は回転ナデが施される o 体

出1)のi胸幣は風化により不明。 )J台:.1二は 2~ 3mm程度の砂粒をわずかに含む。焼成はやや軟質で、内外面

i如氏側也、断Wir如氏褐色-}氏色を盟する Q

須恵質土織

f1li鉢(l0) 1 1純音1)---体制iの破片である O 残存商 5.7cmを測る O 内面はナデ、外面はヨコナデ、日縁

部は1111恥ナヂが施される。 JJfi.1:は 2---3mm程度の砂粒を少量含む。焼成は良好で、内断面暗青灰色、外

1M附宵1正也九!日以色を日する o 東播系。

金m製品

鉄製品(11、添付.CDPl.252) 残存長4.lcm、残存幅3.7cm、厚さ O.6cmを測る o 表的jにI!J形の痕
跡がみられるが、県1Mでは雌認できないので、穿孔の類ではないようである o 種類や)lJ;傘は不明であ

る。

右側晶

fil~1j (12、添付 CDP1.253) 長さ 4.5cm、幅6.0cm、残存厚 3.1cmを測るり|情抑制色を以する砂岩

製である o 1析1Mがfj，いU字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察される。

土製品

不IVJ製，1，，1，(13，添付CDPl. 254) 円形の製品と仮定すると、航定11任3.6cm、伐子炉向 1.3cmを測る o

JJfiJ:はペJやキIJ.く、---4. Omm程度の砂粒を多く合む竹焼成はやや良好で、|付IfJij炎政樹色---11庁府色、外国

11白茶色 ~II行!以灰色、断面暗灰色~淡黄褐色を日する。鍬 1~~ の uJ能性がある。

50343暗灰土出土遺物 (Fi g. 48) 
中国陶器

器種不明(14、添付CD Pl. 255) 11緑町15の般JI(である。残存高 2.35cmを測る o 1ヌlのお側にぷすよ

うに、粘土の日lliり付けがあり、判-T?iが付いていた IIJ能性がある oJJ台上はH音灰色を出し情。焼成は良好。

口縁者1)にj農茶色を 11~.する増Ihが i導くかかる。

50380鳳色土出土遺物 (Fi g. 48) 

土師揖

九勾泊 1:時ii'l'iJlIJ.t:，参mt.l

小IIILa 1 .1: 緋 itl・測点参J!(~。

鳳色土器 B類

椀 c JJ~詰HliJllJ 1<参J!校。

瓦器

椀c :.:l::器計測表参照。

白磁

小器(15、添付CDP1.256) 底部の破片である。残存高 1.1cm、推定底径2.6cmを測る。胎土は薄

褐白色を呈し、精良。焼成は良好。光沢のある薄黄緑灰色を呈する粕が薄くかかる。外面下位は露胎。

50385灰色土出土遺物 (Fi g. 49) 

須恵質土器

提鉢(1) 口縁部の破片である。残存高 5.35cmを測る O 内外面ともに回転ナデが施される O 内面下

半は使用により磨耗している O 胎土は 3---5mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内断面白灰色、

外面白灰色~暗灰色を呈する。東播系。

担鉢 (2) 口縁部の破片である O 残存高 2.9cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。胎土は精

良。焼成は良好で、灰色を呈する O 東播系。
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石製品

石鍋 (3) 残存高4.6cmを測る O 青灰色を呈する滑石製である O ケズリにより成形される O 耳が 1ケ

'~r残存する O

S0385灰色砂出土遺物 (Fi g. 49) 
煩恵質土器

提鉢 (4) 口縁部の破片である O 残存高4.9cmを測る。内外面とも回転ナデが施される O 胎土は3mm程度

の砂粒をやや多く含む。焼成、還元ともに良好で、暗青灰色を呈する。東播系。

担鉢 (5) 口縁部の破片であるo残存高2.6cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される O 胎土は0.2mm程
度の砂粒を少量含む。焼成、還元ともに良好で、灰色を呈する o 東播系。

瓦類

丸瓦 (6、添付CDP 1. 257) 残存長5.25cm、残存l陥4.6cm、原さ1.9cmを測る O 凹面には布目痕が

残る O 凸面は風化により調整不明である o 側面は、凹商側から切り込みを入れた後、割った痕跡が観

察される。胎土はやや密で、---lmm程度の白色砂粒を少嫡含む。焼成はやや軟質で、薄灰白色を呈す

るO 凸面に愚署警が観察される O

土製品

円盤状土製lf;l(7、添付CDP 1. 258) 符2.0cm、J.Ij.さO.7cmを測る o JJfi :1:は術で、--lmm制度の砂

粒を含む。焼成はやや良好で、日間n制色 -I~j茶制色~滞~純j色を" ~:する。"，央に焼成後とみられる穿

孔がある。 J;I，'\JI î に一条の榔状のr.~みがあるの

80505黒禍土出土遺物 (Fi g. 49) 
土師器

杯 a(8) JtO'fISの破片である o 残存高9.9cm、推定成径8.4cmを測る。体{11S内外1Mは1IIIltl.uナヂ、成郎

内面は不定}jliiJのナデが施される。底部外面は糸切りされ、板状圧痕がみられる。 JJfi.1:は常で、--2mm 
程度の砂粒をわずかに含む。焼成はやや良好で、淡黄褐色を呈する。

小皿al ，.1:出it-l'iJIIJ表参照。

鉢 (9) 11械部の破片である o残存高2.9cmを測る O 内外面ともヨコナデが施される O 胎土は密で、 --5mm
程度の砂紋をわずかに合む。焼成はやや良好で、淡黄褐色を呈する O 口縁部に部分的な褐色化がみら

れる o

鉢(10) 11縁部の破J¥'であるの残存高 3.8cmを測る o 内面は風化により調整不明、外面はヨコナデ

が施されるの JJti，'1'.はややキIlく、--4mm利!交の砂牧を多く合むo tSl:.成はやや良好で、内問機色、外断而i
明白樫色を日するり

鉢 (11) LI械部の破JI，・である。伐イ{向3.05cmをiJtlJる。|付1Mはミガキ、外1Mは1111恥;ナヂが施されるり sfU'，

は密で、金:tt1法を合むの焼成はやや良好で、|人JIMIItf茶制色--，，~制色、外 1MI附茶制色-i事前符色、断1Mi導茶符

色を呈するの内外 1M 卜~W.. に柑色化がみられるり

須恵質土器

担鉢(12) I1縁部の破片である o 残存向 4.75cm を測る。 1)~lfIiは I'II'I~;ナヂの後、斜めJi lí'Jのナヂ、外

面は回転、ナデが施される O 胎土は密で、'""-6mm程度の砂粒を少量:合む。焼成、 j望見ともに良好で、!ポ

色を呈する o 東播系。

担鉢(13) rl縁者15の破片である O 残存高4.3cmを測る o 内外耐とも 1111転ナデが施され、外rMド半は

回転ナデの後、斜め;万向のナデが施される。内面下半は使用により隣粍しているの胎 1'.は術で、九 4mm
程度の砂粒を多く合む。焼成、還元ともに良好で、口縁部外附は附黄版色、その他は!民色を!註するの

東播系。

握鉢(14) 口縁部の破片である O 残存高3.3cmを測る o 内外耐とも|回転ナデが施され、|勾耐下半は

タテ方向のナデが施される o 胎土はやや密で、"-'3mm程度の砂粒をやや多く含むO 焼成、避jC:ともに

良好で、灰色を呈する O 東播系。

白磁

椀(15、添付CDPl. 259) 底部の破片であるo 残存高2.2cm、高台径6.3cmを測るo 胎士は薄褐白
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色を呈し精良で、黒色粒を含む。焼成は良好。内面および高台上位に、にぶい光沢の薄褐白色を呈する紬が

薄くかかる o内閣に櫛或いはハケによる文様がみられる。未分類。

讃類(16) 口縁部の破片である。残存高 2.1cmを測る o 胎土は灰白色を是し、精良。焼成は良好。

内外而に、やや光沢のある薄灰黄色を呈する紬が薄くかかる o広東系。

石製品

行鍋(添付 CDPl. 260) 体部の破片とみられる。残存長4.5cm、残存幅 7.4cm、厚さ 1.3cmを測る。

E~] 1.米包をJ11する滑行製である o ケスリにより成形される O 径 5.5mmの穿孔を有す。

rlìt~fÎ 製，~I'， (添付CDP1.261) 残存長 7.5cm、幅8.2cm、厚さ 1.8cmを測る O 灰色を :~IJ.する滑石製で

ある O ケズリにより成形される o

十lit1j製，'j，'， (添付 CDP 1. 262) 残存長 5.5cm、残存幅6.7cm、厚さ1.8cmを測る o 灰色を出する滑石

製である。ケズリにより成形される o 径 6.5mmの穿孔を有す。

十1't:{I製品(添付 CDPI.263) 残存長5.0cm、残存幅9.8cm、厚さ 2.2cmを測る o E"J灰色を日する滑

イi製である H 作 8mmif:MJ交の節孔を有す。石鍋の破片の転用とみられる O

土製品

不19J製，'，，'， (17、添付 CDP 1. 264) 残存高4.05cmを測る O 外面には指頭痕がみられる o 内1Mは[具

により a~l(jj ìU，~幣が施される o 胎土は密で、焼成は良好、内面薄褐灰色、外国薄灰色~滞茶尚色、断面

Jt<: 1
I 

I色....， i専茶色.~i埠!五色を挺する o

50505灰禍粘出土遺物 (Fi g. 49) 
須恵質土縛

tli!鉢(18) I I縁部の破片である o 残存商 3.45cmを測る。内外1Mとも 11I111!;i;ナデが施される o JJfi:tは

怖で、-.， 3mm税度の砂粒を少量含む。焼成、選j乙ともに良好で、灰色を J，!.する。*揃系。

土製品

不明製品(19、添付CDP1.265) 伐作此1.6cm、残存111M7. 7cm、残存り2.35cmを測る o J:削11えやナ

デが施される。胎土は掛で、'"'-2mm 私11交の砂粒をやや多く合む。焼成はやや良好で、 j炎 ~I'i: f品色を:呈す

るO 箱型の製Jillが地;t定される。

50505暗灰土出土遺物 (Fi g. 49) 
瓦賀土器

鉢 (20) 1I緑郎の破)'1'である og~ft，白'j2.35cm を測る O 内外聞とも風化により網整不明、[]級官I~は 1m転ナ

デが施される。胎 1:はややキIlく、焼成はやや不良で、明白褐色を呈する O

白磁

市 (21、添付 CDP 1. 266) 徹底部の破片-とみられるo 残存商 1.05cmを測る o JJ白土は街。焼成は良

川・で、内断|自nJ骨qj椴色、外1f:ii~.等賞灰色を呈する o 外面に「高」とみられる盛轄を有す。

石製品

石鍋 (22) 日縁部の破片である。推定口径22.8cm、残存高4.35cmを測る o内外面ともケズリにより成形

されるo 耳部側面では、ケズリの単位をまたいだ細かな筋状の痕跡があり、細かく削って仕上げを行っ

ているものとみられる。灰白色~灰色を呈する滑石製である。

土製品

棒状製品 (23、添付CDP 1. 267) 残存長7.1cm、幅4.3cm、厚さ 3.75cmを測る。表面は不定方向の

ナデが施される O 端部では粘土の接合痕が観察される。胎土はやや粗く、-----3mm程度の砂粒を多く含

む。焼成は良好で、表面黄灰色、断面明黄灰色を呈する。

50505灰色砂出土遺物 (Fi g. 49) 
土師器

鍋 (24) 口縁部の破片である O 残存高 2.3cmを測る O 内外面ともヨコナデが施される O 胎土はやや

粗く、---..4mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、明褐色を呈する O
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須恵賀土器

控鉢 (25) 口縁部の破片である。残存高 2.5cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される。胎土は密

で、焼成は良好、還元はやや良好、内外面暗灰色、断面明白灰色を呈する O 東播系。

担鉢 (26) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高5.0cmを測る o 内外面とも回転ナデが施される o

内閣下半は回転ナデの後、斜め方向のナデが施され、使用により磨耗している。胎土はやや密で、~

2mm税肢の砂枇をやや多く合む。焼成、還元ともに良好で、明青灰色を呈する。東播系。

石制品

滑石1JD:r:r'ii~ (添付CDP1.268) 残存長 5.6cm、残存幅6.9cm、厚さ1.Ocmを測る O 青灰色を呈する

滑石製である o ケズリにより成形される O 径 5.0mmの穿孔を有す。

SD520鳳禍土出土遺物 (Fi g. 50) 
土師繕

丸杯a '1: '~lf at iWJ 米参m~ 。
小.1'111a 1 1'0時iUiUlJ夫参J!(to
鉢(1) LJ縁部の破}110 である o残存高3.35cmを測る O 内面は風化により調整不明、外面はタテ方lilJのナデ

が施される。 JJt-i:J:は術で、.......2mm程度の砂粒を少量含むO 焼成は良好で、内断面淡黄褐色、外而UtJ尚色を呈

する o外jiI1に制色化がみられ、煤が付着する O

須恵質土縛

提鉢 (2) I I鰍 t~ISの破片である O 残存高2.0cm を測る C 内外面とも回転ナデが施される。 JJfì: 1'，はやや構で、

焼成、選Jl:はともにやや不良、内面暗灰色~暗黄褐色、外商暗灰色、断耐j炎~/t・絢色を :'11する。:収帰系。

右側晶

悦 (3、添付CDP1.269) 残存長5.7cm、残有:高 1.Ocm、残千'lrlrM1. 8cmを測る o JJM天色を'aする片岩

製である o

打製石斧 (4) 残存長8.7cm、11踊7.0cm、昭さ 2.lcm をiJUJ る。!日灰色を JI~する安山山製である。遺構

服没時期を示す遺物ではないが掲載した。

土製品

不明土製品 (5、添付'CDP1.270) 民さ 4.8cm 、 r~M 4. 45cm、lばさ1.4cmを測る o tHナデが施される O

胎土は術で、焼成は良好、 IYJ~ll以色 -11時茶制{弘~淡黒褐色を思する o

~瓶 (6) 1.1鰍荷ISの俄tll'であるの残存向2.8cmを測るo内閣は金属付着物のため調整不明、外出は務面調

幣が施されるがHr~ *，UI は不明であるの JJtìJ: はやや怖で、'"'- 2mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、外面

j約五位~明前灰色、断'!f~i i如氏色 .....IY1 茶褐色を Ji:!，する O 口縁部~内閣に崎灰色~明茶褐色を:'T~する金属

が付椅する。

SD520灰禍粘出土遺物 (Fi g. 50) 
土師緑

判~a (7) 底部の破片である。残存高1.15cm、推定底径 10.5cmを測る o 体部は回転ナデ、底部内面

は不定方向のナヂが施される O 底部は糸切りされる。胎土は密で、----3mm程度の砂粒をやや多く含む。

焼成はやや良好で、内面淡黄褐色、外断面淡黄櫨色を呈する。

丸杯a 土器計測表参照。

小皿al 土器計測表参照。

鉢 (8) 口縁部~体部上半の破片である。残存高 5.95cmを測る O 内面は風化により調整不明、外面

は回転ナデが施される。胎土は密で、---2 mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成は良好で、淡黄褐色を

呈する。

鍋 (9) 口縁部の破片である。残存高 5.0cmを測る O 内面はナデが施され、外面は煤により調整不

明。胎土はやや粗く、"""4mm程度の砂粒、金雲母をやや多く含む。焼成は良好で、内面暗赤茶色、外

面暗黒褐色、断面暗灰白色を呈する O 口縁部に褐色化がみられ、外面に煤が付着する O

瓦器

椀 c(10) 口縁部を欠いた体部~底部の破片である O 推定口径 15.3cm、残存高4.8cm、推定高台径
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F，g 50 満出土遺物実測図 (13) 

6.2cmをiJIIJ心 l人l外Ifllとも ミカキcか胞される 111け)j.fけにより尚子Tが竹られ心 ，JJfi I 1よ術で、焼此、足ILと

もにややU'l(で、内外1(1¥11日!大色.附[1(1¥I~ J I火1'1~ I止する

須恵質土器

J呈鉢 (11) IIH:mの似J'，である 伐{{，:':j3. 15cmを測る l人l外111¥とも 1"1和‘ナずがぬされる 1I'IIfu卜

'1eは1"1+.L;ナ戸の後、 ~lめん [ÎIμη} -，'-'かぬされる 肝i1'.はやや'品ーで、 ，1 m m f't'. I且の((J;Pを少ltlf守む 焼

成、遺JI:ともにu4fで、 I1 *s; ffI~外 1(1\ 1 よ H庁~.I.\ I1( 色、その他は I~J ，';-11，色を 'I~.-rる ~tl冊系

1¥1鉢(J2) 1 1綜郎の倣J'，である 伐({山 3.15cmを測る |人l外 1M ともいI~;ナデか}iÍlíされる 船 1".1よ

常で、-4mm f，!Ii!'の砂仰をやや多く合む 焼成、 jl!1乙ともに良好で、 'VJi'ilTi色を E11する 点J市系

~鉢 ( 1 3 ) 1 If~~i\の破J'，ー である'iHr 尚 2. ，Icmを測る内外IUIとb1"1・Ju;-j-デが』もされる肝i1'.1よ術で、焼

成、選JじはともにJ'!H、|人11(ljlYJl'f以色、外IlljlYJ ，'11火色 lI ì~ ，'HJポ色、断IlljlYJ I火(1色を adする ~tl前系
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越州撫系青磁

器合(14、添付 CDPl. 271) 香炉等をのせていたとみられる器台の破片である。残存長 2.9cm、残

存料 2.8cm、)ばさ 0.4cmを測る o 胎土は薄灰色を虫し、精良。焼成は良好。内外国ともに、やや光沢

のある 11育オリーブ色を!Ilする紬が薄くかかる。近接する SX530暗褐土からも同様の破片が出土してい

る (Fig.100の38)0 r司一個体の可能性もある。

中国陶器

難(15) 応部の破片-である。残存高 2.35cmを測る O 内外Hliとも [nl転ナデが施される o sfi:-1:はやや

術で、 "--lmm.f:'IU交の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内而i倍以亦色、外}古II仰天質色、断国jf円以水色~

IIl'fJ民{立を '1~，する。

小ボ(16) I 1械部の破片である O 推定口径3.5cm、残存高1.9cmを測る。 J1fi:J:は滞褐白色を足し、

梢lし焼成は良好り内外聞に、薄褐灰色を呈する糊が滞くかかる。

石製品

イi針。(17) 1 I紙部の破片である O 推定口径 18.8cm、残存高 3.9cmを測る。 19J以I'lt与を 111する滑石

製である H ケズリにより成形される。外而に煤が付持する。 lfが 1ヶ所残存する。

S0556鳳色土出土遺物 (Fi g. 50) 

土師器

小IIILa 1 1:部ul'i.則表参照。

鉢(18) 伐イ{i向9.25cmを測る。 I1任30cm以上に復必される。内外面とも不定方IUJのナデが施され

る。 JJfi1'.はキHく、----5mm程度の砂杭を多く合む。焼成はやや良好で、内断面明茶褐色"'-~.尊!良樹色、外

1M 111¥' :.1.¥尚色~薄黒褐色を毘する。山内1)I付I(IIに!日色化、体部~底部外面に褐色化がみられるり

石製品

r，!iJ"不i製Jill(19、添付CDPl. 272) 民さ 5.9cm、l幅5.65cm、高さ 2.lcm を測る。 IVJJポ 1'1 色を II~，する滑

行製である。ケズリにより成JI~ されるが、側面に未加工箇所がみられる o 行鍋の破} 11，を%;)11したもの

で、県 1M はイ i鍋外 I(IÎ の加 1:艇を伐す。 11 1 央部分を断面凸字形に成~I~ し、 ln!?宇部'1 1 央を 1"1JIラにIljlJり窪め

ている H

80595出土遺物

S-595崎禍土出土遺物 (Fi g. 51 ) 

土師器

小IIILal I".a品Ir'l'iltlJ}<参!!¥L

脚付鉢(1) 出向ISの俄n'である。残存向3.85cm、推定成紙12.8cmを測る o 調整は)風化により不明。貼り

付けにより脚が作られる n 脚は指ナデにより成)I~ される Q 脚は 1 ヶ所残存する o 胎 1... は 1 --2mm程度

の{II州立を多く合むの焼成は良好で、内 IfrirJiリポ色、外断面淡褐色~極色を虫する O

須恵質土器

犯鉢 (2) 仁|縁者ISの破)十である o残存高4.7cmを測る o内外国とも回転ナデが施される on台ニl二は精良。焼

成、還元ともに良好で、灰色を呈する O 東播系。

石製品

砥石 (3) 残存長 9.3cm、幅 5.3cm、厚さ 3.9cmを測る。暗灰色を呈する砂岩製である O 平坦な砥ぎ

面のほか、断面が浅い U字状を呈するi棒状の砥ぎ痕、敵打痕が観察される o

S-2581暗灰土出土遺物

須恵器

壷(添付 CDP 1. 273) 体部の破片である O 推定胴部最大径 14.6cm、残存高 4.9cm、推定底径3.2cm

を測る。内外面とも回転ナデが施される。外面上半はカキ日が施される。胎土は 2-----3mm程度の砂粒

を少量含む。焼成は良好、還元はやや良好で、内面青灰色、外面灰色~暗灰色、断面灰色~淡赤褐色

を呈する。
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初595暗褐土

5D680自灰砂

〈二王竺ミt 4 

S0680白灰砂出土遺物 (Fi g. 51 ) 
須恵器

FIg.51 溝出土遺物実測図(1/3) 

3 

o 100m 
l-'~ïー「一一r----rー十一一 | 

蓋c1 (1) I 1縁部の俄J'r-である。抗定11任 13.5cm、残存自fjl.7cm、推定成作 11.7 cmをislJる"I"J外

面とも 1111ìl&~ ナデが施される U ベJI:日I~ は 1111 似ヘラケズリが施されるけつまみ持介に{‘ドう IIIIII!I; ナヅ~(/) :Jf{跡

が観察される。 lhljり付-けによりかえりが作られる。 JJfi1--は2...3111111 ，f:'，tl交の砂*¥1.を多くかむ“焼成、還

元ともに良好で、|付|析而背灰色、外1M訂版色 ---11仰天色を"~.する。 7 111:紀後 '11..とみられるくP

均二a(5) U筏 10.6cm、総尚 3.7cm、成派 5 ‘ 2cm を~j{lJ る。内外1M とも 1111'1i.r;ナデが施されるけ J/ω1) は

ヘラ切り後、米側整である o 胎土は 3--.< 5mm {!rU庄の砂軌を多く~むn 焼成、 j遺 J己ともに li~J で、!.I.\J1<

色を呈するο7世紀後半とみられる O

杯a(6) 推定 1.1符 17.7cm、器高 6.1cm、推定成筏 8.0cm を測る。休部は 1IIIil&;ナデが施され、 li~tmの lunJ秩

は風化により不IP1である O 胎土は 2--.. 3mm程度の砂粒を多く介む。焼成、避瓜ともにやや良好で、淡

褐灰色を JI~.する。 7 1.!J:紀後半とみられる O

費(添付CDPl. 274) 体部の破片である O 残存長5.9cm、残作111M8. 8cm、)引き O.8cmをjJtlJる。|付1(li

は同心円とみられるあて具痕が残り、外面は格子叩きの後カキ 11が施される。 JJfi:1:は術で、--...1 mm利

度の砂粒をやや多く合む。焼成はやや不良で、内断面E足褐色、外 1M以;陶色~以 !.U色を !:I~. する。
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S02443晴灰土出土遺物 (Fi g. 52) 
土師器

小皿al 土線計測表参照。

須恵質土器

抑鉢(1) 底部の破片である。残存高 3.2cmを測る O 外面は回転ナデが施され、内面は使用による

府粍で、澗整痕が消えている O 胎士は lmm程度の砂粒を少量含む。焼成、還元ともに良好で、 H音背灰

色を川する o

S02446 ~事禍土出土遺物 (F i g. 52) 

土師器×瓦器

腕cXメL杯c(2) 応部の破片・である O 残存高2.1cm、推定高台径7.2cmを測る O 内閣はミガキ、外岡iは回

転ナデが施される()Ul1iり付けにより高台が作られる O 胎土は精良。焼成はやや軟質で、内耐以下i色、外断面

n\色を ;I ，~するの!応部外 1Mにヘラ ii己号を有す。

組州縛系青磁

時台 (3、i添付'CDPl. 275) 肩部の破片とみられる O 残存高2.6cmを測る O 胎土は精良で、!ポ色を

日する。焼成はlttUf-()内外Hdに、にぶい光沢のある暗緑灰色を呈する紬が薄くかかる。 SX530IItr褐土

からも IHJ織の破nのfH¥:J'，している(fig，100の38)0同一個体の可能性もある。

S02446灰色砂出土遺物 (Fi g. 52) 

須恵質土緑

JM鉢(t1) 11縁部の破片である。残存高 2.55cmを測る O 内外i耐とも|凶転ナデが施される o JJti土は

2 mm f'I~}支の砂粒を微量含む。焼成、還元ともに良好で、!ポ色を 'I~サーるの東揃系。

鉢 (5) 日縁部~体部上半の破片である O 残イ{:i向7.1cmを測る。内外Hliとも 11IPI以ナデが施される。外

1M' f半は回転ヘラケズリが施される。 Jlfi:1:は2--3mm杭!交の砂杭を多く合む。焼成、還元ともに良好

で、灰色を呈する O

岡安窯系青磁

椀 (6) 版部の破JI，'である。残存向 2.8cm 、 1尚子?符 5.5cm を測る O 胎 1'，は 1'1 色---I' I}氏色を '!I~，し、精

良。焼成は良好。やや光沢のある淡i古紙色を「Iiする ~Ihがややりくかかる o 内 1(li 比込みの ~III を輪状に掻

き l~ る ω 回 -2 刻。

S02447茶褐土出土遺物 (Fi g. 52) 

土師器

J:{~ a ( 7 ) Jif fflSの俄J't，である O 残存向上 45cm、推定成径 12.4cmを測る o 内外聞とも Im~ナデが施さ

れる o J島常15 切り離し技法は不明である。 JJ台 j~. は 2mm 程度の砂粒を少量合む。焼成は良好で、灰褐色を

ほする o

小una(8) J底部の破片である O 残存商0.95cm、底径6.9cmを測る o 内外面とも回転ナデが施される O 底

部は糸切りされる O 胎土は精良。焼成は良好で、灰褐色を呈する o

鉢 (9) 口縁部の破片である。残存商4.9cmを測る o 調整は風化により不明である O 胎土は 3"-'7mm 

程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、淡灰褐色を呈する O

瓦器

椀c(10) 推定口径17.2cm、器高4.7cm、推定高台径8.1cmを測る o調整は風化により不明である O 貼り

付けにより高台が作られる O 胎土は精良。焼成は良好、還元はやや良好で、内外面灰色~灰黒色、断面灰白

色を呈する O

石製品

砥石(11) 残存長 6.4cm、残存幅 6.7cm、厚さ 2.9cmを測る O 茶褐色を呈する泥岩もしくは頁岩製

である。平坦な砥ぎ面に、厳打痕が観察される O

土製品

セン(12) 残存長 10.Ocm、残存幅8.0cm、残存厚3.7cmを測る O 胎土は 1"-' 3mm程度の砂粒を多く

含む。焼成は良好で、黄褐色を呈する O
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502447白灰砂出土遺物 (Fi g. 52) 

瓦器

椀(13) 口縁部~体部上半の破片である O 推定口径 18.8cm、残存高 4.3cmを測る o 内面はミガキ

c 、外国の調整は風化により不明である O 胎土は精良。焼成は不良、還元は良好で、内外淡黒灰色~白

灰色、断面仁!灰色を呈する O

須恵質土器

払!鉢(14) (J縁者I~の破片である。残存高1. 25cmを測る o 内面の調整は風化により不明、外耐は回

転ナデが施される O 胎1-:は lmm程度の砂粒を微量含む。焼成、還元ともに良好で、 11背背灰色を思する O

一点揃系。

朝鮮系無紬陶器

制(15) 休部の俄}十である。残存商3.5cmを測る O内面はヨコナデ、外面は格子IIIJきの後ナデが施される O

lhljり付けにより断rfri'¥i角形を!I:する突帯が作られる。胎土は精良。焼成、還元ともに良好で、内外耐jll青青灰

色、断I(IIi炎み制色を![~する。

502448暗灰土出土遺物 (Fi g. 52) 

土師器

椀c(16) 応部の破J~・である臼残存 i白 2.0cm、批定i荷台径 6.6cm を測る o 内面の調整は風化により

不明、外IfIiはミガキ cが施される。!底許1)外}削は板状}{艇の後、ナデが施される o 11占り付けにより高台

が作られる。 JJti 1: は精 l~。焼成はやや軟質で、|付 1MJ民間色、外IMi:炎!民制色~将位、|析1Mにぷい符色~

禍!氏色を!，!.する。

小lIILa 1 'l，時計測点参H日。

小IIILc (17) 般定LJ任 8.8cm、総尚 2.2cm、抗定向台筏4.5cmを測る O 内外}耐とも Inl!Iil~ナデが施さ

れる o U，ljり付けにより向台が作られる。胎土は粉良。焼成は良好で、内外側淡)民悩色、断I(IIi如氏褐色

~褐以色を ，!x!.する。

鍋(18) 口縁部の破片である O 残存高2.4cmを測る。内外面ともヨコナデが施される oJJti， ，'，は 3~5mm程

度の砂粒を含む。焼成は良好で、内外面褐色~暗褐色、断面褐色を呈する。内外面に褐色化がみられる。

瓦器

椀 c(19) 成部の破片である。残存高1.6cm、推定高台径6.1cmを測る o 調整は風化により不明で

あるが、外WIに指頭痕が確認される o 貼り付けにより高台が作られる。胎土は精良。焼成は良好で、

内外l(lI!日色、|析IlfiJ民I'J包を治する o

S02681鳳灰土出土遺物 (Fi g. 53) 

石製品

イJ鍬(1) 民さ 3.lcm，側 2.0cm、断さ O.5cmを測る o I仰天黒色を呈する安山岩製である。遺構埋没

H判明をぷす遺物ではないが掲載したo

502682晴禍土出土遺物 (Fi g. 53) 

石制品

i骨石製品 (2、添付CDP1.276) 長さ 4.6cm、l隔3.1cm、高さ 2.3cmを測る O 明灰白色を呈する滑石

製である。ケズリにより成形される o 中央に半球状の窪みを有し、側面に沈線状の削りが一周する。

砥石 (3) 長さ 14.2cm、幅 8.0cm、厚さ 4.8cmを測る O 明灰白色を呈する砂岩製である。砥ぎ面は

5面観察される。平坦な砥ぎ面の他、右側面下位に、断面が浅いV字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察

される O

503129黒灰土出土遺物 (Fi g. 53) 

白磁

小壷蓋 (4、添付CDP 1. 277) 完存する O 径 3.2cm、器高 1.05cmを測る O 胎土は灰白色を呈し、精

良。焼成は良好。上面に、やや光沢のある薄灰緑色を呈する紬がかかる O 華南産。
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Fig.53 溝出土遺物実測図 (5は1/1、1は1/2、その他は1/3)

-99-

8 

バ
判

υ 11 

100m 



ガラス製品

小玉 (5、添付CDP 1. 278) 径4.0mm、高さ 2.5mm、穴の直径1.2mmを測る。暗青緑色を呈する o 遺

構;開没時期を示す遺物ではないが掲載した O

S03998鳳灰土出土遺物 (Fi g. 53) 

石制品

行部~~1In11多，'d，(6、添付CDP1.279) 残存長5.4cm、残存幅4.1cm、残存高 1.3cmを測る O 筏5.4cmに

1UJl;される o "向!日灰色を:!Itする滑石製である O ケズリにより成形される O 円盤状の本体に、円柱状の

突起が付いた形態を成す。突起郎には側面から穿孔が施される。石鍋の破片を転用したものとみられ、

ド1Mにイi釧外耐の成形艇がうっすらと残る O

S04017鳳灰土出土遺物 (Fi g. 53) 
膏白磁

IIIL (7) 成郎の般)1，'であるo 残存高 3.15cm、底径5.3cmを測る O 胎土は薄白褐色を;!liし、納品。焼

成は良好。内外'1Mに、光沢のある薄黄緑灰色を呈する紬が薄くかかる。

S04629晴灰土出土漬物 (FI g. 53) 
石製品

磨製:tI斧 (8) J毛さ 10.5cm、幅 5.1cm、厚さ 2.5cm を測る。"白紙背色~茶尚色を II~する総色片岩製

である。 4iJfJflにより成1隠される o 遺構埋没時期を示す遺物ではないが倒載した。

S04672崎禍土出土遺物 (FI g. 53) 
中国陶揖

耳~íM (9) LI縁部~体部上半の破J'r"である。推定11任11.2cm、残存肉 5.2cmを測る O 胎1二は精良で、

部制色 -IJ将!ポ褐色を果する O 焼成は !~Uf'o 外 l(rÎ およびI~，I鰍部内閣に、やや光沢のある j農紙色をはする

年111 が滞くかかる。1'-1 縁部|付，[iIiの ~Ih はほとんどはがれている。口縁部内閣に褐白色を 51する化粧土が観

策される。.l.fが l ケ!貯伐イがするの田 ~l()

S04753白灰砂出土遺物 (Fi g. 53) 
鳳軸陶器

κ11例(10、添付'CDPト280) 版部の破)十である。残存高1.3cm、高台径3.8cmを測る o JJf.i土は薄

"J 制色を't~し;附良で、!日色枇を合む。焼成は良好。内閣および外面上位に、やや光沢のある黒色を呈

する増111が!手くかかる Q

S04763灰禍土出土遺物 (Fi g. 53) 
石製品

十I~T石製品(1 1 、添付 CD P1.28l) 残存長5.lcm、幅3.1cm、高さ 1.8cmを測る o 明灰黒色を呈する

滑石製である。ケズリにより成形される。平面形は、角ばった 8字状を蛍す。上面には、平面人角形

(2.2 X 2. 2cm)、断面逆台形(深さ1.1 cm)の彫り込みがある。彫り込みは長軸方向に 2つ以上並ぶも

のとみられる。

井戸出土遺物

SE020暗褐土出土遺物 (Fi g. 54) 
土師器

小皿a1 土器計測表参照。

土製品

取瓶(1、添付CDP1.282) 口縁部の破片である O 外面は指押えにより成形される O 内面の調整は

金属付着物により不明である O 胎土はやや細かく、----2mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、外面灰
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1 Iゐ 1I:~ 日1> 1 "1 1111 に、パ II ，h 心~'I.l I Jl で lよさん t ・ 1ft 跡が 1 ， 

所残(( I 心 III~ ，% 1吋11111・4、昨('; f()' ("， ，41.制1('~ lIiHltl ("， '" '，' I 心 ~L' ~.~が 1・J .r， I心

SE020ねずみ色土出土遺物 (Fig，54)

土師総

)LJf・a I ~~川，U!J )< ?J ¥lfI， 

小IIIl，， 1 1 ~~， 11 測点怠附

外 (21 1 IHM li(~f\の f岐1\である jfl ，と11 if 2i， 2刊し協rnj9.1rm‘jfl ，じliCifli， :km ~.，則ゐ I"¥illlli 1 

コナデ、外11111よタ γ ハケの後、 ーI"' -，-rがぬされ心 月fiI Ij'，軒 C、 :! m m 1'，' 1ftのI(レIH 少悶作む 悦

成はJ'!Il (で，1・ぶいね色 li.J I火色 ，'，I!， ~色 1: '，' J心 1"1外11111-刊、がf.Jf' I心 l'・'111111・1がベ'ベ'lf'，llし

ており、j'，'外と LてのN:川が也13じされる

須:e貿土器t
倒1:1.ぷf.Jl1) 1'1.2H31 ';l.!{する 1 111'< 16. 9cm、協向日Irm，ばff5. ;KsI企lUlJ心 I"IÝ~IIII レも 111同0， 1 1 

が施される li(~I;1よ糸切り 5 れる JJfì 1はやや術で 5醐 I'W!'の砂駅"Ji.少1，;i"守む税，，¥<.1よJ'!.h(で、 1'"色舟

呈する ， ~(j冊 ~ミ

木製品

球形木製 I~III ( .1、，.f.j'JCD P 1.28.1) 、下を欠liI4る)l~ さ 5.2cm 、恥，~4. il'm、yUr，rI， 3. Hcm 'h削る
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ケズリにより成形される。用途は不明である o

土製品

鈎捌? (5、添付CDP1.285) 鋳型の破片と推測されるo 残存長2.6cm、残存l幅1.5cm、厚さ1.4cm 

を測る o i'I1J11iえにより成形される。胎土は富、で、 ---1 mm程度の砂粒を含む。焼成はやや良好で、灰色

を }í~. する O

SE025暗褐土出土遺物 (Fi g. 54) 

土師器

小IIIlal .1'，出i1 hlllJ J<参m~ 。

鍋 (6) 1 1鰍高|ト体行1>の破川・である。残存i向10.3cmを測る。口径50cm組!立に復元される O 内外面

ともリコナヂが施される。 JJfi.1'，はやや制lく、 ".6mm私u交の砂粒をやや多く含む。焼成は良好で、内面

にぷいl't柑色、外I(ti以前色'--lIff以前色、断HII?軍政!ポ色を "I!.する o 体部外面下半に煤が付:持する。

瓦縛

椀仁 L時HI'iUlJ.}(参J!日H

SE025晴灰土出土遺物 (Fi g. 54) 
土師器

JLj~~ a 1'，出ill' iUlJ }(磐l!(c，

瓦貧土器

不IUJ拠品(i給付 CDP I . ~8()) 伐イ{以 5.1cm、伐イr: 1~M 8.1cm、)早さ 3.7cmを測るり JJfi.¥'，は術で、 lmm程

度の砂粒を少量まt.むυ 焼成，.1n.~f で、}(1M以1'1也、断I(til*1'1色---11削民色を， I~ する。穿イしをイi す。

石似品

iìl~ ィ (7) 伐イr:!l:4. 6cm、残存111M6. 5cm、!引き 3.5cmを測る o IYJJポ1'1{立を'，!.する{沙別製である。 fi~~ ぎ

I(II (.t 己 1M あり、機:JJ{ の他、 W~状の紙ぎ脱が観察される(J

SE025灰色粘出土遺物

土師器

九j不a 1:路市l'iUlJ点参J!日。

SE050晴灰粘出土遺物 (Fi g. 55) 

土師器

)L J:.f~ a 1:時iil'HIIJ点参!!任。

小IllLa \'，出 ì11.mlJj(参J!(~ 0 

瓦 器

腕c j: {，~ i tl ijllJ :J<参mto
倒(l) IJ縁部の俄)j'である。残存向 3，6cmを測る o 内外聞とも、 111福が狭く密なミガキ Cが施され

る。 [1鰍持1)内凶iにjx線を有する o JJfiJ:は精良。焼成は良好、選元はやや良好で、内外面黒灰色、断面

以1
/
::1色を設する。いぶしにより表面が熟化し、やや光沢がある。畿内系。

小皿L(2) 口縁部の破片である。残存高 1.35cmを測る。口径 11---12cm程度に復元される O 胎土は

精良。焼成は良好、還元はやや良好で、内外面黒灰色、断面面灰白色を呈する o いぶしにより表面が

殿化し、やや光沢がある。畿内系。

白磁

椀 (3) 大半が残るo 口径 16.9cm、器高6.65cm、高台径6.2cmを測る o 胎土は灰白色を呈し、精良。

焼成は良好。紬は光沢のある薄黄緑色を呈し薄くかかる。白堆線、輪花が6ヶ所施される。 II-4b類。

木製品

題畿 (4、添付CDPl. 287) 残存長7.2cm、幅4.55、厚さ 0.45cmを測る O 風化により加工痕は不明

である O 墨痕等は観察されない。

柄 (5、添付CDPl. 288) 柄部のみほぼ完存する O 柄は長さ 12.55cm、幅2.8cm、厚さ 1.5cmを測る O
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SE050暗灰粘
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Fig.55 SE050出土遺物実測図(1/3)
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X線搬影で内部に茎が残ることが{確認され、推定長9.3cm、万身の帽は2.1cmを測る o 日釘が lヶ所存在す

るO

金属製品

刀片 (6) 刀身の{政}十である。残存民4.05cm、残存幅2.55cm、背の厚さ 0.4cmを測る。

右側品

紙イ (7) 伐存民 10.7cm、伐イ'{111M5. 9cm、残存摩 8.3cmを測る。黄灰色~附灰色を盟する火成岩製

である。典的iの訓れ11に、 J媒:JUが能Jl策され、制れ口も部分的に使J+Jしたものとみられる。

似イi(8、添付CDPI. 289) 蛾作民 14.6cm、l踊10.Ocm、原さ 6.5cmを測る。 附灰黒色を叫する砂岩製で

ある。搬艇のはか、断 1Mが V'i:状を II~する紺!い構状痕、断固jが浅い U'-f:状を日する榔状娘、円形に彫

り律めた:瓜跡、敵~:f肢が制併される。

SE050賞白・育灰粕ブロック出土遺物 (Fi g. 55) 

土師織

JJ~~地 (9) 1 I鰍郎、体行1)の似J'1' である H 折t~ tË l I何9.0cm、残存自J2.7cmを1111Jる。 1)'1WIiはミガキ Cが

施され、外1Mはl'ti'4111えの後ナヂが脆されるυJJfi1:は怖で、--4 mm f'i~度の砂申立を少量;iTむ。焼成は良好

で、 i専制!民色を l，~する υ

小IIILa1 1'，総計iUlJJ<室長!!(し

鉢(10) I I 鰍自I~ の{政 n' であるけ伐イ(向t1 .GC Illを測る(l I付I(IIはミガキ cが施され、外1Mはほとんどが

風化により不IUJながら :J:1ナゾJが・出1)創刊4される l' Jlfi 1'，は術で、"'-3mm ，f'，U交の砂粒を合む。焼成は良

好で、 J~ 1'1 íi~ ~ l ，~する υ

SE150晴禍土出土漬物 (Fi g. 56) 

土師栂

小IIIla 1 1:総計islJfl:.参J!(1o
小lIIla2 (1) 舵定LI任 8.6cm、残存自~O. 95cm、批定成作6.8cmを測るり rl縁部内1Mは折り返しによ

り沈線状を日す。調整は内外1Mとも風化により不明である o JJfi' 1'，は車IUかく、--1mm 和u交の砂紋を微量

に合むH 焼成はJ:.t好で、!ポ1'1色を盟する o

鉢? (2) 11線高I~の破}¥'である。残存商 2.75cmを測る o 内外国とも風化により i捌整不IYJ。胎土はや

や中Ilく、 、 2.Gmm f'tU支の{沙料:を多く合む。焼成は良好で、にぶい樫色~にぶい褐色を!11する O 日縁部

に制色化がみられる。

釧 (3) I 1鰍 ì~l)の 1i&)J~ である H 伐イド尚 2.3cm を測る。|大1i聞は風化により調整不明、外ï(liはヨコナデが施さ

れる()JJfi 1'，は紺|かく、可 2mm，f'，~肢の砂軌を多く合む。焼成は良併で、浅黄~設色を fiiする o

鍋 (4) I 1械部の倣n'であるけ伐作向 3.0cmをiJIIJるo rH，王40cm私!に復'J乙される o I付加はヨコナデ、

外1Mはタテハケが施されるりJJfi1'，はやや中Ilく、、 4mm;f'，l肢の砂粒を合む。焼成は良好で、機色を呈す

る。外liJiにしみ状の尚色化がみられるの

鍋 (5) I1械部の倣JI'である。残存向2.4cmをiJUJるo内1Mはヨコナデ、外聞はタテハケが施される。胎土

はやや細かく、---2mm;fMJ庄の砂粒を多く合む。焼成は良好で、経色を呈する。

鍋 (6) 1.1級官15の破片・である O 残存出ij6. 3cmを測る O 内耐はヨコナデ、外国はタテハケが施される。胎土

はやや粗く、.......3mm秘!立の砂粒を多く含む。焼成はやや良好で、内面樺色、外面灰白色、断面澄色~

灰白色を呈する。

瓦器

椀c(7) 底部の破片である。残存高l.4cm、推定高台径3.0cmを測る。内面は幅の狭いミガキ、外

面は回転ナデが施される。貼り付けにより高台が作られる O 胎土は精良。焼成は良好で、内外面灰黒

色、断面灰白色を呈する O 畿内系。

椀 c(8) 口縁部の破片である o 残存高 2.8cmを測る。内外面とも幅の狭いミガキが密に施される O

胎土は精良。焼成は良好で、内外面灰黒色、断面灰白色を呈する O 畿内系。

椀 (9、添付CDP1.290) 底部の破片である O 残存高 l，05cmを測る。内面はミガキ c、外面はヘラ

切り後、ナデが施される。胎土は密で、----1mm程度の砂粒を含む。焼成はやや良好で、内面黒褐色、

外断面灰白色を呈する O 外面に「上Jとみられる墨書が観察される。
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鎖恵質土器

鉢(10) 口縁部の破片である。残存高2.6cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される O 胎土はやや

情で、----1. 5mm程度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、灰白色を呈する O 東播系。

石製品

石鍋(11) 口縁部~体部上半の破片である。残存高 5.6cmを測る O 口径30cmほどに復元される O 青

灰色を呈する滑石製である O ケズリにより成形される。鍔以下に煤が付着する O

滑石製品(12、添付CDP1.291) 長さ 2.6cm、幅1.6cm、厚さ1.6cmを測る O ケズリにより成形さ

れる O 青灰色を呈する滑石製である O

SE150黒灰土出土遺物 (Fi g. 56) 

土師器

小皿 al 土器計測表参照。

鍋(13) 口縁部の破片である O 残存商 2.0cmを測る O 内閣はヨコナデ、外聞はタテ方向のナデが施

される。胎土は細かく、'"'-3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好・で、内|析而浅黄椴色、外聞にぶい椴色

を呈する o 外聞に煤が付着する。

石製晶

石鍋 (14、添付付'CωDP引1.292幻) 推定LI哨J杭符!29.0仇cm臥、 3僻品i肉向 3.2犯5c叩m、羽抑批{主if4定心)成必筏21.7冗cmを測るO鉢銀u以民色を!

する滑石製である o ケスリにより成形される。体行1$上半が欠制したイi鍋のWtlれLIをl'州IL1:したものと

みられる。

SE150漉膏灰粘出土漬物 (Fi g. 56) 
須恵質土標

提鉢(15) 11縁部~体部上半の破片である。残存高4.7cm を測る O 内外国とも~!I !lii;ナデが施される。内 1M

の口縁者1$付近に揃顕痕がみられ、下半は回転ナデの後、不定方向のナデが施される。胎;上は衝で、 -3mm科!

度の砂粒を合む。焼成、遡元ともに良好で、口縁部外面は青灰色、その他は灰色を呈する。東播系。

木製品

曲物成松(16、添付 CDP1.293) 長軸 14.8cm、短軸 13.8cm、厚さ 0.5cmを測る o 正円形にはなっ

ていないが、!瓜化や欠陥ではなく、 Ji:々 このような形に加工されている O 側聞には符 2..... 3mm利!庄の

釘穴が2ヶ所側製される<)

SE150晴灰粘出土遺物 (Fi g. 56) 

土師器

小皿a1 .J:保n1'inU.J<，参照。
小皿al(17、添付 CDPl. 294) LI縁部......Jif. t'il)の破川・であるの椛定11何9.5cm、伐イr:向 1.1cmを測るけ

内外面とも Iril~ii; ナデが施される o 岐部はヘラ切りとみられるけ JJfi.1'.は術で、刊 1mm f'I~1立の砂牧を合む。
焼成は良好で、、!米 I~] 色を呈する O 内 Wî に期調:が都はきされるの

SE150黄褐土ブロック出土遺物 (Fi g. 56) 

土師器

小皿 a1 .t探計測表参照。

小皿(18) []縁部の破片である O 残存高 1.75cmを測る。内外耐とも}札化により i捌幣イ，IPJ () JJti 1:は

やや密で、--1 mm税度の砂粒を含む。焼成は良好で、内外1M以It J色、|析[flI1.ポ色を， I~. する。

鍋(19) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高 10.5cmを測る o []任50cm私!に彼Jl:されるの|付1M
はヨコナデ、外国はタテハケが施される O 胎土は細かく、'"'-4mm科度の砂粒を合む。焼成は良好で、

内外面積色、断面にぶい燈色を呈する O 外面に煤が付着する。
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SE150附褐土
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Fig.56 SE150出土遺物実測図 (1/3)
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SE150井戸枠 (Fig.57-65)

木製品(表 1) 

縦板(1----13、添付CDPl. 295 ----307) 残存長 164.1----184. Ocm、幅 13.6 ~ 31. 4cm、厚さ 2.4~ 

3.0cmを測る O 割りの後、出っ張った部分を手斧などで削り、成形される O 残存する小口には、斧な

どによる粗い切断痕が残る O

横桟木(14'"'-" 25、添付CDP 1. 308 '"'-323) 長さ 83.9'"'-87. Ocm、幅9.0'"'-9. 8cm、厚さ 4.4'"'-' 6. 4cm 

を測る。割りの後、手斧などで、成形される。樹皮を剥いだだけのようにみられる面もある(15、17、

19 -----21)。小口を凸形(14----19)、凹形 (20----25) に加工する。加工痕は不明瞭だが、鋸や撃などに

よるものと推測される O

支柱 (26----34、添付CDP 1. 324 ---331) 長さ 51.6 --53. 9cm、制 6.9"-9. 4cm、厚さ 3.5--5.6cm

を測る。制りの後、手斧などで成形される O 小|こ|はつぶれており、痕跡は不明瞭だが、鋤iにより切断

されたものとみられる o

曲物 (34、添付CDPl. 332) 筏 50.9cm、残存向 34.1cmをiJlljるo Jばさ O.5cm科肢のJ似を挑め、樹皮でWi
める。内聞には挑め安いように、縦や斜めに切り込みが施されるo;n1;t，反が巻かれていた縦断;が残るo市似は

3段以.L".とみられる O

裏板(添付 CDP 1. 333 --347) 縦板の介せけに外側から .¥1'1てられていた、薄干の似であるけ残イ匹以

112.0 --173.6cm 、 ~IM 6. () --14. 4 c m、l引き 0.3-.. 1. 1 cmを測る“脱出1)に何 6-7 mm の ''Å~" イしをイ1・するも

のがある。

SE150膏灰粘出土遺物

土師器

小111La 1 _ J-.出，n"jslJ表参照。

SE175晴禍土出土鴻物 (Fi g. 66) 

土師器

小JIIla 1 1: 総計測点参m~o

瓦器

椀(I) I I鰍郎の俄H" である。伐イr:向 3.3cm をiJtlJ ゐ“|人l外 1M とも帆が侠く禍r~ ミガキ c が施される“

口縁部内1Mにit線が施されるけ JJ(i1". はやや術日焼成は良好で、内外 I(IÎ 以!日色、断 1M 前川(与を ll~ "4・ゐ H

畿内系。

SE190晴縄土出土遺物 (Fi g. 66) 

自磁

合子被 (2、添付"CDP 1. 348) ほほ完作する。 1Iff 5. <km、総向 a.5!km、kJ 1: ffI~ff a. ()CIll rr HlIJふ I JJ(i 

士は i軍備 j'-/ 色、 I~j 色を!t1 し、梢 l~。焼成は l~~ro 外 1M にやや光il~のある淡紙!五色を 'I~. -4' ゐ ~Ihがかかる H

天井高1)1"、'JHIIに利lがたまっている。

SE195崎禍土出土漬物

土師器

小III1a1 J".滞甘，'jslJ表参照。

SE195濃ねずみ色土出土遺物 (Fi g. 66) 

土師器

丸均杯~ J土:
小皿a叫I 生士:僻剖計-7.測H即則則IJ~↓ι若表芸衣毛参H照~，丸1しo 

灰柚陶器

椀 (3、添付CDPl. 349) 底部の破片である。残存商 2.15cm、高台経 5.2cmを測る O 内外聞とも問

転ナデが施される。底部は糸切り後未調整、貼り付けにより高台が作られる o JJtì:t は掛で、~ 1mm税
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番号はFig.57.....65における番号

番号 PI. 器種 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 備考

295 ; 175.5 +α 31.0 2.6 
2 296 172.0 +α 31.4 2.7 
3 297 175.0 +α 13.6 2.4 
4 298 』 R 164.1 +α 15.2 2.0 
5 299 174.8 +α 31.1 2.8 
6 300 174.3 +α 30.2 2.6 
7 301 172.9 +α 30.7 2.8 
8 302 反 173.0 +α 30.7 2.7 
9 303 ， F 171.4 +α 31.0 2.9 
10 304 E 168.7 +α 30.5 2.4 
11 305 E 181.6 +α 29.6 3.0 
12 306 民 184.0 +α 30.9 2.6 
13 307 国 170.3 +α 30.0 2.4 
14 308 ~~ 85.6 9.0 5.7 
15 309 r-+- 85.0 9.0 5.3 1面は樹皮を剥いだだけか?

16 310 B 岨』・ 84.2 9.6 4.5 ." 
17 311 -+- 84.2 9.4 4.4 1面は樹皮を景1]いだだけか?

18 312 ~~ 85.3 9.6 5.5 
19 313 ~ーJ ト、ー 86.4 9.2 5.8 1面は樹皮を最1]いだだけか?

20 314 ?ート・ 85.1 9.8 5.4 1薗は樹皮を剥いだだけか?

21 315 ，-ト 86.4 9.4 5.2 1面は樹皮を剥いだだけか?

22 316 ~~・ 83.9 9.2 5.0 ....、
23 317 !・炉' 85.0 9.4 5.4 
24 318 i木 87.0 11.4 6.4 
25 319 側~ 86.6 10.0 6.3 

320 ード 72.2 +α 8.3 3.8 +α .'、
321 ~~ 77.3 +α 7.6 4.3 
322 ;~ 80.6 +α 6.8 +α 3.0 +α 

323 i木 77.8 +α 9.2 5.1 
26 324 52.6 8.1 5.3 
27 325 

個

52.6 7.2 5.6 a 

28 326 ー 53.1 7.8 5.3 
29 327 51.6 9.4 3.6 
30 328 -悶 53.8 8.1 5.6 
31 329 ヨ 53.7 7.2 3.5 
32 330 53.2 8.6 5.4 
33 331 53.9 6.9 5.6 
34 332 自 50.9 34.1 

333 左 150.8 +α 8.8 0.7 
333 右 146.0 + (¥' 7.8 1.0 
334 左 150.3 +α 11.1 +α 0.3 +α 
334 右 147.8 +α 7.6 0.3 
335 166.1 +α 10.6 0.6 基郁から約3.5cmの所に筏6mmの穿孔

336 159.0 +α 10.5 0.5 2基部から約3.5cmの所に径7mmの穿孔

337 左 162.8 +α 10.8 1.1 基部から約4cmの所に径6mmの穿孔

337 右 112.0 +α 10.0 +α 0.6 +α 基部から約4cmの所に怪6mmの穿孔

338 左 . 153.5 +α 11.4 1.1 基部から約4cmの所に径7mmの穿孔

338 右 134.0 +α 12.7 0.3 基部から約4cmの所に桂7mmの穿孔

339 左 152.5 +α 13.2 0.4 基部から約4cmの所に径6mmの穿孔

339 右 151.8 +α 11.8 0.5 基部から約4cmの所に径6mmの穿孔

340 左 157.0 +α 14.4 0.6 基部から約5cmの所に径6mmの穿孔

340 右 民 154.6 +α 10.6 0.7 基部から約4cmの所に径6mmの穿孔

341 左 168.3 +α 9.8 0.8 基部から約4cmの所に径6mmの穿孔 1

341 右 173.6 +α 7.1 0.5 
342 左 159.0 +α 11.6 0.5 基部から約4cmの所に径6mmの穿孔

342 右 155.8 +α 6.0 0.6 
343 左 反 147.7 +α 10.8 0.4 基部から約4cmの所に径6mmの穿孔

343 右 義反 149.2 +α 9.8 0.8 
344 左 長;寂 167.5 +α 10.8 0.9 基部から約4.5cmの所に径6mmの穿孔

344 右 長原 152.9 +α 7.1 0.5 
345 左 墨痕 163.3 +α 14.2 0.8 基部から約4cmの所に径6mmの穿孔

345 右 裏:反 160.8 +α 9.6 0.6 基部から約4cmの所に佳6mmの穿孔

346 墨J寂 157.4 +α 11.0 0.8 基部から約3.5cmの所に径7mmの穿孔

347 義;反 157.7 +α 10.6 0.8 
表 1 SE415井戸枠計測表

-108-



SE150井戸枠

、、

11 〆目 ¥、にでおー

l i 竹 r
一圃 一一

!llki 

_..，.....，....->m 

~一一---<>---

百三工二本二二三:~J二ヨ

Fig.57 SE150出土遺物実測図 (1/12)

-109-

2 

o 4，Ocm 



5 4 

‘

h
I
M川
引
い

k
kし
げ
し
/
し
〆

ν
¥
K
J
i
¥
『

二

ν
1
1
1
H
U
h
-

し
い
川
川
山
叶
l

リ
ー
い
い
い
川
1
1パ
日
川
川
川
川
川
q
川
川
}

1

2

|

コ

-
H
一
川
け
れ
1

1

1

4

4

1

1

1

引

い

川

川

」

官

立

l
J
1
l
i
l
i
-
-
H
V
1
l
1
1
4
l
l
i
h
t
J
1
1
1
i
l
-
-
M
N
N
l
 

f
l
i
l
l
i
t
-
-
1
 

i

l

H

i

l

l

-

V
J
1
1
1‘
¥
i
A
H川円
i
'
J
I
M
I
l
l
i
-
-
1
h
I
l
l

lvkd
ハ

Hr-

山
円
ハ

I

l

-

-

-

-

M

h

r

、市
H

ρ

h

M

t

l

(

h

!

F

J

1

1

1

i

l

i

-

-

1

1

1

j

l

f

?"川
)

1

h

i

l

b

町

-
)
1
1
1
l
l
J
W
|
|
/

、

/

/

し

v

l

1

¥

J

i

l

-

-

v

n

1

l

i

l

-

-

j

i

-

-

d

川
川

I
J
i
J
i
A
/
1

SE150井戸枠

-

J

I

l

 

i

l

l

u

-

-

-

l

J

(

 

j

1

i

'

 

l

'

l

 

i

l

i

-

-

(

町

l

1

1

1

 

f

l

i

h

-

-

J

l

i

l

i

-

-

hlh 

1
1
l
i
 

t

-

-

J

1

1

 

1

1

1

 

3 

巴=

E古ご之コ

40cm o 
』孟同

Fig.58 SE150出土遺物実測図 (1/12)

-110-



SE150井戸枠
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Fig.59 SE150出土遺物実測図 (1/12)
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Fig.60 SE150出土遺物実測図(1/12)
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度の白色砂粒を含む。焼成は良好で、内外面暗灰黄色、断面内外面よりやや薄い暗灰黄色を呈する。内面は

使用により磨耗している。赤色顔料が付着する O底部外面に墨書が観察される O 重複して書かれており、内

容は不明であるo

SE195ねずみ色土出土遺物

土師器

小.mla 1 七時前日IJ表参照。

SE205晴灰土出土遺物 (Fi g. 66) 
土師器

鉢 (4) 11械部~体制).1..:'1'..の破片である。残存高4，4cmを測る O 内面は風化により調整不明、外面

は 1 1.I 111li~ ナヂが胞される。 JJfì.J: は細かく、~ lmm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内外出i栂色、

断Hli以色を 11~.するけ

須恵質土器

f~~鉢 (5) Ji( fflSの俄}11，であるo 残存高4.9cm、底径12.6cmを測る。内外面とも問転ナデ、 Jt支部外面

はナデが施されるの|付l(liは使用により磨耗している。胎土は密で、----lmm程度の砂粒を合む。焼成、

避泊ともにやや良好で、内断面薄黄灰色、外面淡灰色~暗灰茶色を呈する。

SE205晴禍土出土漬物 (Fi g. 66) 
土師器

九州a 1:協it'.iJIIJ米参照。

小IJIlal j..掛itnUIJ表参照。

瓦器

椀 (6) 日縁部の破片である。残存i向3.8cmを測る。内}自iはIlflilが狭く術な、ミガキ cが施される o 外

側は、指蝋痕が観察されるが、風化により i捌幣不明。 11f十f.，は精良。焼成はやや良好で、内外耐版黒色、

断Hli(J Jポ色を拾する O 畿内系。

SE205灰色粘出土遺物

土師器

小IIlLa 1 1:::時HlilllJ.W.参J!日。

SE235鳳灰土出土遺物

土師穂

:I"+a :.1:器ittiUlJ表参J!日。

SE235晴灰粕出土遺物 (Fig.66)
土飾部

小皿al 土器計測表参照。

瓦器

椀 C 土器計測表参照。

木製品

下駄 (7、添付CDPl. 350) 残存長22.lcm、幅 12.15cm、高さ 4.7cmを測る O 台と歯をー木で作る O

歯は平面六角形、立面は台形を呈する o 前穴の周辺には指の痕とみられる窪みが観察される O 右足用

と想定される O

SE270暗灰粘出土遺物 (Fi g. 67) 
土師器

丸杯a 土器計測表参照。

小皿al 土器計測表参照。
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鉢(1) 口縁部~底部の破片である。推定口径20.4cm、器高6.6cm、推定底径 13.0cmを測る O 内外面と

もヨコナデが施されるo胎土はやや粗く、 ----4mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成は良好で、、内面灰黄褐色

~黒褐色、外商灰黄褐色~灰白色、断面にぶい黄櫨色を呈する。内外面に黒色化、褐色化がみられる O

木製品

成板 (2、添付 CDPl. 351) 曲物等の底板とみられる破片である。推定径 5.65cm、残存高 0.5cmを

測る o .1'，而は 3--5mm程度の繰を残し黒色化している o 下面は、縁から幅 8mm程度を厚く残し、内部

を盤などにより 1~1jられているの側面には釘穴等はみられない。

石製品

石鍋 (3) LJ紙日I~ "，--体首I~.I:半の破片で、ある O 推定口径 19. 1cm、残存高 5.75cmを測る o 11音 1~\Jパ色~

暗灰色を '1~，する河川-，製である。ケズリにより成形される O 内ïITi は黙色化し、外耐には煤が付着する O

耳が l ケ J~í'伐有:する O

SE270崎禍土出土遺物 (Fi g. 67) 

土師器

鍋 (4) I I 級官I~ の{岐H'である。残存高 4.3cm を測る o 内外面ともヨコナヂが施される。 JJfì 1:は1----

7mm税!交の砂軌を多く介む。焼成は良好で、内面にぶい樫色、外面H音褐色---!H制色、|析1MにぷいJ燈色

~淡版制i!!.を"~.する。外 \(IÎ に煤の付持、褐色化がみられる O

須恵質土緑

担鉢 (5) II~排出15の般J't，である。伐作 i向 2.85cm を測る O 内面は回転ナデの後不定方向のナデ、外面

は回転ナデが施される日 JJfi1:は7mmf'l~度のチャートを含む。焼成は良好、還元はやや良好で、内外面

暗灰色、断IflI灰色を日する。収捕系。

SE280晴褐土出土遺物 (Fi g. 67) 

土師栂

丸J:;f~ a J:~~ ltl iWJ 1<参H明。
丸刈~c (6) 休部卜"1"，----}i:日15の破片である O 残存向 4.1cm、推定高台径8.0cmを測る o I人{1Mはミガキ

b、外1Mは111111む:ナヂが施される。外耐iに板状':1:艇が伐る o 貼り付けにより高台が作られるの }Jfi.1'，は 1mm

程度の砂粒を微量合む。:焼成は良好で、 H背;尚色、!日制色を皇する O

腕c(7) 休部 1; 午、!氏自15の破)1'である o 残存i向 4.1cm、推定高台径 8.2cm を測る。底部I)~}fliはミガ

キム体郎外1Mは1111恥:ナデが施されるの U，'jり付けにより高台が作られる o 胎土は---lmm f;'iU交の砂粒を

合むけ焼成は良好で、淡)ポ褐色を1J~する O

小IIILa 1 I'，~，~ j rl iUlJ点参J!(to
瓦類

千瓦 (8) 残作:民 14.2cm、成存'11M16. 4cm 、 J~/. さ1. 4cmを測る O 凹面は布目痕が残り、凸miは格子叩

きが一昨日ナデWf;される。 111IJtfriには切断の痕跡が残り、凹面側から、厚みの半分程度まで切り込みを入

れた後測った械子が観察される。削った部分は未調整である。胎土は密で、---4 mm程度の砂粒をやや

多く合む。焼成は良併で、明灰色~簿赤茶色を呈する。

SE280晴褐土(膏灰粘質シルトブロック)出土遺物 (Fi g. 67) 
土師器

小丸杯a 土器計測表参照。

小丸杯c(9) 口径9.0cm、器高 3.1cm、高台径4.65cmを測る。内面はミガキ b、外面は回転ナデが

施される C 高台は貼り付けにより作られる。胎土は 1--2mm程度の砂粒を少量含む。焼成はやや軟質

で、内面灰褐色、外断面褐灰色を呈する O

SE300黒灰土出土遺物 (Fi g. 67) 

土師器

丸杯a 土器計測表参照。
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小皿a1 土器計測表参照。

鉢? (10) 口縁部の破片である。残存高 2.35cmを測る。調整は風化により不明。胎土は 3mm程度

の砂粒を多く含む。焼成は軟質で、淡褐色を呈する O

鍋(11) 口縁部の破片である。残存高 2.7cmを測る O 内外面ともヨコナデが施される o 胎土は~

3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内面淡褐色、外面暗褐色、断面褐灰色~にぶい樺色を呈する O

外而に煤が付着する o

鍋(12) 版部の破片である o 残存高 2.05cmを測る O 内面はナデ、外面はヨコナデが施される。胎

土は 3---5mm税皮の砂紋を多く含む。焼成は良好で、内外面暗褐色~淡褐色、断面褐灰色を呈する。外

凶iに煤が付消する O

瓦揖

椀 c : 1:器a'l'illlJ表参照。

椀 c(13、添付CDP1.352) 底部の破片である O 残存高1.2cm、推定高台径6.4cmを測るの内面は

ミガキ、外 Ifti は川 Ilti~ナヂが施される。貼り付けにより高台が作られる O 胎土は精良。焼成は良好、還

元はやや li~Jで、内外耐附灰色、断面灰白色を呈する。底部外面に文字の下半部とみられる線刻を有

す。

須恵慣土器

開鉢(1t1 ) J氏自1)の般片である o 残存高 3.85cmを測る O 内面は不定方向のナデ、外miはlul~I伝ナデが

施される。 j段高1)は糸切りされる。内面は使用により磨耗している。胎士は 2---3mm税度の砂紋を少量

合むの焼成は li~Jで、 H音青灰粘を呈する O

白磁

lIIl (15、添付CDP 1. 353) 推定口径 10.4cm、器高 2.45cm、成符4.0cmを測るo JJfi:I'.は糊良で、薄

}五色を li.!.する。焼成は良好。薄灰緑色を呈する糊が薄くかかる。 J~支部外 1M に思脅:が観察される O 内容

は不明である。 VI-la類。

膏自硲

合子叢(16) 器高 2.0cmを測る o JJfi J:は11::1色を日し、精品。焼成は良好。光沢のある滞背ドl色を呈

する理1"が外聞i及び天井部内'r(riにやや昭くかかる。

木製品

本ベら(17、添付CDP 1. 354) ，1之さ 19.6cm、附 1.9cm、厚さ O.5cmを測る。先端はケズリにより成

1隠される()

石創品

石鍋(18) 伐存高3.1cmを測る o背灰色を盟する滑石製である。ケズリにより成形される O工rが lヶ所残

flする。

SE300灰色粘出土遺物

土師器

丸杯a 土器計7ftlJ表参照。

瓦器

椀 c 土器計測表参照。

SE320鳳褐土出土遺物 (Fi g. 68) 

土師器

杯a 土器計測表参照。

白磁

椀(1) 大半が残る O 口径 14.2cm、器高4.15cm、高台径4.6cmを測る O 胎土は薄黄灰色を呈し、精

良。焼成は良好。やや光沢のある薄黄緑色を呈する紬がやや厚くかかる O 内面に櫛描文が施される。

VI -lb類。
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Fig.68 井戸出土遺物実現l図 (2-5は1/8、その他は1/3)
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SE320晴禍土(褐色粘ブロック)出土遺物

土師器

丸杯a 土器計7~lj 波参照。

椀 c 了1::器首I-mlj表参照。

瓦器

椀c j:器H'I"iJtU表参n日。

SE320井戸枠 (Fig.68)

木製品

1111物 (2、添付'CDP1.355) 径 44.7cm、残存高 20.4cmを測る O 厚さ O.5cm程度の板を挽め、樹皮

で悦めるの外1t11Jにf1/.さ 0.3----O. 4cm程度の帯板を 3段有す。帯板の間には幅8cm、原さ O.2cm税度の板

を快み込んでいる O

縦似 (3、添付CDP l. 356) 残存長49.8cm、残存幅 12.7cm、厚さ 2.1cmを測る。平面、側耐は風化によ

り加 r艇は不IYJである。小口は弧状に加工される。撃などによるものとみられる O

縦似(~、 i最小J CD Pl.357) 残存長40.65cm、残存幅 13.7cm、厚さ 1.2cmを測る o 上の小口は平滑

で、切断後に r~釈に削ったものとみられる O 下の小口は手斧などによる加工痕が残る O 他は制ったま

まで処JIHはされていないものとみられる O 下位に長さ 7.0cm、幅 5.5cmの方形の制り貫きがあり、撃

などによるものとみられる O

縦似 (5、添付CDP1.358) 残存長40.8cm、残存幅6.5cm、厚さ 2.4cmを測る o .1-_の小I:-Jは平滑な
加工、 ドの小口は手斧などによる加工とみられる o 他は割ったままとみられる。 ド位に民さ 6.9cm、幅

3.5cm以上の方形の事jり貫きがあり、盤などによるものとみられる o

SE362黒灰土出土遺物 (Fi g. 68) 
土師器

九t+a -1'.時dtiUIJW:.参mto
小IIILal 1:出it l' iUlJ-J<.参J!(~。
鍋 (6) 1 I鰍怖の俄n.である。伐右:向7.35cmをrJtUるの内外1Mともヨコナデが施されるoJJ台j二はややキ且く、

... 3nunf'ltJ庄の1'1色砂軌を合む。焼成はやや良好で、内外'1Mf単こげ茶色~滞灰褐色、 l析TfLi薄灰色~滞灰褐色を

'1 ~，するり令{本に他j色化がみられる O

SE362晴禍土出土遺物

九j不a 1: (.~in'rUlJ *参mto
九i不c :1'，出ii'hUlJW:.参H官。

小IIIla 1 .-J.船首I-mlj表参mio

SE362晴灰土出土遺物 (Fi g. 68) 

土師器

鍋 (7) 口縁部~底部の一部の破片である。口径38.6cm、残存高 16.1cm、底径29.8cmを測る O 内

外聞ともヨコナデが施される O 口縁部付近には指押えの痕跡が残る。底部外面は不定方向のナデが施

される O 胎土はやや密で、 1---4mm程度の砂粒を非常に多く含む。焼成は良好で、内面褐色~暗褐色

~黒褐色、外面暗褐色~黒褐色~にぶい黄櫨色、断面積色~暗灰色~黒褐色を呈する O 体部は内外面

とも褐色化がみられ、外面には煤が付着する。

瓦器

椀 (8) 口縁部~体部の破片である O 推定口径 16.0cm、残存高4.7cmを測る O 内外面とも幅の狭い

ミガキ Cが施される。口縁部内面に沈線を有す。胎土はやや密。焼成、還元ともにやや良好で、内外

面薄灰色~薄白灰色、断面白色を呈する O 畿内系。

白磁

椀 (9) 大半が残る O 口径 16.0cm、器高 7.05cm、高台径6.0cmを測る O 胎土は白色を呈し、精良。

焼成は良好。光沢のある薄黄緑色粕がやや厚めにかかる o V -2a類。
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SE370灰色土 SE370鳳灰土

¥己Zir
SE370暗褐土

空jk
受?
SE370黄禍土

ロユ

~ )ヒプ 5 旬〆(
r]( f¥ ~l {;戸

SE370灰色土出土遺物 (Fig.69)

土師器

丸11、a 1 ?~，I\ ill1J 1<参!!日

ζコ 7 

F，g 69 井戸出土温物実澗図 (13) 

J 

o 

8 

山師

' 

九州、(添1・JCD 1'1.359) 体郎の破n4

とみられる 伐 (f一 段 3.3cm 、~~((申1oI6.9rm‘ 1'/::<(). (irm "，UIJ心

調整は胤ft1 ーより小IVJである !的|ーはやや衝で、 -1 mm位J立の砂校を少Mf~ む 悦l止はややIHfで、

外聞 i車 Ik 色、附11111 尚 I ' I~ 滞lバ色を 11する |人lIuiにl前倒色を泣する擦が1・J，vHゐ

石製品

石鍋 (，.HJ111 J'1. 3(0) 111~ffjlの般Ji である S'lW!.毛10.0cm、残イf申M10. 5cm 、 W 戸~. Orm 1，. ，U11心

灰I1色を'，'jゐ11t1 ，製 Pあゐ c ケ正リ 1 ・より此Jr~さ れる 筏 7.0mmの穿イLをイ1) 

そのイ也

焼 l:lJIi.(l) 快(rJ毛5.0cm.伐((恥，13.7rm.1'1 t!-，1. 'lrmを測る。sfi1.1.1 1 3nun I't'lflの(Ij;P今作J晶、糸尚

色を '1~ -1ゐ 協1111に倣制1質のものが.J1j1l吋 てら れ介縦断、が制策される

SE370鳳灰土出土漬物 (Fig.69)

土師器

小IIILa (21 抑〉仁111f9. 8cm、?t~;r¥'lj 1 . Ocm、jjf"iJiHt6. 4cmをiUIJる 11.)外1111とも 1"1申I!.-J" . ，1がblhされる 1/(i~l~ 

はヘラ切り 汽れ、 11，r.~人 I1 仮 を イi寸肝i 1:はfflH、焼成は良好で、 H向性j色 決性j色1-'I'.J心)l;( n日系
瓦器

椀c(3) 11，:¥jll、'1'" li~~ìlの l彼g.ーである 。 伐作間 3.8cm、尚子ìÍ世 6 . 0cm キ 1UII ゐ > 11.)外1(11レも 、ガ¥c 

が絡 されJ.， U，liり{・I1Tにより尚台が作られる。肝itは Immf1J.l!'の砂枕を少ltt合む ，焼成1.1.1ミ灯、居 JL

はやや小良で、l人，1(11 ，'，1.¥色、外tVr耳目思色~灰白色~灰色を!止する

SE370糟褐土出土遺物 (Fi g. 69) 

土師器

丸刈、(i品1・JCIl P卜361) 休部の破片とみられる。残存l毛5.3cm、伐「州lト1.6cm、)，/さ O.5c聞や測る

調整は胤化により イ、1YJである。 船上は笥で、 -lmm~.Ë度の砂粒を少収合む 焼成はll!lfで、外1(11位JJ' 1 

色、 |析111I1tl1'1 色、滞以色を‘止する。IλH厨にH帝褐色を呈する1書がH{tする

丸上イ、cXI斑c(4) lif.~刊の破片である 。 残存目玉 2.4cm、高台筏 6.6cm を iWJ る II.IJ(LI 1よ!瓜化により，~幣

不明、外1Mは1"1恥;ナデが施される。 !IIiりHけにより高台が作 られる 胎 1:は 2mm何度のl沙ねを多

く含む 焼成iよl:.tIj(-で、淡尚色を呈する。
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小皿al 土器計測表参照。

小皿a(5) 推定口径8.7cm、器高 1.05cm、推定底径5.1cmを測る。体部は内外面とも回転ナデが施され

る。底部は、内閣はナデが施され、外面はヘラ切り後板状圧痕を有す。胎土は精良。焼成は良好で、淡灰褐

色を息する。京都系。

鍋 (6) 口縁者，~の破片である o 残存高 4.7cm を測る。内外面ともヨコナデが施される o 胎土は 1----

5mmれ!交の砂牧を多く合む。焼成は良好で、暗褐色を呈する。外面に煤が付着する。

土創品

不19J製品 (7、添付CDPl. 362) 残存長5.4cm、残存幅3.0cm、残存厚 1.5cmを測る O 器聞は平滑な

IUI時離が施される o JJfij..は術。焼成は良好で、赤褐色~黒褐色を呈する。

その他

焼土地 (8) 残イ'(1毛6.4cm、残存l隔6.3cm、残存厚4.0cmを測る。胎土はやや粗く、 1~ 3mm程度の

砂杭を多く ftむ。亦尚色を!11する O

SE370賛縄土出土遺物 (Fi g. 69) 

鳳色土器A瓢

腕c '1'，時計iUlJ火参!!明。
白錨

小城 (9、添付 CDP 1.363) 推定口径2.4cm、器商3.4cm、推定高台筏 2.8cmを測る o JJfi"'，は明褐灰

色を日し楠 l~で、全 1~1;{が入る。焼成は良好。内外国に、やや光沢のある l則前灰色を民する *111が薄くか

かる H 外出i1" 1¥/.--Jj~ tfl)は露JJti。

SE400鳳禍土出土遺物 (Fi g. 70) 
土師締

)L杯a 1'.時iJhWJ表参照。

小IIIla1 :1:部計測表参照。

小IIfLc 十~~品目-.，・ iUlJ 表参照。

瓦穂

椀 c (1、添付CDPl. 364) 1/3程度残る O 口径 16.0cm、器高 5.45cm、高台径6.75cmを測る O 内

外l(tIともミガキ cが施される。!段高1)外)百iには板状圧痕がみられ、貼り付けにより高台が作られる。胎

1:は術で、-3mm ;f'IUtの砂杭を合む。焼成は良好、還元はやや良好で、内面暗灰色、外[(11I府灰色~灰

1'1色、|析1M以内色を '1~，する o Jtf:. .~~，)外 "rM に焼成後、「夫J ~宇:が線刻される o

倒 c ，1'.時tt"l'i.日U ;l<参 m~

小 IIlL al'l: 保 HliJllJ 点参m~o
白磁

椀 (2) 推定日後 15.8cm、部品i5.8cm、推定商台径 5.6cmを測る O 胎土は簿褐灰色を皇し精良で、

7mm程度の水色小石、""'lmm程度の砂粒を含む。焼成は良好。にぶい光沢の薄黄褐色を呈する粕が薄

くかかる o n-1頼。

椀 (3) 大半が残る O 口径9.2cm、器商 6.7cm、高台径7.5cmを測る。胎土は灰白色を呈し、精良。

焼成は良好。光沢のある薄黄緑灰色を呈する紬が厚くかかる。lV-1 a類。

椀 (4) 高台端部を欠く底部の破片である O 残存高 3.8cmを測る o 胎土は白色を呈し、精良。焼成

は良好。やや光沢のある簿黄緑灰色を呈する紬が薄くかかる O 外面に箆描文が施される。 xn -1b類。

中国陶器

鉢 (5) 口縁部の破片である o 残存高 3.5cmを測る。胎土は暗灰色~暗赤灰色を呈し粗く、---4mm 

程度の砂粒を多く含む。焼成は良好。暗緑色を呈する粕が薄くかかる o 1 -2b類。

器種不明 (6、添付CDP1.365) 口縁部の破片である O 残存高 6.55cmを測る O 内外面とも回転ナデ

が施される O 胎士は精良。焼成は良好で、薄黄褐色を呈する O

石製品

石鍋 (7) 口縁部~体部の破片である O 推定口径 16.0cm、残存高 7.0cm、推定底径 13.8cmを測る。
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11荷青灰色を呈する滑石製である O ケズリにより成形される O 耳は 2ヶ所残存する O残存位置から、耳は対角

に4ヶ所あったものとみられる O

SE400灰褐土出土遺物 (Fi g. 70) 

土 師 器

杯 a 土器計測表参照。

丸杯a 土器計測表参照。

小皿a1 土器計測表参照。

白磁

皿 (8) 大半が残る O 口径 10.7cm、器高 2.7cm、高台径3.9cmを測る O 胎土は薄灰白色を呈し、精

良。焼成は良好。光沢のある薄黄緑色を呈する糊が簿くかかる。 VI-1 b類。

鉢 (9) 体部下半~底部の破片である o 残存高4.35cm、高台径8.5cmを測る O 胎土は薄灰白色を虫

し精良で、'"1 mm程度の砂粒を含む。焼成は良好。光沢のある滞黄緑色を旦する粕が薄くかかる o II 

類。

中国陶器

盤(10) 口縁者15の破)十である o 残干{商 2.95cmを測る o JJti :.J:はI!:]灰色をh!，し納品で、'"'-lmm純度の

砂粒を含む。焼成は良好。内閣に黄緑色~乳 L~J 色を引する ~Ihが薄くかかる。

石製品

滑石製不明!日 (11、添付CDPl. 366) 器状の製品である。休部般大任6.0cm、札口!j2. 2cmを:j1\lJ る円 I~J!n

灰色を果する滑石製である。ケズリにより成形される。

SE400鳳灰土出土遺物 (Fi g. 71 ) 

土 師 器

杯 c(1) 11符 17.9cm、保高 5.25cm、推定高台径 10.4cmを測る。内閣はミガキ c、外1Mは111111v;ナヂ

が施されるのllr'iり付けにより i向-hが作られるの底部外商には板状圧痕が観察されるの JJfi.1:は3'-..5mm 

程度の砂粒を少量合む。 焼成は良好で、 i炎褐色を :II~ する。

丸杯a : L: .~if Ht iJUJ表参J!日。
小皿a11'.総ill測火参H日。
鍋 (2) 11械部~件;持ISの破n-であるの批定11任1l1.Ilcm、残作山'j18. 1cmをilIlJる()11縁日ISはリコナデ

が施される O 他の部分のj側秩は胤化や煤の{.j"特により不IPjであるり lJfi.1--はやや術で、 l、3mm~ll~)支の

砂粒を多く合む。焼成は良好で、|付Wiにぶいll'i:般色~制色......11行制色、外1M制色、|附制色、!日色、断1(li

にぶい栂色を~I~- する o 1付1M".'1生~外1Mに煤の付;持、制色化がみられる“

白磁

鉢 (3) 11鰍帝ISの破片である o 残存高 3.1cmをiJtlJる。 lJfi1-. は版1'1色を J，!.し、精 f!o 焼成は Jl~{'" 光

沢のある滞波紋灰色を担する紬が薄くかかる o II搭40
石製 品

権 (4、添付 CDP 1. 367) 長さ 7.0cm、残存!隔4.7cm、隠さ 3.8cmを測る。 IPJI'IJ*~ を" ~.する滑イ i 製

である o ケズリにより成形される O 石鍋の破片の転用とみられ、:.f:::i釧の成形:JJ{や使川 II~: に付持した煤

が残る O

SE400灰色土出土遺物 (Fi g. 71 ) 

土師器

丸杯a 土滞計測表参照。

椀 C 土器計測表参照。

小皿 al 土器計測表参照。

火舎 (5) 推定口径 16.8cm、器高 9.4cm、推定底径 13.0cmを測る。調整は風化により不明である o

胎土は精良。焼成は良好で、内面褐色~褐灰色~黒色、外国樺色~褐灰色~崎褐色、断面機色~褐灰

色~黒色を皇する O 脚は 2ヶ所残存する。残存位置から、脚は本来 3ヶ所あったものとみられる o 脚
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Fig.70 SE400出土遺物実測図(1/3)

は貼り付けにより作られ、指押えにより成形されるo

都合 (6) 脚柱部の破片である o残存高16.5cmを測る O外面は指ナデが施され、内面は棒状の芯の抜き取

りにより成形される。胎土は雲母を含む。焼成はやや軟質で、外面淡樺色~暗褐色、断面端樫色~槍色を呈

するo

膜色土器A類

椀 c (7) 底部の破片である O 残存高1.9cm、推定高台径6.3cmを測る O 内面はミガキ c、外面は回

転ナデが施される O 貼り付けにより高台が作られる o 胎土は'"'-lmm程度の砂粒を少量含む。焼成は良

好で、内面黒色、外断面淡褐色~灰色を呈する。

瓦器

椀 c(8、添付CDP 1. 368) 推定口径 14.8cm、器高 5.1cm、高台径7.0cmを測る。内外面ともミガ

キCが施される。貼り付けにより高台が作られる。胎土は精良。焼成は良好、還元はやや良好で、内

外面黒灰色、断面灰白色を呈する。底部外面に「夫jの線刻を有す。

白硲

椀 (9) 推定口径 16.8cm、器高 6.3cm、高台径6.0cmを測る O 胎土は灰白色を呈し、密で、---lmm 

程度の黒色粒を含む。焼成は良好。紬はにぶい光沢の白色を呈し、泡状化する o V -2b類。
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瓦類

瓦玉(10、添付CDPl. 369) 長さ 3.05cm、幅3.55cm、厚さ 1.3cmを測る O ケズリにより成形される。胎

土は密で、 --lmm程度の砂粒を含む。焼成はやや良好で、灰白色~薄黒灰色を呈するo

土製品

土玉(11、添付CDPl. 370) 径2.2cmの球形を呈する o胎土は精良。焼成は良好で、褐色~暗褐色を呈す

る。

SE400晴灰粕出土遺物 (Fi g. 71) 
土師穂

メLJ不a .1:部HhlllJ表参l!({。
椀c : 1:協はl'jsljl(参11日。

小IIILal .1:時計測点参!!任。
小IIILal (12、添付.CD Pl. 371) 推定口径8.1cm、残存高0.85cm、推定底径6.1cmを測る O 体育1)は内外面

とも 1"lllll; ナデ、 l氏m~1付 1Mはナデ、 j段者IS外面はヘラ切り後、ナデが施される O 胎土は密。焼成は良好で、簿白褐

色を 11~するり|人j外 1M に思嘗が制禦される o 内容は不明。

瓦鵠

椀c 1:路anWJJ<参J!({。
小IIILa .1:協同'isIJ点拳!!日。

SE405鳳褐土出土遺物 (Fig.72)
土師鱒

)L!fa ¥'.総司l'jJllJ点参m(o

小IIllal 1'，協itl'jsIJ:1(参照。

須恵質土器

JY鉢(1) I J鰍持1)の破片である O 残存高1.8cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される oJJti:l.は精良。焼

成、還元ともに良好で、背灰色を呈する。東播系。

白磁

税制 (2) I I鰍古15の般H'である O 推定口径9.5cm、残存高2.7cmを測る O 胎土は灰色を思し、糊良。焼成は

!:.tM'。内外1Mに、やや光沢のある薄荷JJ反色を堕する粕が薄くかかる。

中園陶穏

，侃'占柑t抗((ω3、i添訴制{付付Jナ咽 Cαω[) Pl. 372) I日!昨申鰍量荷削部|目)--f体本汚剤部|目SJ~ιf二ンブ.l且F半専

l上:は lゆ別p別j 抗抗削l'以ポ色を日It し、糊i良LしO燐!成』此比は i良込~U好骨子J- or-，ω-，*昨品縁誌古剖部15内外而~イ体本音制部|日:外i困薗上(位立に、日崎音茶褐色~茶褐色をf笠量する来紬由カが宝羽カかE 

かるが、ほとんどはげている O 体育IS外削に線刻により文様が施されるo口縁部に目跡が残る。米分類。

SE405晴灰土出土遺物 (Fig.72)
土師穂

丸杯a j'，端ilhsIJ表参J:l柄。

鉢 (4) 推定口径28，9cm、残存高11.7cm、推定底径13.8cmを測るo 内面の調整は風化により不明、外面

はナデが施される。胎土は2---3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は軟質で、灰色を呈する。

SE410鳳灰土出土遺物 (Fig.72)
須恵器

費 (5) 口縁部の破片である O 残存高4.9cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。外面下位には平行

叩き痕が観察される。胎土は精良。焼成はやや軟質、還元はやや不良で瓦質に仕上がる。内面黒灰色~灰白色、

外面黒灰色、断面灰白色を呈する。

土師器

杯a 土器計測表参照。

丸杯a 土器計測表参照。

椀C 土器計測表参照。
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小皿a1 土器計測表参照。

把手 (6) 残存長6.8cm、残存幅4.2cmを測る。指押えにより成形される。胎土は3mm程度の砂粒を多く

含む。焼成は良好で、淡Jl(褐色を虫する o

瓦 器

椀 c(7) 推定日筏 15.6cm、残存高 5.8cm、推定高台径 5.4cmを測る o 内面は幅の狭く密なミガキ

c が施され、外耐は~.fi'蝋痕が観察されるが、調整は風化により不明である。胎土は精良。焼成は良好、

還記はやや良好で、内外凶i貼!民色、断rrii灰白色~灰褐色を呈する o 畿内系。

須恵質土器

t!l!鉢 (8) I1 紙百I~の倣)I( である Q 残存i商 3.9cm を測る。内外面とも聞紙ナデが施される。内 i羽下半

は 1 1I 111ll~ ナヂの後、斜めJi lí，]のナデが施される o 胎士は 1 ---2mm程度の砂粒を少量;合む。焼成、選元と

もに良好で、 11青青)ポ色を 'aする。*捕系。

灰軸陶器

~E鰍例 (9) I1鰍1~1)の破) 11‘である υ 残作i向 2.1cm を mlj~() 内外耐とも閲転、ナデが施される。胎二i二は精良。焼

成は j~"J で、 19J Jポ{立を，I!.する υ 内外1Mに、 1'1灰色を 'I!.する病IJが薄くかかる。百代:;1:窯式。

白磁

椀 (10) はほ完イl~4- る。 u任 15. 15cm、協商 6.05cm、向台後6.4cmを測る。 JJ白土はIYJ自制色を皇し、

精l:.tu iJl:.成は良好。やや丸山のある滞陶1.
/
1色を日する紬が昭くかかる o llhには民入が入る o V -3a類。

小怖(11) 11鰍部の破片・である。椛定LJ符 11.5cm、残存高 3.5cm を rltlJ る。 JJtì.'j~. は [/J 色を .{1.~ し精良

で、全附{が入るり焼成は良好。光沢のある薄緑灰色を~する紬がやや断くかかる。 XN費(L

JIIL (12) I J鰍郎の破n.である日推定I1筏 12.0cm、残存商 2.2cmを測る o 胎:1:はI(]色をldし、精良。

焼成は J~~L) 光沢のある i専 lj反色... i和天尚色を 'I~する利!が滞くかかる o 向推線、輸花が l ケ 19r残存する O

V山 2b班'L

高麗青磁

制10:3) LH:r~;é{{する" 11何16.5cm、出向 7.25cm、荷台作 7.5cmを測る o JJ台-1:は)五色を出しやや

精良で、....:3mm ;f:!，U交の砂杭を合む。焼成は良好りにぶい光沢のIYJ指紋色を h~~する利lがかかる O 内面見

込み及び尚子?に 11跡が伐る o m国 2b航。

石製品

~il~ {i (11) 伐作民 7.0cm、制 5.3cm、残存厚 2.8cmを測る。黄褐色を笠する砂岩製である o

その他

焼 1:塊(15) 伐イf:民 7.1cm、残存l陥5.5cm、残存厚 3.1cmを測る o 胎土は 1"'" 4mm程度の砂粒を多

く合み、茶褐色を jI~. する O

焼 1:塊(16) 残存民7.1cm、残存l悩5.5cm、残存原3.1cmを測る。胎土は 1-3mm程度の砂粒を多く含み、

茶尚色を'，!.サーる。

SE410灰褐土出土遺物 (Fi g. 73) 
須恵賀土器

土師縛

小皿al 土器計測表参照。

提鉢(1) 口縁部~体部の破片である o 推定口径 30.m、残存高 3.1cmを測る。内外面とも回転ナデ

が施される O 内面下半は使用により磨耗している。胎土は 3---5mm程度の砂粒を少量含む。焼成は良

好で、内外面暗灰色、断面淡赤褐色~暗灰色を呈する。東播系。

提鉢 (2) 口縁部~体部上半の破片である O 推定口径30.6cm、残存高 6.1cmを測る O 内面は不定方

向のナデ、外面は回転ナデが施される。胎土は 3......， 5mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成、還元とも

に良好で、内面暗灰色、外面灰色~暗灰色、断面灰色を呈する O 東播系。

灰軸陶器

椀 (3) 底部の破片である。残存高 3.0cm、推定高台径7.4cmを測る O 内面は磨耗により調整不明、

外面は回転ナデが施される O 底部は糸切りされる O 貼り付けにより高台が作られる O 胎土は精良。焼
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成は良好で、灰色を呈する o内閣に灰白色を皐.する糊がかかる o内面にうっすらと赤色顔料が付着する。よ

く撮られており赤色顔料を擦ったものとみられる。

石製品

行鍋 (4) 残存自)17.2cmを測る O 日待60cm程度に復元される。明白銀色を呈する滑石製である O ケズリ

により成)I~ される O 外 1M.1" N:に煤が付消する O

イi釧 (5) L/繰 tfilト体ill~.t.=11..の破片-である o 残存高 7.45cmを測る O 口径は 25cm程度に復元される O

淡(/茶色を"~.する i'lit ィ i製である。ケズリにより成形される。耳が l ヶ所残存する o 割れ日を削ってお

り、{政)1'を II~;川しようとしたものとみられる O

SE410晴灰粕出土遺物

九i不a 1:部itl' iUlJ :}(参J!(t0 

小1111a 1 1'，出itl'iJtlJ'.}<参!町村

SE415鳳灰土出土遺物 (Fi g. 73) 
青白磁

"l':{虹i(6) ~岡高I~ の{波 JI' であるり伐存 l古) 2. 65cmをmlJるυ 船 1:は1'1-&をldし精良で、黒色校を合む。焼

成は n.~fo 外 1M に、光沢のある j草紙色を i I~_ する ~Ihがやや!引くかかる。内曲j は露 JJfì 0 

SE415灰色土出土遺物 (Fi g. 73) 
土師器

)Ltィ~ a 1:出IHiJllJ:}(参 m~o

小111La 1 1:出HI・測点参m1り

鍋 (7) I I~法行1) "体計IS1:‘|への{政JI'である。折((む11何37.6cm、残作自9.0cmを測る。|付刷は)瓜化によ

り i捌幣不 I~J、外1Mはヨコナデが施される。 Jlfi"I'.はややキ11.く、---5 m m if'，U支の砂軌を多く合む。焼成は良

好で、内ItliI附尚J1(色、外側f耐IIir概色を提する o

鍋 (8) I /縁者ISの破r(である O 残存商 4.6cmを測る。内外面ともにヨコナデが施される o JJfi土はや

や中Ilく、 -Smm f'.1J交のの砂粒を合む。焼成は良好で、内外面暗褐灰色、断面階阪椴色を!1iする O 内外

1M全体に制色化がみられる。

鳳色 土 器 B煩

腕c ，1'，路rrl-il¥Ij'J(参11日u

白磁

IIIL (9) 大半が残る o I I任 9.8cm、総向 2.6cm、成筏3.5cmを測る O 胎土は!明性l褐色を提を量し、精

l~。焼成は l~~r- 0 光沢のある滞此)ポ色を"~.する ~dlが滞くかかる o V -2a類。

SE415 灰色土(貧褐粘ブロック)出土遺物

土師器

小1IIla 1 : 1:，僻UliJ¥IJ去参照。

SE415暗灰粘出土遺物

土師器

丸杯a 土器計測表参照。

小皿a1 土器計測表参照。

SE415 暗灰粘(オケ外)出土遺物

土師器

小皿al 土器計測表参照。
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SE415桶 (Fi g. 74・75)
木製品(表2)

結桶側板 (1----20、添付CDPl. 373 

....392) 20枚で構成される O残存長

26.3 ----55. 2cm、幅3.3.-...-11. 15cm、

!事さ1.0 ----1. 4cmを測る O 側面は非

常に平滑な処理が施される O 内外面

は手斧などにより削られるとみられ

るが不明瞭である。

結桶底板 (21、添付CDPし393)

後54.5cm、厚さ 2.65cmを測る。割っ

た後部分的に手斧などで削られる O

側面は加工痕は残っておらず、丁寧

に仕上げられている。 2つの部材か

ら成り、部材はダボにより連結するo

4ヶ所にV字形の切り込みが入る。

切り込みは畿などによるものとみら

れる。

SE445暗灰粘出土遺物 (Fi g. 76) 

土師器

丸均二a :，'I~.*~'~・l測表参照。

小皿 a1 :t'，締計測表参照。

石製品

番号 PI. 
373 

2 374 
3 375 
4 376 
5 377 
6 378 
7 379 
8 380 
9 381 
10 382 
11 383 
12 384 
13 385 
14 386 
15 387 
16 388 
17 389 
18 390 
19 391 
20 392 
21 393 

番号はFig.74・75における番号

器種 長さ(cm) 中富(cm) 厚さ(cm)
長 44.4 +α 11.3 1.1 
反 43.0 +α 9.6 1.2 
反 43.9 +α 8.1 1.31 
又 44.1 +α 10.7 1.31 

44.4 +α 10.1 1.1 
36.3 +α 9.1 1.1 
32.7 +α 10.9 1.0 
26.3 +α 3.3 1.1 
33.3 +α 11.1 1.3 
30.3 +α 10.2 1.3 
36.4 +α 10.6 1.3 
33.5 +α 4.7 1.1 
35.5 +α 10.0 1.4 
41.8 +α 11.1 1.3 
38.7 +α 11.2 1.2 
42.0 +α 11.0 1.3 
41.0 +α 10.2 1.2 
55.2 +α 9.5 1.2 
42.3 +α 11.5 1.1 

民 48.3 +α 8.5 1.2 
民 54.5 一 2.7 

喪 2 SE415楠計測喪

紡錘車(1、添付CDPl.394) 外径8.7cmを測る。明黒灰色を呈する滑石製である O ケズリにより

成形される o い

SE445晴禍土出土遺物 (Fi g. 76) 
黒色土器A類

小皿a1 (2) 推定[1任 11.1cm、出向 1.4cm、批定胤任8.2cmを測るり|人1'1Mは風化により不明瞭なが

らミガキが施される O 外 mi は rlllil~; ナデが施される。)段高15 はヘラ切りの後、 1M状J+~艇がみられる円 JJfì ，'1'. 

は密で、.-..， 3mm 手:!I~皮の砂軌を合む。焼成は良好で、 1)~Wi ，'日制色、外|析i而 H削反抗色を日する。

瓦器

椀C 土滞日l'iJtIJ表参J!日。
須恵賀土器

握鉢 (3) 11縁部の破片である。残存尚 2.7cmを測る口内外Ifliとも 1111似ナデが施される()JJfi 1".は術

で、焼成はやや不良、還元はやや良好、内断削浅以前色、外げrIllirJ反政・色を '1~.する。 ~tt冊系。

白磁

査類 (4) 体部の破片である。残存高 2.9cmを測る。外I(ti，1".付:に横hiilJの沈線、その沈鰍以卜.に縦

方向の沈線を有す。胎土は精良で、白色を呈する O 焼成は 1~女子。外耐に、 1'1 色を 1.{ する車111が滞くかか

るO

不明陶器

饗 (5) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高 8.0cmを測る o LH毛33cm松に彼泌される。体行IS内

面はあて具痕をナデ消している o 口縁部は折り返しにより肥厚させる o 胎ご1-:はやや常で、 1mm ;fJM交の

砂粒を多く含む。焼成は良好で、内面紫灰色~赤灰色、断面背灰色を援する o 外而及び顕官15I付耐に、

緑褐色を呈する粕がかかる。粕は部分的に不透明な青灰色に発色する。
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'K 76 SE445出土膚吻実測図(1/J) 

右側品

( I鍋!il 1 It~ 日1) U.，% 1 '1の般1¥"('める jffi.とIlif27.2cm、伐((t:l 5. 25cm ..:~ lUlJ心 IUI怯)11<.色士 Vする

rtI ( I制 h心う正')1-J りiJ\iÆ 汽れるJ.Iが l ケ ， ~i 伐{(する

制品

l収胤 I I u).m~ 休日1)の般J'， ch心 指定Ilif1.1. .km， ~U{ ，nj 1. hcm t.:IUlJゐ 1 1-11(11 は ~tÝJíf.U作物

に Lり，川和小IUJ.外Ifllll小正 }J1;'げ)J Iがh1hされる 船 11よ11l<、 1 mm "，'J(lの妙ネ?を ~Cìむ焼

iJi<.IHHf'C、外IUII(IIIJ.'大色4・'，l1心 l人l外1(111・，A;糸色何色 J11性j色泌似抗色漁料色や'，1-4る金

川がf.J1
vi 1る d 11が l今川『内 {(Iゐ

SE455鳳縄土出土遺物

土防総

JL材、 a 1 ~~ ，!llUIIJ<参!m
小IIIla1 I".?品川山1<'<参!!(!

SE455灰得土出土遺物 (Fi g _ 77) 

土師器

)L!f a U;;，d i則火参IIU

小IUla 1 U:.，;I"iU1!l<参照

鉢 (1 ) ).氏郎の破片である。伐0・，rti2. 9cm、機定l氏lf.13. 8cmを測る。体制11人Ilfliは胤化により ，J，lJ盤不

luJ、外側はヨコナデが施される。J反古1¥はlλI外l師とも不ie)ifI'Jのナデが施される 胎 iニは曹;で、 - 1 mm 

f'，:J症 の仁I~t~ を i殻 Jíi合む。 焼成はやや不良で、fUJl立褐色 - 11百，Vì褐色を呈する 外lfiiに褐色化がみ られ、

ー次的に火を受けているものと 推祭 される。
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瓦鵠

椀c 土器首|測表参照。

小山a1 土器首|測表参照。

小皿 a .:J二昔話'rl-I-isIJ表参!開。

SE455鳳灰土出土遺物

土師様

)L J:ィ~ a .1:時1l'j' iUlJ }J:.参J!(t0 

九郎 u添付CDP1.395) LJ鰍部の破片・である O 残存長 2.3cm、残存!悩 3.1cm、服さ 0.35cmを測る O

i捌幣は風化により不IYjである。 JJfi，1'，は糊良。焼成はやや良好で、内外面にぶい椴色、断聞にぶい樺色

~制1'Ii!!.を '1~_する。内 Iflj に H背側色を.'J~.する漆が付着する。

SE455晴禍粕出土遺物 (Fi g. 77) 

土師緯

)Li:ィ~ a 1'，協;f，-iUlJ N:.参J!(t“
小IIIla 1 1:時計測点参J!(し

備 (2) 椛定11何1.7cm、伐イl尚 12.2cm、推定成任9.2cmをiUlJる。|付rMはナヂ、外面はヨコナデ、底

部外 1Mは十ずが施される H 湖町I~1付1Mには絞り痕が制策されるり胎 1:はややキ11く、--3mm税度の砂粒を

多く~むけ焼成はやや l~~r で、滞1' 1 制色、濃こげ茶色を JJ~，する。

白磁

水i両(:~、 i添付 CD P l. 396) -t巴子を欠くが大:'1えが残る o JJ阿部最大任4.25cm、214商3.3cm、成慌 2.8cm

を測るり IJfi1'，はi導的J五位を '1~.し、梢 lし焼成は i込針。光沢のある滞前総色~滞茶色を 111する紬がかか

る"外I(tj1;似は館IJfi“kJl:持ISに抹文、|勾彫りにより六弁をtNiくo ~fしが 2 ヶ j9r Wl~~ される。内部に何

か(小イ i成いは出峨が刈聞f~ したもの ~1i)が人っていることが鎚えるが、現状では不明である O

中国間機

上r憎(~) 1 1 鰍時1) の{波)i- である。 I-~何 1 1. Ocm、残存高 4.65cmを測る。!日?二tは滞灰色を出し、精良。

焼成は良好“外1Mにi時前紙色を日する端hが概滞くかかる o N矧?0 

t抱強:1(5) 体出IS1;、|え...J.氏再1)の破八"である。残存i自)9. 3cm、成筏 10.5cmを測る oJJt:I::上は薄灰色を皇し、

精 1~() 焼成は l~~ro 外 Iflì に j導的紙色を叫する粕が極薄くかかる o 外i耐ド位は餓胎。

右側品

イi釧 (6) U鰍古1)'~， Jl~ t~ISの倣n・である O 推定n径 28.2cm、残存高 15.4cm、推定成径 28.4cm を測る O

H削ポ色を JI~. する十I't+i製であるのケズリにより成形される o 耳が l ヶ所残存する O 外国に褐色化、煤の

付皆がみられる。

行制 (7) 体出ISド半--J氏官ISの破片であるo残1t:"I窃5.8cm、推定底径23.6cmを測る o内外面ともケズリによ

り成形される o 11官!パ1W色......11音銀色を!Ziする滑川製である o 外商は底部にまで煤が付着する。

i'l~t ィ i製加工品 (8、添付 CD Pl. 397) 残存長 4.8cm、幅9.1cm、厚さ 1.8cmを測る。ケズリにより成

形される o n音 1~1 灰色を虫する滑石製である o 横軸方向の断面の形状や突出部の上面及び下面のケズリ

の状況から、:rt-鍋の破片を転用したものと推測される。

SE465黄禍土出土遺物 (Fig.78)

土師器

杯a(1) ほぼ完存する o 口径 14.4cm、器高 2.5cm、底径9.4cmを測る O 底部は指押えにより丸み

を持たせている O 内外面とも、体部上半はヨコナデ、体部下半~底部は不定方向のナデが施される。

胎土は密。焼成はやや良好で、内面薄白褐色、外面薄白褐色~薄黒褐色、断面薄灰色を呈する。京都

系。

丸杯a 土器計測表参照。
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SE465暗灰土出土遺物 (Fi g. 78) 
土師器

小皿a1 土器計測表参照。

石製品

i骨石製品 (2、添付CDP1.398) 残存長 13.0cm、残存幅5.6cm、厚さ 2.0cmを測る O 灰白色を呈す

る滑石製である O 石鍋の破片を転用したものとみられ、周縁部を新たにケズリ、成形する。上下面に

は石鍋使用時に付着した煤や成形痕が残る。

SE480晴禍土出土遺物

土師器

小皿a1 土器計測表参照。

SE480灰色粘出土遺物 (Fi g. 78) 
白磁

小壷 (3、添付CDPl.399) 体部~底部の破片である o 残存高 6.6cm、高台径3.9cmを測る o 1Jf:i:L 
は明灰白色を皇し、精良。焼成は良好。外国に、やや光沢のある薄黄緑灰色を足する ~IIJがやや原くかかる o 取:

商産。

SE485晴禍土出土遺物

土師器

杯a 土器官'"jsIJ表参照。

杯?添付CDP1.400) 口縁部の破片である o 残存長2.8cm、残存rl幅3.6cm、J11さO.35cmを測る o

鯛整は風化により不明である。胎土はやや密。焼成はやや良好で、褐白色を坐する。|付'[(I.Iに県側色を

呈する漆が付精する O

SE485崎禍土(賞自粕ブロック)出土遺物 (Fi g. 78) 
土師器

丸杯a J:.総計mlJ表参Jm。
小皿 al 土器n十測表参Ht:t。

石製品

石倣 (4) 残作民1.6cm、残存~rM 1. 5cm、!射さ O.3cm を測る。 H削民:\~\色を日する安山 'i i製である。遺

構埋没時期jを示す遺物ではないが掲載した o

SE490黒色土出土遺物 (Fi g. 78) 
土師器

均二a 土器Rh~1j表参照。

丸杯a .:1二~;f計 rßIJ表参照。

小皿 a1 土器計測表参照。

鉢 (5) 注IJを含む口縁部の破片であるo残存高4.1cmを測るo調整は風化により不明。 JJfi.'J'.はややキ11く、

---5mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成はやや良好で、明!ポ黄色を民する o

黒色土器A類

片(添付CDP1.401) 底部の破片である o 残存長4.5cm、残存1脳4.9cm、原さ O.4cmを測る。 i捌鞍

は風化により不明である。胎土はやや密。焼成はやや良好で、灰白色~褐r':J色を .!ii~. する O 内 i耐に思;褐

色を呈する漆が付着する。

瓦器

椀 C 土器計測表参照。

須恵質土器

担鉢 (6) 口縁部~体部上半の破片である。推定口径34.2cm、残存高6.9cmを測る o 内外面とも間
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転ナデが施される o内閣下半は回転ナデの後、斜め方向のナデが施され、使用により磨耗している O胎土は

密で、--4mmの砂粒を含む。焼成は良好、還元はやや良好で、明黄白色を呈する。東播系。

石創品

石鍋 (7) [.1縁部~体部上半の破片である。推定口径 14.6cm、残存高 5.lcmを測る O 暗灰色を呈す

る滑行製である o ケズリにより成形される。耳が 1ヶ所残存する O 外聞に煤が付着する o

SE490晴灰粕出土遺物 (Fi g. 78) 

土師器

メL杯a "，時lttHIIJ'1J:.参H日n

小IIILal .1'，時ithUlJ夫参J!任。

瓦器

椀 c(8) 完)f~，'u'，である。 11符 17.6cm、時向 5.9cm、高台径7.2cmを測る O 内外l耐ともミガキ cが施

される“!応部外IJJiには板状U:泌がみられ、 U1ljり付けにより高台が作られる。胎土は街で、--1mm程度

の砂牧を合むり焼成、選l己ともに良好で、 IJ 純計15 は mrN\~;灰色、その他は明白灰色を草する O 体部外面

/;平に、焼成1)臼に「カ|字状の級事Ijが施される。

制!c (9) 折f(定 11伐 16.2cm、出向 ~.85cm 、 lむih作 7.1cm を測る。内外耐ともミガキ c が施される O 底

部外1Mは111]11¥1;ナヂが施され、 U1ljり付けにより jHjffが作られる。)Jfけては術で、焼成、避7己ともに良好、

|付|析1(ljlV11民色、外1MIY J Jポ色，，~ 11河川!五色を II~ する H

小Jllla1 1:総ftl'illlJ#.参H柄。

SE495崎禍土出土遺物 (Fi g. 78) 

土師器

)L!ィ~a 1:~;f aliU~衣参H官。

小IIILal 1:時jn'illlJ表参照。
鉢(10) I時如'rlSの破)十である。残存高2.8cmを測る。内面は風化により調整不明、外聞はヨコナデが施さ

れる()IJfi /'.はやや中11く、 -3mm純度の砂粒を多く含む。焼成はやや良好で、内面暗茶褐色、外而薄賞褐色、断

1(lj ~時 ~W制色、 IY J茶尚色を Il~サ欄る。

鉢(11) 11鰍郎の破片-である。残存向4，9cmを測る O 内外国ともヨコナデの後、ミガキが施される。胎土

はやや衝で、'-"， 1 mm f'l¥ )庄の砂約:をやや多く合む。焼成はやや良好で、内外面簿糠色、断面薄櫛色~明黄灰色

-11削ポ色を '1~，する。 IAJI(IÎの I J純計15付近が胤に制色化する O

)1' (添十1"CD Pl. 402) 残存民 1.9cm、伐作I~M 2. 7cm、flf.さ 0.3cmを測る。調整は風化により不明であるo

JJfìl'，は術で、 ---1聞 1~iU:~の砂杭をわずかに合む。焼成は良好で、褐 r~1色を援する o 内閣に階褐色を呈する漆

が付;持する。

瓦器

椀c こl.:R}f"ilh則表参n員。
須恵質土器

出鉢(12) 日縁部の破片-である O残存商2.85cmを測る。内外商とも回転ナデが施される。胎土は密で、~

1mm税度の赤色粒を微量含む。焼成はやや良好、還元はやや不良で、内面明白灰色、外断面薄黄灰色、口縁部

外岡崎黄灰色を呈する O東播系。

白磁

椀(13、添付CDPl. 403) 口縁部~体部上半の破片である O 推定口径13.3cm、残存高3.95cmを測る O 胎

土は薄黄灰色を呈し、精良。焼成は良好。内外面に、やや光沢のある薄灰黄色を呈する粕が薄くかかる O 広

東系、未分類。

石製品

石鍋(14) 口縁部の破片である。残存高6.9cmを測る。内外面ともケズリにより成形される O 暗黒色~晴

灰色~灰白色を呈する滑石製である。外面に褐色化、黒色化がみられる O
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SE495鳳褐土出土遺物 (Fi g. 78) 

土師器

丸刈'a 土器計測表参照。

小皿Lal 土器計測表参照。

鉢(15) U縁~休部の破片である。推定口径29.2cm、残存高6.3cmを測る O 内外面とも回転ナデが施さ

れ、外Wli下位:には指踊痕が残る O 胎土は密で、---lmmの程度の砂粒をやや多く含む。焼成はやや良女子で、内

外1MIVJ特色、|却rl耐j財布械色を対する o内面口縁部付近が斑に褐色化する o

瓦穂

椀c L時計jJIIJ表参mto
須恵慣土穂

JY鉢(16) LJ線部~体育I~_J:-.半の破片で、ある O 残存高5.9cm を測る O 内外面とも回転ナデが施される o 胎土

は衝で、 -2剛;f'I~肢の砂紋をやや多く含む。焼成、避元ともに良好で、明灰色を毘する。東播系。

灰柚陶器島

市?(17) I 1械部の俄n.である。残存向上 6cmを測る。 11筏20cm科に復元されるo胎:1:は滞)ポ色を皇し、

梢品。焼成はl込針。外I(IJに光沢のあるj草川青色~滞納色~制I!jí立を hlする ~11Jがややlばくかかる o

SE500暗灰土出土遺物 (Fi g. 78) 

土師器

九州司 1 :総武hUIJ J<参J!(~()

)L1f~a (1R) J，段高ISのfI皮f(である O 残;存高1.65cmを測る O 内面は回転ナデの後、ミガキb、休部外聞は回転

ナヂが施され、成百15はヘラ切りされる O 胎土は密で、焼成はやや良好、内閣薄白禍色、外1M淡ドIJ民色~薄黒

川色、断1M~車内尚色~滞感灰色を呈する。底部中央が焼成前に穿孔される O

小JllLal 1-.時計調IJ表参照。

瓦器

制!c _ J: 協fï-liUlJ衣参m~()

須恵質土緑

tll!鉢(19) 1 I械部の般JIt.であるu残存向3.75cmを測る。内外1(IIとも Inlllli;ナデが施されるoJJti.l:は術で、~

lllUll ，fll~肢の砂料を少盛合む。焼成、遺Jt ともに良好で、背!天色を n~する O

SE510鳳褐土出土遺物 (Fig.79)

土師鱒

尚子rJ I( (添付CDPl. 4(4) 残存長 5.5cm、残存l悩7.3cm、厚さ 0.45cmを測るO 調整は風化により不明で

あるの JJfi.1:は術で、-lmm~HII肢の砂粒を少量合む。焼成はやや良好で、外商褐灰色、断面褐灰色~褐白色を

日する。I)，.J'rfrjに褐色を!11する漆が付消する O

小l111al(1) 推定/]筏9.lcm、都高 1.35cm、推定底筏6.6cmを測る。体部は問転ナデ、底部内面は不定方

向のナデ、!応部外聞は糸切りの後ナデが施される。胎士は密で、焼成は良好、内外国淡黄褐色、断面淡黄褐

色~賀補色を虫する。

須恵質土器

1lE鉢 (2) 口縁部の破片である。残存高2.3cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。胎土は密で、~

1mm程度の砂粒をわずかに含む。焼成、還元ともにやや良好で、明白灰色を呈する。東播系。

捜鉢 (3) 口縁部の破片である。残存高2.2cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される。胎土は密で、~

lmm程度の砂粒をわずかに含む。焼成、還元ともにやや良好で、明白灰色を呈する。

土製品

円盤状土製品 (4、添付CDPl. 405) 推定外径10.0cm、厚さ 1.4cm、推定内径1.5cmを測る O 上面はハケ、

下面は風化により調整不明、側面はナデが施される。胎土は密で、 ---2mm程度の砂中を少量含む。焼成はや

や良好で、表面暗灰色~淡黄褐色~明白灰色、断面黄褐色~明白灰色を呈する O紡錘車と想定される。

円盤状土製品 (5、添付CDPl. 406) 推定外径10.5cm、厚さ 1.2cm、推定内径2.1cmを測る O 上面に指頭

痕が残り、側面はナデが施され、その他は風化により調整不明である O 胎土はやや粗く、 ----3mm程度の砂粒
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をやや多く合む。焼成はやや良好で、 H行HA褐色~淡黄褐色を半.する O紡錦JI{と想定される。

SE510灰禍土出土遺物 (Fig.79)

土師器

)L1i~a 1:出iIliJIIJJ<参!!{10

)Llィ~a X c 1"， ~~lìl- iJlIJ 点参11明。

九州(添付-CD刊.1(7) }/(lllS付近の俄n齢とみられる O 残存長 5.0cm、伐イf:I~M 5. Ocm、りさ O.5cmを測る。

i掛け特は胤化により不19jである。 )Jfi1:は街。焼成はやや良好で、褐t]色を 111する。 l付1Mに制色を 1，~.する漆が付

持する 4・

小IIILa1 1"，出lihlllJN.参J!(to
鉢(6) 1 I 械部のfiJUJI' であるイ》伐イ(:向 G.6Gcm を批判る O 内外Hti とも風化により捌披イ，I~L 胎 1: はキ11 く、 ----6mm

何度の{沙料:企 JI:古川こ多く fVむ H 焼成は J:.t ~fで、 l川崎色--，ii幻立制色を出する o

~{f f i' (7) IjJ41 ;~'I) の似)1'である打伐イ，:山~15. 2cmを測るり!仰/郊外HIIはタテhlilJのナデが施される ωJjf;卜.はやや

術で、 :{mmW.J貨のf(TN:を多く作むH 焼成はli/，{{-で、|人j外1M~~~向性j色、断 1(li1I;1}氏色九淡/A同色を'，¥，する O

瓦器

倒c L出，il'iJIIJ}と恕H日H

倒('(H) JJ'(i'mの{岐J"‘であゐ H 伐イ{，，~j 1. HCIll、 l'.'tji i lt. (). 3cIllをmlJる"1人J1Mはミガキc、外1MはとJ:1ナデが施

5 れる "II，'j り付けにより出jft が1'1~ られる μJJfì 1: はペペ)~#I~で、 '):}~J& 、還 l心ともにややn~Iで、|人l外 1M11川氏色、断

1(ljI P J l' I 11~似合 11~:cJ' ゐ H 紙l竹系H

須恵質土鱒

JH!鉢 (9) I J械部 、 {本氏ISI二五1'-，の倣J't，である oJ推1官住H佐:定I口11-従壬34.0仇cm、残イ存子i向f叫:j7.3cI汀I日mをa訓測!川リる oI内人付JI山(IHはま刈川11川l川叶小1リ小iド1松|

イ不4勺1定江/んH川'j八11向II川1リjのナゾ-j"、外I(刷(1削IIは11川11川lリlド!恥1i:L以;けサナ-デが施される O什|内人什l面 l卜ド半は使用により!燃持粍しているふイれ，)J船fi'-.はやベ)~~I' で、 '-.3mm

，fYI貨の{沙ねをやや多く合む。焼成、越川ともにやや良好で、 19J以(]色を没する。!↓i1冊系り

t刊i九日1¥鉢 (υl(川)日) 1体本荷川郎|目)1卜ド、、1下|ド1.. - Jt'山i収記M古削郎|目:の{破波即)八;.である..Y伐えMνイイ介←I内f
|ド向;.川1リjのサナ“ヅずr、外l山(Ii(は.よI川11川lリl川11恥|片IJ;け.サナy轟ヴヂJの{後変余釧斜lめ}flド向II川lリjのサナ.テデeが施される〈りJl'付サI(仙(Iiは{似史川により}府曾粍しているり以前iは不定方

IIIJのナデが胤3れゐ，，)J{i1'. ，.1ベJ や中11，く、~ ()mmf'，U貨の{沙料:をやや多く合む付焼成、 j遺j乙ともにやや良好で、明

以I' I{立を'，~. -4 、るけ ~H前糸川

1~IVJ 製品(1 1 、添付-CD ド1. 1(8) 1 I作1.1cm、出向 5.05<.:m、}J'f;作6.65cIll を測る()外1Mは汀こlナデが施

主れ、 I)'JI(ti ，よ L':tり:JUが伐ゐ"Ji( iYlS'よナデが施されるυ)Jfi1:は神i'で、"1mm ，f'U{tの砂*\~:をわずかに介む。焼

成は Ji /，{('で、淡 ~I'i:制位を 11!ーするけ

石製品

川イi製品(12、添付CI>P 1.1(9) 伐イ{以8.1cm、伐存rpM9. 1cm、)ばさ 1.5cmをi!l1Jる。}民1'-'色を I11する滑石

i~t~であるりケズリにより成)F~ される。 i川liのケズリ瓜は、洗Utl*Ji状を hiする。 Itl 央部が~~"'， fしされ、卜. 'r~ri には

っそ孔を小心にした IliJ心川状の湘が 2 条めぐる。紡$，lr~ll( を製作する途'1 1の資料かと想定される。

rl'fイ i~"1山(1 :3、添付'CD P 1. 410) 伐イ(1長3.8cm、iC6さし 7cm、残存rlfM3. 4cmを測る。)ポ(1色"-}，IA褐色を呈

するi'l'fイi製である。ケズリにより成形される o{i鍋の破)十を転JlJしたものとみられ、上下両には石鍋の成形

波及びイi釧の段|析で付消した煤が伐る O

SE510灰色粘出土遺物 (Fi g. 79) 

土師器

丸杯a J:総計測表参照。

小111la1 土器計測表参照。

瓦器

椀c 土器計測表参照。

椀c(14、添付CDPl. 411) 高台部の破片である O 残存高 1.3cm、推定高台径7.4cmを測る O 内面はミガ

キc、体部外面は回転ナデ、底部外面は板状圧痕の後回転ナデが施され、貼り付けにより高台が作られる。胎

士は密で、焼成は良好、還元はやや良好、内面暗黒色、外断面明灰白色を呈する。底部外面には焼成前に「キ」
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石11/品

自tI， 1.>， ，f，;f.j lil 1'1. 11:!、伐{r1<“Icm，内{r中1，11.~rm ， I';~， I.hrm /， ，lIlj/.， IUj"'，、 1'1(1，. ".γI 1..， 
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SE510鳳灰粘出土遺物 (Fig.80)

木似品

1111物Ii(j1{ 1. j.f，f.jlil 1'1.113) If2i，6cm、1'1~ O. 9;;rm l，-tUlj心 う λリγより1>1<H ~汽 j1心 阿1111

lこl1':! :lmm (/)~) i'.、カZ多以みられる 1 1.)世~1111 (!χ1 '1、した11111よ1
"
)1(11) 1-、他liJじよ心も (1)レ九 1，i lゐ1・

が多以1JIr.~される外 11111 ーも 1~があり、ひ，くり込しての l‘cliJがあ，/ーのより，うか '.UI\II\ 11州"(申itlIH.5rm.

Mさ1I.:!rm が(.j~‘て L 、/-が， 'I'J1W、態であったため、 Jf>(1111YII¥l-，側IHl外IL'Cl t /.. 

石創品

イ;$禍 (2) 1 Ihtr.li 1品川;の般1¥である )(1定I11で20.0cm、伐({Irlj H. 15cmをjU!j心 11古川色 IVJJ1<色キ 1，")

るittイl別であるいl外1(11ともケズリによ 1)hJì:lf~ される外1(11 に.);\'，/J'f.j .'('Jゐ 11が 1~I J吋H:{rIゐ

イ1鍋(i.HjCIl PI. 414) 1-1>郎の似1¥である 伐{H毛7.7cm、伐{r申;，112.lrm、/'/':<2.3cmや測る l火色ペ，

'.l~寸る ittll 純であるケズリにより J>lc.1f~ される lt9.0nunの穿イしをの 1 古Ij れ 11 を ffめ令(1， 1 . i.V，か1・j.'(1ゐ

|λ-11 (11 に似打線、外 11111 ニ~.fL;主<1'の lii跡がtJlr.~されるこれらの ~i~分には仰、が1・j .'iしていない

-147-



SE515晴灰粘出土遺物 (Fi g. 80) 
土師器

小1ma1 ::-r，縦割-i則表参照。

脚付鉢 (3) 底部の破片である o残存商4.3cm、推定底径33.4cmを測る o体部は内外面ともヨコナデ、底

部は内外聞とも不定方向のナデが施される。貼り付けにより脚が作られ、ナデが施される。胎土はや

や密で、---5mm純度の砂粒を含む。焼成は良好で、内外商淡黄褐色~時茶褐色、断面淡黄褐色~白灰

色を 11~. する o 脚が 1 ヶ所残ずがする O

瓦器

椀c .' 1:締法|制IJJ<参H札

石似品

{il~ィ(~、添付 CD P 1. 415) 設さ 6.4cm、11幅2.8cm、厚さ 2.4cmを測るo 黒灰色を呈する粘板岩製で

ある U ーV:jJlな紙trtiの他、断凶iが浅いU守:状を!立する溝状の砥ぎ痕、断面半球状の砥ぎ痕が観察される O

土製品

鋤相 (5、添付CDP I. 416) 民さ 4.9cm 、 I~M 3. 05cm、i向さ1.9を測るo 全閣指ナデが施される o 胎

1 :は術で、焼成はややl:.tal、淡亦褐色、淡亦j民色をHillするり I:nili質。この鈎別でできる製品の大きさは、長

さ:L8cm 、 I~h~ 2. 15cm、高さ 1.6cmと批定される O

SE525晴灰土(賞白粘ブロック)出土遺物 (Fig.80)
土師縛

鍋 (6) I1鰍荷15の俄)l-である o残存高3.5cmを測る O 内面はヨコナデ、外聞はナデが施されるo胎土は粗

く、九日nunifJ，ll支の砂粒を多く含む。焼成はやや良好で、内面淡茶褐色、外面暗茶褐色、断面附赤栂色~淡茶

尚{立を 1.~"する。外聞に褐色化がみられる。

J，' (添付CDP 1. 417) 残存長4.3cm、残存幅5.8cm、厚さ O.4cmを測る o 調整は胤化により不明で

ある。 JJtij:は精良。焼成はやや不良で、薄栂色を呈する o 内面に黒褐色を思する漆が付精する。

)十(添付CDP 1. 418) 残存民 1.8cm、残存111日2.2cm、原さ O.4cmを測る。調整は風化により不明で

ある。船 1'，は精iし焼成はやや不良で、 i尊i陪色を討する。内I耐に黒褐色を.皐.するj奈が付精する。

須恵質土器

J11!鉢 (7) I 1練古|ト体制S.1'，'1':の破)'，'である o 残存向5.65cmを測る o I付i削上半はIulil訟ナデ、下半は不

定}ilIIJのナデ、外l(tIはIIIJ枇ナヂが施される o 船上は衝で、--5mm程度の砂粒を少最含む。焼成、還元

ともに良好で、 l附宵!ポ色を.'1~"する o I I鰍帝15にfJ然利lがかかる o "東播系。

SE525晴灰土出土遺物 (Fi g. 80) 
土師器

九均くa ."1.:器fitisIJ表参照。

小皿 a1 士器百十測表参照。

土製品

取瓶 (8) 仁l縁部の破片である。残存高4.0cmを測る。内面は金属付着物のため不明、外面はナデ

が施される o 胎土はやや粗く、---3mm程度の砂粒を多く含む。焼成はやや良好で、内断面淡褐灰色~

淡黄白色、外面淡褐灰色~淡黄白色を呈する o 内閣に淡茶色~淡黄緑色を呈する金属が付着する O

SE525黒色粕出土遺物

土師器

丸杯a 土器計測表参照。

SE535暗褐土出土遺物 (Fi g. 81 ) 
土師器

脚付鉢(1) 脚を伴う底部の破片である O 残存高7.1cmを測る O 底径50cInほどに復元される。内面

はミガキが施され、外面は風化により調整不明、貼り付けにより脚が付けられ、指ナデが施される。胎土は
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やや細かく、 ---4鵬程度の砂粒を含むo焼成は良好で、内外面樫色、断面淡赤楼色、脚暗褐色を呈する O 脚

が lヶ所残存する O 内外国に褐色化がみられ、脚内面に煤が付着する O

鍋? (2) 口縁部の破片である O 残存高 2.1cmを測る o 内面は風化により調整不明、外面はナデが

施される o JJti土は細かく、---7mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内面浅黄櫨色、外面にぶい櫨色、

断ITH以内色を liiする o 外i1i'iに煤が付着する O

瓦器

析!c ，1:僻al'iJ¥lJ夫参H日。

椀 (3) 11紙作1$の破JI，'である O 残存向 2.9cmを測る O 内閣はミガキ cが施され、外前iは風化により

i出l験不IYJ、1J 隊出I~ に沈鰍が入る。 JJ台:.1:は剤11 かく、焼成は良好で、内面i黒灰色、外出版白色~灰色、断
l(II以111{立を日する。機内系。

須恵貿土器

tt!鉢(~) I 1株高|ト体行1)，1ソ1'""の破片である。伐イ{向6.1cmを測るo内外国とも回転ナデが施される。胎土

は術で、'-lnun ，fV肢の砂市立を合む。焼成、還元ともに良好で、灰色を呈する o 口縁部外 rtri に 1'1 然~Ihがかかる O

!↓i~備系 11

SE535灰禍土出土遺物

土師緯

小IlILal 1:出jfl' iJIIJ//:.参m~()

SE535井戸枠 (Fi g. 81 ) 

木制品

IIII!陶 (5、添付 CDP 1. 419) 筏 43.5cm、残存高 12.9cmを測るoJ単さ 0.4cmの桜を儲め、樹皮で留

める。内IfIiには挑め易いように縦、斜めの切り込みが入る。厚さ 0.2cmの帯板を l段(nlすり

1111物 (6、添付 CDP1.420) 径38.lcm、残存高 23.2cmを測る o 厚さ 0.4cm秘)交の似を挑め、樹皮

で怖めるけ|付 1(IIには撹め易いように斜-めの切り込みが入る o 外側に 2段の帯板を [i:ilす。

SE540晴禍土出土遺物 (Fi g. 81 ) 

須恵器

'.:1:( (7) 体行I~ 1;半、成町1)の倣J'J'であるO伐作i肖9.5cm、尚子?任 10.1 cmを測る o 1付1Mは(nl!1伝ナデ、底

部内1Mは不定JiI;IJのナデ、外Hliは11~Illir~ ナデの後、斜め )jl Í'IJ のナデ消し、外 1M)底部付近は lul松ヘラケズ

リ、 Ji~t'ilS外 1M は 1111 ~IÍJ ~ナデが施される。 lhlj り付けにより高台が作られる。胎 1: は情。焼成は良好、還元

はやや良好で、 IYJ l' 1以色を '1~する。

瓦器

J悦!cマL時ifhJIIJ}(参J!日。

SE540灰禍土出土遺物 (Fi g. 81) 

土師器

鍋 (8) 口縁部の破片-である o 残存高 2.7cmを測る o 内外面ともヨコナデが施される o 胎土は密で、

----3mm程度の砂粒を少量含む。焼成は良好で、内断面明白茶色、外面暗茶褐色を呈する o 外面に褐色

化がみられる。

SE555暗褐土出土遺物 (Fi g. 81 ) 

土師器

杯 a 土器計測表参照。

丸杯a 土器計測表参照。

小皿 a1 土器計測表参照。

鉢 (9) 口縁部の破片である O残存高3.25cmを測る O 内外面とも風化により調整不明。胎土は密で、 ----3mm

程度の砂粒を少量含む6焼成はやや良好で、内外面薄茶褐色~暗茶褐色、断面薄茶褐色~薄白灰色を呈する。

鍋(10) 口縁部の破片である O 残存高1.45cmを測る Q 内外面ともヨコナデが施される O 胎土はやや粗く、
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....4mm程度の砂粒を少量含むO 焼成はやや良好で、内断面明褐白色、外面明白樫色を呈する O

石製品

砥石(11) 残存長 10.8cm、幅8.4cm、厚さ 6.4cmを測る O 灰白色を呈する砂岩製である O 平坦な砥

ぎ面の他、細い溝状痕、敵打痕が観察される O

土製品

鋳型? (12、添付CDPl. 421) 鋳型の破片と想定される O 残存長 2.2cm、残存幅 1.7cm、高さ 1.9cm

を測る。胎土は密で、'"'-'3mmの砂粒を含む。焼成は良好で、薄黄灰色を呈する O 土師質である O

SE555暗灰粕出土遺物 (Fi g. 81 ) 

土師器

杯 a 土器計測表参照。

丸杯a 土器計測表参照。

小皿 al 土器計測表参照。

瓦器

椀 c 土器言言音剖剖1'1圃↑れ1

椀 (ω13ω) 口縁部の破)片片1十.である O 残存尚 3.0cmを測る O 内外而とも、 '1'同が狭く?持なミガキ Cが施され

るO 口縁部に沈線が入る oJJ台.:1.:，ま密。焼成は良好、還元はやや不良で、 191以1'1色を日し、米1Mの!，U化はみら

れない。機内系。

SE570崎禍土出土遺物

土師器

小丸杯a J:.:器計測表参照。

小皿 al 十.総計測表参照。

瓦 器

椀 c :1.'， ~~ ttl isIJ表参照。

小皿a1 1-.出li'trJtIJ:衣参照。

石製品

滑石製品片(添付CDP1.422) 民さ 3.3cm、残存'1'日2.3cm、!引き 2.lcmを測る日灰色を 'I!，-~・-る滑イ i

製である O ケズリにより成形されるの ~M 2mm fMJ$tの断rfrfV'i:状の榔状娘、任1.7cm f'IU虻の揃鉢;1此の内

みが観察される。紙石として使川されたものと推測される H

SE575晴褐土出土遺物 (Fi g. 82) 

土師器

杯a(1) 舵定LJ任 14.9cm、協向2.7cm、批定成作lO.6cmを測る。|人j外I(IIとtllll恥;ナデが施される()Ji支持I~

は糸切りされる。胎 1:.は常で、 0.1九 O.5nun ，f'IU立の砂軌を多く合むり焼成はやや軟質で、!ぽ制色を'，!，する"

小皿al "1'，時計mlJ表参照。
小皿a(2) 底部の破片である o 残存商 O.7cm、推定成作 6.4cmを測るの|付1Mは1111ìl~~ ナヂの後ナヂ、

体部外国は同紙ナデが施され、底部は糸切りされるの JIfi:J:は情。焼成はやや軟質で、 l付"1M"削米側色、

外面灰褐色、断l商灰褐色を呈する o

鍋 (3) 口縁者1)の破片である O 残存高 3.0cmを測る o 内外出ともヨコナデが施される o JJfi"J:は3-. 

5mm程度の砂紋を合む。焼成はやや軟質で、内面灰褐色、外"rM以褐色~淡桃色、断1M以褐色を!止する n

内面に煤が付殺する O

石 製 品

滑石製品 (4、添付CDP 1. 423) 残存長4.9cm、幅4.1cm、残存高1.4cm を測る。|仰天 r~~1 色を位する

滑石製である o ケズリにより成形される O 平面長方形を呈し、周縁を l段高く捌り残す。中ほどに、

径 2.2cm の円柱状の突出部を作り、突出部を砲弾形に彫り瀦める。同様の突出者I~が長j~1J方向に 2 つ以

上並ぶものと推測される o
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SE575晴灰粕出土遺物 (Fi g. 82) 
土師器

丸郎 a 土器計測表参照。

小s1la 1 土器計測表参照。

杯(添付CDPl. 424) 成部の破片である o 残存長2.5cm、残存幡3.8cm、厚さ 0.6cmを測る o 底部

切り離しはヘラ切りとみられる o 胎土は密で、---1 mm程度の砂粒を少量含む。焼成はやや良好で、内

同H専制ドl色、外耐H帝灰色、断出薄禍白色~暗灰色を呈する o 内閣に暗褐色を呈する漆が付着する o

1f~ (添付CDP1.425) 体部の破片とみられる。残存長3.5cm、残存帽2.9cm、原さ 0.4cmを測る o 調

幣は風化により不明である。 JJ合了1:は櫛で、-...lmm程度の砂粒をわずかに含む。焼成はやや良好で、褐

1'1 色を呈する。内而に J~~\褐色を !1~する漆が付着する o

瓦器

斬!c j:路rlli則氏参mt() 
腕c(5) 1.収書ISの俄Jltである白残存尚1.4cm、推定荷台径6.3cmを測る o 内閣はミガキ c、外国jは回

転ナデが施される。lItIi り付けにより向hが作られる。 JJtì.~t. は街。焼成は良好、還元はやや良好で、内

外Iftin¥色、断IIlIJ反I' I~ を" ~.する円 j氏 lll)外 li!Ïに fxJ 形のヘラ iiUサを;有す。

中国陶締

14';~託 (6) LJ維持1)の破}十である。伐fi:，向 2.95cmを測る。 JJt1:i二は滞以色を説し糊良で、白色粒をわず

かに合む。焼1&は li~Jo 内外 I(IÎ に、やや光沢のある H白紙茶色~尚灰色を爪する ~dl:が滞くかかる。日縁者15は粕

がふき取られるの LJ鰍端部にu跡状の付精物がみられる o V-2頼。

SE575井戸枠 (Fi g. 82) 
木製品

1111物 (7、添付CDP1.426) 長軸 57.6cm、短軸 51.6cm、残存高30.0cmを測る。障さ 0.7cm税度の

似を挑め、樹皮で情める。外聞に摩さ 0.4cm、幅5.6---6. 5cmの帯板が2段回る。側板と梢般の聞に、

J":さ0.2.... yO.4cm、ITM4. 7 ..... 6. 7 cmの縦板が4ヶ所入る。

SE580井戸枠 (Fig.82)
木製品

OJJ物 (8、添付CDP1.427) 筏 39.5cm、残存商 18.6cmを測る o 1.半さ 0.5cm程度の板を擁め、樹皮

で憎めるの IAJifiiに縦の切り込みが入る。外耐に 2段分の;肝板と縦杭の痕跡が残る o

SE585鳳灰土出土遺物

土師器

杯a :J二時計測IJ表参照。

丸杯a 土器計測表参照。

小皿al :土器計測表参照。

瓦器

椀 c 土器計測表参照。

SE585膏灰土出土遺物 (Fig.82)
土師器

脚付鉢 (9) 脚部の破片である O 残存高 5.8cmを測る O 指ナデにより成形される O 体部は内外面と

もヨコナデが施される O 胎土は 3""' 5mm程度の砂粒を含む。焼成はやや軟質で、内面淡灰褐色、外面

淡褐色、断面淡灰褐色~灰色を呈する。

瓦器

椀 c(10) 口縁部~体部の破片である O 口径15.2cm、残存高4.8cmを測る。内外面とも、幅の狭い

ミガキ C が施されるが、内面は風化により不明瞭である O 外面には指押え痕が残る O 口縁部内面に沈

線が施される O 胎土は密。焼成は良好、還元はやや良好で、内外面黒灰色、断面灰白色を呈する O 畿内系。
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石製品

砥行 (11) 長さ 7.1cm、11I高5.9cm、厚さ 1.3cmを測る O 暗灰色を呈するきめの細かい砂岩製である。砥ぎ

WJは3Wi側娯される。

SE585晴灰粘出土遺物 (Fi g. 82) 

土師器

大j不cX椀c(12) 胤'~~I)の破)'(である。残存高 2.6cm、推定高台任 6.0cm を測る o 内外面ともミガキ C が

施されるの lhljり付けにより高台が作られる oJjfi土は精良O 焼成は良好で、淡!天網色をlIiする o

J~叶( l:~) Ji~ffl)の f~J'，'である o 残i存 i窃 1.4cm、成径 8.5cm を測る o 体者1)は内外Wi とも r(~]転ナデ、!底部内面

は1111tll.L;ナヂの後ナヂ、!氏自1)外凶iは糸切りされるo胎士は密で、 2鵬程度の砂粒を合む。焼成は良好で、黄灰褐

色を '1~.する。

SE590崎褐土出土遺物 (Fig.82)

土師器

小IIIlal 1'， (.~iHiWJ 1<参!慣れ

鉢(l~) I I出納15の倣)1"である。伐存i向2.2cmを測る u 調整は胤化により不明である oJJfi'j'，は2--3mm程度

の砂粒を合む付焼成は軟質で、 I)'J1M J五尚色、外1M以尚色-..，1肝尚色、附j'lfIiJ兵制色'"--lIfy褐色を， I~.するの外1m に褐色

化が制策される“

須恵賀土器

Jlt!鉢(15) I I鰍古ISの般r，・である。残存i向3.4cmを測る。|人1HIIはlul転ナデの後ナデ、外1Mは1111転ナデが施さ

れる o JJfi 1:は2....，3mm和!交の砂粒を微最合む。焼成、還元ともに良貯で、附削天色を h~するり ~1滑系。

白磁

小t+X/J、，;:':((16、添付CDPl. 428) 底部の破片である。残存高 1.25cm、高台径2.0cmをiWJる。 JJ白土は精

凡で、i専制1'1色-...l' I色を '1~，するの焼成は良好の荷台内を除く内外面にやや光沢のある薄緑 I~I 色-~，持制灰色を呈

する ~Ihが締くかかるり Jl~ !収系。

石製品

イi釧(17) I 1 鰍高IS~ 体行15 上、|への俄J ，"である o9~{r= 出'j9.1cm を iWJ る。亦褐色~背脱色を Fillする i'!'r "{ I製である O

ケズリにより成形される(J.LJ~が l ケ '~Î'9~{がする O 外 1M に煤がイ\j-)持する O

イi鍋(lH) 体内ISの般}'I'であるの伐存向3.6cmを測るの庁以色を'!l，するrrt:rI製である O ケズリにより成形さ

れる o}'~以卜.に'胤が付;持する。

十I'rイi加 1:"11" (19、添付.CD Pl. ~29) 民さ 3.lcm 、 I~M 2. 5cm、残存i向1.5cmを測る O 灰白色を止する滑石製

である。ケズリにより成形される。裏1Mに2ヶ所、tM鉢状の穿孔が観察される。断耐が角ばったU字形を呈す

る製11111と必定されるが、HJ途は不IYJである。

低利 (20) 残存悦 4.1cm、残存I~M 3. 5cm、!ばさ O.8cm を測る。阪 I~I 色を呈するきめの細かい泥岩または粘

紋別製である。平:l;Uな紙ぎ耐のほか、|折}酎が浅いUEF状を足する消:状の紙ぎ痕が観察される O

土製品

鋳型 (21、添付CDPl. 430) 推定口径3.75cm、残存高 1.8cm、推定底径 1.9cmを測る。胎土は精良。焼

成は良好で、淡灰褐色を虫する o二|こ師質で、ある o

鋳型 (22、添付CDP1.431) 長さ 4.2cm、l隔2.8cm、高さ 1.45cmを測る。外面はナデが施され、内面は

型押しによる成形とみられる o胎土は1......，2mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、樺色を呈する。土師質であ

るo この型から作られる製品は、長さ 2.8cm、幅1.4cm、高さ O.8cmの涙形を呈する。製品の用途は不明であ

る。

鋳型 (23、添付CDPl. 432) 残存長2.5cm、残存幅 1.85cm、高さ 1.2cmを測る O 外面はナデが施され、内

面は型押しによる成形とみられる O 胎土は精良。焼成はやや軟質で、灰褐色を呈する O 土師質である O

SE590灰色粘出土遺物

土師器

小皿a1 土器計測表参照。
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SE605黄褐土出土遺物 (Fi g. 83) 
須恵質土器

護(1) 口縁部の破片である O 推定口径25.8cm、残存高8.2cmを測る O 口縁部上面は沈線状の凹みがめぐ

るO頚部は内外面とも回転ナデが施される O体部外面は平行叩きが施され、内面はあて具痕がナデ消されて

いる O 体部と頚部の接合部内面は工具による平滑なナデが施される。胎土は密。焼成は良好で、灰色を呈す

るO

SE605暗禍土出土遺物 (Fi g. 83) 
土師器

小皿a1 土器計測表参照。

須恵貿土器

握鉢 (2) 口縁部の破片である。残存高5.4cmを測る o内閣は回転ナデの後斜・め方向のナデ、外閣は阿転

ナデが施される o 胎土は2-3酬程度の砂粒を含む。焼成は良好で、灰色を援する o 東播系。

SE605晴灰土出土遺物 (Fi g. 83) 
石製品

滑石製品 (3、添付CDPl. 433) 残存長 11.4cm、11'M10. 2cm、J);j.さ2.35cm を測る。 11削ポ r'l 色を J，~サ司る十I't

石製であるのケズリにより成形される。中央に rt過する亦干しが l ヶ所、米間j泊の穿孔が 2 ヶ }~Î'あるの筋状の

傷が多数残る。石鍋の破片を転用したものとみられる。

SE605晴灰粕出土漬物 (Fi g. 83) 
金属製品

鉄斧 (4、添付CDPl. 434) 刃部・袋部の先端を欠く O 残存長6.65cm、残存幅4.8cm、刃部厚0.8cmを測

る。

SE610鳳灰土出土遺物 (Fig.83)
土師器

鉢 (5) 11車場作I~の破八"である。伐イh向 2.1cm を測る() ìUhJ鞍は J!li~化により不IYJ であるの JJfìL は 2- 3剛~'，!.J虻

の砂粒を合む。焼成は軟質で、外断Wi-ID色、|付1M特色、褐色を 111する。

片(添付CDPl. 435) 残存民3.1cm、伐イ{申M2. 4cm、仰さ O.4cm を ìlllJ る。 IØ~較は胤化により不IPJである。

胎土は密。焼成は良好で、にぶし \tv:色を I，!，するけ 1)~lm に!日色を rl~する協がH'持する H

須恵質土器

握鉢 (6) 1 1隊計ISの破).，'である。伐存向3.:kmをHIIJるり|人j外Ifliとも/1I1'lv;ナデが施されるり船"，は2..~. :lmsl 
程度の砂肢を少最合む。焼成は良好、避元はやや良~[-で、市川色を日する円 l則前系円

担鉢 (7) [1械部の破)十である O 残存向 3.5cmを測る。内外Ifiiと'blill '11];ナヂが施されるけ胎"，は1併
で、---lmm 和!皮の砂粒を微量含む。焼成は良好、選 ji; はやや良好で、 i炎!ポ色を 'I~ ~4・る。』↓H冊系 n

土製品

円盤状.1'，製品 (8、添付CDP1.436) 推定径6.0cm、残存尚1.lcmを測る。調牲はナデとみられる n

胎土は 1---2mm粧皮の砂粒を少量含む。焼成はやや軟質で、 i炎概色を日する。

SE610暗灰土出土遺物 (Fi g. 83) 
須恵器

費 (9) 口縁部の破片であるo残存高8.6cmを測る。頚部は、内外聞とも|回転ナデが施されるo体部は、外

面は格子叩き痕が残り、内面はあて具痕がナデ消されている。胎土はやや密で、2"""'3mm税度の砂粒を微量合

む。焼成は軟質、還元はやや不良で、内断面灰褐色、外面淡栂色~灰褐色を景する。

土師器

丸杯a 土器計測表参照。
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瓦器

椀(10) 口縁部~体部の破片である。推定口径 13.0cm、残存高 3.6cmを測る。内外面とも、幅が

狭く滑なミガキ cが施される。日縁部内閣に沈線が入る。胎土は精良。焼成は良好で、内面黒色~褐

灰色、外itl'j!払色 ---11首樹色、断IHI1民色を~する o 搬入品。

石創品

純正i加工品 (11) 残存民4.3cm、残存l隔5.lcm、厚さ 2.2cmを測る o 附灰色を盟する軽石製である o 一部

を iJ~ い U '{~状に律めている()

SE610晴膏灰粘出土遺物 (Fi g. 83) 

須恵器

蝿(12) 11鰍市IS"-体行151:半の破パーである O 推定日筏 29.6cm、残存高 10.0cmを測る O 強制lは内外面

とも 11I111iJ;-)・ヂが脆される。{本音IS外Wiは栴 {-IIIJき脱が残り、内面は不定方向のナデによりあて共痕が消

されている H 休日1) と ~tirllSの接介者IS1付 I(，j は抑制~I え及び指ナデが施される o 胎土は 3 ....... 8mm税皮の砂粒を

少量 fr む"焼成は l~ IjJ 、 j撞 Jl;はやや良好で、』じ質にイ 1: 1'.がり、内外面黒灰色、断刷灰白色を!辻する O

白磁

小ぜ!! O:~ 、添付，C D P 1. 4:~ 7 ) 完イ{する資料である。 IH世2.85cm、協商 3.4cm、成筏2.7cmを測る O

!収点IS は 1111'li.J~ヘラケズリにより、わずかに作められている。 JJfì -1'，は滞1'1尚色を日し、精良で、常|叫がわ

ずかに人る“焼成はf.l.~f-!lやや鬼沢のある j帯以前色を '11，する *"1がかかる。体背15 ド付>...}.記官15 は館胎。

石似品

イi釧(14、添付CDP 卜 4~~R) 航定IJ作 31.2cm、出向 14.1cm、羽H定胤任28.7cmを測る o 1.ポ色を!せする滑

イ I 製である H ケズりにより!仰隠される olrが 2 ケ '~Î'伐存し、残存位聞から本米 4 ヶ所あったものとみられる O

内外1(IIに燃が付荷すふ，

SE610井戸枠 (Fig.83)

木製品

機州本(I!)、添付CDPl. 439) 残存長44.0cm、11I話7.3cm、!併さ 4.4cmを測る O ドIfljは書Ijったままとみら

れ、その他の1Mを子斧などにより成形される o端部をL字形に加工し、その中央にO.9cm IJLj ) jの)i形の穴を

穿つo

梢伐木(16、添付CDPl. 440) 残存長94.2cm、幅6.4cm、厚さ 4.4cmを測る。径6.5c m ;f.~11皮の丸太の

卜司ドI(IIを子斧により成形し、 11t1JliIiは力rrl:痕がみられず、樹皮を剥いだだけとみられる。両端をL字形に加工

し、その中央に O.9cm IJLJ Jiの)j形の火を穿つ。

SE615晴禍土出土遺物 (Fig.84・85)
須恵器

難(I) I J市求書15の破片-である。残存高8.3cmを測る。 u径35cm程度に復元される o頚部は内外面とも回転

ナデが施される O 体制i外耐は格子npき痕が残り、体部内閣はあて具痕がナデ消される。胎土は精良。焼成は

やや不良、避芯はやや良好で、;民;質に仕上がり、時灰色を呈する。

難 (2) 口縁部の破片である。残存高4.8cmを測る O 内面は回転ナデ、頚部外面は回転ナデ、体部外面は

平行叩きが施される o胎土は密で、 0.5mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成、還元ともに良好で、暗青灰色を

呈する。

土師器

杯a 土器計測表参照。

小皿al 土器計測表参照。

鉢 (3) 口縁部の破片である O 残存高3，7cmを測る o内面はミガキ、外面は回転ナデが施されるo胎士は

3-5mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、灰褐色を呈する O

瓦器

杯a(4) 推定口径16.3cm、器高2.9cm、推定底径7.8cmを測る O 内外面とも回転ナデの後ミガキ Cが施

される O 底部は糸切りされる O 胎土は精良。焼成は良好、還元はやや良好で、内外面黒色、断面灰色を呈す

るO
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椀 (5、添付CDPl. 441) 口縁部~体部の破片である O 残存高4.9cmを測る o 内外面とも風化により不明

瞭ながらミガキcが施される。外面にはヘラ描きによる文様を有す。胎土は精良。焼成は良好、還元はやや

良好で、口縁部外国黒色、その他は灰白色を呈する O

小椀c(6) 成部の破片である o 残存高2.05cm、高台径5.2cmを測るo 内面はミガキ c、外面は回転ナデ

が施される O貼り付けにより荷台が作られる。胎土は精良。焼成は良好、還元はやや不良で、内外面黒色、断

而黒色~灰色を盟する。

須恵賀土器

鉢 (7) r]縁部の彼!i-である。残存商3.0cmを測る。内面は回転ナデの後、斜め方向のナデ、外国は回転

ナデが施される oJJ台:J二は密で、......3mm税度の砂粒を含むO 焼成、還元ともに良好で、内閣背灰色、外断面灰

色を51する。
制鉢 (8) [-1級官15の破片であるo残存高5.4cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。胎土は密で、~

3mmf.tH交の砂粒を合む。焼成は良好、還元はやや良好で、口縁部外面は暗灰色、その他は灰白色を皇する O搬

人111110

t!t!鉢 (9) LJ紙作IS~体制i 卜~ .~I':の破片-で‘ある。伐存的'j6.7cm を測る O 内外面とも回転;ナデが施される o 胎土

は VH?で、~ 3mml'，\Htの砂粒を合む。焼成、滋jë ともに良好で、 !J紙百I~外tfíÎ は灰色、その他は灰 r'J 色を呈する。

Jid鉢(10) LI級官15-- 休部上半の破片-である O 残fr，古~6.0cm を測る。内外出i とも回転ナデが施される O 胎土

は術で、 -2馴 f'I~J交の砂杭を合む。焼成は !~~f、選泊はやや l~~fで、!民 15:.1 色を摂する O 京橋系o

tli!鉢 (11) 1 I縁部の倣}iaである o残存向3.8cmを測るo内面iはIt11，1伝ナデの後、fi;;1め方向のナデ、外面は回

転ナデが施される oJJfi :1: ~ま術で、 ---1肌程度の砂粒を含む。焼成、避元ともに良好で、 IJ縁者15外i曲.は暗灰色、

その他民1，'1色を思するo東播系。

抗!鉢(12) 口縁部~体部上半の破片である。残存高9.0cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。内面

は使用により磨耗している O 胎土は密で、---2mm程度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良併で、内外面暗灰

色、断面灰色を呈する。搬入品。

中国陶器

:q日((13) CI縁部~体部.1ソドの破片で、ある。推定口径14.4cm、残存高10.45cm を測る。胎.::I~. はやや密で、

、 2聞手:'，~皮の砂粒をやや多く合み、灰色を単する。。焼成は良好。 fl縁者15内而~外聞に、時オリーブ色を呈す

る端hが滞くかかる 011械部 ".IMは ~Ihがふき 11)( られている。鉱山15 と体部の接合部付近内耐に化粧土が観察され

るO 耳が lヶiYf残存する。困難i。
朝鮮系無軸陶器

保(14) [J縁部の破片である。推定口径 23.2cm、残存高 3.8cmを測る o 内外聞とも回転ナデが施

される o JJf:i .:1:は術で、--3mm程度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、内外面暗灰色、断面暗赤

褐色を!立する O

石製品

石鍋(15) 口縁部の破片である o 残存高 3.7cmを測る o 口径 20cm程に復元される o 青灰色を呈す

る滑石製である。ケズリにより成形される O 耳が lヶ所残存する。外面に煤が付着する O

石鍋(16) 口縁部の破片であるo残存高8.1cmを測るo青灰色を呈する滑石製である。ケズリにより成形

される D 耳が lヶ所残存する o 外面下半に煤が付着する o

砥石(17) 長さ 11.9cm、幅 8.8cm、厚さ 3.6cmを測る。明灰白色を呈する砂岩製である O

滑石製品(18、添付CDP1.442) 長さ 18.9cm、幅 13.7cm、厚さ 2.3cmを測る。黒灰色を呈する滑

石製である O ケズリにより成形される O 石鍋の転用とみられ、石鍋の成形痕が残る。穿孔が2ヶ所あ

る。全面に煤が付着する O 煤は穿孔内部にも付着している O 上面に敵打痕が観察される。敵打痕は煤

付着後についたものとみられる。

石鍋補修材(19、添付CDP1.443) 長さ 14.7cm、幅 14.0cm、厚さ 3.9cmを測る O 明灰白色を呈す

る滑石製である O ケズリにより成形される O 表面には、 3~ 8mm程度、深さ 2~ 15mm程度の四角形の

事jり貫きが多数観察される O

石鍋補修材 (20、添付CDPl. 444) 残存長7.6cm、残存幅6.1cm、厚さ 3.5cmを測る O 明灰白色を呈する

滑石製である。ケズリにより成形される。石鍋の破片を転用したものとみられ、石鍋時に付着した煤が残札

新たな加工により、煤の一部が削られている O 穿孔が2ヶ所確認され、その内の一つには、釘等との

隙聞を防ぐために補填されたとみられる滑石(または滑石粉)が残存する O
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SE620暗褐土出土遺物 (Fi g. 86) 
土師器

丸杯a 土器計測表参照。

小皿 a1 土器計測表参照。

鍋 (1) 口縁部~体部の破片である O 残存高 14.0cmを測る O 内面はヨコナデ、外面上半はタテナデ、

外面下半は斜め方向のナデが施される O 胎土は 3--5mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内面

灰褐色、外面黒褐色、断面灰褐色~灰色を呈する O 外面には煤が付着する O

鍋 (2) 口縁部の破片である。残存高6.3cmを測る o 内面はヨコナデが施される O 外面の調整は煤

の付着により不明である O 胎土は--3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内面灰褐色~暗褐色、

外面暗褐色~黒褐色、断面褐灰色を呈する。外面に煤が付着する。口縁部の内外面に褐色化、黒色化

がみられる o

鳳色土器 B類

鉢 (3、添付CDP1.445) 体部の破片である O 残存高4.7cmを測る O 内外面とも幅の広いミガキ C

が施される。外面のミガキは風化により不明瞭になっている o 胎土は，......， 1mm程度の砂粒をやや多く含

む。焼成は良好で、内外面黒灰色、断面灰褐色を呈する o なお、 4および以下の 5、6は、按-合はしな

いものの、胎土や調整、焼成の具合などから、同一個体の可能性が高い。

鉢 (4、添付CDPl. 446) 口縁部の破片である o 残存高4.0cmを測る O 内外面ともミガキ Cが施さ

れる O 胎土は 1---3mm程度の砂粒を少量含む。焼成は良好で、内外商照灰色、 l析耐!氏褐色を!iiする O

脚付鉢 (5、添付CDPl. 447) 体部下半~底部の破片である O 残存商8.2cmを測る。内的iの調幣は

風化により不明、外国はミガキが施されているようだが、風化により不明瞭になっている。)拘lがJh1jり

付けにより作られる O 脚は指ナデにより成形される。脚は lヶ所残存する o JJfi."J'，は 2'"'-3mm税皮の砂

粒を多く含む。焼成は良好で、内外面灰黒色、断面灰色を呈する O

瓦類

椀 (6) 口縁部の破片である。残存高 2.9cmを測る。内面は幅の狭く密なミガキ C、外聞はl隔は狭

いがやや粗いミガキ Cが施される o 口縁部内面に沈線を有す。胎土は精良。焼成は良好で、内外而IJf(

黒色、断面灰色をff'する。畿内系。

丸瓦 (7) 残作長 18.5cm、残存幅9.3cm、厚さ1.7cmを測る。凹面は布目痕、凸耐は栴 rlllJき泌が

残る。部分的にナデ消される o 胎士は密で、-..3mm 程度の砂粒を合む。焼成は良好で、 i炎 fHJ.五色 ~i炎

赤灰色を呈する O

SE620黄禍土出土遺物

土師器

丸杯a .::c器計測Ij表参照。

小皿 al 土器計測表参照。

SE620灰色粘出土遺物

土師器

小皿a1 土器計測表参照。

SE625晴禍土出土遺物 (Fi g. 86) 
土師器

丸杯a 土器計測表参照。

小皿al 土器計測表参照。

鉢?(8) 口縁部の破片である。残存高2.45cmを測る o内面は回転ナデが施され、外国の調整は煤の付着

により不明である。胎土は l肌程度の砂粒を少量含むO 焼成は良好で、内面灰褐色、外国黒色~暗褐色、断

面灰褐色~褐灰色を呈する O

鍋 (9) 口縁部の破片である。残存高4.2cmを測る。内外面ともヨコナデが施される o 胎土は 5---
7mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、灰褐色を呈する o
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瓦器

椀 C 土器計測表参照。

椀土器計測表参照。

灰柚陶器

現(10) 頚部~体部上位の破片である O 残存高 5.1cmを測る o 頚部は内外国とも回転ナデが施され

るo イ本音I~外面は格子叩き痕が残り、内面はあて具痕をナデ消している o 胎土は空隙が入りやや粗く黒

!民約:を合む。焼成は良野で、灰色を思する。頚部内面及ぴ外商に白灰色~灰緑色を毘する糊がかかる o

須恵賀土器

弾 (11) J.底部の破片である O 残存高 4.4cm、推定底径 16.3cmを測る O 内面は不定方向のナデが施

され、外耐は絡了・叩き痕が残る o 体部外而殿下位にはヨコナデが程される o 胎土は精良。焼成、還元

ともに良好で、背!民色を1iiする o

白磁

鉢 (12) Ji支持ISの破片である。残存高 2.4cm、高台径 8.6cmを測る O 胎土は白色を笠し、精良。焼成

は良好。光沢のあるi草紙 --1草紙(11与を '1~.する ~lllが簿くかかる O 内閣見込みの糊は輪状に磁き取られる。

田知υ

木制品

紡鍬W(13、添付CDPl. 448) 符8.1cm、!早さ 1.65cmを測る o ロクロによる聞紙ケスリにより成形され

る。ロクロに1，'i1JEするための爪の痕跡が4ヶ所峨認される。'11央に符5.0聞の穿孔を有し、内部に木製の軸

の蜘内官1)が残作する。

SE625賀補土出土遺物 (Fi g. 86) 

土師器

鍋(14) 口縁部の破片である o残存高6.7cmを測る o 臼径50cm秘に彼泊される O 内外側ともヨコナデが

施される。胎土は3""'5mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内面暗褐色~鼎褐色、外出版制色、断面灰褐

色~にぶい様色を呈する。内面は斑状に黒色化する O

SE625井戸枠 (Fig.87)

木創品

例り物(1'-. 5、添付 CD P 1. 449 ""' 453) 割り物の井戸枠である。 1""'3及び4・5は接合する。

残作民 残存 11稲 厚さ

70.0cm 19.6cm 4.9cm 添付CDPl. 449) 

2 75.4cm 27. 9cm 3.9cm 添付CDPl. 450) 

3 81. 8cm 30.8cm 4. Ocm 添付CDPl. 451) 

4 59.6cm 29.0cm 4.8cm 添付CDP1.452) 

5 32.4cm 29.0cm 3.8cm 添付CDP1.453) 

内外国とも手斧などにより成形されるo下小口に残る加工痕は粗く、原木を伐採したままの状態ではない

かとみられる o 1と5の左側、 3と4の右側に長さ 3-4cm、幅2cm程度の方形の割り貫きを有す。

SE626暗禍土出土遺物 (Fi g. 88) 

須恵器

円面硯(1) 推定口径 12.6cm、残存高 3.15cm、推定タガ径 14.4cmを測る。内外面とも回転ナデが

施される。胎土は密。焼成は良好、還元はやや良好で、内面黒色、外面淡青灰色、断面紫灰色を呈す

るO 内面にかすかに墨痕とみられる黒ずみが観察される O

土師器

小皿 a1 土器計測表参照。

鉢 (2) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高 5.7cmを測る O 内面はヨコナデが施され、外面の

調製は風化により不明である。胎土は粗く、 1--3mm程度の砂粒を含む。焼成はやや軟質で、内面暗

褐色、外面暗楼色、断面暗楼色~灰褐色を呈する O 内面が褐色化している O
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鍋 (3) CJ縁部の破片である o残存高2.9cmを測る。内面の調整は摩滅のため不明、外面はヨコナデが施

される。胎土は粗く、 3阻程度の砂粒を含む。焼成はやや軟質で、内面灰桜色、外面暗褐色、断面白灰色~灰

栂色を泣する。外flfjは煤が付着するo

鍋 (4) 1.1級官IS----体部上半の破片である o 残存高 11.2cmを測る o 内閣はヨコナデ、外国はタテハケ

の後、ヨコナデが施される o JJt. :::I~"は *11 く、 5mm 程度の砂粒を合む。焼成はやや軟質で、内閣灰樫色、外

耐制色~淡桃色、断WiJ，氏~登色 --J灰色~椴色を呈する O 内閣-f.1生が;褐色化し、部分的に煤が付着する O

外1Mは煤が付荷し、制色化している o

瓦穂

制iC i:tFill-洲夫参11(1。
須恵慣土器

小川L(5) I I械部の破片・である n 判長定IJ任9.1cm、残存高 2.05cm、推定成筏4.5cmを測る。内外面

とも 1"lllll; ナヂが施されるけ Ji~ì~l) は糸切りされる。 JJtì ~ 1:は構。焼成、還元ともに良好で、官灰色を呈す

る(> 1\!~冊系 H

石製品

イi鍋(6) 11*求昨日の{波Jl'である。伐作自!j6. 5cm を測る。 H庁灰色を !;I~する滑石製である。ケズリによ

り)北}隠される n .l.j'が lヶ砂川見合:するい

似イi(7) 叫イ匹以H.6cm、伐<{'11MH. 2cm、l引き 1.3cmをilllJるり lりl以1'1色を l止する誠1氏自製である o 砥ぎ面

が"1(!I、 ・つの1(ljに自UJ'T艇が制策される。熱を受けた痕跡がみられるの

SE630晴情土出土遺物 (Fi g. 88) 

土師縛

小品I:C(8) k JI:市ISの俄)¥'であるけ伐イl向上6cmを社tlJる。|付1Mのi凋幣は!瓜化により不明、外耐jはミガキaが

施される()U，ljり{.1'けによりつまみが取り{.1"けられる()JJfi '1'，は術で、0.2剛，fMJ.!tの砂事:;!.を多く合む。焼成はやや

'1吹質で、 1記官Lを"~，する。

)L1i~a 1'，総rn・iWJ点参H日。

小JIILal 1"，協oliUIJ表参照。

鉢(9) I 1鰍郎、体内IS，1: ，:~I/:の彼片である。残存高6.1cm を測る o 調整は風化により不明。Jl白土はやや粗く、

-2nuu，f:MJtの砂粒をやや多く合む。焼成はあまく、内外商淡黄色、断面灰白色を呈する o

鍋 (10) I1械部~休日IS1:半の破片である o 残存高8.4cmを測る。内外面ともヨコナデが施される O

JJfi ，1'.は中Ilく、'-'3mm ，f.'IU支の砂粒を多く合む。焼成は良好で、内断面灰白色、外面にぶい樺色を皇する。

I)'J lili 1" 'I/~ および外 1M に煤が付持する。

白磁

椀(11、添付CDP 1. 454) J底部の破H'である O 残存i向3.2cm、推定高台任6.8cmを測る o 削り出し

により向台が作られる。 JJfi:，"，は糊良で、糟 n1:民色を出する o 焼成は良立子。~場以緑色を毘する紬が薄く

かかる。版部外iftiに地帯を有す。 r口市」か。 v矧。

椀(12) r 1縁部~体制iの破片aである O 残存i肉5.35cmを測る osf::i:1:は糟白褐色を呈し、精良。焼成は良好。
やや光沢のある薄黄緑灰色を:!1~する ~Ibが滞くかかる o 外面に縦箆花弁文を施す。 V-3b類。

SE630灰色粕出土遺物 (Fi g. 88) 
土師器

杯a 土器計測表参照。

丸杯a 土器計測表参照。

小皿 al 土器計測表参照。

小皿a(添付CDPl. 455) 底部の破片である O 残存長3.3cm、残存幅3.7cm、厚さ O，3cmを測る o 体

部内外面は回転ナデが施される O 底部切り離しはヘラ切りとみられる。胎土は密で、--lmm程度の砂

粒をわずかに含む。焼成は良好で、褐灰色を呈する o 内面に黒褐色を呈する漆が付着する O

瓦器

椀 C 土器計測!表参照。
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白磁

皿(13) ほほ完存する。口径 10.8cm、器高 2.85cm、底径3.9cmを測る。胎土は薄褐白色を呈し、精

良。焼成は良好。やや光沢のある淡黄白色を呈する紬がかかる o 輪花様の部分が2ヶ所みられるが全

体に施されていない。 V-la額。

SE632井戸枠 (Fig.88)

木製品

縦紋(14、添付CDP l. 456) 残存長 153.2cm、幅 24.0cm、原さ1.4cmを測る o 手斧などにより成形

される。 島高I~付近に rmJ サ:状のの線表IJ を有す。コーナー部分がはみだしていたり、何本も骨き直し

たような線がみられたり、また、 11:1央の交薬部分に fxJ字状の線刻があり、文字ではなく、方形の

火をあけるためなどのEI印とみられる o 線刻の大きさは長さ lO.8cm、幅 7.3cmを測る。

SE640晴禍土出土遺物 (Fi g. 89) 

須恵器

弾(1、添付CDP 1. 457) 体育15の破Jtである O 伐の"/有J6.6cmをiJlIJるo内外耐とも平行叩き痕が残るo外面

には文線状の線刻をイiす。 IJfì'-I". は 3mm~.'I~J史:の砂紋を合む。焼成は良好だが、やや瓦質に仕上がり、内面暗灰

色、外1M以色、!兵制fu を Jl~する。

土師.

)L 1f~ a -J:'~品 îìi・iUlJ必参 jl(1 o

小IIIla 1 '1-，締叶rUIJ表参照。

小満 (2) 披定口径 3.2cm、器高 6.5cm、底径7.5cmを測る o 内外面とも回転ナデが施されるo 頚部

内1Mには絞り痕が残る。胎土は 2mm程度の砂粒を少量含む。焼成はやや軟質で、内外面淡灰樹色、断

I(U淡!氏側色~褐灰色を皇する o

白磁

腕 (3) 体育I~下半~成l~ISの破Jtである。残荷:高 3.45cm、推定高台径 5.4cm を測る o 削り tli しにより

出Jfrが作られる。 lJfì"'. は精良で、薄 1'1 褐色を!'~する。焼成は良好。光沢のある滞黄緑色を坐する理由が

滞くかかる。内凶jに飽拙文をイiすox mllo 
鉢 (4) 11鰍 l~l~のMotである O ダ先手i:向上 5cmを測る o JJfij'.は車両j込で、灰白色を毘する。焼成は良好。

やや光沢のある札 l~J 色を出する ~Ihが滞くかかる o SE585熱版:.Jニ出土の破片と接合する o

膏白磁

阻 (5) Ji記者ISの破片・である o 残存高 O.95cm、推定成径2.6cmを測る O 成者1)は回転ヘラケズリにより、

わずかに律められている o JJti:l:は精良で、白色を思する o 焼成は良好。光沢のある薄背白色を呈する

*111が滞くかかる o 1愉花、白地:線を有す。

石制品

石鍋 (6) 推定口径23.4cm、器商9.8cm、推定底佳 19.8cmを測る o 明白銀色を呈する滑石製である。ケ

ズリにより成形される o耳が2ヶ所残存する。外面下半に煤が付着する o

滑石製品 (7、添付CDPl. 458) 長さ 8.0cm、残存幅 3.7cm、厚さ 2.3cmを測る。明灰白色を呈する

滑石製である O ケズリにより成形される。石鍋の破片を転用しており、石鍋の成形痕や使用時に付着

した煤が残る。

SE0640黄禍土出土遺物 (Fi g. 89) 

土師器

丸杯 a 土器計測表参照。

丸杯土器計測表参照。

小丸杯a 土器計測表参照。

小皿a1 土器計測表参照。

鉢 (8) 口縁部の破片である O 残存高 3.4cmを測る O 内外面ともミガキが施される o 胎土は精良。焼

成は良好で、内外面淡灰褐色~暗褐色、断面淡灰褐色を呈する O 口縁部に煤の付着、褐色化がみられ

る。
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鍋 (9) 口縁部の破片である O 残存高3.0cmを測る。内面の調整は風化により不明、外面はヨコナデが施

される。胎土は3阻程度の砂粒を含むO 焼成は良好で、内面淡灰褐色、外面淡灰褐色~暗褐色~黒褐色、断

面淡灰褐色~暗褐色を呈する O外面に煤の付着、褐色化がみられる O

木製品

題畿(10、添付CDP1.459) 残存長8.35cm、幅4.2cm、厚さ 0.35cmを測る O 中央下よりに穿孔を

有す。墨痕等はみられない。

土製品

瓦玉(11、添付CDPl. 460) 長さ 2.75cm、幅2.7cm、厚さ 2.1cmを測る O ケズリにより成形される。

胎土は密で、---2mm程度の砂粒を微量含む。焼成はやや良好で、白色~淡黒灰色~明白灰色を呈する o

SE640黒禍土出土遺物 (Fi g. 89) 
土師器

丸杯a 土器計測表参照。

小皿a1 土器計測表参照。

担鉢(12、添付CDP 1. 461) 口径23.7cm、器商 10.3cm、底径 lO.7cmを測る。体部は内外耐ともタ

テナデとヨコナデが交互に施される o 底部内閣は指抑えの後、ナデが施される o 底部内閣は使JlJによ

る磨耗や細かな傷が観察される o 胎オ:は街。焼成は良好で、内外泊i褐色~褐)ポ色、|析1M褐色(糊色化

による)を墜するo注口が lケ所作られるo体部内外国iに斑状の煤の付着と絢色化がみられる O

須恵質土器

握鉢(13) 日縁部~体部上半の破片である o 残存i窃7.5cmを測る。内外1Mとも II，J'Iií~ナデが施されるの
胎土は 0.5mm 程度の白色砂粒をわずかに含む。焼成、還元ともに良~f-で、 H向背:fft.色を '1~.する o

自俗

水注(14) 出LJの破片である O 残存長10.4cm、根元付近の径2.0cmを測る oJJ台:1:は I~J 色をM し、精良。焼

成は良好。光沢のある薄青白色を呈する紬が厚くかかる。 E類。

石製品

砥石(15) 残作長8.5cm、幅5.5cm、厚さ 5.0cmを測る。灰白色を呈する堆積岩製であるo平坦な砥ぎ削

のほか、敵打痕が観察される。

SE640晴膏灰粘出土遺物

土師器

丸杯 a :1".滞日lißIJ:&参m~o

小皿a1 :t.緋背1・mlJW:.参H日。

SE645暗褐土出土遺物 (Fi g. 90) 
須恵器

蓋c(1) つまみ刷辺の破片・であるo残u:向1.5cm、羽H定つまみ任2.8cmを測る。つまみはJlrliり1-j'けにより

取り付けられる ο 胎土は糊良。焼成は良好、還元はやや 1~~J-で、灰色を 'I!. す明るり 71":紀後半頃のもの

とみられる。本遺構の時期よりも古相の遺物である。

土師器

丸杯a ニl二部首l'isIJ表参照。

小皿 a1 土器計iRIJ表参照。

瓦器

椀(添付CDP1.462) 底部の破片である。残存長3.3cm、残作'1'M4. lcm、仰さ 0.4cmを測る o I付l耐

はミガキが施され、外国には板状圧痕が観察される。胎土は精良。焼成は良女子で、内的'iJポ黒色、外断

面白灰色を呈する O 底部外面に rxJのヘラ記号を有す。

SE645晴膏灰粕出土遺物 (Fi g. 90) 
土師器

椀土器計測表参照。
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F，g 90 井戸出土i量制実淵図 (131

小1I11λ1~日 I ，PIJ}d~!Ir~ 

鍋 (~I IIH自1¥ 休日1¥1 TCll岐1'，である 伐 (1，九 11，6rml，・刈ゐ 1 Iif :l!irm 1'，'1，1[ Jじ ~ iL心 内外

，111 "(， 1 "1 "がぬδれる 市i1 Ij:l Imm 1'，'I!l山妙1.'1パ，y， (;.;む 3 焼成lよJHIβ.1"11111にぷい何色、

外 ，111，k IU色. t的11111大!日色 tiì'色~.:- 1ft J " 心 。 l人111111 ・1lf~人 l' tVがf.J./'i' I心g 慨は1*;);的l・f.J.rrし/'"1能性

もら心

鍋 r3 1 115，¥1¥の般1¥c'あ心伐(1向:!.6rmルiU11心 l人l外，111とも:1:1J' "，1がbIl!~れる町ì 1 1よ3-

:'"，01 I'，'/!l山Ifj;j.'rキ事 〈合む R 悦illiljfJ.111で、決トU色を・" Iゐ

須恵貧土緑

j'，'~} (1) 11科目1¥のf此1'，であゐ ~~ ({ ，'，~，:1. IrmルiUl)ゐ 1"1 Y~IIII と も 1"1 恥j ずが』私され心 111; 1 1よInmd'l皮

肉 111;t:rか少i1t1iiむ焼1&. 冒JLと (， 1・fllll'C'、1I，'i，'， 11，色;.:-II! .Jる時!l冊系

SE645・灰砂出土遺物 (Fig，90)

白磁

水d (5) ~Ii 郊の般1\ である 伐 (U::j1. 6r 01を測る 町i1 は (I~ を'， ' L . MJ'J.で、全日，:tが人る焼

成lよJ'HI 1"・l外，111に.カ ラスi'cで 、光111のあ心劫紋色を 'Aすゐ柑lが1'/<かかる

SE650暗褐土出土遺物 (Fig，90)

土師器

JLl.f、a t: ~~訂 iUlll<. 参!!((

JLiィ;a (6、添HCD P 1.463) Jft，E11 係 15 ， 6cm 、 ~;f lnj 3. 6cmを測る {宇部|人1i(IIは1"1転ナデの後ミガ

キb、外IUIは1"1転ナデが施される。応部1).111iiはナデが施され、 J氏苦1¥外聞はヘラ切りされ、板状IE痕の

後ナデがbもされる。胎土はtli良 焼成はJ:t~I-で、内外 1(li i;JUパ焔色、断而 IH色~淡l天悩色を没する 。 j氏

百1¥外 IIIIには草木首iの校紫 とみられる文嫌が焼成Ijirにド主主1)されている。

ー170-



小皿a1 土器計測表参照。

鉢?(7) 口縁部の破片である O 残存高3.65cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される O 胎土は3阻程度

の砂粒を多く含む。焼成は良好で、外断面淡灰褐色、内面淡肺褐色~暗褐色を呈する O 口縁部内面に褐色化

がみられる。

白磁

合子蓋 (8) 推定口径 5.3cm、器高1.75cmを測る O 胎土は白色を呈し、精良。焼成は良好。外面に

光沢のある薄黄緑灰色を呈する紬がやや厚くかかる O 広東系。

SE650晴膏灰粕出土遺物 (Fi g. 90) 

土師器

丸杯a 土器計測表参照。

小皿a1 土器計測表参照。

木製品

櫛 (9、添付CDPl. 464) 残存長 3.4cm、残存幅3.15cm、厚さ 0.95cmを測る。切り込みにより掬が

作られる。簡の付け根付近に沈線を有し、簡を切り込む際の日印とみられる o

SE655暗禍土出土遺物 (Fig.90)

土師器

丸事~a ，:1:滞計j別表参照。

黒色土器 B類

小肌al (10) 推定口径 10.6cm、残存高 1.6cm、推定成筏7.6cmを測る。内外Iftiともミガキ Cが施さ

れる o 底部はヘラ切りされ、板状圧痕の後部分的にミガキが入る o 胎"，は精 l~o 焼成は良好で、!日色

を呈する。

SE655黄白土出土遺物 (Fi g. 90) 

土師器

小JlILal 1'.日足首l.jJtlJ表参照。
議? (11) 底部の倣Jtである O 残存商3.5cmを測る。底径10cm程に復元される。内外面ともナデが施さ

れる。 JJfì ，，"， は 2附利Jlの砂市tを多く合む。焼成はやや軟質で、内断面淡灰褐色、外聞!民褐色を 11~する“

SE665黒色土出土遺物 (Fi g. 90) 

土師器

丸杯 a"'. 出 it'l-測衣参 m~ 。

小JlILa 1 j二時rn'iJtlJ表参H明。
鍋(12) 1-1縁部の破片である。残存両 4.0cmを測る O 内外1mともとJコナデが施される。胎 1:はamm

程度の砂粒を多く合む。焼成は良好で、内外岡褐色、|析"rfli制!ポ色 '0.，i炎!氏側色を 1，~.するけ内外 1(li とも煤

の付着、制色化がみられる。

SE665膏灰砂出土漬物 (Fi g. 90) 
土師器

小lIlla1 :1:総計測表参照。

SE675灰禍土出土遺物 (Fi g. 90) 

土師器

鍋(13) 口縁部の破片であるo残存高3.0cmを測るo内面の調整は風化により不明、外聞は聞紙ナデが施

される o 胎土は 2mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内断蘭灰褐色、外而H音褐色を思する o 日縁部

内面~外面に褐色化がみられる。
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SE2244県禍土出土遺物 (Fi g. 91 ) 
土師器

郎a ニJ:.掛1I"I"yJllJ表参照。

小11lla 1 :1:部 Htj~IJ 表参m1 Q

鉢 ?(1) I I縁部の破片-である O 残存向 1.6cmを湖IJるo 調殺は風化により不明である O 口径 18---

20cm利に従l乙される。 JJ白Lは精良。焼成は良好で、内外聞灰褐色、断聞灰褐色を皐する O

右側品

イi鍋 (2) I I 鰍汚ISの似)1'である。残作自~5.3cm を測る O 育灰色を思する i'Ptli製である oケズリにより成形

される。斗.が lケJ9j'伐存する n 外)世iに煤が付着する o

イ i 針。 O~1.J CD P l. 466) 伐作民9.3cm、残存幅8.7cm、厚さ 2.3cmを測る o 自灰色を虫する滑石製

である H ケズリにより成}隠される o 筏 6.0mmの穿孔を有す。穿孔内部には鉄釘とみられる金属塊が残

存する(l

iiJ~ ィ(:~、添付-CD P1.1l(5) 伐イ匹以3.5cm、伐存111M1. 8cm、j引き 1.0cmを測る o 1:9JJ氏自色を没するき

めの制|かい1M'i;-または名li似引税であるけ千J"IlなfiJtぎr(rjのほか、|析|制が浅いU字状を日する i~J~~*の砥ぎ

艇が制限されるり

SE2244絹灰粕ブロック出土遺物 (Fi g. 91 ) 

土師様

J1~ a 1-，出ahlllJ:}<怒!!{tり

)L J:ィ~ a 1: ~~nhllIJ}< 参J!(1 り

小IIILa 1 1:時計測点参mto

鉢 (4) I 1械部の倣JJ'である。伐存高2.4cmを測る。網整は風化により不明である。胎 1..は2mm純度の砂

軌を作む~焼成はやや '1吹質で、|付 Ihli:如氏褐色~階褐色、外断閣j炎m褐色を ~I~~する O

石製品

イi鍋 (G) 折(i)i:LHf:27. 8cm、残存高 10.3cm、推定成径22.9cmを測る。 淡背版色を弔する滑石製である O

ケズリにより成}隠される O 外1M に煤が十J:持する O 耳が l ヶ ~~r残存する口筏8.0脚の~:fしと、三角形の律みが、

外lケ，ijj-ある。:I(J JI1.の出み内向ISには1}<化物がつまっているり

SE2244灰色粘出土遺物 (Fi g. 91 ) 
土師器

jィ~a 1'，出ithlllJi1:. 参J!(~り

九州a . I'. r.~ ，f!-iUlJ J<参!!({o

小IIIla 1 1"， r.;):Jìl 測点参J!(~ 0 

瓦 器

腕c .1'.(.~tn'jJtlJ 夫参照。

白磁

椀 (6、添付CDP 1. 467) 体部下半~底部の破片である o 残存高4.35cm、推定高台径6.1cmを測る。

胎土は精良で、薄|士|灰色を思する o 焼成は良好。薄灰緑色を呈する紬がやや厚くかかる。底部外面に

「川」の墨書を有す。

黒紬陶器

天目椀 (7、添付CDP1.468) 口縁部~体部の破片である O 推定口径 11.Ocm、残存高3.7cmを測る O

胎土は灰色~薄茶灰色を呈し、精良で、 ---O.5mm程度の白色粒を含む。焼成は良好。光沢のある黒色

を呈する紬が厚くかかる o 口縁部の粕は茶色である O

木製品

曲物底板 (8、添付CDPl.469) 径 32.0cm、厚さ O.9cmを測る O 側面には、形2.--..3mm程度の釘穴

が7ヶ所観察される O

石製品

石鍋(添付CDP1.470) 残存長6.5cm、残存幅9.9cm、厚さ 2.6cmを測る O 灰色を呈する滑石製である。
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81545賞禍土

どで争三、

o 10cm 
lー「一一一一一一一一→

Fig.92 SI545出土遺物実測図 (1/3)

ケズリにより成形される!I1人j外Ifliに煤が付者する O 任7mmif'uaの穿イしを1J・すO

航行 (9) 民さ 17.9cm、'1'M~. Rcm 、 19: さ ~.Ocm を測る。 19J l' J 灰色を JI~する火成料製である。千坦な

似ぎ1Mが tlI((j州111.2.される。小11は{史JIJされていない。

SE2244鎌灰粘出土遺物

土師器

何~ a 1: '~if Itt lUU J<参J!(t0 

九郎a J: ~ifln iWJ表参照。

SE2863崎禍土出土遺物 (Fi g. 91 ) 

土師揖

小IIIlal .1'.総I1tH!!J点参!!日。
右側品

似イi(10) 1毛さ 5.2cm、残作'1'M3. 2cm、rt/.さ1.Ocmを測る o 能[:':Itf!，を出するきめの細かい泌岩また

は粘桜山製である臼、|λJ'llなiilxぎ1Mのほか、|却I''，(IIが浅いu"f~状を日する滑状の紙ぎ痕が観察される。

土制品

鈎J~~ (I1) 残存民 2.7cm、残イf:IIIM1. 95cm、向さ1.5cm を測る。外iIiîはナデが施され、内耐は~押し

による成形とみられる。 JJti1:は術で、--lmm私H主の砂粒を少量合む。焼成はやや良好で、、 IYjrJ茶色を

!止する。ト1:Orlj質である O

竪穴住居出土遺物

81545黄禍土出土遺物 (Fi g. 92) 

須恵器

蓋c1(1) 完存する。口径11.8cm、器商3.05cmを測る O 体部は内外聞とも回転ナデが施され、貼り付け

によりかえりがつくられる。天井部は内面が不定方向のナデ、外面は回転ヘラケズリ、貼り付けによりつま

みが取り付けられる o胎土はやや粗く、 ----3mm程度の砂粒を多く含む。焼成、還元ともに良好で、内面明青

灰色、外面明青灰色~暗青灰色を呈する O 非常に査んでいる o 7世紀後半とみられる。

小杯a(2) ほぼ完存する O 口径11.1cm、器高4.1cm、底径6.2cmを測る。内面は斜め方向のナデ、外面

は風化のため調整不明、底部はヘラ切りされる o胎土は密で、 ---2阻程度の砂粒をわずかに含む。焼成はや

や不良で、還元はなく、明桂色を呈する o 7世紀後半とみられるo

土師器

鉢 (3、添付CDPl. 471) 推定口径20.9cm、器高 11.5cm、推定底径17.1cmを測る O 風化により調整不

明。胎土は密で、 ~2mm程度の砂粒を少量含むの焼成はやや良好で、明樺色を呈する o 注口とみられる切込

みが lヶ所残存する。
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土坑出土遺物

SK040暗黄褐土出土遺物 (Fi g. 93) 

石製品

石包丁(1) 長さ 4.2cm、残存幅 6.1cm、厚さ O.8cmを測る O 暗小豆色~暗紫灰色を呈する輝緑凝灰

岩(立岩産)製である O 研磨により成形され、径3mm程度の穿孔が2ヶ所確認される O 遺構の埋没時

期を示す遺物ではないが掲載した。弥生時代後期とみられる O

SK265黒灰土出土遺物 (Fi g. 93) 

土師器

小皿 al 土器計測表参照。

片(添付CDPl. 472) 残存長 2.4cm、残存l幅2.9cm、厚さ O.5cmを測る o 調整は風化により不明で

ある O 胎土は精良で、 -1mm程度の砂粒をわずかに含む。焼成は良好で、褐肉色を盟する。内}責iに黒

色を呈する漆が付着する。

須恵賀土器

鉢 (2) 口縁部の破片である。残存高 4.05cmを測る o 内耐はIHIII伝ナデの後、不定力，'/f1Jのナデ、外耐

は回転ナデが施される o 胎土は精良。焼成、避泊ともに良好で、内1M!日!灰色--11削ポ色、外1M!如氏色、

断面灰白色を盟する o 東機系。

中国陶縛

小盤 (3) 口縁部~体部上半の破片であるo推定口径21.8cm、残存向5.4crnを測る o}J(ìJ: は滞仰天色を ~I~.

し、密。焼成は良好。口縁部及ぴ内面に暗緑茶色を呈する糊が薄くかかるoU縁者1)は糊がふき取られ、 [1跡、

が残るo 1頼。

SK275晴禍土出土遺物 (Fi g. 93) 
土師器

小皿 a1 J'.世間十rsIJ表参照。

石製品

石鍋 (4) I I鰍部-}，記者15の破片'である O 推定日経20.7crn、残存高 10.25cm、推定成作20.3crnを測る。

暗灰色をJiiする滑行製である。ケズリにより成形されるけ 1)'1IIIIは仙川により!持粍しているり外1Mに煤

が付着する。

SK340鳳灰土出土遺物 (Fi g. 93) 
瓦類

平瓦 (5) 残存民 13.5cm、残存脳 11.Ocm、以さ 2.6cmを測る。 1IIIIfIiは4Ji11娘、 I"IIMは怖 rlllJき痕が

残る o 格子内部に三角文を有す。側面には切断の痕跡が飢娯され、 1"I'rfri仰lから 1/3純度まで切り込み

を入れた後に制っている o 割った部分は未調整である o 胎土は~~持で、~ 4mm ，f::'，U交の砂料を合む。焼成

はやや良好で、明白褐色を呈する O

SK355鳳灰土出土遺物 (Fi g. 93) 

土師器

小皿al 上保計調IJ表参照。

瓦器

椀 C こtニ器百十isIJ表参照。

椀(添付 CDPl. 473) 口縁部の破片である O 残存長 3.lcm、残存幅4.9cm、!訴さ O.5cmを測る o 内

外面ともミガキ cが施される O 胎土はやや密で、---1 mm程度の砂粒を少競合む。焼成はやや良好。還

元はやや不良で、内外面黒灰色、断面白色を呈する O 内面に黒褐色を思する漆が付着する o

須恵質土器

握鉢 (6) 口縁部の破片である。残存高 3.8cmを測る O 内外面とも聞転ナデが施される O 胎土は O.5mm

程度の砂粒を多く含む。焼成、還元ともに良好で、内断面淡青灰色、外面淡青灰色~黒灰色を呈する o
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東播系。

自硲

fillt知 (7、添付CDP 1. 474) 体部の破片である。残存高 3.5cmを測る。外面上位に横位の沈線、そ

の沈線からドに縦位の沈線が.施される胎土は白灰色を呈し、精良。焼成は良好。外聞に光沢のある

滞f'~lt~*以色を叫する手111が薄くかかる o 広東系。

SK365黒禍土出土遺物 (Fi g. 93) 
土師縛

)Llィ~a 1'.時計測IjM参!!日。

椀c 1: ~~ühWJ J<参J!札

鉢x，，:':( (8) J段目1)の破)十であるの残イ{向1.65cmを測る O 調整は風化により不明である oJJti :-t:は精良で、わ

ずかにイit.;Jt/lJ:を合むり品!U北は良好で、 i炎亦尚色を1止する。

瓦韓

小111じ11 1:出，thUlJ点参mtυ

SK430鳳縄土出土遺物 (FI g. 93) 
土師器

小IIILa 1 (9) 推定11何日.6cm、出向上 ()cm、羽Ui:成作6.0cmを測る。内外fftiは胤化により綱験不明、

!応部はヘラ切りされる o IJfi 1:は術で、--1 mm ;f'I~皮砂軌をやや多く合む。焼成はやや良好で、明賞褐色

を'1~.する“

瓦緯

帆!(10) 11鰍市15---体制iの破片‘である o 推定口径 15.5cm、残存向4.9cmを測る o 1付/(rjはミガキ bの

後にミガキ c、外1Mはミガキ cが施される o JJ台:土は密、で、'"'-5mm純度の砂粒を少量合む。焼成、還元

ともにやや良好で、内外1MJI百貨以色、断fffil!fj J民ドl色を日する O

白磁

小官(11、添付CDP1.175) II~進行|ト体制i ト'，" 1えの破片・である。推定11符 2.6cm、残存高1.95cmを

測る“同荷15 に 2~の沈線をイ1・す o JJfi 1:は}ポ(J{立を 'I~ し、糊 i送。焼成は良好。内外 1(1iに、やや光沢のあ

ゐ j噂制的j民{立を 'åする ~Ih が滞くかかる。 広東系。

青白磁

介f-舵(12) 残存向 1.6cmを測る tl JJfi， 1-- は滞尚r'1~ を思し、精良。焼成は良好。外而及び天井部内面に、

光沢のある薄青色を J 1 !. する ~IhがややJy: くかかる o

SK460賞灰土出土遺物

土師器

九杯a'l".時U'liUIJ表参H校。

SK460鳳灰土出土遺物 (Fi g. 93) 
土師器

丸杯a 土器計測表参照。

小皿a1 土器計測表参照。

瓦器

椀(13) 口縁部~体部の破片である。推定口径 15.6cm、残存高4.45cmを測る。内外面とも風化に

より不明瞭ながら、ミガキがわずかにみられる O 胎土は密で、----1mm程度の砂粒を少量含む。焼成は

やや良好、還元はやや不良で、内断面暗褐灰色、外面暗灰黄色、口縁部面暗黒灰色を呈する o 外面に

は斑に油のようなもののしみが観察される O

SK475暗灰褐土出土遺物 (Fig.93)
土師器

小皿a1 土器計測表参照。
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鳳色土器A類

椀c(14) 底部の破片である。残存高 2.65cm、推定高台径6.5cmを測る。調整は風化により不明で

ある o 貼り付けにより高台が作られる。胎土は密で、-..， 1mm程度の砂粒を少量含む。焼成はやや良好

で、内ifii崎県灰色、外l析断明白褐色~暗黄灰色を呈する O

瓦様

椀c(15) 推定LI符 17.2cm、時向4.6cm、推定底径7.6cmを測る O 内閣はミガキ c、外耐は風化に

より不明瞭ながらわずかにミガキがみられる。底部には板状圧痕がみられ"ll，ljり付けにより高台が作られる。

JJfi，I'.は術υ焼成はやや良好、還元は良好で、 l付)師暗黒灰色~暗灰茶色、外luif情貼灰色、断tfIi1哨背!ポ色を箆す

る。

SK475鳳灰土出土遺物

土師器

小lIIlal L:出il'hWJ衣裳H日。

SK560崎禍土出土遺物 (Fi g. 93) 
土師穂

J+ (添付'CDP1.1J76) 11緑郎の{波川-である。娩{lH:5. 8cm、純作I~M 5.lJcm、lVさO.6cmを測る O 内

1Mはミガキが施されていたものとみられるり Jt~部外出はヘラ切りされる。 胎 1:は術で、 ---lmm干'M{tの砂粒を

少量合む。焼成は良好で、 Jl州ii!，U色、外1M['J以色、断 ifíI以色 .....(1灰色を止する O 外}自i成行I~q I~たとみられる位

聞に何7酬f"IU支の揃鉢状の~孔をイiすO

鉢(16) I1繰怖の破}l'である。残存商3.3cmを測る o内閣は不定方向のナデ、外聞はヨコナデが施される O

JJfi ，'.は術で、"-lmm私!皮の砂粒を含む。焼成はやや良好で、内面暗灰褐色~薄白褐色、外泊i明1':1椴色、断面

!日以色をLaする。

SK560灰禍粕出土遺物 (Fig.93)
土師穂

九刈~a ，1:.昨日tiUIJ点参!問。

須恵慣土器

J111!鉢(17) I 1鰍郎、休部 1'.¥1".の似)1'である。伐イ'(I~j 7. 5cmを測る O 内外1(IIとも 11I1l1以ナデが施されるo内面

1; 判ま Inllltz~ナヂの後、斜め }JÏÎtJのナデが施され、使月j により腐粍している o JJfけ:は常で、 ----4mm税度の砂粒

を少量合む。焼成、遺}i;ともに良好で、内外Iflill音背!五色、断面明白灰色を蛍する O 珠〔捕系。

SK560自灰砂出土遺物

土師器

丸:4~ a :1: 路 'f~tißIJ 表参n<< 。
丸体(添付CDPl. 477) 底部の破片・であるo 残存長5.7cm、残存幅6.8cm、厚さ O.7cmを測る。調

整は風化により不明である oJJti二七は密で、--...， 1mm程度の砂粒を少量含む。焼成はやや良好で、内面灰

褐色、外断面にぶい栂色~灰褐色を呈する。内聞に炭化物と暗褐色を呈する物質が付着する O

SK1481黒灰土出土遺物 (Fi g. 93) 
石製品

石匙 (18) 残存長2.8cm、残存幅6.9cm、厚さ 1.2cmを測る。明灰白色を呈する安山岩製である。遺

構埋没時期を示す遺物ではないが掲載した。

SK2248黒褐土出土遺物 (Fi g. 93) 
灰軸陶器

深椀 (19) 口縁部~体部の破片である O 推定口径15.6cm、残存高4.2cmを測る O 内外面とも回転ナデが

施される。胎土は密、焼成は良好で、明褐灰色を呈する O 内外面に白灰色を呈する紬がごく薄くかかる00-
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SK4099黒灰土
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Fig.94 土坑出土遺物実測図(1/3)
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53型式。本遺構の時期より古相の資料である o

石製品

石鍬 (20) 長さ 13.8cm、残存帽7.8cm、厚さ 1.5cmを測る o 7.炎緑灰色を呈する結晶片岩製である O

刃部及ぴ基音!)の一審!)が研腐され、その他は剥離により成形される o 遺構埋没時期を示す遺物ではない

が掲載した。

SK4099鳳灰土出土遺物 (Fig.94)
白磁

腕(I、添付CDP 1. 478) 底部の破片である O 残存高 1.85cmを測る o JJ台土は褐内色を思し、精良。

焼成は良好。光沢のある滞鰍色を呈する紬がやや厚くかかる O 高台内も施糊される o 内閣見込みは濃

!日鰍色に変色し、あばた状に荒れている o 未分類。広東系。

SK4101晴禍土出土遺物 (Fi g. 94) 
右側品

rl1tイi製品 (2、添付CDP1.479) 織の可能性のある滑イi製品の破片である。長さ 10.0cm、残存幅

5.2cm、!引さ 2.2cmを測る。 11削;反出色をjllするrl't1J'製である O ケズリにより!幻影される O キ111いi棒状痕、

断1MU 'y状の榔状浪、小さな FJ形艇がWl~~ される O

SK4146嫡灰土出土漬物 (Fi g. 94) 
中国陶器

~li~? (3) 11縁部の破片-である o残存高2.1cmを測るo 口径14--.... 15cm程に復元される oIl台土はtY:J白灰色

--~専制色を" ~，し、精良。焼成は良好。内外面に施糊されていたとみられるが、ほとんどはげている O 残存す

る柄hは前総色を!i1する O

SK4552鳳禍土出土遺物 (Fi g. 94) 
土師暢

九杯a 1:出iit7Ulj夫参H日。

)Ltt~ cl: (.日ahslJ:M参J!日。
小九li~ a . 1'， or.if HI"測点参J!(~() 

椀 (4) I 1鰍持IS-体内!)の般r(である推定l'l径 15.7cm、残存高4.7cmを測る o 内外耐ともミガキ Cが

施される()JJfi .1'，は梢品。焼成は良好で、内耐I'"IJ縁者1)外国灰黒色、外面淡褐色、断市i白灰色を最する O

椀c(5) 底部の破)1，・であるO残存向 1.9cm、推定高台径5.8cmを測る o 内面はミガキc、外国は回転ナデ

が施される o tl，ljり付けにより，Hj台が作られる o 胎土は精良。焼成は良好で、内閣淡褐色、外断面灰褐

色~にぶい栂色を:!.Ilする o J~支部外出に f+J のヘラ記号を有す。

小IffLa 1 :1:時計mu表参照。
小1II1(添付CDP1.480) 底部の破片である O 残存長3.6cm、残存帽3.8cm、厚さ 0.3cmを測る。内

外面とも回転ナデが施される o 底部外面に板状圧痕が残る。胎土は密。焼成は良好で、灰褐色を呈す

るo 内閣に晴樹色を皐する漆が付着する o

小皿(添付CDP 1. 481) 日縁部の破片である。残存長2.3cm、残存幅3.7cm、厚さ 0.3cmを測る O 胎

土は密。焼成は良好で、にぶい槍色を呈する o 内面に暗褐色を呈する漆が付着する。

鉢 (6) 口縁部の破片である o 残存高 2.5cmを測る。内面の調整は風化により不明、外面はヨコナ

デが施される O 胎土は 2mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成は良好で、内外面灰褐色、断面灰褐色~

黄灰褐色を呈する。

膏白磁

皿 (7) 底部の破片である O 残存高3.25cm、推定底径5.8cmを測る O 胎土は薄白褐色を呈し、精良で、~

1mm程度の砂粒を含むO焼成は良好。光沢のある薄黄緑白色を呈する粕がやや厚くかかる。

石製品

石鍋(添付CDPl. 484) 口縁部の破片である O 残存長7.5cm、残存幅7.8cm、厚さ 2.1cmを測る。灰

褐色を呈する滑石製である。ケズリにより成形される O 径8.0mmの穿孔を有す。
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滑石製品 (8、添付CDPl. 482) 残存長7.3cm、残存幅6.4cm、厚さ 2.1cmを測る O 明灰白色を呈する滑

石製である O ケズリにより成形される O 中央下位に径9凹程度の穿孔を有すO 権の可能性がある O

滑石製品 (9、添付CDP 1.483) 長さ 12.5crn、残存幅5.6crn、厚さ 2.1cmを測る O 黒灰色を呈する

滑石製である O ケズリにより成形される O 石鍋の転用とみられ、石鍋の成形痕が残る。

磨製石斧(10) 磨製石斧の基部の破片である O 残長6.8cm、残存幅5.0cm、厚さ1.6cmを測る。濃

灰白色を呈する泥質ホルンフェルス製である O 研磨により成形される。遺構埋没時期を示す遺物では

ないが掲載した O 弥生時代前期とみられる O

その他の遺構出土遺物

不明遺構出土遺物

SX010黒褐土出土遺物 (Fi g. 95) 

土師器

杯 a 土器計測表参照

小皿 a1 土器計測表参照。

小皿a(l、添付CDPl. 485) 底部の破片であるo底部内面に女性の頗とみられる愚曹が観察されるo

鉢?(2) 鉢とみられる口縁部の破片である。残存商2.0cmを測る。内外聞とも風化により調整は不明で

ある。胎土は2醐程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内外聞とも以内色を単する o

須恵質土糠

握鉢 (3) 口縁部の破片であるo残存商3.1cmを測る O 内外油耐iとも|加凶p叫|同4松伝ナヂが施されるo l胎~t的f合?よj土l上;は l附税!皮;克E 
の砂砂、粒を合むo焼成は良好で、内外面とも灰色を盟し、 L口1縁帝剖郎|日i外}耐師はは釦震散ね品妙焼~l:. きにより!以民i倒F尚品色をを.1~1

石製晶

石帯 (4、添付CDP1.486) 残存長 2.2cm、残存|幅 2.2cm、原さ 0.9cm を測る。点 lfii は ~I:'l;~' にj吟fか

っ平滑な研燃が施され、光沢を有す。裏面はやや粗く研磨され、帯に留めるための第イしが施されるり

暗緑色を県する蛇紋精製である。

風字硯 (5、添付CDP l. 487) 残存長 4.0cm、残存幅 5.3cm、残存厚 1.0cm を測る。黙樹色を h~する

泥岩製である o 喪耐に「三口Jの線刻文字が観察される。

石鍋 (6) []械部~イ本音I~.I: .~II.. の破片-である。残存高 7.9cm を測る。口径 26cm 君主に復必される。以 1'1

色を艶する滑石製である O ケズリにより成形される。使用による磨耗のため、!勾'lflIのケズリはやや不

明瞭。鍔以下に煤が付着する。

石鍋 (7) 底部の破片であるo 残存i向5.0cm、抑tiIf'，氏任25.6cmを測る。 rpJ1'1銀色を '1~.する滑石製で

あるoケズリにより成形されるo内面iのケズリは!府粍により不明瞭であるυl人j外WIとも煤が付持するo

石鍋(添付CDP1.488) 体部の破片である o 残イ(1毛 4.5cm、残存~IM 3. 5cm、!￥さ 2.Ocm iを測るo 灰

白色を思する滑石拠である o 径 8mm 程度の穿イしを有す。削れ 11 が1~IJ られている。

土製品

取瓶 (8) 11縁部~底部の破片である o Iごl筏 11.2cm、残存i向5.7cmを測る o IAJ 1(IÎ の\U~整は金属付着

物により不明。外聞は指抑えが施される O 胎土は 3mm税皮の砂粒を合む。焼成は良好で、外1M以色~

黄灰色~淡総灰色、断蘭薄紫色~淡緑灰色~黄灰色をほする o 111抑えにより成形されたn:LJが lヶ所

残存する O 内閣及び注仁lからよだれ状に黒色~樺色~赤紫色~黄線色~以前色を!止する金属が付精す

るO

取瓶 (9) 口縁部の破片である o 残存高4.6cmを測る o I大j外i耐とも器削捌幣を施すが緋細は不明で

ある。胎土は 1--2mm程度の砂粒を多く合む。焼成は良好で、内閣以色、外刷版色~黄灰色、附f刷版色~暗

灰色~賞灰色~薄緑灰色を出する。指拘lえにより成形された注口が lヶ所残存するの[]級官IS内外1((1に茶褐色

~赤紫色~濃緑色~灰黄色~濃紺色を~する金属が付着する。
取瓶(10) 口縁部の破片である。口径13.0cm、残存高3.8cmを測る o 内外国ともナデが施される。

胎土は 1.......3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内面灰色~灰白色、外国灰白色~禍灰色~明褐色~

淡緑灰色、断面黄灰色~暗灰色を呈するo内面にわずかに金属が付着する。

取瓶(11) 口縁部の破片である。残存高5.1cmを測る O 内外国とも器面調整を施すが詳細は不明である。

胎土は 1---2剛程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内面灰色、外面紫灰色~灰黄色~褐灰色、断面灰色
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~灰黄色~崎灰色を足する。内耐に灰緑色~赤茶色~緑黄色~濃紺色を呈する金属が付着する。

輔の羽[.1(12) 筏7.1cm、残存長12.3cmを測る O 胎土は-3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内面

椴色、外凶jl時以色--Jポ褐色、断面H音灰色~樺色を呈する。端部を欠損しているが、割れ口に黒色を呈する金

属が付消しており、端部欠損後も使用していたものと推測される O

SX010黒褐土ブロック出土遺物 (Fi g. 95・96)
土師器

鍋(3) 体行IS~ )応部の俄n"であるυ残存向12.3cmを測る O内外国とも凪L化により調整が不明瞭である。内

1M 卜~ '1". はナデまたはミガキ ~1; の、r~rl'tな時 1MI捌幣、外面下半はナデとみられる O 底部はケズリ或いはナ

ヂが施される。 IJfi1'，はややキIlく、 3rn rn f'l~ JJtの砂枇を含む。焼成はやや良好で、内fai浅賀峨色、外断面

にA川、{削哲也を'，!，する。外1(lj卜・ 1ドに煤が付消する O

自信

州(ltl) 1 1械部の俄J'，"である u 伐イr:向 5.tlcm を測る。 JJ向上は白灰色を皇し、精良で、、空I~j~が械わずかに入

る付焼成は J~ Il L，内外 1Mに、光沢のあまりないj草紙!氏色を" ~，するキ111が滞くかかる o 珊 -3 類。

石制品

イi鍋 (MH，j'CD PI. 489) 体制iの{波)，"であるり伐作以 6.3cm、伐イr:1~M9. 2cm、!早さ 2.3cmを測る o J五色を呈

するrn1i製である (l ff. 1 Onun f'l~ }立の'(1iしが2ヶ所経M察される。

イi鍋(添付 CDP l. ~90) 山内1)の俄J'.'であるけ伐イ{以 lO.~cm、残存IlfM 3. Ocrn、!併さ 2.0crnを測る o 明

!五色を'，!.するrl'tイi製である μ 作9.0mmの穿イしをイJすり 1fUれ11が削られている。

(JJ&.fi (15、添付CDPl. 1191) 伐イ匹以 6.2cm、残イ{I~M6. 5crn、!ばさ 3.2cmを測る。!民色~にぷい前・色を毘す

る砂川別である H ‘1;:J"II，な似ざ!自iの他、自白.J:r:J，良が組Jl~~ される。

土創晶

体状製品(16、添付'CDPl. 492) 線状を思する土製品の破片である O 残存長8.0cm、 I~M3. 5cm、!ばさ 3.0cm

をiUlJふ)1毛'lqlrhlilJにナデが施される oJJ台:::1:は0.5""4剛程度の砂粒を含む。焼成はやや良好で、 '}'fr附制灰色、

断l{lI1炎 ll~ 色を" ~する内

j収瓶(17) I I付先1)の破片である O 残存高4.8cmを測る o 器面調整を施しているよつだが詳細11は不明

である付!め 1'，は 5mm制度の砂粒を多く合む。焼成は良好で、内jIu灰色、外耐滞灰色~淡前概色、断面

j和天色汁別立峨色を"~する。 y，J:1 Iが lヶ)好残存する。内1Mにホ紫色を !i!，する金胤がわずかに付着する O

j仰臥(I8) I I鰍古ISの俄}It"である。残存i向4.0cmを111する()I人1HIIは金属小J'消物により i網整不明、、外

I(IIはナデを施しているとみられるの JJfi1:は2mm相成の砂牧を合む。焼成は良好で、外耐淡緑灰色~淡

庁灰色九jポ符色、断I([I)灰色サポ;fQ色を JI~. する。内外 IÍLÎ に!日制色~茶制色~貨総灰色~亦紫色~暗黄緑

色を:'r~する金属が1，j"持する。

l¥)(.胤(I9) I I械部の倣J'J'である o 残存i向4.8crnをiUlJるo 1付出に指羽11えが施される o J1ti土は 1---4rnm 

f'l~ J主の砂牧を多く合む。焼成は良好で、 l付耐 11fT褐!ポ色、外げriJI古川色~灰~管色~灰色、断面黄灰色~灰

峨色を LI~ サーる。!大j外 'r(rj に紫黙色~以緑色~亦包~赤茶色を掻する金属が付着する。

l¥)(.)a( (20) 披定1]符 10.8cm、脱出15.3cmを測る o 胎土は粗く、--5mm程度の砂粒を多く含む。焼

成は良好で、外UIiH昔!灰色~淡灰褐色、断岡崎灰色~樫色を呈する o 日縁部外面~内面に黒色~明者登色

~赤紫色~黄灰色~紺色~黄緑色を呈する金属が付着する O 注口が lカ所残存する。また、鉄紺等の

工具で挟んだとみられる痕跡を有す。工具先端はl隔1.3cm、長さ 2.9cm以上の方形を呈すると想定さ

れる O 工具痕周辺が外方向にiliんでいる O

SX010濃ねずみ色土出土遺物 (Fi g. 96) 

須恵器

猿面硯 (21、添付CDPl. 493) 須恵器撃を転用した硯の破片である O 残存長7.8cm、残存幅5.7cm、厚さ

1.4cmを測る。内面は使用により非常に平滑である。外面及び周縁は研磨により成形され、外面には格子叩き

の痕跡が一部残る O胎土は精良で、 1mm程度の砂粒を含むO焼成は良好で、灰褐色を呈する O 内面に墨痕がみ

られるo

土師器

小皿a1 土器計測表参照。
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鉢?(22) 鉢とみられる口縁部の破片である O 残存高5.0cmを測る O 内面は工具による幅広のヨコナデ、

外面はタテハケの後ヨコナデが施される。口縁部内面には沈線状を呈する段を有す。胎土はやや密で、4mm程

度の砂粒を含む。焼成は良好で、内断面桂色、外面浅黄櫨色を呈する O

石製品

石鍋 (23) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高 7.6cmを測る O ケズリにより成形される O 灰色

を呈する滑石製である。縦耳が lヶ所残存する O

砥石 (24、添付CDP1.494) 残存長3.2cm、残存幅 3.8cm、厚さ 3.2cmを測る O 暗赤褐色を呈する

砂岩製である O

砥石 (25、添付CDPl. 495) 長さ 3.7cm、幅3.3cm、厚さ 3.0cmを測る O 黄褐色~櫨灰色~灰白色を呈す

る砂岩製である O ほぼ全面が砥面として使用され、一部に自然面が残る O 平坦な砥ぎ面のほか、断面が浅い

U字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察される O

紡錘車 (26、添付 CD Pl. 496) 推定径 8.5cm、厚さ 2.0cmを測る。、明灰白色を呈する滑石製であ

るO ケズリにより成形される。石鍋の破片を転用したものとみられ、上下面に石鍋の成形痕が残る。

中央に l辺1.5cm程度の方形を呈する穿孔を有す。側面に敵打痕が観察される o

紡錘車 (27、添付CDPl. 497) 推定径9.7cm、原さ 2.2cmを測る o I狗 I~l ~配色を叫する滑布製である o .J~. 

面~側面にかけて連統制転によるものとみられるケズリが施される。石釧を転用したものとみられ、石鍋の

成形痕が部分的に残存する。中央に l辺1.3cm程度の方形とみられる穿孔をイfi-。
土製品

取瓶 (28) 口縁部~底部の破片で、 1/2税度残存する O 推定1""1符 11.8cm、部尚 5.9cmを測る。 11，、]WII 

の調整は金属付着物により不明、外面は器面調整は施されているが枠制11は不明で、ある。)船iJf的f白i:士ト
かく、 1--4mm程度の砂粒を含む。焼成はやや良好で、外出版白色~賞以白色~以色、|析IfIi}ポ色~オ

リーブ)火色~賛灰白色~オリーブ黄色を呈する。注目が対角に 2ヶ所残存する o I*j外'1Mににぷい亦色

~黒色~にぶい黄櫨色~明紫灰色~黄白色~濃緑色を呈する金属が付着する O

取瓶 (29) 口縁部~体部上半の破片である O 推定口径 12.3cm、残存高 4.4cmを測る。胎土は 2--

3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、外断面白灰色~暗灰色を呈する O 口縁部~内面に黒色~

赤茶色~黄緑色を呈する金属が付着する O 注口の一部が残存する。

取瓶 (30) rJ縁者I~の破片である。推定口径 12.0cm、残存高 4.0cm を測る。内外聞とも指抑えが施

される o JJfi土はやや街で、 4mm程度の砂粒を含む。また、有機物の痕跡がみられる。焼成は良好で、内

面灰白色、外mi灰色~灰白色~灰黄色、断閣時灰色~灰白色を弔する。内外1Mに鰍黄色 '.i.農紋色寸"

赤色~域内紫色~茶褐色~階以色~灰色を Pi~.する金属が付持するの

取瓶 (31) IJ縁部の破片である。批5l:¥"1 {主 11.4cm、伐存尚 4.4cmを測る。 l人j外1Mとも出IfIi，U/d幣は

施されているが滞納|は不IYJである。 JJfi:t.はやや常で、 3mmll，~J虫:の砂軌を合むの焼成は l~~Jで、外 1MJポ

白色、 l析i而l階灰色~灰白色を尽する o 内外miに!日色 ----11時茶褐色~亦1'1色----11日本灰色~亦紫色を日する

金属が付満・する O

取瓶 (32) LJ縁部の破片である o 残存尚 4.7cmを測る。|人j外IfriともHi'J'ljlえが施される。 船 1:はやや

密で 4mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内面灰色、外断tfli以也、以1'1色を'，!，する。内1(liに以

黄色~赤紫色~階灰色を呈する金属が付着する。

SX010灰色粕出土遺物 (Fi g. 97) 

土師器

杯a 土器計測表参照。

杯a(1、添付CDPl. 498) 底部の破片である O 残存高1.5cm、成結 11.2cmを測る。 Jt正常1)は糸切りされるり

内外商ともナデが施される。胎土は精良で、 ----lmm程度の砂粒を少悦合む。焼成は良好で、淡J長制色を111す

る。底部外面に墨替が観察されるが内容は不明である O

小皿a1 土器計測表参照。

鉢 (2) 口縁部の破片である。残存高4.75cmを測る O 口縁部はナデ、内面は回転ナデが施される O 外面は

風化により調整不明である O 胎土はきめ細かく、 3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、灰色を援す

るO
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鍋 (3) 日縁部の破片である O残存i商4.6cmを測る o口縁部はナデ、体部内外国はハケ後ナデが施される O

胎~1:はきめ細かく、 3mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、内断面黄灰色、外面黄灰色~黒色を呈する O 外面

に煤が付着する。

瓦器

析!c 士総tftmlJ・衣参J!日。
小IIIlal .' 1:滞日'lmlJ表参!!(¥o

須恵質土器

tt!鉢(~) 11鰍fil)の伸長}1'である o 残存高 3.8cmを測る。内外商とも同紙ナデが施される o JJ台土はき

め創11かく、 1.5mm ，PIU支の砂粒を合む。焼成は良好で、灰色を呈する0*播系。

Jid鉢 (5) I 1鰍昨日の破片事であるの残存肉3.1cmを測るo内外面とも回転ナデが施される oJJf.i ，~i:はきめ細か

く、 lmmf'JU定の砂粒を合む。焼成は良好で、口縁部外面が灰色、その他は灰白色を呈する O 東11ft系。
瓦器

鉢 (6) 1 1紙日ISの倣)'1'である O 残存高3.7cmを測る。 IJ縁部はi叫転ナデ、内面は非常に細かいミガキ(幅

lmm以ト)が術に人り、外1MはJ削111えの後、ミガキが施される()9i-Hljのミガキは!瓜化により不明瞭。JJf.i土はき

め市111かく、1.5剛科u免1の{晶、粒を合むり焼成は良好で、内外IfliUffJ"五位、断1M}パ1'1色を賦するo類例をi捌べたわけ

ではないがJ)fi1'，やミガキの施されHをみると畿内系のuI能't'l:も瀦える O

灰柚陶器

摘 (7、添付CD P l. ~99) 向れを伴う胤市ISの倣)1'である。残存両 3.4cm、般定高台任 7.8cmを測る O

Jlr:おIS(j:糸切りされ、内外I(IIとも 1111'If.l~ナデが施される o 1目~tìはナデにより lVi り付けられている。胎土は

細川、く、 :3mmf'，U支の砂粒を 'frì む。焼成は良好で、版 l当色をちiする。|付'!fIÎ に、}ポ鰍色を !iiする ~Ihが極わ

ずかに伐イがするり底部内l自iは非常によく機られており、滑らかになっている o I付1Mに亦色頗料が付着

すゐ付

自償

IIIl on 11鰍持ISの 1/3科Jtを欠制するのしl符9.8cm、器高 2.45cm、高台経4.2cmをiJIIJる。 JJfi土は白

色を'，!，し、梢l:.to 焼成は良好。柄hはい光沢のある滞前緑色を 1iiし、やや聞くかかる。 l付凶i見込みの粕を

輪状にJ員さ ll~ る.， m-1実ttり

木製品

作，j (9、添付.CD P 1 . 5(0) 制川の般)'r"である。残存民 4.35cm 、 I~M 2. 3cm、残存原 0.6cmを測る。表

l(tIはケズリにより成形される o 11 or火が lケ19r制製される O

石制品

イi鍋(10) 1 1鰍昨日の般)'(である。残作向 6.5cmを測る O 口径35cm程度に復元されるo 銀色~白銀

色を'，!.-4・るrn-{ i製である。ケズリにより成形される O 耳が lヶ所残存する o 外耐に煤が付着する O

イi鍋(11) 倒的iの般H'である。内外1Mともケズリが施される o 内面のケズリは磨耗により不明瞭。

オリープ灰色を"~，するtI・t{j製である。 l付 i耐に煤が付着する o 穿孔を有し、割れ [1 の一部が削られてい

るO

十"t11製不明1
111" (12、添付CDPl. 501) 長さ 4.5cm、l陥5.6cm、原さ 2.3cmを測る。明灰白色を呈す

る!11する滑イ{製である o お鍋のrtinlとみられ、表裏面に石鍋の成形痕や石鍋使用時に付着した煤が残

るO 複数の円形の穿孔、断面V字状の条痕が観察される。

i廿;石製不明品(添付CDP 1. 502) 残存長 7.0cm、|隔 11.7cm、厚さ 2.3cmを測る O 白灰色を呈する滑

石製である。ケズリにより成形される O

権(13、添付CDPl. 503) 長さ 9.0cm、幅6.8cm、厚さ 2.9cmを測る O 黒灰色~灰色を呈する滑石製であ

るO ケズリにより成形される O石鍋の破片を転用したものとみられ、表裏面に石鍋の成形痕や石鍋使用時に

付着した煤が残る。上部よりに径7蜘程度の円形の穿孔を有す。裏面に平撃によるとみられる、幅6mm程度、

深さ 7m程度の彫り込みが観察されるが、意図は不明。

土製品

取瓶(14) 口縁部~底部の破片で、 1/2程度残存する。口径9.8cm、器高 5.3cmを測る O 内外面及

び注目とも指押えにより成形される O 胎土は細かく、 1.5mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、、外面

明褐色~白灰色、断面明褐色~褐灰色を呈する O注口が対角に 2ヶ所残存する O内外面に赤紫色~紫色~暗
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茶褐色~茶黒色を呈する金属が付着するo

取瓶(15) 日縁部の破片である。残存高 5.3cmを測る。口縁部はナデ調整、内外面は器面調整が施

されるが詳細は不明である o 胎土はやや細かく、 4mm程度の砂粒を含む。焼成は良好で、外面灰白色

~灰色~蹴灰色、断間灰色~附灰色~灰白色を呈する O 内外面に濃緑色~黄緑色~赤茶色~様色~赤

紫色~思色~亦向色を盟する金属が付着する。

l収瓶(16) LJ縁部の般}1'である O 残存商4.1cmを測る O 内外面とも器国調整は施されているが、詳

細lは不明である。 JJfi:tは制11かい。焼成は良好で、内面にぶい背灰色、断而灰色~灰白色~黄灰色を呈

するの|人j外Ifljに11百以色~以前色~濃緑色~赤紫色~灰緑色を呈する金属が付着する。

制nのよ:];11I (17) 任6.2cm、減存長6.0cmを測る。胎土は2--3mm程度の砂粒を含むo 焼成は良好で、内面

抑制色、 11庁以色、外llij;附色-11削氏色、断面暗灰色~樺色~黄褐色を呈する。端部に黄緑色~紺色を景する金

属が付持する。

SX010賛灰砂出土遺物 (Fi g. 98) 

土師器

小IIIlell 1'，時，t!"iUlJ }<.参J!(tJ
向台片(I、添付'CDP 1. 504 ) }，氏自15の破)'1'である O 残イ{向 2.7cm、羽t定高台任 11.3cmを測るo 版部内面

はナヂ、!段高15および体行IS外1MはIlIlilむ:ナヂが施される。1lJIiり付けにより尚子?が作られるoJJfi:l:はやや街。焼成

はやや良好で、 i等以尚色をう-汁ーる。，l!:.~ll)内外 lírÎ に掛骨がみられる O

瓦器

小JllLc '1:総計測衣拳J!日。

白磁

倒 (2) I I鰍 l~l)の破片である o 推定口径 18.2cm、残存高 5.0cm を測る。胎土は白灰色を思し、精良。

焼成は J~á{- I) ~Ih は光沢のある淡オリーブ色を呈しやや厚くかかる。内面に櫛目文が施される。 V -4b 

都Io

椀 (3) 11鰍荷1)の破片である。残存i向3.9cmを測る o JJfi:咽1-は白色を I唱し、精良。焼成は良好。紬は

鬼沢のある滞!民総色をLt:~し、滞くかかる。外lfIi に縦箆花弁文を施す。 x n -1 b制。

青磁

IIIL (1{) 11f.抗告1$の倣n'である。推定LI径 11.4cm、残存i向1.6cmを測る o JJ台土は I~I 色を単し、精良。

焼成は良好。病hはにぷい光沢の政鰍色を惜し滞くかかる o [J縁部は輪花を民しているようである。未

分知。

石製品

イi鍋 (5) 体行15の俄}I(である o 残存商 6.7cmを測る。にぶい黄横色を皇する滑石製である。ケズリ

により成}隠されるの 11"が iヶi9i'残存する o

イi鍋(添付 CDP 1. 505) J底部の破片-であるo 残存長8.4cm、残存幅 10.3cm、厚さ 2.0cmを測る o 灰

色を日する i'Tr'，fj製である O ケスリにより成形される o 穿孔が4ヶ所確認される。割れ口が削られてい

るo

土製品

取瓶 (6) 口縁部~底部の破片である。推定口径 11.8cm、器高 5.5cmを測る。外面は指押えにより

成形される。内面は金属付着物により不明。胎士はやや密で、 2....... 7mm程度の砂粒を多く含む。焼成

は良好で、内外面明オリーブ灰色、断面暗灰色~明オリーブ灰色を呈する。内面に灰黒色~明紫色を

呈する金属が付着する。

取瓶 (7) 口縁部の破片である。推定口径 11.8cm、残存高 3.9cmを測る。外面は指押えにより成形

される O 内面は器面調整が施されるが、詳細は不明。胎土はやや密で、 6mm程度の砂粒を多く含む。焼

成は良好で、内面灰色、外面灰黄色~灰白色~にぶい樺色、断面灰色~にぶい樺色~灰黄色を呈する O

指押えによる注口が lヶ所残存する。内面に灰色~赤紫色を呈する金属が付着する O

取瓶 (8) 口縁部の破片である O 推定径 7.6cm、残存高 3.6cmを測る。内外面とも指押えにより成

形される。胎土はやや密で、 3mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、灰白色~灰色を呈する O 内

外面に灰緑色~暗灰緑色~明紫色を呈する金属が付着する O
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l収KI<.(9) 1 IH~I;の般 1'，である 抑日仁IlifX.(irm、快{f，口I，:!:i (，' m l， iUIJ心 外1(1111 Hijlll ， l' l 1) Jιff， 
される 1'，) I(III.).~:; 1(11訓件l.tぬされるが"Y制1111小IUJ1:'あゐ 町i1 il やや 111 く、砂 f.'r"・~ ( i'i u 1J'Lh¥( 1.1 

lHIで、 1"11(1111<1'1色、外1m11<1' 1 0. ，'i l' 1色‘ 1011(111火色 !大1'1(t~ ，，'( 1'1 (t~ ". '，' )心 l人11(liI''h、 W: f!~ 11¥ 

紫色 ，'i 1'1 0. ，UR色を 11，r る~，，~民地、 (.J ，'， J心

怖の.);JII{I ()) iU曲目1>の破1'，てF ある jl( '，;.: i f (j. Ii l m ，伐{{r'.':，1. :!;Irm ~-IUlJ 心 外1(11i.l ~，-; 1111 ，川千がぬ

されるが，IY制は小IVJ 1人.)1mは体制、物のj)A':<J収1)1 'よ 1)1& )I~ 汽iL心 )J{i 1 Il fll <、 :1Olm f'n主的(11;¥止や

多く frむ焼成lょやや )'.!.Hで、|人jIIII i.IU'i符色、外1(111大1'1色、 hJi1(111' .;:¥， ，，'， m色!大1'10.ル 'Ilf心 九

端部に!日緋色 み緋色 lWi ~{i.紋色 、 民 1'1 0.を EA す る~!l:M が(.J ，'， 1る

怖の;J;JI1 () 1 ) JII主任S.3cm、長さ )6.4cmを測る 外1(111よ縦hli'jOH γ・がb弘、iL1.， Iff i 1 I.Ul1Un ['UQ (1) 

砂粒を多く合む焼成はJ'!.Hで、|人lifljm色、外阿倍色 J火色 IIf'i 1大色、IUi1(111な色 !大色 み紫色，，~ '，'， Iる>1..

端部に，1，'.¥色 N~~色 ，¥i 1'10. ，h、殺色を I I~する金以がj.J ，vilる

SX530暗褐土出土遺物 (Fig.99-101)

土師器

何~a 1 : ~;;' tÌh則火参!!~

)LJ+a I・?'i).1汁剖11I<参!'I!

小IIIla) I '.~:;川測火参1111
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小UIla(1) rJ縁部の破)liである。残存向1.1cmを測る o口縁を内側に折り返す。調整は風化のため不明で

ある O 胎 1'，は術で、 -2mm和H交の砂粒をやや多く含む。焼成は良好で、、 i炎茶褐色を呈する O 京都系。

小1111(添付 CDP 1. 506) 成部の破J~' である O 残存長 2.6cm、残存IPK\ 3. 8cm、厚さ O.7cmを測る O 調

整は風化により不IYJである。 JJ台1:は術で、---1 mm程度の赤色粒を合む。焼成は良好で、にぶいJ陵色を

" ~する。内 1M にJ.l.1; 色を J，~する漆が付消する o

小IIIl(添付CDP1.5(7) 応部の破片である。残存長3.3cm、残存IlfM3. 2cm、J.f;J:さ O.4cmを測る O 調

幣は!瓜化により不IYJである o JJfi' L は術u 焼成はやや良好で、褐 1~:lfu を'，~する。|付 rfrÎ に U，\色~褐色を呈

する i~が付手iする付

小，~::( (2) 1 1村内ISを欠Hlする u 州イ'{向5.15cm、底径7.05cmを測る o 内外l(rIとも 1"l!lti;ナデが施され、底部

外1Mは不定1ililJのナデが施される(1}jfi 1'，'叫Ilく、 ---5阻程度の砂粒を非常に多く合む。焼成はやや良好で、内

|的j'l(tI~惇以茶色、外 Iflii如氏茶色 -i農J:k茶色品、 m'1県茶色を呈する。体部外面に煤が小;J泊する。

脚{、l'鉢 (3) 折f(定11作:37.()cm、時向 lO.Ocm、推定底径27.3cmを測る O 内IftIは'I:H.による不定JiIIlJのヨコ

ナヂ、外1Mはが|め }jIIIJのナヂの後、日コナテfが施される O 貼り付けにより脚が作られ、ナデが胞される O 胎

L はやや中11.く、、 1 1l1l1l f'，U貨のlr州\~:をやや多く合む。焼成は良好で、内閣暗桜色-l如氏茶色、外 Ifli Uì'r特色~暗

!日茶色、 j時以茶色、断1Mi和天茶色を h~する O 脚が l ヶ所残存する。

鉢 (1) 1 I鰍郎、体行ISの破}1，'である。残存高7.15cmを測る O内外面とも工具を使川したとみられるタテ方

向のナヂが仰される o JJfi 1: はやや粗く、 ~7剛程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内 lílÎ 11向精色、外断面

i時1'1茶色 -11削な色を "I~i回る。内閣に赤色顔料とみられるものが付着する。

鉢 (5) 11総指1)--イ本音[S上半の破片である O 残存高 7.0cmを測る。内面は工具を使J+Jしたとみられる

汀コナデ、外WIは工具を使用したとみられるタテナデが施される o 外面口縁部付近に折ば'i~j'.{ が制察さ

れる()JJ台:1:はやや粗く、......4mm税皮の砂粒を多く合む。焼成は良好で、内|析而薄E反茶色句、"即日灰色、

外r(rI?lf.以茶色 ---11将校色を 'f!，する()

鍋 (6) 11鰍mト体行IS卜.、1/"の俄JJ'である μ 伐イ{向 9.3cmを測る(l1).、l外IftIともヨコナデが施される O 胎

j'，はやや慌で、 、:~11¥11¥ f'，~ J(tの砂つれ;を多く {iitJ'" 焼成 U:li~ f- で、 I人j外 1Mf軍将位、|析・I(till{f性H民fu-~軍特色

を II~-4・るい

釧×弾 (7) 1 1 鰍お1$の MU ，' であるり伐イ{，向 6.8cm を測る μIIf者 :~5cmf'，t'こ仰 Jê される。内外 l(tÎ ともヨコナデ

が雌されゐ o JJ(i 1:はやや中Ilく、九 8mmf'，¥肢の砂軌をやや多く合む“焼成は良好で、|斗1M~\;: J民茶色~暗

以茶色、外側j'tUI~時以茶色を I ，~， ~4 ・る山

鍋 X鉢 on 11林市1$の{枝川-である u 伐イ(向 3.1cmを測る。内外IflIともヨ口ナデが施される。}jfj:土は

やベ咋Ilく、 .. 1 mm ，f'，U虻の{沙軌を多く合むけ焼成はHJf-で、1'"1縁部はIVji間色、その他はi車川茶色を最す

るり

鍋 X鉢 (9) I I林部の{波JI(である u 伐イf:出ij2.6cmを測る O 内外泊iともヨコナデが施される O 胎土は

やや*"く、、 1mlllf'，¥}支の砂軌を多く合む。焼成は良好で、 l付|析HIIi.時1'1椴色、外的jIIf'( J日茶色を!，~.する O

外1Mに制色化、煤の付府がみられ、次的に火を受けている。

鍋×鉢(I0) 1 1縁日1$の倣片・である。残イ'{，向 3.8cmを測る。内外IIlIともヨコナデが施される o 胎土は

ややキIlく、，-， 3mm lMJ支の砂粒をやや多く合むり がt成は良好で、附!氏茶色を阜する O 外附に煤が付着す

る。

鍋×鉢(11) 11級官1$の破片-である。残存尚 3.8cmを測る O 内外国とも回転ナデが施される O 胎土は

やや粗く、......4mm和u交の砂紋をやや多く合む。焼成は良好で、内断面明茶褐色、外国暗灰茶色~暗茶

褐色を呈するO

鍋 X鉢(12) 口縁者15の破片である O残存高2.9cmを測る。内外面ともヨコナデが施される。胎土はやや粗

く、 --4mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成は良好で、内断面薄灰茶色、外面明茶褐色~暗茶褐色を呈する O

鍋X鉢(13) 口縁部の破片である。残存高3.1cmを測る。内外面ともヨコナデが施される O胎土はやや粗

く、---5mm程度の砂粒を多く含む。焼成は良好で、内面薄灰茶色~明白茶色、外断面明白茶色を呈す

るO

片(添付CDP 1. 508) 体部の破片とみられる O 残存長2.1cm、残存幅 3.1cm、厚さ O.5cmを測る O 調

整は風化により不明である。胎土は密で、 ~lmm程度の砂粒を少量含むO 焼成はやや良好で、内面褐白色、外

面暗灰色、断面褐白色~暗灰色を呈する O内面に褐色を呈する漆が付着する O
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瓦器

小皿 a1 土器計測表参照。

須恵質土器

担鉢(14) 口縁部~体部上半の破片である O 推定口径28.9cm、残存高 7.2cmを測る O 内外面とも

回転ナデが施される O 内面下半は回転ナデの後、斜め方向のナデが施され、使用により磨耗している O

胎土は密で、--3mm程度の砂粒をやや多く含む。焼成、還元ともに良好で、内断面明青灰色、外面面

明青灰色~暗青灰色を呈する O 東播系。

担鉢(15) 注口を含む口縁部の破片である O残存高5.8cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される。内面

下半は回転ナデの後、不定方向のナデが施され、使用により磨耗している O 胎士は密で、 --lmm程度の砂粒

を含む。焼成、還元ともに良好で、青灰色を呈する O 東播系。

提鉢(16) 口縁部の破片である O 残存高3.2cmを測る O 内外面とも回転ナデが施される。胎土は密で、~

2mm程度の砂粒を含むo焼成、還元ともに良好で、灰色を草する O 東播系。

担鉢(17) 口縁部の破片である O 残存高2.9cmを測る O 内外而とも阿l転ナデが施される。胎土は術で、~

1mm税度の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、)氏自色を思する O 東情系。

担鉢(18) 口縁部の破片である。残存高3.0cmを測る o内外削ともIifl転ナデが施されるoJJti.J:は常で、焼

成、選冗ともに良好、内外聞灰色、断rtIT灰白色を!11する o)*L捕系。

担鉢(19) []縁部の破片である O 残存i向3.0cmを7U1jる。内外1mとも 1111'1伝ナデが施される o JJfi: ".は密
で、-...lmm脱皮の砂粒を合む。焼成、選対ともに良好で、|付断lfIiJポ r'l 色、外HlÎ以色を，II~する O 京橋系。

控鉢 (20) 口縁部の破片である。残作i印4.0cmを測る o 内外而ともドiPI伝ナデが施される。胎土は密

で、焼成は良好、還元はやや不良、内外'Iúi以内色~以色、断的iJ民 1'1 1.0.を Jr~する。*揃系。

tE鉢 (21) 口縁部の破片である。残存肉4.0cmを測る O 内外而とも 1IIIllli.;ナデが施されるの 内面下半

は凶転ナヂの後、不定方向のナデが施される。胎土は衝で、--1 mm君主!交の{i1iAII.を合む。焼成、還元と

もに良好で、灰色を呈する。東播系。

強鉢 (22) rl縁部の破片である O 残存高4.1cmを測る。内外面とも回転ナデが施される O 内閣下位は不定

方向のナヂが施される。胎土は密で、 --lmm程度の砂粒を含むO 焼成、還元ともに良好で、、灰色を呈する。東

播系U

t~i~鉢 (23) LJ縁部の破片である。残存高 5.5cmを測る O 内外面とも閲転ナデが施される O 胎土は密

で、へ 2mmれ!交の砂粒を含む。焼成、還元ともに良好で、内断面灰(1色、外HliJポ色をlRする O 東播系。

担鉢 (24) I I械部の破片であるo残存高5.6cmを測るo内外耐とも liil~Iii~ナヂが施される。内聞は使用によ

り謄粍している。船 1'.は術で、-...1 mm 税皮の砂粒を合むの焼成は良好で、!ポ色を 'I~するり京橋系o

t!i!鉢 (25) I I縁部の破n.である。減作向 6.7cmを1111Jる。|人j外1Mとも 1111'Iit;ナヂが施される。内而は使

用により!拘粍しているの JJfi:'-.は禍tで、--1 mm ，f!IU立の砂粒を合む。焼成、 j遺j乙ともに良好で、!五色を呈

する oJlH椛系り
拍!鉢 (26) 体当IS 卜・ \1え~成t1fS の{波g・である O 残イ(，口~4.7cm を iUlJ るり体I~ISI)サ I(IÎ は 1"lllit; ナヂの後、が|め}j lílJ のナ

デ、体郎外'1MはIiH恥:ナデ、!応部は内外1Mともにナデが施される。内I(IIは使川により例粍している。 JJfi't.は術

で、......2mm ;f:!IU交の砂粒を合む。焼成、還元ともに li~Jで、以色を ~II~.する。

th!鉢 (27) 底部の破片である。残存高 2.6cmを測る o 内1Mは使川による桝粍でi制i候不明、外I('Iはナ

デ、成方ISは糸切りの後、ナデが施される O 胎 1:はやや術で、-...2mm ;f~IU交の砂本:，ì: を合むn 焼成、還記と

もに良併で、灰白色を呈する。

白磁

椀 (28) [J縁部の破片である O 残存高4.4cmを測る o JJfì ，-I~. は薄 1ti.・ 1'] 色を日し、相良。 焼成は良好。

光沢のある滞黄緑!氏色を呈する粕が薄くかかる O 内面に櫛拙文が施される oV -4b知。

椀 (29) ほほ完存する。口径16.0cm、器高6.1cm、高台径6.3cmを測る。胎1.は滞煎(1色を氾し、精良。

焼成は良好。やや光沢のある薄黄緑灰色を呈する紬がかかる O 四一2類。

椀 (30) 底部の破片である o 残存高 6.35cm を測る O 胎土は ~l~褐白色を li~ し、精良。焼成は良好。光

沢のある薄褐白色を呈する紬が薄くかかる O 体部外面に箆描文が施される o X II類。

皿 (31) 完存する。口径8.9cm、器高3.1cm、高台径4.4cmを測る。胎土は薄褐色を呈し、精良で、

--1mm程度の黒色粒、白色粒を含む。焼成は良好。やや光沢のある
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皿 (32) 推定口径10.0cm、器高2.5cm、高台径4.4cmを測る。胎土は灰色を呈し、精良。焼成は良好。光

沢のある暗オリーブ色を呈する粕がやや摩くかかる。輪花が lヶ所残存する。 ill-2類。

皿 (33) 口縁部の破片である。推定口径10.6cm、残存高2.15cmを測るo胎土は白色を呈し、精良。焼成

は良好。滞褐白色を笠し、泡状化した軸が薄くかかる oV-2類。
IUL (34) Iごl縁者/)の破片であるo残存高1.35cmを測るo胎士は薄褐白色を皇し、精良。焼成は良好。光沢

のある滞禍 I!:I 色を現する ~Ihが滞くかかる O 輸花、白堆線が 1 ヶ所残存する o V -2b類。
HlL (35) 推定11筏 10.7cm、時的J2. 45cm、推定底径 3.5cm を測る。胎士は明灰白色を~し、精良で、

脱小の1'1色枚、 n¥色杭を合む。焼成は良好。やや光沢のある薄黄灰色~薄灰白色を呈する紬が薄くか

かる O 羽 -lao

1111 (36) }，記者15の俄)liである o 残存商 6.4cm、底径4.9cmを測る。胎土は薄灰色を虫し、精良で、黒

色粒をわずかに合む。焼成は良好。やや光沢のある薄黄緑色を呈する紬が厚くかかる O 四類?。

胤 (37) Ll縁部の破J'J'である o 推定LI筏 11.9cm、器高 3.05cmを測る O 口縁部外面に、貼り付けに

より仰がれiられる n 肝il:はWJ内灰色を恥し、精良で、秘小の黒色粒をわずかに含む。焼成は良好。内

外1mに、にぷい光沢のi事前):kI!:1色をJdする利lがややII/.くかかる。広東系。

越州撫系青磁

桜台 (38、添付CDPl. 509) 香炉等をのせていたとみられる都台の破)十である O 推定n筏 10.3cm、
協向 8.15cm 、 .f1(~J.i!}氏任 17.1 cmを測る。脚は 6ヶ所に復泊される o .けな及び中{立のhR11I1帝1)に横位の沈

線が施される。)~~は縦{立の沈紙iにより区幽され、脚と脚の問には、上、，+，、 2 段の透かしが入ってい

たことが批測される o 刷r.段の透かしは玉ねぎ状の形態に復元され、透かしを繰どるように沈線が入る O

Ijl段については不明だが、何らかの図象をモチーフにした透かしが入っていた可能性もある o 胎土は

!民色を~ I~，し、精良。焼成は良好。内外面に、やや光沢のある暗灰緑色を呈する紬が薄くかかる o

青白磁

~;Mx ノ~y，l: (39、添付 CD Pl. 510) 花弁を陽刻した壷或いは水注の胴部の破片とみられる。残存長

6.05cm、処存rl1li¥6. 65cm、11/.さ1.15cmを測る o 胎.Iは白色を呈し、精良。焼成は良好o ~lh は光沢があ

り、ガラス質でi専制色を"~.し、外'r(ri に j}jf. くかかる o

~~n! x水11:(110) 花弁を|勘案IJ した 'lti或いは水yJ:の1J同書I~の破片とみられる O 残存長 2.9cm、残存l陥 2.3cm、

原さ 1.l1cmを測る o JJfi '1'， は (1 色を h.~ し、納品。焼成は良好o ~Ihは光沢があり、ガラス質で薄緑色を呈

し!早くかかる。 39とは別例体とみられる o

瓦煩

文字瓦 (41、添付 CDP 1. 511) 残存民7.3cm、残存|悔4.3cm、原さ 2.1cmを測るo 凸商は格子叩き

が施される。 JJtiJ.:はややキIlく、---3mm税皮の砂粒をやや多く含む。焼成はやや良好で、表面暗灰桂色、

断lujlYJ符色を出する or佐Jの逆字が|場刻される O

セン (42) 残存-民4.1cm、残千ρ11同4.0cm、残存厚4.3cmを測る。表面はヨコナデが施される O 胎土

はやや密で、---..4mm程度の砂粒を多く含む。焼成はやや良好で、表面淡灰黄色、断面淡灰黄色~暗樺

色を鼠する。

セン (43) 残存長 12.2cm、残存|隔 12.4cm、残存厚4.0cmを測る o 表面はナデが施される o 胎土は

やや密で、----4mm程度の砂粒を多く含む。焼成はやや良好で、表面淡灰黄色、断面淡黄灰色~淡灰黄

色を呈する。

石製品

石鍋 (44) 口縁部の破片であるo残存高8.05cmを測る O 明白灰色を呈する滑石製である。ケズリにより

成形される。耳に部分的に煤が付着する。割れ口が二次的に加工されている O

石鍋 (45) 口縁部~体部上半の破片である O残存高5.0cmを測る O 明白灰色を呈する滑石製である。内外

面ともケズリにより成形される O鍔以下に煤が付着する。鍔下の体部に穿孔を有す。口縁部内面にも穿孔が

あるが、斜め口縁端部かするょっに施されている O

石鍋 (46) 口縁部~体部上半の破片である O 残存高 5.4cmを測る O 明白灰色~薄茶灰色を呈する滑

石製である O 内外面ともケズリにより成形される O 口縁部付近に穿孔がある O 鍔以下に煤が付着する。

石鍋(添付CDPl. 512) 体部の破片とみられる O 残存長7.0cm、残存幅9.2cm、厚さ 1.3cmを測る o

灰色を呈する滑石製である O ケズリにより成形される O 径8.0mmの穿孔を有すO 外面に煤が付着する O 穿孔
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SX530暗褐土
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SX530灰褐粘
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Fig.101 SX530出土遺物実測図 (48は1/2、その他は1/3)

内部にも外面付近に煤が付着している。

お鍋(添付CDP 1. 513) 残存長3.2cm、残存幅 5.2cm、厚さ 2.2cmを測る o 1'.11.五色を {I~する r'l'r イ i 製

である o ケズリにより成形される O 径 13mm程度の揺鉢状の穿孔を有す。割れ口が削られている。

i1*石製1111(添付CDP 1. 514) 長さ 9..0cm、残存幅6.6cm、厚さ 1.3cmを測る。灰色を呈する滑石製である。

ケズリにより成形される O 径3----5阻の穿孔が4ヶ所観察される。

石地 (47) 長さ 5.4cm、幅 6.3cm、厚さ 1.4cm を測る O 白灰色を呈するサヌカイト製である o 遺構~Jlt ~党H年

期を示す遺物ではないが掲載した。

石鍬 (48) 残存民 1.9cm、|隔2.0cm、厚さ 0.45cmを測る。灰白色を皐する安山別製である。遺構J!IU生時

期を示す遺物ではないが掲載した。

二二次加工のある剥片 (49) 民さ 3.6cm 、 111日 5.25cm、以さ 1.Ocm を測る。!日以色を 'r~.する安 11 げ;製で

ある。遺構主p..没11抑制をぷす遺物ではないが掲載した口

土制品

柱状製品 (50、添付CDP 1. 515) 残存民 10.95cm、 1~'1j~ 4. 15cm、仰さ 3.2cmを訓IJる。ハケの後、ナデが施

される。 lJ台j:はやや粗く、 ----4阻程度の砂粒を多く合む。焼成はやや良好で、 IYHÎ~褐色 -...-11白茶褐色を'r~する O

SX530灰禍粘出土遺物 (Fi g. 101 ) 

土師器

小皿al 土器計測表参照。

鉢 (51) じl縁部~体部上半の破片である。残存高6.2cmを測る01付Wiはイミメi)ilr1Jのナデが施されるo外国

は風化及び剥離のため調整不明。胎土はやや密で、 ........2mm税度の砂紋を多く合む。焼成はやや良好で、内閣

薄樫茶色、外断間滞糧茶色~薄茶褐色を呈する O 口縁部に褐色化がみられ、¥:次的に火を受けたTij'能性があ

る。

SX530自灰砂出土漬物

土師器

小皿a1 土器計測表参照。
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たまり状遺構出土遺物

SX204暗褐土出土遺物 (Fi g. 102) 

石製品

石鍋補修品(1、添付CDPl. 516) 長さ 6.8cm、残存幅3.5cm、厚さ 3.1cmを測る。明灰白色~暗黒灰色

を呈する滑石製である。ケズリにより成形される。石鍋の耳部破片を加工して製作されたものと見られる。耳

部であった部分に穿孔がみられる O 裏面に敵打痕が観察される O

SX1534暗灰土出土遺物 (Fig.102)

石製品

滑石製品 (2、添付CDPl. 517) 長さ 5.6cm、残存幅3.2cm、高さ 2.5cmを測る O 明灰白色を呈する滑石

製である oケズリにより成形される。石鍋の破片を転用したものとみられる O平面はやや丸みを帯び、た長方

形を呈する O 上面には、円筒形の彫り込みが2つ、長軸方向に並んで存在する O 彫り込みは径1.7cm、深さ

1. 1 '" 1. 3cmを測る。図上での上側面には、側面をかすめるよつな穿孔の痕跡が観察される。下面には径O.9cm、

深さ O.7cmの播鉢状の穿孔がある。

石製品

砥石 (3) 長さ 6.3cm、残存幅5.6cm、残存厚3.7cmを測る。明灰白色を呈する砂岩製である O 砥ぎ面は

2面観察される。

砥石 (4) 残存長8.5cm、幅7.0cm、厚さ 7.1cmを測る。明灰白色を呈する変成岩製である。砥ぎ閣は 3

面観察されるo

SX2278鳳灰土出土遺物 (Fi g. 102) 

金属製品

銅剣 (5、添付CDPl. 518) 残存長3.2cm、残存幅2.4cm、残存厚7.5cmを測るo 細形銅剣の破片とみら

れるo風化が著しく、刃・鏑等ほとんとや残っていない。遺構埋没時期を示す遺物ではないが掲載した。

SX2454鳳色土出土遺物 (Fi g. 102) 

土師器

筒状不明製品 (6) 径2.7cm、残存高2.65cmを測る O 外面は指ナデが施され、中心の穴は、棒状の芯の抜

き取りによる成形とみられるo胎土は密で、 --3鵬程度の砂粒を含む。焼成はやや良好で、薄灰褐色を畏す

る。

SX2578暗灰土出土遺物 (Fi g. 102) 

石製品

砥石 (7、添付CDPl. 519) 残存長 3.9cm、蝋2.2cm、原さ 1.2cmを測るo 明灰青色を尽する粘板狩製で

ある。平坦な砥ぎ面の他、断面.が浅いU字状を思する糟状の砥ぎ痕が観察される O

SX2579鳳色土出土遺物 (Fig.l02)

土陶器

鍋 (8、添付CDPl. 520) 口縁部~体部の破片である。口径44.2cm、残存高 16.8cm、推定成径34.2cmを

測る。調整は、内外面とも風化により不明瞭だが、ヨコナデとみられる。胎土はやや密で、 1--3mm程度の多

く砂粒を含む。焼成は良好で、内面灰白色~にぶい黄櫨色~黄灰色~黒灰色、外面以白色~暗褐色、断面灰

白色~にぶい樺色を呈する。外面に褐色化、内面下位に黒色化がみられるo

SX2624黒灰土出土遺物 (Fi g. 103) 

岡安嬬系青磁

椀(1) 体部下半~底部の破片である O 残存高5.55cm、高台径6.1cmを測る o胎土は薄褐色を呈し、精良
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で、黒色粒を合む。焼成は良好。やや光沢のある灰緑色を呈し、薄くかかる。内面見込みの紬を輪状に掻き

取るo 血-2類。

石製品

砥石 (2、添付CDPl. 521) 残存長5.3cm、残存幅2.0cm、厚さ 1.0cmを測る。明白灰色~明黄褐色を呈

する粘紋泊製である o~lltl:l. な紙ぎ I[jjの他、断面が浅いU字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察される o

SX2914晴灰土出土遺物 (Fig.l03)
土師器

鍋 (3、添付.CD P 1. 522) 休部~底部の破片である O 残存高15.6cm、推定成傑27.5cmを測る o 体育1)内面

はヨコナデ、 JJ'~1郊外出i は中IIいミガキが施され、他の部分は風化により調整不明である。JJtl士はやや織で、 1----

4剛;fll~ J庄の砂杭を多く合む。焼成は良好で、内閣淡黄色~灰黄色、外面淡黄色~灰白色---11昔褐色"-'，慌也、断

1M i~定的色九1' 1灰色、 H行制色を:t1する。体部外面には斑状の煤の付着、褐色化がみられ、底部内凶iには J1t化物

が付持するけ

SX2624鳳灰主

SX2914晴灰土 C込

SX4264暗灰土 SX4517暗灰土

包P ε二三ヲ

伊唱G j 

~ 0 ~ 6 

Fig.103 たまり状遺構出土遺物実測図 (2・4は1/2、その他は1/3)
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SX2979暗褐土出土遺物 (Fig.l03)
石製品

砥石 (4) 残存長4.1cm、残存幅2.7cm、厚さ 1.2cmを測る O 明白黄色を呈する粘板岩製である O 断面が

浅いU字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察される O

SX4264暗灰土出土遺物 (Fi g. 103) 
石製品

滑石製品 (5、添付CDPl. 523) 平面円形を呈し、 4.5x 4. Ocm、高さ 1.9cmを測る。暗茶褐色を呈する

滑石製である O 断面は凸字形を成し、凸字部中央に穿孔を有す。

SX4517暗灰土出土遺物 (Fi g. 103) 
石製品

石鍬 (6) 石鍬の基部の破片であるo 残存長5.2cm、残存幅5.4cm、原さ 1.4cmを測る Q 暗緑灰色を民す

る結晶片岩製である。剥離により成形される。遺構埋没時期を示す遺物ではないが掲載した。

SX4764暗灰土出土遺物 (Fi g. 103) 
石製品

!蘇石xiit5A:i (7、添付CDPl. 524) 長さ 7.4cm、制5.6cm、!ばさ 2.lcmを測る。 IYj亦r'l色、 IYj (1色を '1~.す

る花尚岩製である。砥ぎ聞は 1Hii観察される o1J~色摩1*:1・がうっすらと付精し、亦色鼠íi*:1・を!持ったものとみら

れるの

小穴出土遺物

SX163暗灰土出土遺物 (Fi g. 1 04) 
金属製品

刀子(1、添付CDP1.525) 関~茎の破片である O 残存長3.9cm、幅 1.7cm、残存厚O.4cmを測る O

SX268E楓方灰色砂出土遺物 (Fi g. 104) 
中国陶器

撒 (2) 推定rI符 30.9cm、協商 8.55cm、推定底径23.0cmを測る。内外耐とも [fi111'伝ナデが施されるの

胎十.は怖で、---1 mm 机肢の砂軌を合む。焼成は良好。~揮金色を 'iiする '111 が滞くかかる() I)'j '1Mに鉄絵を

有するの 1-1 b制。

SX686G晴禍土出土遺物 (Fi g. 104) 
石製品

紙行 (3、添付CDP1.526) 残存民8.7cm、残存'1'M6. lcm、原さ 3.1cm を測る。 11行総!日色を II~.-4細る料i
桜町製である O 平坦なii氏ぎ閣の他、断iIt.iV ~'i:形の滞状艇がみられるけこの榔状:艇は1<裏付}，bする f，ï.間

にあり、本体を切断する目的で施されたi:iJ能性がある o

SX931鳳禍土出土遺物 (Fi g. 1 04) 
白磁

小杯? (4、添付CDP1.527) 底部の破片である O 残存商1.lcm、i尚子?作2.2cmを批判る。 JJfi，I'，は1'1

色を思し、精良。焼成は良好。内外面に、光沢のある薄黄緑灰色を !f!.する利lが滞くかかるの Jl~ 京系。

SX1047晴灰土出土遺物 (Fi g. 104) 
石製品

i骨石製品(5、添付CDPI. 528) 器または蓋状に加工された製品の破片である。残存民5.2cm、残不lrllM2.9cm、
残存高2.1cm を測る。円形の製品と仮定すると、径10cm程に復元される。明灰白色~県!灰色を単する ii~石製

である。ケズリにより成形される。石鍋の破片を転用したものとみられ、底部には石鍋外而の加工痕がわず

かに残る。
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SX1084黒灰土出土遺物 (Fig. 104) 

白磁

椀 (6) 体部下半~底部の破片である O残存高4.85cm、高台径7.2cmを測る。胎土は薄褐色~白色を呈し、

精良。焼成は良好。高台を除く内外面に、光沢のある薄黄緑灰色を呈する粕が薄くかかる。外面に箆描文、沈

線が施されるoxn類?。

SXl189暗灰土出土遺物 (Fi g. 104) 
石製品

砥石 (7、添付CDPl. 529) 残存長3.0cm、残存幅2.5cm、厚さ 1.8cmを測る O 明黄褐色を呈する比較的

粒度の細かい砂岩製である。上下面に断面が浅いU字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察される O

SX1583暗灰土出土遺物 (Fi g. 104) 
灰柚陶器

査 (8) 口縁部の破片である。推定口径6.2cm、残存高2.05cmを測る。内外面とも回転ナデが施される。

胎土は粗く、 ---3醐程度の砂粒を含む。焼成は良好で、薄灰褐色を呈する。紬ははげてしまったものか、確

認できない。

SX1823晴灰土出土遺物 (Fi g. 104) 

白磁

皿 (9) 推定口径 10.4cm、器高2.5cm、推定底径3.9cmを測るo 胎土は白色を思し、精良。焼成は

良好。やや光沢のある薄黄緑灰色を呈する紬が薄くかかる。内面に箆描文が施される o v1 -2a 類。

SX2321D晴禍土出土遺物 (Fi g. 104) 

その他

焼土塊(10) 残存長6.lcm、幅9.9cm、残存厚6.1cmを測る。胎土は----4mm程度の砂粒を多く含む。

一両は筏3cm程度の棒を 2本並べて押し当てられて形成されたとみられ、断面が、丸みを帯びたW字

状を虫する o 径 10cm程度の小穴に、棒を立てた際の裏込土が焼土化したもの、という推測も可能性の

ーっとして挙げられるが、詳細を復元するに至らない。表面薄黒灰色~薄褐灰色~薄赤褐色、断面i尊

禍灰色"-~導部灰色を虫する O

SX2328晴灰土出土遺物 (Fi g. 105) 

瓦類

丸瓦(1) 残存長20.3cm、残存1附14.6cm、矧さ 2.2cmを測る o .1'. ffiiは格子UIJきが施され、下fffiは布

目痕が残る o 胎土は衝で、---2mm程度の砂粒を合む。焼成は良好で、明灰色を位する。

SX2434晴灰土出土遺物 (Fi g. 105) 
石製品

砥お (2、添付CDP1.530) 残存長4.3cm、幅3.7cm、躍さ 2.0cmを測るo 崎県灰色を虫するホ!i板精

製である o 欠損部を除く全面に、断面が浅いU字状を虫するj棒状の紙ぎ痕がみられる。

砥石 (3) 残存長5.3cm、幅3.8cm、厚さ 1.3cmを測る。明灰白色を蛍する砂精製であるo 紙ぎ聞は 4聞

観察されるo

SX2551晴灰土出土遺物 (Fig.l05)

石製品

砥石 (4、添付CDPl. 531) 残存長3.5cm、残存幅2.2cm、厚さ 1.0cmを測る。明灰白色を盟する粘板岩

製である。平坦な砥ぎ面のほか、断面が浅いU字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察される。
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SX2709G暗褐土出土遺物 (Fig.l05)

石製品

石鍛 (5) 長さ 2.5cm、幅1.7cm、厚さ 0.4cmを測る O 姫島産とみられる、暗灰色を呈する黒曜石製であ

る。遺構埋没時期を示す遺物ではないが掲載した。

SX2744A暗灰土出土遺物 (Fi g. 1 05) 

石製品

砥石 (6、添付CDPl. 532) 残存長10.lcm、残存幅9.0cm、厚さ 6.8cmを測る O 明灰白色を呈する、粒度

のやや粗い花尚岩製である。平坦な砥ぎ面のほか、断面が浅いU字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察される。煤

状の付着物、褐色化がみられる。

SX2802L暗灰土出土遺物 (Fig.l05)

土師器

小皿 (7) 推定口径7.6cm、残存高 1.lcm、推定底径6.6cmを測る o 調整は風化により不明である。胎土

は精良。焼成は良好で、淡桜色を呈する o

SX2803暗灰土出土遺物 (Fi g. 105) 
石製品

石鍬 (8) 長さ 1.8cm、残存幅 1.4cm、障さ 0.3cmを測る o 11音!弘樹色を1Aする熱雌i石製である o 遺構

埋没時期を示す遺物ではないが掲載した。

SX2854暗灰土出土遺物 (Fi g. 105) 

石製品

砥石 (9、添付CDP1.533) 残存長2.2cm、幅2.7cm、厚さ 2.0cmを測る O 暗黒灰色を呈する粘板岩

(対j必厳)製である。断面が浅いU字状を呈する溝状の砥ぎ痕が観察される O

SX2879晴灰土出土遺物 (Fi g. 105) 

石製品

百J~石(1 0、添付 CD P l. 534) 残存長6.9cm、残存幅6.2cm、厚さ 3.5cmを測る O 明黄白色を呈する、

粒肢のややキILい砂利製である o λJl i:FI.な{j，氏ぎ問、断閣が浅いU字状を思するiWt状の紙ぎ痕が観察される。

SX3251鳳灰土出土遺物 (Fi g. 105) 

青白磁

rm (11) 版部の破片である O 残存高0.9cm、推定成符4.0cmを測る o JJfi.I'.は1'1色を日し、梢良。焼

成は良好。内外而に、光沢のある薄緑白色を !t~する ~Ihが i事くかかるの

SX3366晴禍土出土遺物 (Fi g. 105) 

灰柚陶器

椀(12) 玉縁を有する椀の口縁部の破片である O 残存高1.85cmを測る oJJfi:I'.は精良で、 '"'-4鵬程度の砂

粒を合む。焼成は良好で、明白灰色を呈する O 暗緑色を呈する紬が点々と付着する。醐i~J代寺窯式。

SX3458晴灰土出土遺物 (Fi g. 105) 

白磁

鉢(13) 底部の破片である O 残存高 2.65cm、推定高台径8.4cmを測る。胎土は灰白色を盟し、精

良。焼成は良好。やや光沢のある薄緑灰色を呈する紬がやや厚くかかる o 内閣見込みの糊を輪状に掻

き取る。国類。

鉢 (14) 体部下半の破片である。残存高2.6cmを測る O 胎土は白色を呈し、精良。焼成は良好。や
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Fig.106 小穴出土遺物実測国 (3は1/2、その他は1/3)

や光沢のある薄緑灰色を泣する紬がやや厚くかかる。内面に鉄絵が施される O

SX3468晴灰土出土遺物 (Fi g. 106) 

石製品

砥行(1) 伐千匹以 6.5cm、l幅5.2cm、厚さ 2.8cmを測る O 淡赤灰色を呈する砂岩製である o 砥ぎ面は

2 1M制観される口

SX4011鳳灰土出土遺物 (Fi g.l 06) 

中国陶掃

小伝 (2) 仁i縁部の破片である。推定口径4.0cm、残存高 3.2cmを測る O 胎土はH音ホ補色を呈し、精

品。焼成は良好。内面上位及び外面に、白灰色を呈する粕が極薄くかかる。

SX4208晴灰土出土遺物 (Fi g. 106) 

石製品

行鍬 (3) 残存悦 1.6cm、残本棚上8cm、原さ 0.3cmを測る O 明灰白色を呈する安山岩製である。遺構埋

没l時JUJをぷす遺物ではないが拘戦した。

SX4409灰禍土出土遺物 (Fi g. 106) 

土師緑×風色土穂 B類

:部e1 (4) 11縁者1)の破片である o 残存高1.45cmを測る。調整は風化により不明。貼り付けによりか

えりが作られる o 胎土は密で、金鍾:母を合む。焼成はやや良好で、暗黒灰色を呈する。

撹乱出土遺物

撹乱出土遺物 (Fi g. 107) 

瓦器X黒色土器 B類

壷? (1) 二重口線の可能性のある口縁部の破片である o 残存高l.8cmを測る。調整は風化により

不明である。胎土は密で、ごく小さい長石を含む。焼成はやや良好で、内外面黒灰色、断面白灰色を

呈する O

肥前系陶磁器

皿 (2) 口縁部の破片である O 残存高1.9cmを測る。胎土はややざらつきがあり、淡緑灰色~暗赤茶色を

呈する O 焼成は良好で、やや光沢のある淡緑灰色を呈する紬が薄くかかる。唐津系。 17世紀代とみられる。

皿 (3) 口縁部の破片である O 残存高2.4cmを測る。胎土はややざらつきがあり、灰白色を呈する O 焼成

は良好で、光沢のある薄黄緑色を呈する紬が薄くかかる o唐津系。 17世紀代とみられる。

皿 (4) 底部の破片である O 残存高1.55cm、推定底径4.1cmを測る。削り出しにより高台が作られ

る。胎土は、粒子はそろっているが、ざっくりした印象をうけるもので、茶褐色を呈する O 焼成は良

好で、やや内面に光沢のある濃灰緑色を呈する紬が薄くかかる O 唐津系。 17世紀代とみられる o
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白磁

皿 (5) 底部の破片である O 残存高1.15cm、底径4.4cmを測る。底部は回転ヘラケズリにより窪められて

いる。胎土は精良で、白灰色~白色を呈する。焼成は良好。光沢のある薄緑白色を呈する粕が薄くかかる O内

面に箆描文を有す。平安期の遺物ではないかもしれないが、 V類或いはVI類の可能性もあり、掲載した。

小形皿 (6、添付CDPl. 536) 底部の破片である o残存高1.5cmを測る O 削り出しにより高台が作られるo

胎土は精良で、薄褐色~白色を呈する O 焼成は良好。底部外面を除き、にぶい光沢の薄灰緑色を呈する紬が

薄くかかる O 平安期の遺物ではないかもしれないが、未分類資料の可能性もあり、掲載した。

盤口瓶 (7、添付CDPl. 535) 口縁部~頚部の破片である。口径4.7cm、残存高3.8cmを測る O 頚部に沈

線を有す。胎土は精良で、灰白色~薄褐色を呈する D 焼成は良好。内外面にやや光沢のある薄黄緑色~薄緑

色を呈する紬がうすくかかる。。

瓦類

平瓦 (8) 残存長9.4cm、残存幅9.3cm、厚さ 2.1cmを測る。胎土は密。焼成は良好で、凹凸面明黄灰色、

断面黒灰色を呈する。凸面に鴻膿館式蓮華文を有す。

木製品

櫛 (9、添付CDPl. 537) 残存長3.0cm、残存幅7.0cm、厚さ 0.3cmを測る O 漆塗りとみられる。

金属製品

刺金(10、添付CDP 1. 538) 長さ 2.95cm、脳3.0cm、原さ 0.3cmを測る o

石製品

石鍬 (ll) 長さ 2.6cm、幅1.8cm、厚さ 0.5cmを測るo Iy~灰白色を抗する安山知製である O 平安H守代の遺

撹乱

)5二

:.a竺三

ギ乏一一

、、¥て一七三::;::?;5

~ 

SX004灰色土

12 

SX045暗褐土 SX642暗禍土

!パ刊;
下

h
U
 

4

・・・
|

。f
i
t
へ、

禽j禽

13 

L平二ζ 「↑マ15 下Jq~'いJ
。

Fig.107 撹乱出土遺物実測図 (17は1/2、その他は1/3)
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物ではないが掲載した。

紡錘車(12、添付CDPl. 539) 径8.7cm、厚さ 1.8cmを測る。明灰白色を呈する滑石製である O ケズリ

により成形される。 rl:1央に円形の穿孔が施される。断面が浅いV字状を呈する溝が観察され、欠損後、砥石

としての利用が惣定されるo

その他

特(13、添付CDPl. 540) 残存長 11.5cm、幅4.1cm、厚さ O.lcmを測る o 艦甲製とみられる O

SX004灰色土出土遺物 (Fi g. 107) 
白磁

，;:1:( (l;t) 11鰍 t~l~の破) ~'である O 推定口径12.2cm、残存高3.9cm を測る O 胎土はは r~]灰色を思し、精良。焼

成は良好。 i事前オリーブ色を呈する紬が薄くかかり、にぶい光沢を有す。 H類。

SX045晴禍土出土遺物 (Fi g. 107) 
自信

倒(15、添付CDPl. 541) 高台部の破片である O 残布陣y1. 9cm、推定高台径2.3cmを測る o JJfi j:は淡黄

!五色を't!.し、梢 lし焼成は良好。車Ih' ;1'，九;ì)~のある滞貨オリーブ色を京し、全面にかかる。平安則の遺物では

ないかもしれないが、点分知資料のnJ能性もあり、拘載した。

SX642晴褐土出土遺物 (Fi g. 107) 
白磁

州(16、添付CDP1.542) 底部の破)十である O 残存i向上 65cm、羽H定i出j台径4.6cmを測る o JJ台土は

'1<1'1色を JJ ~し、精良で、相小の黒色粒を含む。焼成は良好。やや光沢のある滞指紋灰色を tÊ，する紬が

i導くかかる。平安::JVJの遺物ではないかもしれないが、未分類資料のuJ能性もあり、掲載した。

ガラス創品

ガラス制"11
1，J'J' (17、添付CDP 1. 543) 時楠は不明だが、球形の製品の破)1'とみられる oJ~1f:1毛 1.4cm、残

存ITIIl1.7 cm、!併さ O.03cmを測る。色調は '1"，透明の淡赤紫色を呈する。
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羽.自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

今回の分析調査では、大宰府条坊跡終末期(AD1l50年前後)とされる遺構(SX010)の最下部の泥層について

花粉分析を実施し、当時の古植生に関する情報を得る O

1.試料

試料はSX010の覆土の各層から採取された試料のうち、最下部層から採取された3点(No.3、4、6)につい

て分析を行う(図4)。本層準の堆積物は機能期もしくは放置期の堆積物と推定されている O

2.分析方法

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、震液(臭化亜鉛:比重2.3)よる有機物の分鰍、

フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス(無水酢酸9:濃硫般lの混合液)処理の順に物現・化学的

処理を施して花粉を濃集する。残i査をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鋭下でプレパ

ラート全面を走査し、出現する全ての種類 (Taxa)について|司定.j汁数する O

結果は、木本花粉は木本花粉総数を、京本花粉・シダ矧)胞了-は総数から不IYJ花粉を除いたものをそれぞれ

恭数として、百分事でIHJJi本をt7:/I¥し|ヌ|示する01ズ|表rt1で複数のやif(知をハイブオンで志向んだ‘ものは、純矧111]
の|弐別が悶難なものである O
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図4 SX010の堆積断面および花粉分析層準
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出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総散より不明花粉を

隊く散を基散として百分率で算出した。なお、・0/ま1%未満を示す。
益 ~OO% 

図5 SX010の花粉分析群集の膚位分布
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3.結果 表3 花粉分析結果

花粉分析結果を表3、凶5に示す。花粉化石

はいずれの試料からも産出し、類似した紺.成を

示す。木本花粉に比べ、 J字本花粉の割合が相対

的に向い。木本花粉ではアカガシ班属の割合が

11.6く、マツ胤がそれに次いで多い。またクマシ

デ胤-アサダ柄、ゴナラ .III~柄、シイノキ胤、エ

ゴノキ胤などの花粉化イiが検出される。革本花

粉では、イネ科の)~tl fr-1J ~ì\'lj く、カヤツリグサ科、

クワ科、ヨモギ胤等の花粉化石が検出される O

)同校的には、 1'，付.にlilJ1J¥"')てマツ胤花粉が増加

何'iliIJをjJえしている。

;1， ~・然

大"ド府条J方跡終ぶmj(川)11501，:uif後)とされ

るは010の化粉化イi1作集は、木イ本h記;駕知iに;消r杓(lJけすす崎る

と、H峨変釦j討温'111比lH41i凶i

のi主:!叫民十榔跡!成此!叫足泣起起(一-ぷ?転.であるアカガガ.シ t岨11胤l(胤カがf多!陀)京王する

ことが特微である 0 このほか、ヤマモモ柄、シ

イノキ胤、イスノキ同といった峻温'貯に分布の

'11心がある種類を伴っている O このような傾向

は北九州各地の花粉分析結果に表れていること

から (Hatanaka，1985;畑中ほか， 1998)、遺跡

川辺の山地には、シイ・カシ類からなる照葉樹

林がイftl:していたと考えられる Oなお、照葉樹

林の代点的な樹木としてタブノキやクスノキな

どクスノキ科の刷物があるが、クスノキ科の花

粉化イi，.;1:イE粉)J児 1/~J~Jいため化イ i としてはほとん

とすえらなし凡そのため、、1'1時クスノキ科も多く

'I~Tf していたとは思われるが、花粉化イ iからは

その従Jl:が制I~ しい。クスノキ科のイヒィ iが検111 さ

れる 111'能性がある/'1ISN:は、木材、柴、槌r、柑i

物ft円安体であることから、今後これらの化イ{に

泊11した調査も尖施していく必要がある O

また、今Inl の結果で、は、マツ }j~彼維管5f，[lm属

(いわゆるニヨウマツ類)が比較的多産し、かっ

地加傾向を示している。マツ属復維管東jfP.腐

は、開発による伐採地に先駆的に生育し二次林

を形成することが多い種類であり、このような

特性から植林されることもしばしばある。この

ことから、条坊跡終末段階の古植生は基本的に

は暖温帯性の広葉樹林であったが、人間活動な

どの影響を受け、マツの二次林や植林が増加

し、山地で優勢であった照葉樹林が減少してき

た可能性がある O マツ属の増加時期は、北九州

地域では、地史的植生変選上約1，500年前以降

に始まるとされる (Hatanaka，1985)。今回の結

果とも調和的であるが、マツ属の増加の背景に

種 類

木本花粉
マキ属
モミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管束E属
マツ属複維管東亜属
マツ属(亜属不明)
コウヤマキ属
スギ属
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科
ヤナギ属
ヤマモモ属
クルミ属
クマシヂ属ーアサダ属
J、シパミ鵬
カバノキ贋
J、ンノキ隅
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
コナラ鳳アカガシ亜鵬
クリ属
シイノキ属
ニレ鵬ーケヤキ属
エノキ属ームクノキ属
イスノキ属
サクラ属
アカメガシワ属
カエデ属
ツタ属
ミズキ属
ツツジ科
カキノキ属
エゴノキ属
テイカカズラ属

諒本ム花芝頼サキシキブ島近似翠 E ・E ・---・E ・

イネ科
カヤツリグサ科
ツユクサ鵬
クワ科
ギシギシ鵬
サナエタヂ節ーウナギツカミ節
ソパ属
アカザ科
スベリヒユ属
ナデシコ科
キンポウゲ科
アブラナ科
パラ科
マメ科
アリノトウグサ属
セリ科
ナス属近似種
オミナエシ属
キウリ属
ヨモギ属
キクE科

一シ町3不生Fー顛之睡花主子戦主s一iー14______一一一一】 ー一

ヒカゲノカズラ属
ゼンマイ属
イノモトソウ属
他のシダ類胞子

合計
木本花粉
革本花粉
不明花粉
シダ類胞子
総計(不明を除く)
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遺構・試料番号
SX010 

NO.3 NO.4 NO.6 

3 11 2 
3 9 一

52 27 16 
11 13 5 
ー

4 3 4 
2 2 

ー 一
2 4 3 

2 
9 4 5 

一
ー

2 ー

4 
10 11 8 
79 103 131 

2 3 
13 18 

ー 4 
5 2 

ー

2 
ー ー 2 
ー ー

ー

ー

一 ー

7 5 2 
一 2 

2 2 

168 231 113 
12 31 17 
2 一
59 53 100 
3 5 5 
5 3 

一
27 32 21 
ー 一
2 3 

5 8 8 
3 

2 
2 3 
5 4 

3 

34 37 25 
ー

369924 1 
園 園 田 園 園 田園圃園間 園田圃圃

一 2 
3 

90 91 50 

209 219 222 
332 424 306 
6 9 21 
92 96 51 

633 739 579 



ある人間活動との関係については未だ良く分かつていないのが現状であり、地域によって異なっている可能

性も想定される Oそのため、今後も本地域での情報の蓄積を行い、発掘調査成果を踏まえた総合解析が必要

と判断される O

一方、草本花粉は、総花粉・胞子の中で半数以上を占めている O 各種類ではイネ科、クワ科、アカ

ザ科、ヨモギ属が多い。これらは開けた場所に先駆的に草地を作る種類で、人家や耕作地に多くみら

れることから、「人里植物」と呼ばれている。おそらく、遺構周辺は開発によって草地化し、これらの

草本類が生育していたものとみられる。また、ソパ属、ナス属、キュウリ属など栽培種もしくは栽培

植を含む分類群の花粉化石が検出されていることから、これらが周辺で栽培・利用されていたことが

示唆される。
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VH.まとめ
1 .遺構について

本調査区で確認できた遺構而は 1聞であり、柵列、掘立柱建物、溝、井戸、監穴住騰、士坑その他を検出

したo

遺構で最も古いのは7'11上紀後半に即j交したと考えられるSD680、SI545がある。市代にまで遡る遺構であり、

同H寺代の遺跡が周辺にあった且可能性がある。

SD680、SI545以外の遺構は、 11'111:紀末--12世紀前半という短い期間に:HIU党しており、以卜.遺構の腕別ご

とに概要を述べていく。

-制:¥lA.till物
小火は総数5000)jtよほど検IBしており、今回報告した掘立柱建物は20棟であるが、当時はこれより多く

の処造物があったと処11じされる。建物の多くに共通してみられることは、建物の制lのほとんどが11ソj似を

指IIlJし、村Il¥jに対して小火の:¥，1正面フ。ランが小さく、掘り方も浅いということである。これらの他物は住肘

として利川されていたと与えられる。例外として、SB315は他の掘立柱建物と機相が民なり、合印であった

と惣1iょしているu小穴の分布状況をみると、道路に沿った部分で遺構密度が向く、道路から離れた"1央官IS

では比較的問倣としていた状況が窺える Oこのことから区画内で宅地化される|以ベ城がj決決丸たaまつていた 111'能f
があるu

・ i梓
i持も抱数険11¥している。なかでも SD350・2134・4394の一群、 SD255・265の -1伴、 SD125はいずれも'，1":

jj似を指lilJしており、同時代の遺構の切り合いが少ないことなどから、区脳内部の|ベ制り榊であったと惣

犯している Oそこから区画内は東西聞を4分割していたと推定できるo

SD120 と SD595についても正方位を指向している O これらは区画内部の区割り溝もしくは II~:代の民なる

l正剛股百十の痕跡の可能性も考えられるが、現段階では特定できず、今後の周辺の調査を待つところである。

-井戸

井戸は小型のものも含め61恭検出している。単体で検出されたものが多いが、2--3基の::}j:)iが切り合っ

ているところもあるo井戸の分布状況も小火liiJ織にまとまりが認められる。また61基の井戸のうち 16;.~ 

は JI:ri枠もしくは集水胞i役を仰ìi.~，することができた。 JI:} i枠については方形縦板組型、丸太例吋刷、 1111物

車IU~~ 、車ili州中IV~~ など多微なパターンがあるり }j J\ヨ縦版制p~~ は、 W陣附』崎H村竹i主;のイ布f1力知無!!照!時t仁、楠桃木の加:工仁の1雑長などでさら

に車刺納釧u削11分することができる0*車
ので、本捌」任i告任削旬空制1刊|以ベのj井ドjμi枠もその初j羽見川j則U別jにあたる員貨:i杭rcな資車判料:1千い|↓.，にこなつたoJIド:}μ{枠もしくは1集i集良y水k施i投没を併倣雌i五:認で、き

なかつたj川!ド:)μiについては、)l;々 高抑11りのJI:}iであった、 Ilf利川のために出1)材が抜かれてしまった、腐って

しまったなとeの臥'u吋1リr能1~刊性~I性1:が4与与.えられるが、 i訓1捌司:命f合慌t句町't l正tl刊þ(ベ刈|内付の j地也山 1'.ゾ質をを島考考:'JJ慮畠すると、 A点{!持拘捌1加制J\りの j月1:二Fμ二jの ï川可l吋吋íJ陶"(能j泡B削，性|

たと~惣1目仕臥t日i1!2定iE2 される O

-道路

i調査|弐点 (SFll00)・市 (SF700).附 (SFI000)の3ヵ所で、道路遺怖を検出した。 SF700・1000の交差

点付近では巡路通行痕跡を{確認した。道路通行取跡からlihj道路が同時期jに使用されていたことが具体的に

判明できたoSF700はSF1000よりさらに附に延びていたかは確認できなかったが、 SF1000は調査区より

南に続いていたのは間違いない。そのことから、南北道路が優位という意識が働いていると考えられる。ま

た同じ南北道路でも、 SFI000より SF1100の路帥脳のほうが2m程度も広く造られている。このことは当

時の都市計画の中で道路の格差があったことも今後検討していく必要があろう O

道路は廃絶後、いずれも路面中央に大溝が掘削されてその機能を終了する O ただしSF700のように大溝

が埋まった後も道路として利用されていることから、SF1000・1100についても再利用の可能性は考えられ

る。調査区の南と西には道路遺構に平行して現在でも一般道路が通っており、当時の道路設計が今日まで

影響を与えているともいえる。

-不明遺構 (SX010)

調査所見ではSXOI0内に水がたまっていた状況を想定していたが、花粉分析結果では水域の存在を示唆

する水生植物の花粉化石が全く検出されなかったOこの結果を尊重すると、SX010は池のような性格を有し

たものではなかった可能性が高くなる O

また、花粉化石群集が単層内で層位的に変化することから、埋土下部の灰色粘・黄灰砂の成因とし
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囲からの流れ込みなどに起因する堆積物であることが推定される O したがって、花粉化石群集のうち草本

花粉などは遺構近辺に分布していたものに由来する可能性がある O

以上のことから、 SXOIOが埋没する XIV期(12世紀中頃)あたりでは遺構周辺は人里に多い草本植物な

どからなる草地が形成されていたことが推定される Oただ今回はSXOIOしか自然科学分析を行っていない

ので、本調査区内全てにいえることではなく、今後の周辺の調査で解明されることを期待する O

2.遺物について

調査区全体をみると、出土した遺物はほとんどがXII----Xm期 (11世紀末------12世紀前半)のもので、陶磁

器も同時期の磁器区分C期以外はほとんどみられない。石鎌や石包丁、銅剣など縄文~弥生時代の遺物が出

土しているが、平安後期の遺物に混じって出土しており、縄文~弥生時代の遺構は確認できない。 XII期以

前の遺構として捉えられるのは、 7世紀後半とみられる SD680、S1545に限られる O 古相の遺物はSD075など

から8世紀代の遺物がわずかながらまとまって遺物が出土している程度で、その他でもほとんど混入してい

ない。平安前~中期の遺物はなおさらであるoXN期(12世紀中頃)以降の遺物も、撹乱から出土する程度

で、その場合も、多くのXII----X皿期の遺物に数点混じっている程度である。遺構も XN期より後のものは

確認できない。このことは、この地の開発、衰退の時期が極めて限られたいたことを示すものとみられる上、

土器相把握の上で貴重な資料群になったといえよう。XIV期とした遺構についてみても、白磁椀四類やV-4

類、白磁皿田類などは出土しているものの、青磁が皆無に等しく、一般的なXN期の様相とは異なる oX皿

期とした方がよい可能性もあるが、今後に委ねたい。

遺物の種類は、土師器、黒色土器、瓦器の供膳具、土師器鍋やj骨石製石鍋などの煮炊具、東播系とみられ

る控鉢や畿内系とみられる瓦器椀などの外来系遺物、貿易陶磁器など、日常生活に関わるものが大半を占め

るo そうした中、取瓶、輔の羽口、鋳型、砥石など、鋳物等の金属生産に関わる遺物が、少離ながら出土し

ている。砥石は断面が浅いU字状を呈する使用痕をJ釘するものが多くみられる。完存する鋳型も出土してい

るが、製品が何なのかは判らなかったo出土量的に、集約的な工務群があったとは制定しがたく、ごく小規

模な形で営まれていたものと推測されるo他にも、漆が付着した土師器椀、均杯:、 IJ小jト、寸11阻Eカがf可吋叩H需jιi

生厳を行つていた可能性もある O石鍋の破片を加工して、権や小型の容器なとeを作ったり、彼制した石鍋を

修瑚するために利用されたりといった、石鍋の再利用が行われている。また、穿孔や榊状艇を有し、砥石的

な(紙;r:jとしての効果には疑問があるが)利用が想定される破片も出土している。

3.検出した区画について

散後に今回確認できた区画のことについて触れておきたい。本調査区の道路と大宰府条坊跡第122次調査

で検出した道路および仮に大宰府条坊跡第176次で検出された東西に走行する流路遺構を区画の北限と認め

るならば、そこから区闘の内法(宅地部分)は東西約95m、南北約110m、各道路・溝群心々聞は東西約103m、

凡例

し一選笛 l宇品

日制222次で検出した回

o 100m 
L一一一一一一」

図6 大宰府条坊跡第222次調査と昭和23年当時の周辺地形図
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南北約124mに復元することができる。一方、近年の条坊研究成果から条坊一区画は約90m四方と導かれてい

るoこのことから、本調査区で確認された区画は条坊区画とは異なる設計である。当初、本調査区は大宰府

条坊内と考えられてきたが、鷺田川以東とは区画の設計が異なっており、大宰府条坊の範囲の再考を促す良

い資料になったと考えている。

今回検出した区画は、宅地部分のみの面積が約10，450ぱとなり、面積が l町に近似することになる。調査

区の西に広がる一帯は、遺存地割より l町単位の区画の存在(条里プラン)が指摘されてきたが、面積だけ

でなく位置的にも周辺地割になじむことが認められることから、今後周辺を解明していく上で、基準となる

成果を得たといえよう。

森田勉氏
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S=1:100 No.1 遺構配置図第222次調査大宰府条坊跡
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大宰府条坊跡 第222次調査 遺構配置図 No.6 S=1 :100 
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大宰府条坊跡 第222次調査 遺構配置図 NO.7 S=1 :100 
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